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 本研究所の体制は、平成 16 年度(2004 年度)から情報デバイス、ブロードバン
ド工学、人間情報システム、システム・ソフトウェアの 4 つの研究部門と、ナ
ノ・スピン実験施設及びブレインウェア研究開発施設の 2 つの施設、21 世紀情
報通信研究開発センターの 1 センターの組織からなっています。それぞれ研究



































令和元年 5月 31 日 
電気通信研究所 所長 
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るとともに、これらの電気・情報系 4 学科との「一体運営」の協力関係が維持構築された。 
現在、通研と電気・情報系との間には下図に示す相互教育関係が維持されている。2004 年、電気・
情報系 4 学科は応用物理学科と合同の大学科，電気情報・物理工学科となった。2007 年には情報知能
システム総合学科と改称し，そのなかの 6 コースが電気・情報系と位置づけられている。2012 年には、
工学研究科の電気・通信工学専攻が電気エネルギーシステム専攻及び通信工学専攻に改められた。2015
年には電気情報物理工学科と改称し、コースの構成も変更された。 
2018 年度には通研の 25 研究室のうち 2 研究室が大学院工学研究科電気エネルギーシステム専攻に、
5 研究室が同研究科通信工学専攻に、10 研究室が同研究科電子工学専攻に、1 研究室が大学院情報科学
研究科情報基礎科学専攻に、4 研究室が同研究科システム情報科学専攻に、1 研究室が同研究科応用情
報科学専攻に、1 研究室が同研究科人間社会情報科学専攻に、さらに 3 研究室は大学院医工学研究科医
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ナノフォトエレクトロニクス研究分野 教授 上原洋一 
















光に与える研究を行っている。これまで、VO2の光相転移時間の決定（2016年報告書、J. Phys.: Condens. 
Matter., 29, 405001_1-7 (2017)）、Sb2Te3の結晶–アモルファス相転移時間の決定（2017年報告書、J. Appl. 






２．STM発光分光振動分光: Ni(110)-(2 × 1) O 
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２．STM発光分光振動分光: Ni(110)-(2 × 1) O 
STMは高い空間分解能を有するが材料同定能力は劣る。しかし、個々の表面吸着種の振動エネ
ルギーがSTM発光スペクトル中の量子カットオフ近傍のステップ構造から決定されることが我々
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実用的ゲート長 100 nm で、THz 帯で動作し得る高周波特性を得た。現在、住友電工および情報通
信研究機構と共同で、GFET の実用化に取り組んでいるところである。 
２． GaN-HEMT の電流コラプス現象の解明 
 高周波・高出力動作できる GaN-HEMT は有望な次世代通信デバイスである。GaN-HEMT の動作
信頼性を低下させる電流コラプス現象に関し、その原因となる表面電子捕獲の時空間ダイナミクス
を時空間オペランド X 線分光を用いた定量分析に成功している。 
３． 時空間オペランド X 線分光の開拓 
 高時空間分解能（<100 ns, 100 nm）を有するオペランド（＝動作下）X 線分光を開拓した。この
手法は、高速で動作しているデバイスの電子状態変化の観測を可能にする。現在、この手法を用い
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図 1. 誘電ナノデバイス研究分野の目標 
図 2. 強誘電体単結晶記録媒体上に 4 Tbit/inch2
の密度で記録されたディジタル情報 
200 nm 12.8 nm
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微鏡(Scanning Nonlinear Dielectric Microscopy; SNDM)の研究・開発を行っている。この顕微鏡は残留
分極分布の計測や結晶性の評価を純電気的に行える世界で初めての装置であり、既に実用化に成功
している。現在は半導体のドーパントプロファイル，界面欠陥の観測や固体中の単一双極子モーメ





１． SNDM によるパワー半導体材料・デバイス評価に関する研究 
 前年度に引き続き、局所 DLTS（Deep Level Transient Spectroscopy）の改良を進め、従来の局





２． SNDM による原子層半導体材料評価に関する研究 
SNDM を用いて、数原子層以下の層数しか持たない二硫化モリブデン（MoS2）など、極薄層状半導
体材料のキャリア分布観察が行えることを実証した。また、原子層状材料評価における間欠接触方
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 MgO/Co/Fe および MgO/Pt/Fe 界面における電圧制御磁気異方性(VCMA)効果の起源解明を、第一
原理計算と X 線磁気円二色性(XMCD)測定により解明した。Co 原子では軌道磁気モーメントの電界
変調が VCMA の起源であることを確認することができた。一方、Pt 原子では軌道磁気モーメント
に加え電気四極子の電界変調が VCMA へ大きく寄与していることを明らかにした。また、Pt にお
いては軌道磁気モーメントと電気四極子のVCMA効果への寄与はCoに比べ一桁以上大きな値であ
ることを明らかにし、5d遷移金属を用いることによる VCMA 増大の可能性を示すことができた[4]。 
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を目的として、多様な神経パルスを再現し、電源電圧 1V で動作するニューロン MOS アナログ回







基板非加熱プラズマ CVD により形成した P ドープ及び B ドープ Si エピタキシャル薄膜中のキ
ャリア濃度の深さ方向分布を調査した結果、表面に向かって徐々にキャリア濃度が増加する傾向が
あることを確認した。また、成長を中断して一定時間のプラズマ照射を行うことにより、高濃度領
域での B 原子の電気的活性化率が 50%超まで改善することが可能であることを見いだした。 
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ドットを活用した素子数の改善等を行った[2, 3, 4, 5]。 
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構築し、光の位相差で情報を伝送するノンコヒーレント方式により、単一チャネルで 10 Tbit/s-300 
km のリアルタイム超高速伝送に世界で初めて成功した。また、光注入同期を用いた双方向デジタ





































































分割多重方式による 1 チャネルあたり Tbit/s 級の超高速光伝送、QAM と呼ばれるデジタルコヒー
レント光伝送、ならびにそれらを融合した超高速・高効率光伝送技術の研究開発を進めている。ま








り、単一チャネルで 10 Tbit/s のリアルタイム超高速伝送に世界で初めて成功した。本伝送ではパル
ス幅 340 fs の超短光ナイキストパルスを生成してシンボルレートを 2.56 Tbaud まで高速化し、ファ
イバ伝送路の 4 次までの高次分散を高精度に補償することにより長距離伝送を実現している。受信
側では 230 fs のゲート幅でサンプリングを行うことにより超高速多重分離を実現している。本伝送
はノンコヒーレント方式でありながら 2.5~3.7 bit/s/Hz の高い周波数利用効率を有している。 
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(a) X-pol. (b) Y-pol.




２． コヒーレント光 QAM 伝送技術に関する研究 
 本研究室では、光張り出し方式で構成される第 5 世代移動通信システム(5G)等の無線アクセスネ
ットワークにおいて、広帯域化および長延化を実現するために、デジタルコヒーレント方式による
超高速モバイルフロントホール伝送技術の実現を目指している。2018年度は、我々が開発したFPGA
光送受信装置を用いて、光注入同期を用いた双方向デジタルコヒーレント方式により 80 Gbit/s, 256 
QAM 伝送を 14 dB のロスバジェットで実現した。さらに、複数のアンテナへの光信号の配信を想





教 授 廣岡 俊彦（2018 年より） 
助 教 葛西 恵介 
研究員 黒田 久雄 
 
＜プロフィール＞ 
廣岡 俊彦 2000 年 3 月大阪大学大学院工学研究科博士後期課程修了。同年 4 月コロラド大学博士研究
員。2002 年 4 月東北大電気通信研究所助手、2007 年 10 月同准教授、2018 年 4 月同教授、現在に至る。
超高速光通信、非線形ファイバ光学の研究開発に従事。電子情報通信学会学術奨励賞、光科学技術研究
振興財団研究表彰、文部科学大臣表彰若手科学者賞、RIEC Award など受賞。 
 
＜2018 年度の主な発表論文等＞ 
[1] M. Nakazawa, M. Yoshida, M. Terayama, S. Okamoto, K. Kasai, and T. Hirooka, "Observation of guided 
acoustic-wave Brillouin scattering noise and its compensation in digital coherent optical fiber transmission," Opt. 
Express vol. 26, no. 7, pp. 9165-9181, April (2018). 
[2]  K. Kimura, J. Nitta, M. Yoshida, K. Kasai, T. Hirooka, and M. Nakazawa, "Single-channel 7.68 Tbit/s, 64 QAM 
coherent Nyquist pulse transmission over 150 km with a spectral efficiency of 9.7 bit/s/Hz," Opt. Express vol. 26, 
no. 13, pp. 17418-17428, June (2018). 
[3] Y. Wang, S. Okamoto, K. Kasai, M. Yoshida, and M. Nakazawa, "Single-channel 200 Gbit/s, 10 Gsymbol/s-1024 
QAM injection-locked coherent transmission over 160 km with a pilot-assisted adaptive equalizer," Opt. Express 
vol. 26, no. 13, pp. 17015-17024, June (2018). 
[4] M. Yoshida, N. Takefushi, M. Terayama, K. Kasai, T. Hirooka, and M. Nakazawa, "Reverse Phase Modulation 
Technique for GAWBS Noise Error Floor Elimination in 1024 QAM-160 km Digital Coherent Transmission," 
OECC 2018, 4B1-3, July (2018). 
[5] T. Kan, K. Kasai, M. Yoshida, T. Hirooka, and M. Nakazawa, "50.4 Tbit/s, 128 QAM L-band WDM Injection 
Locked Coherent Transmission over 160 km with Spectral Efficiency of 10.5 bit/s/Hz," OECC 2018, 5B3-3, July 
(2018). 
[6] K. Kasai, M. Nakazawa, Y. Tomomatsu, and T. Endo, “Tunable Laser Diode with a Linewidth of 8 kHz and a RIN 
of -130 dB/Hz,” CLEO-PR 2018, W1J.4, August (2018). 
[7] K. Kasai, M. Yoshida, T. Hirooka, K. Iwatsuki, and M. Nakazawa, “Backward-Rayleigh-Scattering Suppressed 
160 Gbit/s 256 QAM Injection-Locked Bidirectional Coherent Transmission for Next Generation Mobile 
Fronthaul,” ECOC 2018, Th2.71, September (2018). 
[8] T. Hirooka, R. Hirata, J. Wang, M. Yoshida, and M. Nakazawa, “Single-channel 10.2 Tbit/s (2.56 Tbaud) optical 
Nyquist pulse transmission over 300 km,” Opt. Express, vol. 26, no. 21, pp. 27221-27236, October (2018). 
[9] M. Yoshida, K. Kasai, T. Hirooka, and M. Nakazawa, “Dual-polarization on-line 256 and 512 QAM digital 









高機能フォトニクス研究分野 教 授 八坂 洋 



































教 授 八坂 洋  （2008 年より） 
准教授 吉田 真人 （2018 年より） 
助 教 横田 信英 
 
＜プロフィール＞ 
八坂 洋 1983 年 3 月 九州大学理学部物理学科卒業。1985 年 3 月 同大学院理学研究科物理学専攻
博士前期課程修了。1985 年 4 月 日本電信電話（株）入社、NTT 厚木電気通信研究所、NTT 光エレク
トロニクス研究所、NTT 光ネットワークシステム研究所、NTT フォトニクス研究所勤務。1993 年 12 月 
工学博士（北海道大学）。2008 年 4 月 東北大電気通信研究所教授、現在に至る。光通信用高機能半導
体光デバイスの研究開発に従事。 
 
吉田 真人 1997 年 3 月 東北大学工学部電気工学科卒業。2001 年 3 月 同大学院工学研究科電子工




[1] N. Yokota, K. Nisaka, H. Yasaka and K. Ikeda, "High-Speed Modulation of 1.55-μm VCSELs with Spin 
Polarization Modulation," Conference on Lasers and Electro-Optics (CLEO2018), STu3Q.2, May, 2018. (San Jose, 
CA, 13-18, May)  
[2] 菅野光成、三枝慈、横田信英、石井啓之、八坂洋、"混合変調レーザにおける高速変調時のチャープ特
性"、電子情報通信学会 レーザ・量子エレクトロニクス研究会（LQE）、LQE2018-15, pp. 21-24, 2018. 
[3] M. Kanno, S. Mieda, N. Yokota, W. Kobayashi, and H. Yasaka, "Chirp Control of Semiconductor Laser by 
Hybrid Modulation Scheme (invited)," IEICE Transactions on Electronics, vol. E101-C, No. 7, pp. 561-565, 2018. 
/ DOI 10.1587/transele.E101.C.561 
[4] K. Aoyama, N. Yokota, and H. Yasaka, "Strategy of optical negative feedback for narrow linewidth 
semiconductor lasers," Optics Express, vol. 26, No. 16, pp. 21159-21169, 2018. / DOI 10.1364/OE.26.021159  
[5] 横田信英、小向知也、八坂洋、"注入同期による SSB 変調光周波数コムの広帯域・高 S/N 化"、2018 年
電子情報通信学会ソサイエティ大会、C-3-53、2018. 
[6] N. Yokota, K. Nisaka, H. Yasaka, and K. Ikeda, "Spin polarization modulation for high-speed vertical-cavity 
surface-emitting lasers," Applied Physics Letters, vol. 113, Issue 17, 171102, 2018. / DOI 10.1063/1.5040914 
[7] K. Aoyama, S. Kobayashi, M. Wada, N. Yokota, T. Kita, and H. Yasaka, "Compact narrow linewidth optical 
negative feedback laser with Si optical filter," Applied Physics Express, vol. 11, No. 11, 112703, 2018. / DOI 
10.7567/APEX.11.112703 
[8] 横田信英、二坂薫平、池田和浩、八坂洋、"高速化に向けた面発光レーザの電子スピン偏極変調特性"、







先端ワイヤレス通信技術研究分野     教 授 末松 憲治 














WBAN が今後ますます普及する一方、満員電車などの混雑環境においては WBAN 間干渉が大きな
課題となると予測される。我々は WBAN 間干渉を抑えつつ広帯域・高信頼通信を実現するために
 
広帯域ワイヤレス通信用 1 チップ送受信機の研究 




















教 授 末松 憲治（2010 年より） 
准教授 亀田  卓（2012 年より） 
助 教 本良 瑞樹（2014 年より） 
技術補佐員 富澤 幸恵  山田 かおり 
 
＜プロフィール＞ 
末松 憲治 1987 年 3 月早稲田大学大学院理工学研究科電気工学専攻博士前期課程修了。博士 (工学) 
(2000 年)。1987 年 4 月三菱電機 (株) 入社。1992 年 9 月～1993 年 9 月英国リーズ大学客員研究員。2008
年 4 月～2010 年 3 月東北大学電気通信研究所客員教授。2010 年 4 月教授。1997 年、2006 年、2009 年関
東地方発明表彰発明奨励賞、2002 年第 50 回電気科学技術奨励賞 (オーム技術賞)、2009 年文部科学大臣
表彰科学技術賞 (開発部門)、2012 年電子情報通信学会エレクトロニクス賞各受賞。電子情報通信学会、 
IEEE 各会員。 
 
亀田  卓 1997 年 3 月東北大学工学部電子工学科卒業。2001 年 9 月同大学院工学研究科電子工学専攻
博士後期課程修了。博士 (工学)。同年 10 月電気通信研究所助手、2007 年 4 月同助教、2012 年 4 月同准




[1] K. Akimoto, et al., “Measurement of on-body propagation loss for directional millimeter-wave WBAN,” in Proc. 
Global Symposium on Millimeter Waves (GSMM) 2018, May 2018 
[2] N. Takeda, et al., “A study of inductive coupling wireless power transfer for IC chips on tablets in a pill case,” in 
Proc. Asian Wireless Power Transfer Workshop (AWPT), Nov. 2018 
[3] K. Mayama, et al., “Evaluation of link level performance considering EVM of transmit signal for downlink 
NOMA,” in Proc. 2018 Asia Pacific Microwave Conference (APMC), Nov. 2018 
[4] J. Zhang, et al., “A 26GHz-band image enhancement type 1-bit DAC for direct digital RF 1-bit modulator,” in 
Proc. 2018 Asia-Pacific Microwave Conference (APMC), Nov. 2018 
[5] S. Kameda, et al., “Random access control scheme with reservation channel for capacity expansion of QZSS 
safety confirmation system,” IEICE Trans. Fundamentals, vol.E102-A, no.1, pp.186-194, Jan. 2019 
[6] 秋元 他, “人体の減衰を考慮した複数ユーザ環境における 60 GHz 帯 WBAN 間干渉環境のシミュレー









































准教授 サイモン グリーブス (2003 年より) 
 
＜プロフィール＞ 
サイモン グリーブス 1993 年英国サルフォード大学大学院物理学科博士課程修了。同年英国ウェール




[1] S. J. Greaves, H. Muraoka and Y. Kanai, "Magnetisation switching of ECC grains in microwave-assisted magnetic 
recording", AIP Advances 8, 056502-1-7, (2018), doi 10.1063/1.5006362. 
[2] S. J. Greaves, Y. Kanai and H. Muraoka, "Antiferromagnetically coupled media for microwave-assisted magnetic 
recording", IEEE Transactions on Magnetics 54(2), 3000111-1-11, (2018), doi 10.1109/TMAG.2017.2730881. 
[3] S. J. Greaves, T. Kikuchi, Y. Kanai and H. Muraoka, "Optimizing dual-layer recording using antiferromagnetic 
exchange coupling", IEEE Transactions on Magnetics 54(11), 3001805-1-5, (2018), doi 10.1109/TMAG.2018.2829509. 
[4] S. J. Greaves, "Magnetic recording using a spin torque oscillator", IEEE Transactions on Magnetics 54(11), 
3001705-1-5, (2018), doi 10.1109/TMAG.2018.2834933. 
[5] S. J. Greaves and Y. Kanai, "Effect of spin torque oscillator tilt angle in microwave assisted magnetic recording", IEEE 
Transactions on Magnetics 55(3), 3000404-1-6, (2019), doi 10.1109/TMAG.2018.2868279. 
[6] S. J. Greaves: "Ultra-Fast Dynamics for Heat-Assisted Magnetic Recording", Handbook of Materials Modeling 
Volume 2: Applications: Current and Emerging Materials, editors W. Andreoni and S. Yip, Springer, Cham, 2018. doi  
10.1007/978-3-319-50257-1_106-1, ISBN 978-3-319-50257-1 (Online). 
[7] T. Kikuchi, S. Greaves and H. Muraoka, "Effect of exchange coupling between top & bottom layers in dual layer 
microwave assisted magnetic recording", T. Mag. Soc. Jpn. 2, p1-4, (2018). 
[8] Y. Kanai, R. Itagaki, S. J. Greaves and H. Muraoka, "Micromagnetic model analysis of spin-torque oscillator (STO) 
integrated into recording head for microwave-assisted magnetic recording - oscillation of STO vs. rise time of in-gap 
field", IEEE Transactions on Magnetics 54(11), 3001005-1-5, (2018), doi 10.1109/TMAG.2018.2848279. 
[9] Y. Kanai, R. Itagaki, S. J. Greaves and H. Muraoka, "Micromagnetic model simulations considering write head, 
spin-torque oscillator, and double-layered medium altogether", IEEE Transactions on Magnetics 55(3), 3000613-1-13, 










超ブロードバンドデバイス・システム研究分野 教 授 尾辻 泰一 






















           
 左：非対称二重回折格子ゲート構造を有するグラフェンテラヘルツトランジスタの構造図および試作素子の顕微鏡
写真（上）、室温下で観測された透過テラヘルツ波コヒーレント増幅の減衰・利得スペクトル（左下、負が利得を示
す）、および最大利得のドレイン電圧依存性（右下）、右：UTC-PD 集積 HEMT 光無線周波数下方変換素子の断面
構造図およびその電子顕微鏡写真（上）、従来型 HEMT と UTC-PD 集積 HEMT を用いて 1.5-μm 帯光信号から周




教 授 尾辻 泰一 （2005 年より） 
准教授 佐藤 昭 （2017 年より） 
助 教 渡辺 隆之 （2017 年より） 
学術研究員 RYZHII Victor （2017 年より） 
秘 書 上野 佳代  
＜プロフィール＞ 
尾辻 泰一 1982 年 3 月 九州工業大学工学部電子工学科卒業。1984 年 3 月 同大学院工学研究科電
子工学専攻修士課程修了。1984 年 4 月 電電公社厚木電気通信研究所入所。1999 年 4 月 九州工業大
学情報工学部助教授。2001 年 9 月 同教授。2005 年 4 月 東北大学電気通信研究所教授，現在に至る。
テラヘルツデバイスとその超ブロードバンド信号処理への応用に関する研究開発に従事。IEEE GaAs IC 
Symposium 最優秀論文賞受賞（1998 年）。IEEE Electron Device Society Distinguished Lecturer, IEEE Fellow，
OSA Senior Member, MRS, SPIE, 電子情報通信学会，応用物理学会，各会員。 
 
佐藤 昭 2003 年 3 月 会津大学コンピュータ理工学部ハードウェア学科卒業。2005 年 3 月 同大学
院コンピュータ理工学研究科コンピュータシステム学専攻博士前期課程修了。2006 年 4 月－2008 年 3
月 日本学術振興会特別研究員（DC2）。2008 年 3 月 同専攻博士後期課程修了。2008 年 4 月 同大学
情報センター助教。2009 年 4 月 同大学先端情報科学研究センター助教。2010 年 4 月 東北大学電気
通信研究所助教。2017 年 11 月 同准教授，現在に至る。テラヘルツ・ミリ波デバイス物理の研究開発
に従事。IEEE Senior Member，APS，応用物理学会，IEICE，各会員。  
＜2018 年度の主な発表論文等＞ 
[1] Y. Omori, T. Hosotani, T. Otsuji, K. Iwatsuki, and A. Satou, "UTC-PD-integrated HEMT for optical-to-
millimeter-wave carrier frequency down-conversion," OFC: Optical Fiber Conference Dig., Th3B.5, 
pp. Th3B.5-1-3, 2019. 
[2] V. Ryzhii, D.S. Ponomarev, M. Ryzhii, V. Mitin, M.S. Shur, and T. Otsuji, "Negative and positive 
terahertz and infrared photoconductivity in uncooled graphene," Opt. Mat. Exp., vol. 9, no. 2, pp. 
585-597, 2019.  
[3] D.V. Lavrukhin, A.E. Yachmenev, I.A. Glinskiy, R.A. Khabibullin, Y.G. Goncharov, M. Ryzhii, T. Otsuji, 
I.E. Spector, M. Shur, M. Skorobogatiy, K.I. Zaytsev, and D. Ponomarev, "Terahertz photoconductive 
emitter with dielectric-embedded high-aspect-ratio plasmonic grating for operation with low-power 
optical pumps," AIP Advances, vol. 9, pp. 015112-1-5, 2019. 
[4] V. Ryzhii, T. Otsuji, M. Ryzhii, D.S. Ponomarev, V.E. Karasik, V.G .Leiman, V. Mitin and M.S. Shur, 
"Electrical  modulation of terahertz radiation using graphene-phosphorene heterostructures," 
Semicond. Sci. Technol., vol. 33, pp. 124010-1-8, 2018. 
[5] V. Ryzhii, M. Ryzhii, D. Svintsov, V.G. Leiman, P.P. Maltsev, D.S. Ponomarev, V. Mitin, M.S Shur, and 
T. Otsuji, "Real-space-transfer mechanism of negative differential conductivity in gated graphene-
phosphorene hybrid structures: Phenomenological heating model," J. Appl. Phys., vol. 124, pp. 
114501-1-9, 2018. 
[6] M. Suzuki, T. Hosotani, T. Otsuji, T. Suemitsu, Y. Takida, H. Ito, H. Minamide, and A. Satou, "Coupling 
of 2D plasmons in grating-gate plasmonic THz detector to THz wave with lateral polarization," 
IRMMW-THz: the 43rd International Conference on Infrared, Millimeter and Terahertz Waves Dig., 
Tu-A2-1a-2, 2018. 
[7] S. Boubanga-Tombet, D. Yadav, W. Knap, V.V. Popov, and T. Otsuji, "Graphene-channel-transistor 
terahertz amplifier," DRC: the 76th Annual Device Research Conference Dig., pp. 1-2, UCSB, CA, 
USA, 2018. 
[8] S. Boubanga-Tombet, D. Yadav, W. Knap. V.V. Papov, and T. Otsuji, "Terahertz light amplification by 
current-driven plasmon instabilities in graphene," CLEO: Int. Conf. on Lasers and Electro-Optics Dig., 
SW4D.4, San Jose, CA, USA, 2018. 
[9] V. Aleshkin, A. Dubinov, S. Morozov, M. Ryzhii, T. Otsuji, V. Mitin, M. Shur, and V. Ryzhii, "Interband 
infrared photodetectors based on HgTe-CdHgTe quantum-well heterostructures," Opt. Mat. Exp., vol. 
8, no. 5, pp. 1349-1358, 2018. 
[10] I. Gayduchenko, G. Fedorov, M. Moskotin, D. Yagodkin, S. Seliverstov, G. Gol'tsman, A. Kuntsevich, 
M. Rybin, E. Obraztsova, V. Leiman, M. Shur, T. Otsuji, and V. Ryzhii, "Manifestation of plasmonic 
response in the detection of sub-terahertz radiation by graphene based devices," Nanotechnology, 




















































Institute of Technology 客員研究員，東北大学大学院工学研究科助教授，大阪大学大学院基礎
工学研究科助教授，2003 年 1 月より現職
三森　康義　1998 年東京工業大学大学院理工学研究科博士課程修了，日本学術振興会特別研究員，
NTT 基礎研究所研究員，東京工業大学大学院非常勤講師，独立行政法人通信総合研究所専攻研究員，
東北大学電気通信研究所助教，2011 年 7 月より現職
Mark Sadgrove  2006 年オークランド大学（ニュージーランド）Ph.D 修了，電気通信大学レーザー
新世代研究センター博士研究員，学習院大学理学部博士研究員，電気通信大学フォトニックイノ
ベーション研究センター特任助教，2015 年 4 月より現職
＜ 2018 年度の主な発表論文等＞
[1]  Y.Mitsumori, S.Watanabe,K.Asakura,K.Seki, K.Edamatsu,K.Akahane,and N.Yamamoto, “Effect of the 
depolarization field on coherent optical properties in semiconductor quantum dots”, Phys. Rev. B 97, 
235305 (2018)
[2]  F.Kaneda,H.Suzuki,R.Shimizu, and K.Edamatsu,“Direct generation of frequency-bin entangled photons 
via two- period quasi-phase-matched parametric downconversion”, Opt. Exp. 27,001416(2019)
[3]  N.Matsumoto,S.B.Cataño-Lopez,M.Sugawara,S.Suzuki,N.Abe,K.Komori,Y.Michimura,Y.Aso,and 
K.Edamatsu,“Demonstration of Displacement Sensing of a mg-Scale Pendulum for mm- and mg- Scale 
Gravity Measurements”,Phys.Rev.Lett.122.071101(2019)


































































































































































生体電磁情報研究分野 教 授 石山 和志 











































教 授 石山 和志（2007 年より） 
准教授 枦 修一郎（2010 年より） 
助 教 林 禎彰 (2016 年より) 
 
＜プロフィール＞ 
石山 和志 1986 年 3 月 東北大学工学部電気工学科卒業。1988 年 3 月 同大学院工学研究科電子工学
専攻博士前期課程修了。1988 年 4 月 同大電気通信研究所助手。1993 年 1 月 博士(工学)学位取得。2003
年 1 月 同助教授。2003 年 4 月から 2005 年 3 月まで内閣府総合科学技術会議事務局参事官補佐(兼務)。
2007 年 4 月 東北大学電気通信研究所教授、現在に至る。磁気工学ならびに磁気応用に関する研究開発
に従事。電気学会優秀論文発表賞(1991)、原田研究奨励賞(1996)、Best Paper Award on International 
Conference on Ferrites (2000)、生体医工学シンポジウムベストリサーチアワード(2004)、日本応用磁気学
会論文賞(2005)。 
 
枦 修一郎 1990 年 3 月 琉球大学工学部電気工学科卒業。1992 年 3 月 同大学院工学研究科電気情報
工学専攻修士課程修了。1992 年 4 月 本田技研工業（株）入社。1998 年 3 月 東北大学大学院工学研
究科電気・通信工学専攻博士後期課程修了。1998 年 4 月 医薬品機構派遣研究員。2000 年 7 月 岐阜
大学工学部助手。2007 年 4 月 同大工学部助教。2008 年 4 月 東北大学電気通信研究所助教。2010 年




の開発」，電気学会論文誌 E, Vol. 138, No. 4, pp. 153-158 (2018).  
[2] Jingyan Ma, Sho Muroga, Yasushi Endo, Shuichiro Hashi Hiroo Yokoyama Yoshiaki Hayashi, Kazushi Ishiyama, 
"Analysis of Magnetic Film-Type Noise Suppressor Integrated on Transmission Lines for On-Chip Crosstalk 
Evaluation," IEEE Transactions on Magnetics, Vol. 54, No. 6, 2800404 (2018).  
[3] Shun Fujieda, Shimpei Asano, Shuichiro Hashi, Kazushi Ishiyama, Tsuguo Fukuda, Shigeru Suzuki, "Significant 
reduction in Young’s modulus of Fe-Ga alloy single crystal by inverse magnetostrictive effect under tensile stress," 
Journal of Applied Physics, Vol. 124, 233901 (2018).  
[4] Hiroo Yokoyama, Kosuke Kusunoki, Yoshiaki Hayashi, Shuichiro Hashi, Kazushi Ishiyama, "Magneto-impedance 
properties of thin-film type sensors using CoNbZr/SiO2 multilayer films," Journal of Magnetism and Magnetic 






先端音情報システム研究分野 教 授 鈴木 陽一 










































































先端音情報システム研究分野 教 授 鈴木 陽一 
















































































教 授  鈴木 陽一（1999 年より） 
准教授  坂本 修一（2011 年より） 
助 教  崔 正烈，トレビーニョ ホルヘ 
特任助教 サルバドール ダニエル セザール 
技術職員 齋藤 文孝   
事務補佐員 小野寺 美紀，箕輪 牧子 
 
＜プロフィール＞ 
鈴木 陽一 1976 年 3 月 東北大学工学部電気工学科卒業．1981 年 3 月同大学院工学研究科電気及通信
工学専攻博士後期課程修了．工学博士．1981 年 4 月同電気通信研究所助手．同大型計算機センター助教
授，同電気通信研究所助教授を経て．1999 年 8 月同教授，現在に至る．音の大きさおよび音色，騒音の
評価，3 次元音空間知覚と制御，音信号のディジタル信号処理手法等，人間の聴覚の解明とその工学応
用の研究に一貫して従事．日本音響学会佐藤論文賞受賞（1992，1994，2017），日本音響学会会長（2005
年 5 月～2007 年 5 月），日本 VR 学会理事（2014 年 4 月～現在）．アメリカ音響学会フェロー． 
 
坂本 修一 1995 年 3 月 東北大学工学部情報工学科卒業．1997 年 3 月 同大学院情報科学研究科シ
ステム情報科学専攻博士前期課程修了．2000 年 10 月 東北大学電気通信研究所助手，2011 年 7 月同准
教授，現在に至る．この間，2004 年 3 月に東北大学大学院工学研究科電気及び通信工学専攻博士後期課
程修了．2007 年 McGill University 客員研究員．聴覚を含む複数感覚情報処理過程の解明，および，
その工学応用に関する研究に従事．日本音響学会粟屋潔学術奨励賞（2005 年），同佐藤論文賞受賞（2017）
受賞．日本音響学会理事（2016 年 6 月～現在） 
 
＜2018 年度の主な発表論文等＞ 
[1] A. Honda, S. Tsunokake, S. Sakamoto and Y. Suzuki , “Effects of listener's whole-body rotation and sound 
duration on horizontal sound localization,” Acoustical Science and Technology, 39(4), 305-307 (2018).  
[2] C. D. Salvador, S. Sakamoto, J. Trevino and Y. Suzuki, “Boundary matching filters for spherical microphone and 
loudspeaker arrays,” IEEE Transactions on Audio, Speech and Language Processing, 26(3), 461-474 (2018).  
[3] 崔正烈，柳生寛幸，坂本修一，鈴木陽一，行場次朗, “多感覚コンテンツの音情報から生成した床振動の
高次感性促進効果,” 情報処理学会誌, 59(11), 1986-1994 (2018).（推薦論文） 
[4] S. Sakamoto, T. Miyashita, Z. Cui, M. Morimoto, Y. Suzuki and H. Sato, “Effects of inter-word pauses on speech 







高次視覚情報システム研究分野 教 授 塩入 諭 
知覚脳機能研究分野 准教授 栗木 一郎 
































教 授 塩入 諭（2005 年より）、准教授 栗木 一郎（2006 年より）、准教授 曽 加蕙（2016 年よ
り）、助教 羽鳥 康裕（2018 年より）助教（兼任）金子沙永（2017 年より）、特任助教（兼任）佐藤
好幸（2018 年より）、秘 書 今野 亜未 
 
＜プロフィール＞ 
塩入 諭 1986 年 東京工業大学・大学院総合理工学研究科博士課程修了．その後 1989 年 5 月までカナダ・
モントリオール大学心理学科において博士研究員として勤務．カナダより帰国後，1990 年 4月まで ATR 視聴
覚機構研究所で勤務．1991 年 5 月より千葉大学工学部画像工学科・助手。情報画像工学科・助手，助教授，
同大学メディカルシステム工学科教授を経て，2005 年 3 月より東北大学電気通信研究所・教授．1988.5 Fight 
for Sight 賞受賞, 1993.3 応用物理学会光学論文賞受賞,1999.7 照明学会論文賞受賞, 2000.5, 映像情報メ
ディア学会丹生高柳著述賞受賞, 2010 Distinguished Contributed Paper of the 2010 SID International Symposium. 
栗木 一郎 1996 年，東京工業大学大学院 総合理工学研究科 博士課程修了．その後，東京工業大学理工学
部 像情報工学研究施設 助手，東京大学大学院 工学系研究科 計数工学専攻 助手，NTT コミュニケーション
科学基礎研究所 研究員を経て，2006 年１月より東北大学 電気通信研究所 助教授（2007 年４月より准教授）．
知覚と脳活動の対応に着目した視覚情報処理のメカニズムに関する研究に従事．また 2010 年４月から 2012
年３月まで JST 研究開発戦略センターに勤務(兼務) し，電子情報通信分野の俯瞰と研究開発戦略の立案に関







[1] M. Emoto, Y. Fang, S. Shioiri, (2019), Viewers' Susceptibility to Image Blurs in Watching Ultra-high-definition TV 
Correlates with Their Dynamic Visual Acuity, ITE Transactions on Media Technology and Applications 7 (2), 
103-110 
[2] S. Shioiri, K. Hashimoto, K. Matsumiya, I. Kuriki, S. He, (2018), Extracting the orientation of rotating objects 
without object identification: Object orientation induction, Journal of vision 18 (9), 17-17 
[3] S. Shioiri, M. Kobayashi, K. Matsumiya, I. Kuriki, (2018), Spatial representations of the viewer’s surroundings, 
Scientific reports 8 (1), 7171 
[4] Sun W, Li SX, Jiang Y, Xu X, Spruyt K, Zhu Q, Tseng CH, Jiang F. A community-based study of sleep and cognitive 
development in infants and toddlers. Journal of Clinical Sleep Medicine 2018;14(6):977–984. 
[5] Tseng, C.H., Chow, H.M., Ma, Y.K. and Ding, J. (2018) Preverbal infants utilize cross-modal semantic congruency 
in artificial grammar acquisition, Scientific Report, 8:12707. 
[6] Kuriki, I. (2018). A Novel Method of Color Appearance Simulation Using Achromatic Point Locus With Lightness 
Dependence. I-Perception, 9(2). Artn 2041669518761731 
[7] Wang, H., Matsubara, K., Wada, Y., Tseng, C.H., Matsumiya, K., Kuriki, I. and Shioiri, S., The Evaluation of Images 
based on Human Preference with Convolutional Neural Networks, Asia-Pacific Conference on Vision 2018,  
[8] Wu, W., Tseng, C.H., Matsumiya, K., Kuriki, K., and Shioiri,S., A pooling model based on inter-ocular velocity for 
human perception of motion direction in depth, Asia-Pacific Conference on Vision 2018, 
[9] Shioiri, S., Zhu, B., Matsumiya, K., and Kuriki, I., Implicit learning of layout sequences, Asia-Pacific Conference on 
Vision 2018, 
[10] Shioiri, S., Miura, T., Matsumiya, K., Kuriki, K., and Amano, K., Spatial spread of visual attention measured using 





インタラクティブコンテンツ研究分野 教 授 北村 喜文 


























インタラクティブコンテンツ研究分野 教 授 北村 喜文 



























教 授 北村 喜文 
准教授 高嶋 和毅 
助 教 藤田 和之 
 
＜プロフィール＞ 
北村 喜文 1987 年大阪大学大学院基礎工学研究科博士前期課程修了．同年キヤノン株式会社情報シス
テム研究所，1992 年 ATR 通信システム研究所，1997 年大阪大学大学院工学研究科助教授，2002 年同大
学大学院情報科学研究科助教授／准教授．2010 年東北大学電気通信研究所教授，現在に至る．博士（工
学）．1997 年電子情報通信学会論文賞，2006 年日本バーチャルリアリティ学会貢献賞，2007 年日本バー
チャルリアリティ学会論文賞，2008 年情報処理学会インタラクション ベストペーパー賞などを受賞．
国際会議 ACM SIGGRAPH Asia, CHI, VRST, ITS, IEEE 3DUI， JVRC ， ICAT， EGVE などで
Conference/Symposium Chair, Program Chair, Steering Committee, IFIP TC-13 日本代表，Japan ACM SIGCHI 
Chapter の Chair, ACM SIGCHI Asian Development Committee の日本代表および Chair, などを務めている．
日本バーチャルリアリティ学会フェロー． 
 
高嶋 和毅 2008 年大阪大学大学院情報科学研究科博士後期課程修了．同年大阪大学大学院国際公共政
策研究科助教（兼任：情報科学研究科），2011 年東北大学電気通信研究所助教，2018 年東北大学電気通
信研究所准教授，現在に至る．博士（情報科学）．2008 年情報処理学会インタラクション ベストペーパ
ー賞 DIS 2016 Honorable Mention Award, 2017 年情報処理学会論文誌ジャーナル特選論文等を受賞． 
 
＜2018 年度の主な発表論文等＞ 
[1]  Daigo Hayashi, Kazuyuki Fujita, Kazuki Takashima, Robert W. Lindeman and Yoshifumi 
Kitamura, Redirected Jumping: Imperceptibly Manipulating Jump Motions in Virtual Reality, 
Proc. of IEEE Conference on Virtual Reality and 3D User Interfaces, 10 pages, March 2019. 
[2]  天間 遼太郎, 高嶋 和毅, 末田 航, 北村 喜文, 藤田 和之, 空間連動する 2 つのカメラ視点を用い
たドローン操縦インタフェースの拡張, 情報処理学会シンポジウムインタラクション, 102-111, 
2019 年 3 月. 
[3]  Shotaro Ichikawa, Kazuki Takashima, Anthony Tang and Yoshifumi Kitamura, VR Safari 
Park: A Concept-based World Building Interface using Blocks and World Tree, Proc. of ACM 
Symposium on Virtual Reality Software and Technology, 6, 5page, November 2018. 
[4]  Ryo Sugawara, Jiawei Huang, Kazuki Takashima, Taku Komura and Yoshifumi Kitamura, 
Random-Forest-Based Initializer for Solving Inverse Problem in 3D Motion Tracking Systems, 
Proc. ACM Symposium on Virtual Reality Software and Technology, 116, November 2018. 
[5]  Yuki Onishi, Yoshiki Kudo, Kazuki Takashima, Anthony Tang and Yoshifumi Kitamura, Living 
Wall Display: Physical Augmentation of Interactive Content Using an Autonomous Mobile 
Display, SIGGRAPH Asia Emerging Technologies, 15, December 2018. 
[6]  Yoshiki Kudo, Kazuki Takashima, Morten Fjeld and Yoshifumi Kitamura, AdapTable: 
Extending Reach over Large Tabletops through Flexible Multi-Display Configuration, Proc. of 




























































教 授    石黒 章夫（2011 年より） 
准教授    加納 剛史（2016 年より） 
助教     福原 洸 （2018 年より） 
秘 書    才田 昌子（2011 年より） 
 
＜プロフィール＞ 
石黒 章夫 1991 年 3 月 名古屋大学大学院工学研究科博士後期課程修了（工学博士）．1991 年 4 月 名
古屋大学工学部助手． 1997 年 5 月 名古屋大学大学院工学研究科助教授．2006 年 4 月 東北大学大学
院工学研究科教授． 2011 年 4 月 東北大学電気通信研究所教授，現在に至る．生物規範ロボティクス，
数理生物システム論に関する研究に従事．IEEE/RSJ IROS Best Paper Award（2004 年）, IEEE/RSJ IROS Best 
Paper Award Nomination Finalist（2003 年，2009 年）, Ig Nobel Prize（2008 年），IEEE/RSJ NTF Award Finalist 
for Entertainment Robots and Systems（2011 年），IEEE/RSJ JCTF Novel Technology Paper Award for 
Amusement Culture Finalist（2012 年），計測自動制御学会論文賞（2014 年），CLAWAR Association Best 
Technical Paper Award（2014 年），計測自動制御学会システム情報部門 Best Research Award（2014 年）。 
 
＜2018 年度の主な発表論文等＞ 
[１] A.Fukuhara, D. Owaki, T. Kano, R. Kobayashi, and A. Ishiguro, " Spontaneous gait transition to high-speed galloping by 
reconciliation between body support and propulsion,” in Advanced Robotics, vol. 32, 794-808, 2018 
[２] E. G. Clark, D. Kanauchi, T. Kano, H. Aonuma, D. E. G. Briggs, and A. Ishiguro, " The function of the ophiuroid nerve 
ring: how a decentralized nervous system controls coordinated locomotion,” Journal of Experimental Biology, (2019) 222, 
jeb192104. doi:10.1242/jeb.192104  
[３] T. Kano, Y. Ikeshita, A. Fukuhara, and A. Ishiguro, "Body-limb coordination mechanism underlying speed-dependent gait 



























た．以上の成果を国際誌 Langmuir, 34, 5615-5622 (2018). に発表した． 
      
   
  
  保持体表面修飾による脂質膜の特性制御，及び 











多感覚情報統合認知システム研究分野 教 授 坂井 信之 

































した．以上の成果を国際誌 J. Electroanal. Chem., 832, 55-58 (2019). に発表した． 
＜職員名＞ 
教 授 平野 愛弓 
助 教 但木 大介 
助 教 小宮 麻希 
＜プロフィール＞ 
平野 愛弓 1998 年 東京大学大学院理学系研究科博士課程修了．博士（理学）．1998 年日本学術振興
会特別研究員（PD），2001 年 日本大学文理学部助手，2003 年 日本学術振興会海外特別研究員，2005





[1] Daichi Yamaura, Daisuke Tadaki, Shun Araki, Miyu Yoshida, Kohei Arata, Takeshi Ohori, Ken-ichi Ishibashi, 
Miki Kato, Teng Ma, Ryusuke Miyata, Hideaki Yamamoto, Ryugo Tero, Masao Sakuraba, Toshio Ogino, Michio 
Niwano, Ayumi Hirano-Iwata, “Amphiphobic septa enhance the mechanical stability of free-standing bilayer lipid 
membranes”, Langmuir, 34, 5615-5622 (2018). 
[2]  Kazuki Ito, Yuta Ogawa, Keiji Yokota, Sachiko Matsumura, Tamiko Minamisawa, Kanako Suga, Kiyotaka Shiba, 
Yasuo Kimura, Ayumi Hirano-Iwata, Yuzuru Takamura, Toshio Ogino, “Host cell prediction of exosomes using 
morphological features on solid surfaces analyzed by machine learning”, J. Phys. Chem. B, 122, 6224-6235 
(2018). 
[3] Hideaki Yamamoto, Satoshi Moriya, Katsuya Ide, Takeshi Hayakawa, Hisanao Akima, Shigeo Sato, Shigeru 
Kubota, Takashi Tanii, Michio Niwano, Sara Teller, Jordi Soriano, Ayumi Hirano-Iwata, “Impact of modular 
organization on dynamical richness in cortical networks”, Sci. Adv., 4, eaau4914 (2018). 
[4] Ryosuke Matsumura, Hideaki Yamamoto, Takeshi Hayakawa, Shutaro Katsurabayashi, Michio Niwano, Ayumi 
Hirano-Iwata, “Dependence and homeostasis of membrane impedance on cell morphology in cultured 
hippocampal neurons”, Sci. Rep., 8, 9905 (2018). 
[5] Hideaki Yamamoto, Takeshi Hayakawa, Theoden I. Netoff, Ayumi Hirano-Iwata, “A single-cell based hybrid 
neuronal network configured by integration of cell micropatterning and dynamic patch-clamp”, Appl. Phys. Lett., 
113, 133703 (2018). 
[6] Kensaku Kanomata, Takafumi Deguchi, Teng Ma, Takumi Haseyama, Masanori Miura, Daichi Yamaura, Daisuke 
Tadaki, Michio Niwano, Ayumi Hirano-Iwata, Fumihiko Hirose, “Photomodulation of electrical conductivity of a 







多感覚情報統合認知システム研究分野 教 授 坂井 信之 




































教 授 坂井 信之（2018 年より） 




坂井 信之 1998 年大阪大学大学院人間科学研究科修了。博士（人間科学）。日本学術振興会特別研究
員（広島修道大学）、科学技術振興事業団科学技術特別研究員（（独法）産業技術総合研究所）、神戸松
蔭女子学院大学人間科学部を経て、2011 年 10 月より東北大学大学院文学研究科准教授。2017 年 4 月同
教授。2006 年におい・かおり環境協会学術賞、2009 年におい・かおり環境学会ベスト・プレゼンテー
ション賞、2013 年・2017 年電子情報通信学会ヒューマンコミュニケーション賞、2016 年・2018 年日本
心理学会学術大会優秀発表賞、2014 年日本味と匂学会優秀ポスター賞、2016 年日本応用心理学会齊藤
勇記念出版賞、2017 年平成 28 年度東北大学全学教育貢献賞 
 
＜2018 年度の主な発表論文等＞ 
[1]  Takuya Onuma, Hiroaki Maruyama, and Nobuyuki Sakai Enhancement of Saltiness Perception by Monosodium 
Glutamate Taste and Soy Sauce Odor: A Near-Infrared Spectroscopy Study. Chemical Senses, Volume 43, Issue 3,  
Pages 151–167 (2018) 
[2]  Takuya Onuma and Nobuyuki Sakai Fabric Softener Fragrances Modulate the Impression Toward Female Faces 
and Frontal Brain Activity. Japanese Psychological Research, 60(4), 276-287 (2018) 
[3]  Hiroshi Shibata, Takuya Onuma, Yasuhiro Takeshima, Yuwadee Penwannakul, and Nobuyuki Sakai Role of the 
Right Dorsolateral Prefrontal Cortex in the Cognitive Process of Matching Between Action and Visual Feedback.
 Japanese Psychological Research, 60(4), 288-299 (2018) 
[4]  坂井信之・ペンナンワクル ユワディー・大沼卓也 ブランド認知が美味しさ評定に及ぼす効果. 睡眠と
科学, 30-31(1), 34-40 (2018) 
[5]  山本浩輔・山道海路・竹井亮・鷲尾英明・坂井信之 柿の種のおいしさに寄与する食感：TDL 法による
予備的検討. 日本味と匂学会誌 第 52 回大会 Proceeding 集, S17-S20 (2018) 
[6]  坂井信之・安藤史織・宮澤利男 香りによるストレス緩和効果における香りを選択することの影響. 日本
味と匂学会誌 第 52 回大会 Proceeding 集, S117-120  (2018) 
[7] 大沼卓也・佐々木日佳莉・坂井信之 文脈刺激としての香りによる再任促進効果. 日本味と匂学会誌 第
52 回大会 Proceeding 集, S39-42 (2018) 
[8] 坂井信之 五感の中心にある嗅覚 人間生活工学, 20(1), 5-8 (2019) 
[9] 山本浩輔・丸山弘明・坂井信之食物の味に色が与える影響について. 日本色彩学会誌, 43(2), 103-106 (2019) 
 
 








































ジェント型 IoT（AIoT）とその応用に関する研究では、多様な IoT デバイスを対象と
52
 




































































（６）新概念 VLSI システム研究室 
 ２値 CMOS ロジックで発展してきた従来型コンピューティングによる性能向上限界
を打破するため、全く新しい視点に基づく新概念 VLSI コンピューティングパラダイム
を拓く研究を行っている。本年度の主な成果は、まず、(1) IoT（Internet of Things）
センサノード応用向け MTJ（Magnetic Tunnel Junction）ベース不揮発性マイクロコ
ントローラユニット（MCU）の設計・試作を実施。不揮発性記憶＆不揮発性 FPGA とパ
ワーゲーティング技術の活用により、無駄な消費電力を徹底的に排除した。その結果、






を、ISSCC や IEEE TVLSI など学術論文 9 編、査読付国際会議論文 9 編、招待講演 6 件





ソフトウェア構成研究分野 教 授 大堀 淳 















 SML#は、当研究室で設計・開発している高信頼プログラミング言語であり、 (1) 多相型レコー
ド演算やランク１多相性等の先端機能を初めて実現、(2) C などの既存言語やデータベースなどの
























ソフトウェア構成研究分野 教 授 大堀 淳 















 SML#は、当研究室で設計・開発している高信頼プログラミング言語であり、 (1) 多相型レコー
ド演算やランク１多相性等の先端機能を初めて実現、(2) C などの既存言語やデータベースなどの







































教 授 大堀 淳（2005 年より） 















[1] 逢坂美冬, 上野雄大, 大堀淳: 部分動的レコードを活用した型付きテンプレートエンジンの実現, コンピ
ュータソフトウェア, vol. 35, no, 3, pp. 3_79-3_95, 2018 年 7 月, DOI: https: 10.11309/jssst.35.3_79. 
[2] Atsushi Ohori, Katsuhiro Ueno, Hisayuki Mima: Finitary Polymorphism for Optimizing Type-Directed Compilation, 
In Proceedings of the International Conference on Functional Programming (ICFP'18), 2018, DOI: 
10.1145/3236776. 
[3] 大野一樹, 上野雄大, 大堀淳: 関数型言語 SML#のためのコードレベルデバッグ 環境の実現方式, 情報処






















































題を 3 階まで示した。 
 
＜職員名＞ 
教 授 中野 圭介（2018 年より） 
助 教 浅田 和之 
 
＜プロフィール＞ 
中野 圭介 1997 年東京大学理学部数学科中退。2003 年京都大学大学院理学研究科数学・数理解析専攻
数理解析系博士後期課程単位取得退学。東京大学大学院情報理工学系研究科産学官連携研究員、電気通





[1]  M. Ikebuchi and K. Nakano, “On Repetitive Application of B-terms”, Third International Conference on Formal 
Structures for Computation and Deduction (FSCD 2018), Oxford, UK, July 2018. 
[2]  M. Ikebuchi and K. Nakano, “ComplCoq: Rewrite Hint Construction with Completion Procedures”, The Coq 
Workshop 2018, Oxford, UK, 2018. 
[3]  T. Tsukada, K. Asada, and C.-H. L. Ong, “Species, Profunctors and Taylor Expansion Weighted by SMCC ─A 
Unified Framework for Modelling Nondeterministic, Probabilistic and Quantum Programs─”, 33rd Annual 
ACM/IEEE Symposium on Logic in Computer Science (LICS 2018), pp. 889-898, Oxford, UK, 2018. 
[4]  小澤祐也、中野圭介、“定理証明支援系 Coq における余帰納的証明のガード条件の漸進的検査”、第 121
回プログラミング研究発表会、東京、2018 年 10 月. 
[5]  高橋祐多、中野圭介、“木から文字列への決定性降下型変換器の早期化”、第 121 回プログラミング研究
発表会、東京、2018 年 10 月. 
[6]  阿部和敬、中野圭介、“高階木変換器を経由したマクロ木変換器の直接的融合”、第 121 回プログラミン
グ研究発表会、東京、2018 年 10 月. 
[7]  高橋祐多、中野圭介、“木から文字列への決定性トップダウン変換の等価性判定アルゴリズムの実用性に
ついて”、コンピュータソフトウェア、Vol. 35、No. 4、pp. 52-71、2018 年 11 月. 
[8]  K. Asada and N. Kobayashi, “Lambda-Definable Order-3 Tree Functions are Well-Quasi-Ordered”, 38th IARCS 
Annual Conference on Foundations of Software Technology and Theoretical Computer Science (FSTTCS 2018), 
LIPIcs 122, 2018, pp. 14:1-14:15, Ahmedabad, India, December 2018. 
[9]  棚橋健人、中野圭介、“数値や文字列に対するガードを含む累積引数付き再帰関数の融合”、第 21 回プロ
グラミングおよびプログラミング言語ワークショップ (PPL 2019)、花巻、2019 年 3 月. 
[10] 高橋祐多、中野圭介、“ランク付き木から文字列への決定性ストリーム変換器の表現力”、第 21 回プログ









インテリジェントコミュニケーション研究分野 教 授 木下 哲男 









1. エージェント型 IoT に関する研究 
センサ、アクチュエータ、携帯端末、家電、自走ロボットなどの通信機能を備えた仕様や用途の

























































教 授 木下 哲男（2010 年より） 
准教授 北形  元（2012 年より） 
助 教 高橋 秀幸（2011 年より）、笹井 一人（2012 年より） 
事務補佐員 今野 亜未 
 
＜プロフィール＞ 
木下 哲男 1979 年 3 月 東北大学大学院工学研究科情報工学専攻博士前期課程修了。同年 4 月 沖電気
工業（株）入社。1996 年 8 月 東北大学電気通信研究所助教授。2001 年 4 月 同大情報シナジーセンタ
ー教授。2010 年 4 月 電気通信研究所教授。現在に至る。工博（1993 年 3 月・東北大学）。知識工学、
エージェント工学、知識応用システム・エージェント応用システムなどの研究開発に従事。情報処理学
会平成元年度研究賞 (1989 年)および平成 8 年度論文賞 (1997 年)、電子情報通信学会平成 13 年度業績賞 
(2001 年)、東北総合通信局長表彰 (2004 年)、INTELEC2009 Outstanding Paper Award (2009 年)など受賞。
電子情報通信学会および情報処理学会フェロー。 
 
北形 元 2002 年 3 月 東北大学大学院情報科学研究科博士後期課程修了。同年 4 月、東北大学電気通
信研究所助手。2007 年 5 月 同准教授。現在に至る。博士（情報科学）。エージェント指向コンピューテ
ィング、やわらかい情報システム、インテリジェントネットワークの研究に従事。平成 13 年度電子情
報通信学会学術奨励賞。平成 18 年度 情報処理学会山下記念研究賞。 
 
＜2018 年度の主な発表論文等＞ 
[1]  Kaho Takahashi, Takumi Kato, Tetsuo Kinoshita, "Memory Recall Support System Based on Active Acquisition 
and Accumulation of Memory Fragments," Big Data and Cognitive Computing, Vol.2, No.2, 12, May 2018. 
[2]  Goutam Chakraborty, Takuya Kamiyama, Hideyuki Takahashi, Tetsuo Kinoshita, "An Efficient Anomaly 
Detection in Quasi-Periodic Time Series Data—A Case Study with ECG," Time Series Analysis and Forecasting, 
pp.147-157, Oct. 2018. 
[3] 今井信太郎, 今野翔太, 北形元, 新井義和, 猪股俊光, "災害時の間欠的アクセスを可能にする不揮発性ネ
ットワークの設計と評価," 電子情報通信学会論文誌 B, Vol. J101-B, No.05, pp.338-346, Jan. 2018. 
[4]  菅原研次, 木下哲男, 顧優輝, "IoT アプリケーションを開発するためのエージェント指向技術," 知能と
情報（日本知能情報ファジイ学会誌）, Vol.30, No.3, pp.148-156, June 2018. 
[5]  Kenta Katayama, Hideyuki Takahashi, Nobuhide Yokota, Kazuya Sugiyasu, Tetsuo Kinoshita, “Design and 
Implementation of Multiagent-based Evacuation Guidance Support System using UAVs,” Proc. of The 9th IEEE 
International Conference on Awareness Science and Technology (iCAST 2018), pp.196-201, Sep. 2018. 
[6]  Hiroshi Matsumura, Ryota Fukutani, Kazuto Sasai, Gen Kitagata, Tetsuo Kinoshita, “Agent-based Smart Data 
Provisioning Mechanism for Supporting Network and System Administration Tasks,” Proc. of 2018 IEEE 7th 
Global Conference on Consumer Electronics (GCCE 2018), pp.89-90, Oct. 2018. 
[7]  Kazuto Sasai, Takuya Hoshino, Ryota Fukutani, Tetsuo Kinoshita, “Collaboration mechanism between human 
administrators and agent-oriented network management systems,” Proc. of the First International Workshop on 
Practical Issues, Systems & Applications for Disaster Risk Reduction in Smart Computing in conjunction with the 









環境調和型セキュア情報システム研究分野 教 授 本間 尚文 



































































た。 2018年度は、特に、タブレットからの放射電磁波による情報漏えいの評価手法を考案した [3]。 
 
＜職員名＞ 
教 授 本間 尚文（2016 年より） 
助 教 上野 嶺（2018 年より） 
 
＜プロフィール＞ 
本間 尚文 1997 年 3 月 東北大学工学部情報工学科卒業。2001 年 9 月 同大学院情報科学研究科シス
テム情報科学専攻博士後期課程修了。2001 年 10 月 同大学院助手／助教。2009 年 4 月 同大学院准教
授。2016 年 6 月 同大電気通信研究所教授、現在に至る。博士（情報科学）。2009-2010 年／2016-2017
年 国立パリ高等情報通信大学客員教授。RIEC Award（2012 年）、IEEE EMC Best Symposium Paper Award
（2013 年）、IACR CHES Best Paper Award（2014 年）、SCIS イノベーション論文賞（2014 年、2015 年）、
日本学術振興会賞（2018 年）、市村学術賞（2018 年）、German Innovation Award（2018 年）など受賞。 
 
上野 嶺 2013 年 3 月 東北大学工学部情報知能システム総合学科卒業。2018 年 3 月 同大学院情報科
学研究科情報基礎科学先行博士後期課程修了。2018 年 4 月 同大学電気通信研究所助教。2018 年 10 月 
国立研究開発法人科学技術振興機構さきがけ研究員兼任、現在に至る。Kenneth C. Smith Early Career 
Award in Microelectronics（2017 年）、暗号と情報セキュリティシンポジウム論文賞（2018 年）など受賞。 
 
＜2018 年度の主な発表論文等＞ 
[1] Kazuhiro Oshida et al., “On Masked Galois-Field Multiplication for Authenticated Encryption,” International 
Workshop on Constructive Side-Channel Analysis and Secure Design, pp. 44—60, Springer, April 2018. 
[2] Kosuke Koiwa et al., “EM Security Analysis of Compact ECDSA Hardware,” Joint IEEE EMC & APEMC 
Symposium, Reviewed Abstract, pp. 12, May 2018. 
[3] Ville Yli-Mäyry et al., “On the Evaluation of Electromagnetic Information Leakage from Mobile Device Screens,” 
Joint IEEE EMC & APEMC Symposium, pp. 1050—1052, May 2018. 
[4] Saki Osuka et al., “EM Information Security Threats Against RO-Based TRNGs: The Frequency Injection Attack 
Based on IEMI and EM Information Leakage,” IEEE Trans. Electromagn. Compat., Early Access. 
[5] Akira Ito et al., “Characterizing Parallel Multipliers for Detecting Hardware Trojans,” Journal of Applied Logics, 
Vol. 5, Issue 9, pp. 1815—1831, 2018. 
[6] Manami Suzuki et al., “Efficient Fuzzy Extractors Based on Ternary Debiasing Method for Biased Physically 
Unclonable Functions,” IEEE Trans. Circuits Syst. I, Reg. Papers, Vol 66., Issue 2, pp. 616—629, 2019. 
[7] Rei Ueno et al., “Tackling Biased PUFs Through Biased Masking: A Debiasing Method for Efficient Fuzzy 















































教 授 堀尾 喜彦（2016 年より） 
 
＜プロフィール＞ 
堀尾 喜彦 1982 年 3 月 慶應義塾大学工学部電気工学科卒業。1987 年 3 月 同大学院工学研究科電気工
学専攻博士課程修了。1987 年 4 月 東京電機大学工学部助手。1991 年 4 月 同講師。1993 年 10 月 同助
教授。2000 年 4 月 同教授。2016 年 4 月 東北大学電気通信研究所教授、現在に至る。非線形アナログ
集積回路、ニューラルネットワーク集積回路、複雑工学システムの研究に従事。安藤博記念学術奨励賞
受賞（1990 年）、IEEE Myril B. Reed Award 受賞（1991 年）、NCSPB Best Paper Award 受賞（2005 年、2007
年、2008 年、2013 年）、IEEE NDES Best Paper Award 受賞 (2005 年、 2007 年)、ICSI-ISIS Best Paper 




[1] Y. Horio, N. Ichinose, and M. Ogawa, "Experimental verification of quasi-periodic-orbit stabilization using a 
switched-capacitor chaotic neural network circuit," Nonlinear Theory and Its Applications, IEICE, vol. 9, no. 2, pp. 
218-230, DOI: 10.1587/nolta.9.218, April 1, 2018. 
[2] N. Ichinose, Y. Horio, and M. Ogawa, "Statistical test of quasiperiodicity in the presence of dynamical noise," 
Nonlinear Theory and Its Applications, IEICE, vol. 9, no. 2, pp. 231-242, DOI: 10.1587/nolta.9.231, April 1, 2018. 
[3] Y. Horio, "A brainmorphic computing hardware paradigm through complex nonlinear dynamics," in 
Understanding Complex Systems, V. In,P. Longhini. A. Palacios, eds., Springer, ISBN 978-3-030-10891-5, 
2019. 
[4] Y. Horio, "Towards a brainmorphic computing paradigm and a brain/body whole organism computation system," 
in Proc. of RISP Int. Workshop on Nonlinear Circuits, Communications and Signal Processing, pp. 703-192, 2018. 
[5] Y. Horio, "Brainmorphic computing hardware through gigh-dimensional complex dynamics," in Abstract Book of 
The 6th RIEC International Symposium on Brainware LSI, p. 16, 2019. 
[6] Y. Horio, "Chaotic neural network reservoir and its application to brainmorphic computing hardware," in Abstract 
Book of The 7th RIEC International Symposium on Brain Fucntions and Brain Computer, p. S-1 2, 2019. 
[7] 宮内清孝，堀尾喜彦，宮野尚哉，長憲一郎，「拡張 Lorenz 写像に基づく疑似乱数生成器のハードウェア
実装に向けての考察」，電子情報通信学会総合大会講演論文集，N-1-31, p. 279, 2019. 
[8] 堀尾喜彦,「ハードウェア意識を目指して」，電子情報通信学会総合大会講演論文集，NK-1-2, pp. SS-22 - 
SS-25, 2019. 
[9] 堀尾喜彦,「ブレインモルフィックコンピューティングとエッジ AI ハードウェア」，電子情報通信学会技
術報告，vol. 118, no. 242, CAS2018-42, pp. 31-32，2018. 
[10] 田村祐樹，守谷 哲，加藤達暉，櫻庭政夫，堀尾喜彦，佐藤茂雄，「Izhikevich ニューロンモデル MOS 回
路の提案」，電子情報通信学会技術報告，NC2018-60, p. 93，2019. 
64
システムソフトウェア研究部門
新概念 VLSI システム研究室 
新概念 VLSI コンピューティングパラダイムの実現 
 
 
新概念 VLSI システム研究分野 教 授 羽生 貴弘 
新概念 VLSI デザイン研究分野 准教授 夏井 雅典  
＜研究室の目標＞ 







メモリ VLSI アーキテクチャ，脳機能を模倣することで人間的判断・意味理解を可能にする VLSI コ
ンピューティングなど，高性能 VLSI プロセッサの実現に関する研究を行っている． 
＜2018 年度の主な成果＞ 
１． 超低消費電力・高性能不揮発マイクロコントローラユニットの開発（図 1，図２） 





















教 授 羽生 貴弘（2002 年 4 月より） 准教授 夏井 雅典（2008 年 4 月より） 
助 教 鬼沢 直哉（2013 年 12 月より） 助 教 鈴木 大輔 （2014 年 4 月より）注） 
＜プロフィール＞ 
羽生 貴弘 1984 年 3 月東北大学工学部電子工学科卒．1989 年 3 月同大学院工学研究科電子工学専攻博
士後期課程了．1989 年 4 月同大工学部助手．1993 年 2 月同大工学部助教授．2002 年 4 月同大電気通信
研究所教授，現在に至る．不揮発性ロジック，電流モード非同期 NoC 技術とその応用に関する研究に従
事．IEEE ISMVL Best Paper Award（1986 年，1988 年），丹羽記念賞（1988 年），坂井記念賞（2000 年），
LSI デザイン・オブ・ザ・イヤー審査員特別賞（2002 年），ASP-DAC2007 Special Feature Award（2007
年），応用物理学会 JJAP 論文賞（2009 年），電子情報通信学会優秀論文賞（2010 年），市村学術賞貢献
賞（2010 年），IEEE ISVLSI’10 Best Paper Award（2010 年），SSDM Paper Award（2012 年），IEEE ASYNC’14 
Best Paper Finalist（2014 年），平成 27 年度科学技術分野文部科学大臣表彰科学技術賞（研究部門）
(2015 年)などを受賞．IEEE Senior Member． 
夏井 雅典 2000 年 3 月東北大学工学部情報工学科卒．2005 年 3 月同大学院情報科学研究科基礎科学専
攻博士後期課程了．2005 年４月豊橋技術科学大学情報工学系助手．2008 年 4 月東北大学電気通信研究
所助教．2014 年 7 月同准教授，現在に至る．自動回路設計，不揮発性ロジック，多値電流モード回路技
術とその応用に関する研究に従事．電子情報通信学会 エレクトロニクスソサイエティ論文賞（2010 年），
K. C. Smith Award (2012 年)などを受賞．IEEE Member． 
＜2018 年度の主な発表論文等＞ 
[1] M. Natsui, D. Suzuki, A. Tamakoshi, T. Watanabe, H. Honjo, H. Koike, T. Nasuno, Y. Ma, T. Tanigawa, Y. Noguchi, 
M. Yasuhira, H. Sato, S. Ikeda, H. Ohno, T. Endoh, and T. Hanyu, "An FPGA-Accelerated Fully Nonvolatile 
Microcontroller Unit for Sensor-Node Applications in 40nm CMOS/MTJHybrid Technology Achieving 47.14μW 
Operation at 200MHz," 2019 IEEE International Solid-State Circuits Conference (ISSCC2019), pp. 202-203, Feb. 2019. 
[2] N. Onizawa, D. Katagiri, K. Matsumiya, W. J. Gross, T. Hanyu, "An Accuracy/Energy-Flexible Configurable 
Gabor-Filter Chip Based on Stochastic Computation with Dynamic Voltage-Frequency-Length Scaling," IEEE Journal 
on Emerging and Selected Topics in Circuits and Systems (JETCAS), Vol.8, No. 3, pp. 444-453, Sep. 2018. 
[3] N. Onizawa, M. Imai, T. Yoneda, and T. Hanyu, "MTJ-Based Asynchronous Circuits for Re-initialization Free 
Computing against Power Failures," Microelectronics Journal, Vol.82, pp.46-61, Dec. 2018. 
[4] J. Diguet, N. Onizawa, M. Rizk, J. Sepulveda, A. Baghdadi and T. Hanyu, "Networked Power-Gated MRAMs for 
Memory-Based Computing," in IEEE Transactions on Very Large Scale Integration (VLSI) Systems, vol. 26, no. 12, pp. 
2696-2708, Dec. 2018. 

























































(2) 基板非加熱プラズマ CVD により形成した P ドープ及び B ドープ Si エピタキシャル薄
膜中のキャリア濃度の深さ方向分布を調査した結果、表面に向かって徐々にキャリア濃度が
増加する傾向があることを確認した。また、成長を中断して一定時間のプラズマ照射を行う
ことにより、高濃度領域での B 原子の電気的活性化率が 50%超まで改善することが可能であ
ることを見いだした。 
 (3) 脳型計算ハードウェアの開発を目的として、多様な神経パルスを再現し、電源電圧 1V
で動作するニューロン MOS アナログ回路の設計を行った。強反転領域で動作する MOS トラ
ンジスタ 40 個程度で構成されるニューロン回路が 20μW 程度の低消費電力で良好に動作す
ることを SPICE シミュレーションにより確認した。 































を調べ、好適なキャップ層材料・構造を明らかにした。(6) 反強磁性 PtMn と非磁性 Pt または W
からなる金属積層構造を用い、反強磁性金属の磁気抵抗効果を世界で初めて観測し、それが主に


































































































































































































・世界に先駆け、200MHz で 50μW 以下の高性能・低消費電力スピントロニクス不揮発マイコンを実
証． 



























（高次視覚情報システム研究分野 教 授 塩入 諭） 






























（高次視覚情報システム研究分野 教 授 塩入 諭） 




































教 授（兼） 塩入 諭（2005 年より） 
准教授（兼） 坂本 修一（2011 年より） 
 
＜2018 年度の主な発表論文等＞ 
[1] R. Teraoka, S. Sakamoto, Z. Cui, Y. Suzuki, S. Shioiri: "Influence of auditory selective attention on word 
intelligibility," Proc. 65th Open Seminar on Acoustics, 307-310, 2018.  
[2] N. Onizawa, S. Koshita, S. Sakamoto, M. Kawamata, T. Hanyu: "An Area/Power-Aware 32-channel compressive 
gammachirp filterbank chip based on hybrid stochastic/binary computation," Nonlinear Theory and Its 
Applications, IEICE, E9-N(4), 406-422, 2018.  
[3] S. Shioiri, K. Hashimoto, K. Matsumiya, I. Kuriki, S. He: "Extracting the orientation of rotating objects without 
object identification: Object orientation induction," Journal of vision 18 (9), 17-17, 2018. 
[4] S. Shioiri, M. Kobayashi, K. Matsumiya, I. Kuriki: "Spatial representations of the viewer’s surroundings," 
Scientific reports 8 (1), 7171, 2018. 
[5] D. Kang, YW. Sung, S. Shioiri: "Estimation of physiological sources of nonlinearity in blood oxygenation 
level-dependent contrast signals," Magnetic resonance imaging 46, 121-129, 2018. 
[6] M. Emoto, Y. Fang, S. Shioiri: "Viewers' Susceptibility to Image Blurs in Watching Ultra-high-definition TV 






















に対応する萌芽研究部の 3 部体制で運営した。(A)，(B)に関しては，2017 年度に所内で公募して採択し
た以下のプロジェクト，(A)については 1 件，(B)については 2 件を，継続実施した．  
(A)  1 プロジェクト 
・情報の質と価値に基づく多感覚的評価の研究プロジェクト（代表者：塩入 諭教授） 
(B)  2 プロジェクト 
・ドローンを活用する新しいインタラクティブコンテンツ基盤技術の研究開発  
（代表者：北村 喜文教授） 
・安心・安全投薬管理システムのためのワイヤレス IoT 基盤技術の研究開発 
                           （代表者：亀田 卓准教授） 
 
これまでの産学官連携研究プロジェクトに対応する産官学連携研究開発部においては，平成 14 年度
から平成 18 年度まで，文部科学省 IT プログラム（RR2002）のプロジェクトとして，「次世代モバイル
インターネット端末の開発」と「超高速高密度ハードディスクの開発」を受託し，研究開発を進めてき




























に対応する萌芽研究部の 3 部体制で運営した。(A)，(B)に関しては，2017 年度に所内で公募して採択し
た以下のプロジェクト，(A)については 1 件，(B)については 2 件を，継続実施した．  
(A)  1 プロジェクト 
・情報の質と価値に基づく多感覚的評価の研究プロジェクト（代表者：塩入 諭教授） 
(B)  2 プロジェクト 
・ドローンを活用する新しいインタラクティブコンテンツ基盤技術の研究開発  
（代表者：北村 喜文教授） 
・安心・安全投薬管理システムのためのワイヤレス IoT 基盤技術の研究開発 
                           （代表者：亀田 卓准教授） 
 
これまでの産学官連携研究プロジェクトに対応する産官学連携研究開発部においては，平成 14 年度
から平成 18 年度まで，文部科学省 IT プログラム（RR2002）のプロジェクトとして，「次世代モバイル
インターネット端末の開発」と「超高速高密度ハードディスクの開発」を受託し，研究開発を進めてき













めに，無線 IoT 機器に使われている 900GHz から 6GHz の周波数帯で，ms オーダーのバースト状に発生
する信号やノイズを監視できる広帯域かつリアルタイム型の周波数モニタリング技術の実現を目指す．
本年度は，狭空間の無線 IoT 通信に使われている複数の周波数帯（915～930MHz 帯(RFID, Wi-SUN, 
LPWA など)、2.4～2.5GHz 帯(W-LAN，Bluetooth など)、5.0～5.85GHz 帯(W-LAN など)）のうち、2 つ
の周波数帯で、数十s でバースト状に発生する通信信号あるいは製造機器から発生するノイズの状況監






ワイヤレス ICT プラットフォームプロジェクト 
代表・教授（兼） 末松 憲治 
准教授（兼）   亀田  卓 
助教（兼）    本良 瑞樹 




代表・教授（兼） 塩入  諭 
教授（兼）  坂井 信之 




代表・教授（兼） 北村 喜文 
 
安心・安全投薬管理システムのためのワイヤレス IoT 基盤技術の研究開発 
代表・准教授（兼）亀田  卓 
教授（兼）    末松 憲治 
教授（兼）    羽生 貴弘 
教授（兼）    石山 和志 
教授（兼）    本間 尚文 
大学院工学研究科・教授（兼）陳   強 








本研究所教授   末松 憲治  工学研究科教授  山田 博仁 
   長  康雄         川又 政征 
  廣岡 俊彦  情報科学研究科教授 田中 和之 
     鈴木 陽一  本研究所事務長  金子 雅人 
         木下 哲男 
         佐藤 茂雄 









教授（兼）  末松 憲治 
准教授（兼） 亀田 卓 
助教（兼）    本良 瑞樹 










これまでに、（1）324Mbit/s 5GHz 帯無線 LAN 端末の開発、（2）ハイビジョン非圧縮伝送超小型 
3D SiP（システム・イン・パッケージ）ミリ波無線端末の開発を行い、また（3）広域モバイルブ
ロードバンドワイヤレスアクセス（MBWA）実証実験により、自動車移動中のシームレスハンドオー
バ、無線 LAN と MBWA との異種ネットワーク間シームレスシステムハンドオーバを成功させて
きた。さらに、これらの地上系無線通信方式のみならず準天頂衛星システムなどの衛星通信方式を
融合することで無線通信ネットワークのディペンダビリティを実現させる提案を行ってきた。 



































１．低消費電力・高速・広帯域無線通信のためのダイレクトディジタル RF 受信機の開発 
次世代携帯電話や高速衛星通信(HTS: High Throughput Satellite)などの伝送速度高速化・小型化・
低消費電力な無線端末の実現を目指し、ミリ波帯無線通信端末用サンプルアンドホールド（S/H）
回路や受信機の開発を 65nm シリコン CMOS プロセスを用いて行った。今まで 5G+などの次世代
携帯電話や HST 衛星で使用が検討されている 28GHz 帯で利用できる S/H-IC を世界で初めて実現す
るなど開発を進めてきた。本年度は、60GHz 帯で動作する S/H-IC を開発し、IEEE802.11ad の 1 チャ







題の解決は喫緊の課題となっている。このため，無線 IoT 機器に使われている 900 MHz から 6GHz
の周波数帯で，ms オーダーのバースト状に発生する信号やノイズを監視できる広帯域かつリアル
タイム型の周波数モニタリング技術の実現を目指す。本年度は、複数の周波数帯（920MHz 帯、





教授（兼）  末松 憲治 
准教授（兼） 亀田 卓 
助教（兼）  本良 瑞樹 
客員教授   岡崎 浩司 
 
＜2018 年度の主な発表論文等＞ 
[1] 吉野 長浩, 則島 景太, 本良 瑞樹，亀田 卓, 末松 憲治, "28 GHz 帯ダイレクト RF アンダーサン
プリング受信機におけるクロックジッタの受信特性に与える影響," 信学技報, MW2018-18, Jun 2018 
[2] N. Yoshino, K. Norishima, M. Motoyoshi, S. Kameda, N. Suematsu, N. Suematsu, "28 GHz-Band Direct RF 
Undersampling S/H CMOS IC with 40 dB SNR," 2018 IEEE International Symposium on Radio-Frequency 
Integration Technology (RFIT2018), 15-17 Aug. 2018 
[3] 呂 行, 吉野 長浩, 本良 瑞樹，亀田 卓, 末松 憲治, "60 GHz 帯ダイレクト RF アンダーサンプリ
ング受信用 45nm SOI CMOS S/H IC," 電子情報通信学会 2018 年ソサイエティ大会，Sep 2018 
[4] T. Furuichi, M. Motoyoshi, S. Kameda, N. Suematsu, "Direct RF undersamplingreceiver for wireless IoT real-time 
spectrum monitor using high-speed clock switching," SmartCom 2018, IEICE Technical Report, vol.118, no.274, 
SR2018-68, pp.21-24, Oct. 2018 
[5] T. Furuichi, M. Motoyoshi, S. Kameda, N. Suematsu, "A study on Direct RF Undersampling Receiver 
Configuration considering Timing Skew Spurs using Time-Interleaved ADC," 2018 Asia Pacific Microwave 







教 授 塩入 諭 
教 授 坂井 信之 
助 教 山本 浩輔 
 
＜研究室の目標＞ 

























に対して 0.3 程度の誤差で予測できることを示した。 
 
＜職員名＞ 
教 授 塩入 諭（2018 年より） 
教 授 坂井 信之（2018 年より） 
助 教 山本 浩輔 
 
＜プロフィール＞ 
塩入 諭 1986 年 東京工業大学・大学院総合理工学研究科博士課程修了．その後 1989 年 5 月までカナ
ダ・モントリオール大学心理学科において博士研究員として勤務．カナダより帰国後，1990 年 4 月まで
ATR 視聴覚機構研究所で勤務．1991 年 5 月より千葉大学工学部画像工学科・助手。情報画像工学科・助
手，助教授，同大学メディカルシステム工学科教授を経て，2005 年 3 月より東北大学電気通信研究所・
教授．1988.5 Fight for Sight 賞受賞, 1993.3 応用物理学会光学論文賞受賞,1999.7 照明学会論文賞
受賞, 2000.5, 映像情報メディア学会丹生高柳著述賞受賞, 2010 Distinguished Contributed Paper of 
the 2010 SID International Symposium. 
 
坂井 信之 1998 年大阪大学大学院人間科学研究科修了。博士（人間科学）。日本学術振興会特別研究
員（広島修道大学）、科学技術振興事業団科学技術特別研究員（（独法）産業技術総合研究所）、神戸
松蔭女子学院大学人間科学部を経て、2011 年 10 月より東北大学大学院文学研究科准教授。2017 年 4 月
同教授。2006 年におい・かおり環境協会学術賞、2009 年におい・かおり環境学会ベスト・プレゼンテ
ーション賞、2013 年・2017 年電子情報通信学会ヒューマンコミュニケーション賞、2016 年・2018 年日
本心理学会学術大会優秀発表賞、2014 年日本味と匂学会優秀ポスター賞、2016 年日本応用心理学会齊
藤勇記念出版賞、2017 年平成 28 年度東北大学全学教育貢献賞 
 
＜2018 年度の主な発表論文等＞ 
[1] Shioiri, S., Kobayashi, M., Matsumiya, K. & Kuriki, I. Spatial representations of the viewer's surroundings.
 Scientific reports 8, 7171, doi:10.1038/s41598-018-25433-5 (2018). 
[2] Hao Wang, Kazuya Matsubara, Yuji Wada, Chia-huei Tseng, Kazumichi Matsumiya, Ichiro Kuriki and Satoshi 
Shioiri, The Evaluation of Images based on Human Preference with Convolutional Neural Networks, APCV 2018. 
[3]  Takuya Onuma, Hiroaki Maruyama, and Nobuyuki Sakai Enhancement of Saltiness Perception by Monosodium 
Glutamate Taste and Soy Sauce Odor: A Near-Infrared Spectroscopy Study. Chemical Senses, Volume 43, Issue 3,  
Pages 151–167 (2018) 
[4]  Takuya Onuma and Nobuyuki Sakai Fabric Softener Fragrances Modulate the Impression Toward Female Faces 
and Frontal Brain Activity. Japanese Psychological Research, 60(4), 276-287 (2018) 
[5]  Hiroshi Shibata, Takuya Onuma, Yasuhiro Takeshima, Yuwadee Penwannakul, and Nobuyuki Sakai Role of the 
Right Dorsolateral Prefrontal Cortex in the Cognitive Process of Matching Between Action and Visual Feedback.
 Japanese Psychological Research, 60(4), 288-299 (2018) 
[6]  坂井信之・ペンナンワクル ユワディー・大沼卓也 ブランド認知が美味しさ評定に及ぼす効果. 睡眠と
科学, 30-31(1), 34-40 (2018) 
[7]  山本浩輔・山道海路・竹井亮・鷲尾英明・坂井信之 柿の種のおいしさに寄与する食感：TDL 法による
予備的検討. 日本味と匂学会誌 第 52 回大会 Proceeding 集, S17-S20 (2018) 
[8]  坂井信之・安藤史織・宮澤利男 香りによるストレス緩和効果における香りを選択することの影響. 日本
味と匂学会誌 第 52 回大会 Proceeding 集, S117-120 (2018) 
[9] 坂井信之 五感の中心にある嗅覚 人間生活工学, 20(1), 5-8 (2019) 










































教 授 北村 喜文 
 
＜プロフィール＞ 
北村 喜文 1987 年大阪大学大学院基礎工学研究科博士前期課程修了．同年キヤノン株式会社情報シス
テム研究所，1992 年 ATR 通信システム研究所，1997 年大阪大学大学院工学研究科助教授，2002 年同大
学大学院情報科学研究科助教授／准教授．2010 年東北大学電気通信研究所教授，現在に至る．博士（工
学）．1997 年電子情報通信学会論文賞，2006 年日本バーチャルリアリティ学会貢献賞，2007 年日本バー
チャルリアリティ学会論文賞，2008 年情報処理学会インタラクション ベストペーパー賞などを受賞．
国際会議 ACM SIGGRAPH Asia, CHI, VRST, ITS, IEEE 3DUI， JVRC ， ICAT， EGVE などで
Conference/Symposium Chair, Program Chair, Steering Committee, IFIP TC-13 日本代表，Japan ACM SIGCHI 




[1] 天間遼太郎，高嶋和毅，末田航，藤田和之，北村喜文: 空間連動する 2 つのカメラ視点を用いたドロー
ン操縦インタフェースの拡張, 情報処理学会シンポジウム，インタラクション, 2019 年 3 月，東京  
[2] 末田航、塚原直樹、松田美勇史、 栗本育三郎:カラスと対話するプロジェクト: カラスにとってのカラス
らしさの工学的再現，第 23 回日本バーチャルリアリティ学会大会，2018 年 9 月，東北大学． 
[3] 松田美勇史，末田航，塚原直樹，内田洋彰，栗本育三郎: Telexistence Cybernetics Crow の 視覚系と剥製
翼飛行系の試作，第 23 回日本バーチャルリアリティ学会大会，2018 年 9 月，東北大学 
[4] 塚原直樹，永田健，末田航，栗本育三郎: 首と尾羽が可動する剥製ロボットをカラスは生きたカラスと
認識するか？，日本鳥学会大会，2018 年 9 月，新潟大学． 
[5] Koh Sueda, Takashi Kitada, Yushin Suzuki, and Taiki Wada: Research and Development of Augmented FPV 
Drone Racing System. In SIGGRAPH Asia 2018 Posters (SA '18). ACM, New York, NY, USA, Article 9, 2 pages, 
2018. DOI: https://doi.org/10.1145/3283289.3283322 
[6] Koh SUEDA et al: “Introduction Of Augmented FPV Drone Racing”, In SIGGRAPH Asia 2018 Birds of a Feather, 
2018 https://sa2018.siggraph.org/en/attendees/birds-of-a-feather/session/204 
[7] 鈴木由信: ドローンレースの娯楽性を向上させる機載式ディスプレイ,第 23 回日本バーチャルリアリテ
ィ学会大会, 2018 年 9 月，東北大学． 
[8] 塚原直樹: 日本畜産学会第 125 回大会 市民公開シンポジウム「農林業の鳥獣被害とジビエ利用を含め
たその解決策」，2019 年 3 月, 麻布大学（神奈川県）（招待講演） 
[9] 塚原直樹:カラス対策講習会「カラスの生理・生態を知り対策に生かす」，2019 年 2 月，坂井北部丘陵地
営農推進協議会丘陵地農業支援センター（福井県）（招待講演） 




安心・安全投薬管理システムのためのワイヤレス IoT 基盤技術の研究開発 
 
ワイヤレス IoT 技術の適用による 
安心かつ安全な投薬管理システムの社会実装を目指して 
 
代表・准教授（兼）亀田  卓 
教授（兼） 末松 憲治 
教授（兼） 羽生 貴弘 
教授（兼） 石山 和志 
教授（兼） 本間 尚文 
教授（兼） 陳   強（大学院工学研究科） 



























































提案した。65 nm CMOS プロセスを用いて発振器を試作し、57.4 GHz において消費電力 130 W
での発振を確認しており、世界最小電力での発振器を実現した。発振器の性能指標の 1 つである
FoM においても従来に比べ 10dB 程度の性能改善を達成した。 
本研究開発で実現した低消費電力発振器は、ミリ波領域でのセンサネットワークの実現に用いる
ことができ、新しいワイヤレス IoT の開拓に寄与できる。 
 
 
    図 3: 消費電力          図 4: 性能指標（FoM） 
 
＜2018 年度の主な発表論文等＞ 
[1] M. Motoyoshi, S. Kameda, N. Suematsu, “57 GHz 130 W CMOS Millimeter-wave oscillator for ultra-low power 
sensor node,” 11th Global Symposium on Millimeter-Waves, May 2018 
















































○ 研究所内の職員、学生を対象とした安全衛生講習会の開催（参加者 349 名） 
○ 高圧ガス保安講習会の開催（参加者 84 名） 
○ 研究所内の安全衛生管理体制、作業環境などの点検、および改善の支援 
○ 局所排気装置の定期自主点検の支援 








室  長（教授） 石山 和志 
副 室 長（教授）  上原 洋一 
助  教      佐藤 信之 
技術職員      阿部 真帆 



























                   










２．電気通信研究所サブドメイン用の SSL サーバ証明書発行 
 やわらかい情報システムセンターでは一般公開用 Web サーバの運用を行っており、各研究室 Web
ページも同サーバで公開されている。Web サーバではバーチャルホストのサービスを提供しており、
各研究室の Web ページ公開ドメインについて電気通信研究所サブドメインを設定可能である。研究
室ごとにサブドメインが異なっており、従来は http のみで Web ページ公開を行っていた。学内で
年々セキュリティ対策意識が高まっていたこともあり、複数の研究室から https 通信実装の要望が
















教授 木下 哲男（2000 年より）  
教授 鈴木 陽一（2000 年より） 
教授 白井 正文（2003 年より）  
教授 大堀 淳 （2007 年より）   
教授 菅沼 拓夫（2011 年より） 
 (2) 常勤職員 
准教授  北形 元（兼務、2007 年より） 
助教   笹井 一人（兼務） 
技術職員 佐藤 正彦 太田 憲治 

























22 の研究室と 1 機関の学外利用者が共通利用計測機器
を利用した（総使用時間は 7385 時間）。ガラス工作の






図 1 研究基盤技術センター 組織図 
図 2 蛍光測定用チャンバー 

















センター長（教授） 佐藤 茂雄 
助  教 佐藤 信之 
技術職員 末永 保、阿部 健人、前田 泰明、関谷 佳奈、阿部 真帆、 
丹野 健徳、柳生 寛幸、森田 伊織、小野 力摩、武者 倫正、 
佐藤 正彦、丸山 由子、太田 憲治、庄子 康一 
図 6 通研ネットワークシステム（左：システムの様子、右：構成図） 























































＜Wireless IoT 実現に向けた機動的研究グループ＞ 
 
電気通信研究所を中心に各研究者による最先端の研究を有機的に結び付け、世界をリードする新






















































































案のものである。また民間の研究者が参加している研究は区分 A の１２件、区分 B の１９件である。 
区分 A に対しては、大型プロジェクト提案型、若手研究者対象型、萌芽的研究支援型、先端的研究推進型、国












Ｈ２８／Ａ０２ フィールドプレート付 InGaAs HEMT を用いた電力増幅器高効率化の研究 









Ｈ２８／Ａ１４ Dissipative Infrastructure の設計と国際展開 
Ｈ２８／Ａ１５ 
Japan-USA International Collaborative Research on Graphene-Based Atomically-Thin 2D 










Ｈ２９／Ａ０８ 新 IV 族半導体ナノ構造の原子層制御とデバイス高性能化に関する研究 
Ｈ２９／Ａ０９ 各種 high-k/Ge 構造において成膜後プロセスがもたらす効果の検討 
Ｈ２９／Ａ１０ Development of graphene based devices for terahertz applications 
Ｈ２９／Ａ１１ 
Theoretical study of nonequilibrium dynamics of electrons and plasmons in two-dimensional electron 
systems 
Ｈ２９／Ａ１２ QZSS 高精度位置・時刻情報を用いた Massive Connect IoT の研究 
Ｈ２９／Ａ１３ ダイレクトディジタル RF 送受信機の研究 










Immersive experience of virtual auditory environment: investigating influence of physical parameters 
of height ambiences 
Ｈ２９／Ａ２４ Mind and environment interface: Human attention in the brain 
Ｈ２９／Ａ２５ The effect of attention on the integration of image components in the human visual system 
Ｈ２９／Ａ２６ Social communication: behavioral and brain representations 
Ｈ２９／Ａ２７ 人・機械連携型 IoT における次世代データ流通処理基盤  
Ｈ２９／Ａ２８ 耳介の 3次元形状と音響伝達特性の音源方位依存性に関する研究 
Ｈ２９／Ａ２９ 新世代 IoT プラットフォームの開発に関する研究 
Ｈ２９／Ａ３０ 実世界に展開するソーシャルネットワーキングサービスの研究 







Creative Application of 3D Magnetic Motion Tracking System to Music： 
the CubeHarmonic 




Japan-Russia International collaborative research on gated GaAs structures with an array of 






Ｈ３０／Ａ１０ 高性能 IV 族半導体量子ナノデバイスのための低エネルギープラズマプロセスの開発 
Ｈ３０／Ａ１１ 移動体 IoT 探索範囲拡大のためのエネルギーハーベスト応用アクティブリフレクトアレーの研究 
Ｈ３０／Ａ１２ 広帯域周波数選択光電子デバイスを用いた低遅延アクセスネットワークの構成法に関する研究 









Ｈ３０／Ａ２２ IoT 技術を用いた津波災害時の避難支援システムの構築 
Ｈ３０／Ａ２３ 実環境計測に基づく音源定位の高精度化 
Ｈ３０／Ａ２４ PVDF 薄膜を用いたフレキシブル圧力センサの開発研究 
Ｈ３０／Ａ２５ 話者映像が音声刺激の聞き取りおよび再生成績に及ぼす影響 
Ｈ３０／Ａ２６ IoT デバイスとの対話のための知覚ユーザインタフェースに関する基礎研究 
Ｈ３０／Ａ２７ 超高性能耐災害ネットワーク制御に関する研究 
Ｈ３０／Ａ２８ 薄膜デバイスを用いた脳型集積システム 
Ｈ３０／Ａ２９ IoT 用ハードウェアセキュリティの研究 
Ｈ３０／Ａ３０ インテリジェントエッジに基づく先進的 IoT 基盤技術の研究 
Ｈ３０／Ａ３１ 多様化する情報ネットワークのための知識獲得・活用に関する研究 
Ｈ３０／Ａ３２ セキュアなキャンパス BYOD の実現に向けたマルウェア検出システムに関する研究 
Ｈ３０／Ａ３３ エージェント型 IoT に基づく生活支援に関する研究 
Ｈ３０／Ａ３４ Ge-on-Insulator 基板上でのメタル・ソース／ドレイン型 CMOS の実現 
Ｈ３０／Ａ３５ 量子デバイスとフォノン技術に関する研究 
Ｈ３０／Ａ３６ 
Effect of sample geometry on the damping mechanism of CoFeB magnetic thin films with perpendicular 




Ｈ３０／Ａ４０ SHF 帯用平面型電磁ノイズ抑制体の機構解析および設計に関する研究  
Ｈ３０／Ａ４１ 広ダイナミックレンジ環境における視覚特性の定量化 
Ｈ３０／Ａ４２ インターネットにおける新しい輻輳に基づく輻輳制御の研究開発 
Ｈ３０／Ａ４３ エージェントを用いた IoT サービスの構築と運用支援に関する研究 







Ｈ２８／Ｂ０９ HCI の特徴を活かした次世代型学術コミュニティの確立 
Ｈ２８／Ｂ１０ 磁気光学効果を利用した磁界計測システム 






Ｈ２９／Ｂ０６ IoT 時代におけるスマートスペクトラムとその応用 











































募要項を公開し、第 1 期募集は 2 月末日、第 2 期募集は 7 月中旬が申請書の提案締切となっている。採否の判定
には共同プロジェクト選考委員会による書面審査を行い、その結果は、第 1 期募集は 4 月中旬に、第 2 期募集は




 なお、本共同プロジェクト研究については、次の web page にて広報している。 
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 物件費 97,000円 
 旅費  217,000円 


































Uehara, M. Kuwahara, S. Katano, and J. Sakai, J. 
Phys. Phys. 124, 075104 (2018).) VO2を用いたSTM
発光では、ナノスケールでの金属相と半導体相の区
別が可能であることを見いだし(J. Sakai, M. 
Kuwahara, M. Hotsuki, S. Katano, and Y. Uehara, 
J. Phys.: Condens. Matter. 28, 385002 (2016).)、
さらに半導体相から金属相への光誘起相転移が 20 
ps 程度で起こることを見いだした（J. Sakai, S. 
Katano, M. Kuwahara, and Y. Uehara, J 









































の上に GST を成膜した。これは VO2薄膜を成膜する
際に、基板温度を500℃程度にするため、GSTの相転
移温度 145℃を越えてしまうためである。基板には
















レートは約3.3 × 10-3 nm/pulseであった。得られ
た極薄膜は(200)M 配向したVO2であることをX線回
折（XRD; 2・・・スキャン）によって確認した（添












































































(1) ’Pump-probe scaning tunneling microscope light 
emission spectroscopy of Sb2Te3,’ Y. Uehara, M. 
Kuwahara, S. Katano, and J. Sakai, J. Phys. Phys. 124 (2018) 
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  研究代表者：楳田 洋太郎 
（東京理科大学理工学部 
 電気電子情報工学科） 
  通研対応教員：佐藤 昭 
（東北大学電気通信研究所） 














































































































































図1 InGaAs HEMTの小信号等価回路モデル 
 

















circuit of Cold FET
Dambrine’s equivalent 







































































































参考文献：[a] Gilles Dambrine, Alain Cappy, Fredric 
Heliodore, Edouard Playez, “A New Method for 
Determining the FET Small-signal Equivalent circuit,” 


















調を用いた直交変調型送信機の実装,” 信学技報, vol. 
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  研究代表者：宮崎 誠一 
（名古屋大学大学院工学研究科） 
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田淳一教授が中心的に組織・運営する 2nd Joint 
ISTDM / ICSI 2019 Conference (10th International SiGe 
Technology and Device Meeting / 12th International 
Conference on Silicon Epitaxy and Heterostructures) 






Workshop on New Group IV Semiconductor 
Nanoelectronics と 8th International Symposium on 





















 形成した試料の AFM 表面形状像から、B 添加の
有無に依らず Ge コア Si 量子ドットが面密度
2×1011cm-2（平均Geコア高さ：~3.3nm）で形成され
ていることを確認した。真性およびB 添加Ge コア





ドットと Si キャップ両方に B 添加した場合には、
~3倍に増大した(図1)。これらの結果は、Geコア／
Si シェル構造のエネルギーバンド構造が Type-II 型
であることを考慮すると、下地 Si ドットおよび Si
キャップに添加された B から供給された正孔が Ge
コアの深いポテンシャル井戸に閉じ込められること



































（１）K. Makihara, M. Ikeda, N. Fujimura, K. Yamada, A. 
Ohta, and S. Miyazaki, Electroluminescence of 
superatom-like Ge-core/Si-shell quantum dots by alternate 
field-effect-induced carrier injection, Applied Physics 
Express Vol. 11, 011305 (4pages) (2018). 
（２）R. Nagai, K. Yamada, S. Fujimori, M. Ikeda, K. 
Makihara, A. Ohta, and S. Miyazaki, Characterization of 
electron charging and transport properties of Si-QDs with 
phosphorus doped Ge core, Semicond. Sci. Technol. Vol. 
33, 124021 (4pages) (2018). 
（３）R. Nagai, S. Fujimori, T. Maehara, K. Makihara, A. 
Ohta, M. Ikeda, and S. Miyazaki, Impact of Boron Doping 
into Si Quantum Dots with Ge Core on Their 
Photoluminescence Properties, 11th International 
Symposium on Advanced Plasma Science and its 
Applications for Nitrides and Nanomaterials 12th 
International Conference on Plasma-Nano Technology & 
Science, 20aC03O, (March 17-21, 2019, Nagoya) 
（４）S. Fujimori, R. Nagai, M. Ikeda, K. Makihara, and 
S. Miyazaki, Selective Growth of Si for the Formation of 
Si-QDs with Ge Core and Their Photoluminescence 
Properties, 12th International WorkShop on New Group 
IV Semiconductor Nanoelectronics, P-04 (Dec. 6-7, 
Sendai) 
（５）S. Fujimori, R. Nagai, M. Ikeda, K. Makihara, and 
S. Miyazaki, Study on photoluminescence from Si 
quantum dots with Ge core, International Conference of 
Atomic Control Surface and Interface-14, 24E-14 (Oct. 
21-25, 2018, Sendai). 
（６）R. Nagai, S. Fujimori, M. Ikeda, K. Makihara, A. 
Ohta, and S. Miyazaki, Characterization of Electron 
Charging and Transport Properties of Si-QDs with 
Phosphorus Doped Ge Core”, 1st Joint ISTDM / ICSI 
2018 Conference; 9th International SiGe Technology and 
Device Meeting (ISTDM)/11th International Conference 
on Silicon Epitaxy and Heterostructures (ICSI), P-38 
(May 27-31, 2018, Potsdam, Germany). 
（７）K. Makihara, M. Ikeda, A. Ohta, and S. Miyazaki, 
Electroluminescence from Multiply Stacked Si Quantum 
Dots with Ge Core by Alternate Carrier Injection, 1st Joint 
ISTDM / ICSI 2018 Conference; 9th International SiGe 
Technology and Device Meeting (ISTDM)/11th 
International Conference on Silicon Epitaxy and 
Heterostructures (ICSI) (May 27-31, 2018, Potsdam, 
Germany). 







ークショップ (岐阜大学, 2018年6月8日)  
（１０）永井僚、藤森俊太郎、前原拓哉、池田弥央、




（１１）藤森俊太郎, 山田健太郎, 永井僚, 牧原克典, 
池田弥央, 宮崎誠一, Ge/Si量子ドット上へのSi選択
成長および発光特性評価, 第 6 回応用物理学会名古
屋大学スチューデントチャプター東海地区学術講演
会, P31 (名古屋大学, 2018年11月25日) 
（１２）永井僚, 藤森俊太郎, 池田弥央, 牧原克典, 
大田晃生, 宮崎誠一, P添加GeコアSi量子ドットの
帯電および局所電気特性評価, 第 6 回応用物理学会
名古屋大学スチューデントチャプター東海地区学術
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  藤巻 朗  （名古屋大学工学研究科） 
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横浜国立大学のChristopher Ayala はadiabatic 
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RISC-based adiabatic quantum-flux-parametron 
microprocessor datapath, ” Applied Superconductivity 
Conference (ASC2018), Seattle, Oct. 28-Nov. 2, 2018. 
[3] A. Sanada, Y. Yamanashi, N. Yoshikawa, “Study on 
Single Flux Quantum Floating-Point Divider Based on 
Goldschmidt’s Algorithm, ” Applied Superconductivity 
Conference (ASC2018), Seattle, Oct. 28-Nov. 2, 2018. 
[4] F. China, N. Takeuchi, T. Ortlepp, Y. Yamanashi, N. 
Yoshikawa, “A High-Speed Voltage Driver using a 4JL 
Gate for Adiabatic Quantum Flux Parametron, ” 
Applied Superconductivity Conference (ASC2018), 
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Yoshikawa, “Demonstration of picosecond time 
resolution of double-oscillator time-to-digital converters 
using single-flux-quantum circuits, ” Applied 
Superconductivity Conference (ASC2018), Seattle, Oct. 
28-Nov. 2, 2018. 
[6] N. Takeuchi, T. Yamashita, S. Miyajima, S. Miki, N. 
Yoshikawa, H. Terai, “Demonstration of a 
superconducting nanowire single-photon detector using 
adiabatic quantum-flux-parametron logic in a 0.1 W 
Gifford–McMahon cryocooler, ” Applied 
Superconductivity Conference (ASC2018), Seattle, Oct. 
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Scott Parkins（University of Auckland, 
Physics Department） 
Sandro Wimberger （ Parma University, 
Physics Department） 
 
延べ参加人数  4 人 
 
研究費 
 物件費 97,000 円 
 旅費  246,000 円 
 国際特別支援費 220,000 円 
 若手特別支援費 120,000 円 
 
［２］研究経過 
In recent years, progress has been made in 
coupling solid state emitters to sub-
wavelength dimension waveguides. However, 
for use in quantum information, these single 
photon sources should be polarized, uni-
directional, and storage of quantum states 
on the waveguide should be possible. In this 
research we aim to i) create polarized, 
fiber coupled single photon sources, ii) use 
the newly discovered chiral properties of 
nanowaveguides to create directional single 
photon sources and iii) control cold atoms 
near a nanowaveguide and couple their 
emitted single photons directionally to an 
optical fiber using metal nanoparticles. 
These novel research goals i)-iii) have not 
been achieved by other groups. 
In the proposed research we will combine 
colloidal quantum dots with gold nanorods 
and deposit the combined particles on a 
nanofiber. This will allow us to create a 
polarized fiber coupled single photon source 
(SPS) due to the gold rod plasmonic 
enhancement of just one polarization. The 
same method can be applied to other quantum 
emitters such as vacancy centers in nano-
diamond particles.  
We will also demonstrate polarization 
dependent directional fiber coupling for 
quantum emitters (either quantum dots or 
defect centers in nanodiamond) combined with 
gold nanorods. This is known as the “chiral 
waveguide” effect, and has never been 
demonstrated for single photon sources. iii) 
We will create a cloud of cold atoms in a 
vacuum cell containing a nanofiber. By 
coupling atoms and quantum dots deposited on 
the same nanofiber, we plan to create a 
hybrid system with the superior coherence of 
atoms (for quantum memory) and the 
convenience of quantum dots. 
 
［３］成果（３－１）研究成果  
We have achieved the following results in 
the project so far: 
● Proposal for a new type of atom trap 
using a composite nanofiber device. ([M. 
Sadgrove and K. P. Nayak New Journal of 
Physics 19, 063003 (2017)]). 
In this paper, I worked with my 
colleague Kali Nayak to propose a novel 
scheme for interfacing cold  atoms with 
a nanofiber. The scheme used a 
combination of a nanofiber and a 
nanostructured grating to both diffract 
incident light, creating optical traps 
for atoms near the fiber, and to create 
a cavity mode with the nanofiber. By 
carefully designing the nano-grating 
element, it was possible to create an 
array of traps whose centers align with 
the cavity mode antinodes. This means 
that the atoms are optimally coupled to 
the nanofiber cavity  - solving a 
difficult problem in nano-optical 
cavities. 
● Measurement of the chiral polarization 
response of a gold particle on a 
nanofiber. 




and K. Edamatsu, Sci. Rep. 7, 17085 
(2017)]) 
In this paper we measured the chiral 
coupling to modes of an optical 
nanofiber by using a gold nanoparticle 
on the nanofiber's surface as an optical 
antenna.  
We reconstructed the polarization 
response over the entire Poincare sphere  
(see Fig. 1) and found an approximate 
mirror image response for the left and 
right hand sides of the fiber as 
expected for a chiral system. 
We also developed a scaling theory in 
order to summarize our data. This work 
will also be used to allow us to 
distinguish single and multiple 
particles on the nanofiber surface. 
 
 
Figure 1: Polarization response of coupling 
to a nanofiber measured for arbitrary 
polarization for the first time. The results 
show the response plotted on the Poincare 
sphere. 
● Apart from published results, we have 
made the following progress in the lab: 
○ Realization of single photons from 
quantum dots coupled to gold nano-
rods on a nanofiber.  
[ M. Sugawara et al., Japan Physical 
Society Meeting, 16PK201-3 Kyushu 
Univ., Spring 2019] 
○ Realization of a magneto-optical 
trap of rubidium atoms in the 
presence of an optical nanofiber 
with a gold nanorod attached to its 
surface 
[ M. Sadgrove, Japan Physical 
Society Meeting, 16PK201-5 Kyushu 
Univ., Spring 2019]. 
○ Development of a new microscope 
system to manipulate nanoparticles 
in a liquid. We may use this for our 
quantum dot experiments in order to 
combine quantum dots and gold 
nanoparticles. 
[ T. Yoshino et al., Japan Physical 
Society Meeting, 16PK201-4 Kyushu 




Figure 2: Measured blinking statistics for 
quantum dots deposited with gold nanorods on 
an optical nanofiber. The blinking 
statistics suggest between 2 and 3 quantum 
dots - close to our single emitter goal. 




The research we have developed as part of 
this project makes our group a leader in 
chirally coupled emitters and nanowaveguides 
in Japan, and makes us competitive on the 
world stage. 
We have presented our results at the 
following meetings and symposia: 
● International meeting: 
Optical Nanofiber Applications (ONNA), 
  June 5-8 (2017) 
Okinawa Institute of Science and 
Technology. 
Participant number: ~50 
M. Sadgrove “Composite techniques using 
nanofibers” 
● International symposium: 
International Symposium on Photonics and 
Optical Communications 
Tohoku University. 
Oct. 25-26 [OP](2017). 
M. Sadgrove, M. Sugawara, Y. Mitsumori, 
and K. Edamatsu, “Characterization of a 
Chiral Nano-Optical Device”.  
● International symposium: 
Japan Society of Applied Physics Meeting 




Fukuoka Convention center 
5–8 September (2017) 
M. Sadgrove, M. Sugawara, Y. Mitsumori, 
and K. Edamatsu, “Chiral polarization 
response of a nano-photonic device, 78, 
8a-A409-7,  
● National syposium: 
Nanofiber Discussion Mini-symposium, 
University of Electro-communication 
18 March (2019) 
M. Sadgrove, et al. “Optical trapping 
and transport of liposomes along an 
optical nanofiber.” 
Participant number: ~ 20 
● National symposium: 
Light Manipulation Symposium 
Jan. 22-23 (2018) 
Osaka University. 
M. Sadgrove “Composite nanofiber / 
metal nanoparticle devices for the 
manipulation of nanoparticles”, 
Participant number: ~50 
 
［４］成果資料 
[1] K. Nayak, M. Sadgrove, R. Yalla, F. L. 
Kien, and K. Hakuta, “Nanofiber Quantum 
Photonics”, Journal of Optics 20, 073001 
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夏井 雅典（東北大学電気通信研究所） 
中尾 光之，松宮 一道，片山 統裕（東北大学
大学院情報科学研究科） 
大脇 大（東北大学大学院工学研究科） 
川上 進（東北大学電気通信研究所 元教授） 
虫明 元（東北大学大学院医学系研究科） 
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(1) N. Kon, N. Abe, M. Miyazaki, H. Mushiake, I. 
Kazama "Partial exposure of frog heart to 
high-potassium solution: an easily reproducible 
model mimicking ST segment changes. " J Vet Med 
Sci. 80(4), 578-582, 2018. 
(2) A. Muhammad A. Haider, Y. Matsuzaka, H. 
Mushiake "Neuronal activity in primate posterior 
medial prefrontal cortex during selection of 
behavioral tactics to transform sensory information 
into action,"The 2nd International Symposium on 
Embodied-Brain, 2018. 
(3) R. Hosaka, H. Watanabe, T. Nakajima, and H. 
Mushiake "Increasing LFP theta power reflects 
protecting motor plans from an interruption in 





(4) S. Shioiri, M. Kobayashi, K. Matsumiya, I. Kuriki 
"Spatial representations of the viewer's 
surroundings," Scientific Reports, 8, 2018. 
(5) N. Ichikawa, T. Dohi, A. Okada, H. Sato, S. Fukami, 
and H. Ohno, "Non-linear variation of domain 
period under electric field in demagnetized 
CoFeB/MgO stacks with perpendicular easy axis," 
Applied Physics Letters, 112, 202402, 
doi:10.1063/1.5035487, 2018. 
(6) Y. Takeuchi, C. Zhang, A. Okada, H. Sato, S. 
Fukami, and H. Ohno, "Spin-orbit torques in 
high-resistivity-W/CoFeB/MgO," Applied Physics 
Letters, 112, 192408, doi:10.1063/1.5027855, 2018. 
(7) M. Ikeda, J. Deguchi, S. Fukushima, A. Qingyu, N. 
Katayama, H. Miura, Y. Oyama  "Some adverse 
actions of chlorothalonil at sublethal levels in rat 
thymic lymphocytes: Its relation to Zn2." 
Environmental Toxicology and Pharmacology, 59, 
61-65, 2018. 
(8) Y. Yoshida, M. Nakao, N. Katayama, "Resting-state 
functional connectivity analysis of the mouse brain 
using intrinsic optical signal imaging of cerebral 
blood volume dynamics," Physiological 
Measurement, 39(5), 054003, 2018. 
(9) A. Fukuhara, D. Owaki, T. Kano, R. Kobayashi, and 
A. Ishiguro, "Spontaneous gait transition to 
high-speed galloping by reconciliation between body 
support and propulsion," Advanced Robotics   32, 
794-808, 2018. 
(10) Y. Sekiguchi, T. Muraki, D. Owaki, K. Honda, S. 
Izumi "Regulation of quasi-joint stiffness by 
combination of activation of ankle muscles in 
midstances during gait in patients with hemiparesis," 
Gait & Posture, 62, 378-383, 2018. 
(11) T. Nakashima, H. Mushiake, K. Sakamoto, 
"Earthworm individualities when facing a conflict 
between turn alternation and aversive learning," 
Biophysics and Physicobiology, 15, 159-164, 2018. 
(12) N. Sato, H. Mizuhara, "Successful encoding during 
natural reading is associated with fixation-related 
potentials and large-scale network deactivation," 
eNeuro, 5(5), ENEURO.0122-18, 2018. 
(13) D. Suzuki and T. Hanyu, "Design of a highly reliable, 
high-speed MTJ-based lookup table circuit using 
fractured logic-in-memory structure," Japanese 
Journal of Applied Physics, 58(SB), 
SBBB10~1-SBBB10~7, 2019. 
(14) M. Natsui, T. Chiba, and T. Hanyu, "Design of an 
energy-efficient XNOR Gate based on MTJ-based 
nonvolatile logic-in-memory architecture for binary 
neural network hardware," Japanese Journal of 
Applied Physics, 58(SB), SBBB01~1-SBBB01~7, 
2019. 
(15) D. Suzuki, T. Oka, and T. Hanyu, "Circuit 
optimization technique of nonvolatile 
logic-in-memory based lookup table circuits using 
magnetic tunnel junction devices," Microelectronics 
Journal, 83, 39-49, 2019. 
(16) T. Kano, Y. Ikeshita,  A .Fukuhara, and A. Ishiguro, 
"Body-limb coordination mechanism underlying 
speed-dependent gait transitions in sea roaches," 
Scientific Reports, 9:2848, doi: 
10.1038/s41598-019-39862-3, 2019. 
(17) K. Matsumiya, “Separate multisensory integration 
processes for localization and ownership of body 
parts”, Scientific Reports, 9:652; 
https://doi.org/10.1038/s41598-018-37375-z, 2019. 
(18) Y. Horio, N. Ichinose, and M. Ogawa, 
"Experimental verification of quasi-periodic-orbit 
stabilization using a switched-capacitor chaotic 
neural network circuit," Nonlinear Theory and Its 
Applications, IEICE, 9(2), 218-230, DOI: 
10.1587/nolta.9.218, 2018. 
(19) N. Ichinose, Y. Horio, and M. Ogawa, "Statistical test 
of quasiperiodicity in the presence of dynamical 
noise," Nonlinear Theory and Its Applications, 
IEICE, 9(2), 231-242, DOI: 10.1587/nolta.9.231, 
2018. 
(20) S. Hu, C. D. Salvador, J. Trevino, S. Sakamoto, and 
Y. Suzuki, “Modeling head-related transfer functions 
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小澤  賢司（山梨大学大学院総合研究部） 
  通研対応教員 
鈴木  陽一（東北大学電気通信研究所） 
 研究分担者 
Volker Hohmann （Carl von Ossietzky- Univer- 
sität Oldenburg） 
坂本 修一（東北大学電気通信研究所） 




 物件費 97,000円 
 旅費  209,000円 





























共同研究推進のため，2018 年 10 月に Prof. John 


















































(A) 方向が異なる音源の分離（成果資料2, 3, 6, 7） 
(B) 距離が異なる音源の分離（同4, 5, 8） 
(C) 高精細な時空間音圧分布画像の復元 (同1) 
このうち課題 (C) についての詳細は成果資料（1）






規模システムを対象とし，標本化周波数 16 kHz で
検討を行った。2 cm 間隔でマイクロホン 8 個を配
置したアレイを想定する。 


















こではNN の入力層・中間層 (3 層)・出力層のユニ
ット数はそれぞれ7・15 (3 層)・1とし，活性化関







和（DAS）法や最小分散 (MV) 法 に比べて大きな雑
音抑圧量を達成したことが分かる。昨年度は中間層
1層で検討を行い減衰量は15 dB 程度に留まってい










方向に関しては等間隔 dx = 2 (cm)で配置する（実
体マイクロホンのアレイ長は6 cm である）。仮にy
軸上で2 mの位置を焦点と考えると，マイクロホン

































目的音源（女性音声 “Thank you very much.”）は焦点 
(2 m) に固定し，白色雑音を放射する雑音源を 0〜5 m
の範囲で 2 cm ずつ移動させ，雑音減衰量を測定した。
























（１）Ozawa, K., Ito, M., Shimizu, G., Morise, M., and 
Sakamoto, S., “Proposal of a sound source 
separation method using image signal processing 
of a spatio-temporal sound pressure distribution 
image,” Proc. of the AES Conference on Spatial 
Reproduction, #44, 7 pages (2018). 
（２）小澤賢司, 森勢将雅, 坂本修一, “雑音スペクト
ルの瞬時推定に基づくスペクトラルサブトラ
クションによる音源分離に関する考察,” 信
学技報 EA2018-31, pp. 19-24 (2018). 
（３）小澤賢司, 森勢将雅, 坂本修一, “雑音スペクト
ルの瞬時推定に基づくスペクトラルサブトラ
クションによる音源分離に関する一考察,” 
秋季音響学会講演集, pp. 153-156 (2018). 
（４）小澤賢司, 輿水雄太, 森勢将雅, 坂本修一, ”画
像信号処理を用いた同一到来方向の2音源の
分離に関する一考察,” 秋季音響学会講演集, 
pp. 157-158 (2018). 
（５）Ozawa, K., Koshimizu, Y., Morise, M., and 
Sakamoto, S., “Separation of two sound sources in 
the same direction by image signal processing,” 
Proc. 7th IEEE Global Conference on Consumer 
Electronics (GCCE 2018), pp. 479-480 (2018). 
（６）Ozawa, K., Morise, M., and Sakamoto, S., “Sound 
source separation by instantaneous-estimation- 
based spectral subtraction,” Proc. of the 5th 
International Conference on Systems and 
Informatics (ICSAI 2018), pp. 870-875 (2018). 
（７）小澤賢司, 塩澤光一朗, 森勢将雅, 坂本修一,  
“平面マイクロホンアレイと時空間音圧分布
画像を用いた音源分離に関する考察, ” 春季
音響学会講演集, pp. 369-370 (2019). 
（８）K. Ozawa, S. Sakamoto, and Y. Suzuki, “Sound 
source separation by instantaneous-estimation- 
based spectral subtraction,” 東北大通研―情報
通信共同研究拠点―平成 30 年度共同プロジ
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 物件費 97,000円 
 旅費  235,000円 












































































































































(1) 田中章浩. (2018). "クロスモーダルな情動知覚
". 映像情報メディア学会誌,Vol.72, No.1, 10-14. 
(2) 田中章浩. (2018). "感覚器とコミュニケーショ
ン". 日本薬学会会報「ファルマシア」2018年11月
号, 1040-1044. 
(3) 澤田佳子, 田中章浩 (2018). "画像と再生方向
が音のアニマシーに与える影響" 第 10 回多感覚研
究会 
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内川 惠二（東京工業大学） 
 小川 正（京都大学） 
 村上 郁也（東京大学） 
 宇賀 貴紀（順天堂大学） 
 河原 純一郎（北海道大学） 
 西田 眞也（NTT） 
 一川 誠（千葉大学） 
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 ( 1 ) Invariance to low-level features and partial 
transfer over space in the tilt aftereffects evoked by 
symmetrical patterns. Y. Sakata, K. Kurematsu, N. 
Wagatsuma and K. Sakai (2019) 
Journal of Optical Society of America, A, Vol.36, No.2, 
pp.283-291, doi: 10.1364/JOSAA.36.000283 
( 2 ) Interactions evoked by the contradiction between 
border ownership discrimination and figure-ground 
segregation. N. Wagatsuma, M. Urabe and K. Sakai 
(2018) 
Frontiers in Psychology, Vol.9, Article 1681, 
September 2018, https://doi.org/10.3389/fpsyg.2018. 
01681 
doi: 10.3389/fpsyg.2018.01681  
( 3 )Figure-Ground Detection by a Population of 
Neurons with a Variety of Receptive-Field Structures 
in Monkey V4. K. Sakai, K. Kimura, Y. Yamane, and 
H. Tamura (2019) 
Computational Neuroscience Meeting (CNS*2019) 
( 4 )Figure-Ground Coding in Monkey V4 --- 
Receptive Field Structure and Population Coding. K. 
Sakai, K. Kimura, Y. Yamane, and H. Tamura (2019) 
Annual Meeting, Japan Neuroscience Society (Neuro 
2019) 
( 5 )サル V4 図地選好性細胞の受容野構造，木村 
耕治, 山根 ゆか子, 田村 弘, 酒井 宏 (2019) 
電子情報通信学会技術報告 , Vol.118, No.470, 
181-185（ニューロコンピューティング研究会; 
March 5, 2019） 
 
( 6 ) Shioiri, S., Kobayashi, M., Matsumiya, K., & 
Kuriki, I. (2018). Spatial representations of the 
viewer's surroundings. Sci Rep, 8(1), 7171. doi: 
10.1038/s41598-018-25433-5 
( 7 ) Shioiri, S., Hashimoto, K., Matsumiya, K., 
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Journal of Optical Society of America, A, Vol.36, No.2, 
pp.283-291, doi: 10.1364/JOSAA.36.000283 
( 2 ) Interactions evoked by the contradiction between 
border ownership discrimination and figure-ground 
segregation. N. Wagatsuma, M. Urabe and K. Sakai 
(2018) 
Frontiers in Psychology, Vol.9, Article 1681, 
September 2018, https://doi.org/10.3389/fpsyg.2018. 
01681 
doi: 10.3389/fpsyg.2018.01681  
( 3 )Figure-Ground Detection by a Population of 
Neurons with a Variety of Receptive-Field Structures 
in Monkey V4. K. Sakai, K. Kimura, Y. Yamane, and 
H. Tamura (2019) 
Computational Neuroscience Meeting (CNS*2019) 
( 4 )Figure-Ground Coding in Monkey V4 --- 
Receptive Field Structure and Population Coding. K. 
Sakai, K. Kimura, Y. Yamane, and H. Tamura (2019) 
Annual Meeting, Japan Neuroscience Society (Neuro 
2019) 
( 5 )サル V4 図地選好性細胞の受容野構造，木村 
耕治, 山根 ゆか子, 田村 弘, 酒井 宏 (2019) 
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181-185（ニューロコンピューティング研究会; 
March 5, 2019） 
 
( 6 ) Shioiri, S., Kobayashi, M., Matsumiya, K., & 
Kuriki, I. (2018). Spatial representations of the 
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10.1038/s41598-018-25433-5 
( 7 ) Shioiri, S., Hashimoto, K., Matsumiya, K., 




orientation of rotating objects without object 
identification: Object orientation induction. J Vis, 
18(9), 17. doi: 10.1167/18.9.17 
( 8 ) Hao Wang, Kazuya Matsubara, Yuji Wada, 
Chia-huei Tseng, Kazumichi Matsumiya, Ichiro 
Kuriki, Satoshi Shioiri, The Evaluation of Images 
based on Human Preference with Convolutional 
Neural Networks, The 14th Asia Pacific 
Conference on Vision, 2018/7/13-2018/7/16 
Hangzhou, China 
( 9 ) Wei Wu, Chia-huei Tseng, Kazumichi 
Matsumiya, Ichiro Kuriki, Satoshi Shioiri, 
A pooling model based on inter-ocular velocity 
for human perception of motion direction in depth, 
The 14th Asia Pacific Conference on Vision, 
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湾の Academia Sinica Grid Computing Centre 





● [Keynote] Distributed Cloud for Disaster 
Mitigation and e-Science / Eric Yen 
(Academia Sinica Grid Computing Centre 
(ASGC), Taiwan) 
Abstract: Distributed cloud has become 
the norm of advanced scientific computing 
infrastructure especially for data-driven 
applications and for e-infrastructure 
supporting multi-disciplinary research 
applications. ASGC is growing the 
distributed cloud computing technologies 
and applications progressively through 
experiences learned from supported 
research projects as well as technologies 
developed by large-scale collaborations 
such as WLCG, EGI and XSEDE. 
Distributed cloud is also used to support 
the regional collaborations on natural 
disaster risk analysis in Asia based on 
deeper understanding approach coordinated 
by ASGC. Knowledge-oriented hazard risk 
assessment based on deeper understanding 
of root cause and drivers of a hazard is 
carried out. Science gateways with 
innovative and accurate simulation models 
are developed from case studies. 
In this presentation, the design, 
architecture, and technologies of the 
ASGC distributed cloud system will be 
introduced. Implementation of the natural 
disaster hazard risk evaluation over the 
distributed cloud will be presented. 
Experiences of other e-Science 
applications beyond disaster mitigation 
will also be included. 
● Proposal of wide area distributed edge 
computing infrastructure giving 
incentive based on operation quality / 
Hiroki Kashiwazaki (Osaka Univ.) 
Abstract: An edge computing 
infrastructure, that located at a place 
where the delay time with the data source 
is short attracts attention. Therefore, 
edge computing environment is required to 
be ubiquitous in the world. A cloud 
computing environments are built in urban 
data centers and can realize operational 
efficiency by concentration of 
investment. However, since the investment 
to the edge computing infrastructure is 
distributed geographically, it is 
difficult to reduce costs while 
maintaining high quality operation. 
Therefore, it is considered difficult for 
large capitalists (e.g. GAFA) to acquire 
the dominant position of edge computing 
environment. Therefore in this proposal, 
I propose a model that gives incentives 
according to the operational quality by 
investing in the environment and using 
the edge computing environment in the 
community and realizing high quality 
operation. 
● An international SDN testbed and NFV 
applications / Kohei Ichikawa (NAIST), 
Atsuko Takefusa (NII), Yasuhiro 
Watashiba, Yoshiyuki Kido, Susumu Date 
(Osaka Univ.) 
Abstract: Effective sharable 
cyberinfrastructure is fundamental for 
collaborative researches in widely 
distributed environments. PRAGMA-ENT is a 
large scale international software-
defined networking (SDN) testbed, which 
is being designed and developed by 
combining different national academic 
networks and organizations. It offers 
complete freedom to researchers to access 
network resources to develop, experiment, 
and evaluate their new ideas. This 
enables the exposure of SDN techniques 
and technologies to the broader 
international research communities to 
foster computation- and data-driven 
research in the long-tail of eScience by 
creating new collaborations and new 
infrastructure. This talk will introduce 
the PRAGMA-ENT and recent research 
activities about network function 






Academia Sinica Grid Computing Centre (ASGC)


























SINET5 NFV が提供する Juniper VMX および
VSRX、Amazon Web Service が提供する Direct 
Connect、Microsoft Azure が提供する Express 



















ショップを 2018 年度中に 2 回開催した。それぞ
れのワークショップの概要を以下に記す。 
● 第 14 回地域間インタークラウドワークショ
ップ (2018 年 9 月 3 日, 北海道大学学術交流
会館) 
● RICC-PIoT workshop 2019 (2019 年 2 月 27〜
28 日, 沖縄産業支援センター) 
 
［４］成果資料 
● Shinichiro Miura, Hiroki Kashiwazaki: 
Fault tolerance evaluation of wide area 
distributed application based on 
exhaustive FIT scenario generation, 研究
報告インターネットと運用技術（IOT）, 
Vol. 2019-IOT-45 (2019) [to appear] 
● Hiroki Kashiwazaki: Distcloud Update, 
APAN47: The 47th Asia-Pacific Advanced 
Network Meeting, Cloud working group 
(2019). 
● Hiroki Kashiwazaki: Distcloud Update, 
APAN46: The 46th Asia-Pacific Advanced 
Network Meeting, Cloud working group 
(2018). 
● Yong Jin, Masahiko Tomoishi, Satoshi 
Matsuura, Yoshiaki Kitaguchi: A Secure 
Container-based Backup Mechanism to 
Survive Destructive Ransomware Attacks, 
The 2018 Workshop on Computing, 
Networking and Communications (CNC2018), 
pp. 1-6 (March 2018)  
● 三浦伸之介, 柏崎礼生: 広域分散システムに
おける Cloudian HYPERSTORE の耐障害性評価
の自動化, ITRC Technical Report, ISSN 
1343-3083 (2019) [to appear] 
● Hiroki Kashiwazaki: Proposal of wide area 
distributed edge computing infrastructure 
giving incentive based on operation 
quality, ITRC Technical Report, ISSN 
1343-3083 (2019) [to appear] 
● 柏崎礼生: 大阪府北部地震と台風 21 号の影
響と災害回復に関するあれこれ, ITRC 
Technical Report, ISSN 1343-3083 (2019) 
[to appear] 
● Hiroki Kashiwazaki: Vulnerability Is the 
Plan the Plan Is Death, 研究報告インター
ネットと運用技術（IOT）, Vol. 2018-IOT-
42, No. 7, pp.1--4 (2018) 
● Hiroki Kashiwazaki: ``Chaos 
Infrastructure'' for trustworthy 
transactions of data harvesting, ITRC 
Technical Report, ISSN 1343-3083 (2018) 
● 柏崎礼生: RICC update: RICC における減災
への取り組み, ITRC Technical Report, ISSN 
1343-3083 (2018) 
● 柏崎礼生: Dissipative Infrastructure, 
Design and Implementation, ITRC Technical 
Report, ISSN 1343-3083 (2018) 
● Hiroki Kashiwazaki: The Beast that 
Shouted Governance at the Heart of the 
University, 研究報告インターネットと運用
技術（IOT）, Vol. 2018-IOT-41, No. 25, 
pp. 1--4 (2018) 
● Hiroki Kashiwazaki: The devices in the 
Internet are nodes, 研究報告インターネッ
トと運用技術（IOT）, Vol. 2018-IOT-40, 
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 物件費 97,000円 
 旅費 252,000円 





During the year of the collaborative efforts PI Prof. Vladimir 
Mitin visited the group of Research Collaborator Prof. Taiichi 
Otsuji twice for five days in November 2018 and then in 
February 2019. During the third year of this project the efforts 
were focused on further development of the proposed during 
the first year the graphene layer (GL) photodetectors (PD) 
based on the van der Waals (vdW) heterostructures with the 
radiation absorbing GLs. We have demonstrated [A1, B1-B3] 
that the operation of the GL PDs that is associated with the 
electron photoexcitation from the GL valence band to the 
continuum states above the inter-GL barriers (interband 
transitions) are superior to the conventional quantum well 
photodetectors which are based on intraband transitions that 
have substantially lower probability. We also demonstrated 
that the proposed photodetectors can be used beyond the 
graphene technology [A2, B4], i.e. the graphene can be 
replaced by a thin layer of a narrow bandgap material and 
such photodetectors also use interband transition and surpass 
the conventional quantum well photodetectors. We 
demonstrated that graphene hybrid structures can exhibit 
negative and positive photoconductivity and operate at room 
temperatures [A3]. Finally we paved the way for a new cycle 
of a collaborative research demonstrating [A4-A6, B5, B6] 
that graphene-phosphorene heterostructures have very broad 
spectrum of applications due to strong dependence of the 





We proposed new type of the GLPD (Fig. 1) and 
demonstrated that these PD superior to the conventional 
quantum well photodetector (QWPD) [A2]. The operation of 
the GLPDs is associated with the electron photoexcitation 
from the GL valence band to the continuum states above the 
inter-GL barriers (either via tunneling or direct transitions to 
the continuum states). The GLPDs perform the electron 
photoexcitation from the GL valence band where the number 
of electron is several orders of magnitude higher than that in 
QWPDs. Moreover, the GLPD is sensitive to a normal 
incident radiation (interband absorption), while QWPD is 
sensitive only to inclined radiation whose polarization is 
perpendicular to the layers. 
  
Fig. 1. Schematic views of (a) an n-type QWIP (inclined 
incident irradiation) and (b) a GLPD (normal incident 
irradiation) with n-type emitter and collector layers and inner 
p-type GLs. 
We show in Fig 2 that the responsivity of the GLPD can be 
up to 30 times higher than the responsivity of the QWPD with 




[A1], the detectivity of GLPD can be up to 15 times higher 
than detectivity of QWPD, so the GLPDs offer substantially 
better performance (see also [B1-B3]). 
 
Fig. 2. Ratio of the GLPD to the QWPD responsivities as a 
function of the photon energy    for the GLIPs with 
different GL  ( GL  = 87.5, 100, and 125 meV) at E = 80 
kV/cm. 
 
We also show that the photoconductivity of GL photodetector 
at room temperature can be positive or negative depending on 
the energy of photons relative to the energy of the optical 
phonons in graphene (Fig. 3) [A3]. We evaluated the 
responsivity of the THz and IR photodetectors using the 
calculated GL photoconductivity (Figs. 3 and 4). The 
obtained results along with the relevant experimental data 
might reveal the microscopic processes in GLs, and the 
developed model could be used for the optimization of the 
GL-based photodetectors.  
 
Fig. 3. The normalized GL photoconductivity 00/   
as functions of the photon energy    for the case of 
dominant short-range scattering for different values of 
/Opt Augerb    the characteristic value of the momentum 
scattering, 0 = 1 ps (left panel) and different 0  and b = 
0.1 (right panel). 
 
Fig. 4. The spectral characteristics of the responsivity,
/ ,R R   of the GL-based photodetectors with dominant 
short-range scattering and the same parameters as in Fig. 3. 
 
Since the band gap of the phosphorene strongly depends on 
the number of its monolayers it is possible to control the 
frequency of emitters and/or detectors that can operate at 
room temperatures in a wide spectral range from far terahertz 
to infrared frequencies and even higher. First we considered 
field effect transistor (FET) [A4] (Fig. 5). Electrons and holes 
have high mobility in the G-layer, but due to large effective 
mass, the mobility in P-layer is substantially lower. As the 
source-drain electric field increases, electron and hole energy 
go up and as they reach the energy equal to barrier height c
and h  the carriers transfer to P-layer (real-space-transfer), 
resulting in NDC: negative differential conductivity (Fig. 6).  
 
 
Fig. 5: Schematic view of (a)G-P FET structure, (b) energy 
spectrum, and (c) density of states (DoS). Cone-shaped parts 





Fig. 6 Current-voltage characteristics for three values of the 
gate voltage Vg/ Vo shown at the curves for one 
concentration of scattereres, 10 210 cmi




Our research was focused on graphene heterostructures, but 
in paper [A2] (see also [B4]) we demonstrated that the 
suggested new principals of photodetectors operation [A1, 
B1-B3] can be used for other materials, especially in the 
heterostructures where G-layers (see Fig. 1b) are replaced by 
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［２］研究経過 
Intelligent systems, while interacting with the 
environment, use environmental information, 
especially visual information, for making proper 
decision to accomplish a task. The system need to 
collect vast amount of data and analyze for correct 
decision. Thus, intelligent systems are computationally 
heavy. For face recognition, features from the whole 
facial image are extracted and compared for a match. 
Humans, on the other hand, uses a few fixations to 
perceive the whole image and make recognition 
decision efficiently and correctly (Noton D, Stark L, 
“Scanpaths in eye movements during Visual 
Perception”, Science, Jan 22, 1971; Janet 
Hui-wenHsiao, G. Cottrell, “Two Fixations suffice in 
Face Recognition”, Psychological Science, no. 10, vol. 
19, pp: 998-1006). Starting from an arbitrary point, the 
next fixation point is chosen, extracting features from 
surrounding a low resolution peripheral view. The 
whole image is constructed to compare with its nearest 
match for the task in hand (here face recognition) very 
efficiently. It is selective attention, attending to 
important points only, facilitating the same goal with 
less information to process, as shown in Fig.1.  
Moreover, for any difficult task requiring visual 
perception, an expert’s eye-fixation sequences gather 
necessary information much faster than a novice’s way 
of viewing. We verified that using a driving simulator 
experiment and reading ability experiment. In those 
projects, we have shown that an expert’s viewing 
pattern is smooth and meaningful, whereas a novice 
eye tracks 
haphazardly over the 
whole field of view. 
In this project, we 
propose a way to 
learn an expert 
driver’s viewing 
sequence to embed it 
in an intelligent 
system. The case 
study is driving. The 
idea could be 
extended to any robotic system  
Keywords: Fovea, Peripheral vision, Perception, 
Selective Attention,  
目的: 
Driverless car or self-driving car projects are 
undertaken by not only many car companies, but 
also tech companies like Google, uber, Softbank. 
The general approach is to collect video and audio 
data from all directions, in addition to sensor data 
like LIDAR, GPS, odometry data. In addition to 
the cost of these sensors, processing of the data 
needs enormous amount of computations, 
warranting high-end computational power on 
board. Humans perform the same task, with two 
eyes and ears. Through experience, human 
drivers learn to attend to important aspects. 
Learning this selective attention is the key to 
reducing the amount of data to analyze for taking
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driving decisions efficiently. Outline of the 
proposed system is shown in the above two 
figures. The red dots in the bottom figure show 
where the fixations are, when someone is driving. 
One important thing to note is that, in addition to 
fixations clustered in the direction of road, and 
the two side mirrors, at times the vision goes in  
概要: 
The goal of this project was to incorporate human 
expert’s visual cues to improve efficiency of an 
intelligent system. Instead of analyzing the whole 
visual field, as done in conventional AI system, we 
grade the visual field into regions with different 
resolution, high resolution covering only a small area 
and the rest low-resolution periphery. This will improve 
efficiency as less number of pixels to analyze. 
Moreover, the gaze sequence of an expert will reduce 
time perceive the situation. This idea is applicable for 
many tasks. It is more important in a moving scenario, 
like driving, where many frames are to be analyzed. 
Eye-tracking data, while human experts perform the 
task, will be used as training data. We get the fixation 
points superimposed on video frames. Once we learn to 
incorporate, what features on the frame initiate a 
saccades, and where the next fixation would be, the 
system could analyze visual information more 
efficiently. Considering visual stimulation is the only 
environmental input, we can map decisions based on 
visual information alone.  
研究目的: 
The aim of this work is to realize an efficient 
implementation of auto-driving vehicle. In 
addition, with a view to implement human-like 
vision, we will work on an efficient peripheral 
vision recognizer, which will reduce the resolution 
of image around the periphery region, and could 
realize efficient recognition due to lower number 
of pixels as input. Once objects of attention are 
identified, the camera will move towards that 
direction, and high resolution image will be 
captured and analyzed. 
研究打ち合わせ： 
List of Visits to Tohoku University RIEC: 
(1) 1st. visit - 2018/10/02 
(2) 2nd. visit – 2019/1/15 
(3) 3rd. visit - 2019/02/21 
(4) 3rd. visit - 2019/03/07 – 2019/03/8 
研究会，研究打ち合わせ・研究討論会，研究発表会： 
Publications relevant to this project:  
1. Goutam Chakraborty, L. C. Cheng, L. S. 
Chen, Cedric Bornand, "Selecting 
Important Features Related to Efficacy of 
Mobile Advertisements using Human 
visual fixations," Intelligent Information 





In this research, we did our experiments in two 
steps, (1) investigate whether the visual attention 
pattern between expert driver and novice one are 
different or not, (2) identify the visual cues where 
an expert driver focuses. In Fig. 2, while driving 
on a road as shown on the top, where there is no 
other traffic or pedestrians, visual attention is 
straight or on side mirrors. There is little 
difference between an expert driver and a novice 
one. When the driving is tricky, like narrow 
mountain road or on a crowded road inside a city, 
the difference in visual attention pattern are very 
different between expert and novice. In addition, 
we collected different bio-signals like 
electroencepahlogram, electrocardiogram, pulse, 
and muscle contraction data from the driver’s 
body. This data is used to find out the time lag 
between an alarming event on the road and 
breaking or steering the car, with minute details 
to compare between an expert driver and a novice 
one.  
We collected data from 10 subjects, 4 of whom are 
regular drivers and rest 6 do not drive. The 
time-series data of eye-fixations (point of 
attention) are collected. The distance between two 
time series is calculated using dynamic time 
warping (DTW), and signals are clustered. When 
the data is collected in a scenario like in Fig. 2, no 
clear cluster was observed. When the data is 
taken while driving narrow mountain roads, two 




visual attention for two groups are different. In 
addition, as shown in Fig. 2, the top one, a novice 
driver watches many objects (red circles), whereas 
an expert driver’s attention is attracted by the car 











This research resulted in several international 
conference presentations, and invited talks. Some 
of them are listed in section [4]. In addition, this 
research was also collaborated with Prof. Cedric 
Bornand of HEIG-VD, Switzerland. We are 
organizing an IEEE International conference 
(http://www.chishiki.soft.iwate-pu.ac.jp/icast2019/
) where works on perception and selective 





1. T. Kamiyama, Goutam Chakraborty, 
“An Efficient Anomaly Detection in 
Quasi-Periodic Time Series Data—A 
Case Study with ECG,” Springer 
Lecture Notes, Contributions to 
Statistics, ISSN 147-157. 
2. Weilun Wang, Goutam Chakraborty, 
“Selection of Effective Probes for an 
Individual to Identify P300 Signal 
Generated from P300 BCI Speller," 
International Journal of High 
performance computing and 
networking, December, 2018, Granada, 
Spain. 
3. Goutam Chakraborty, Eriko Ikeda, 
Hideyuki Takahashi, Tetsuo Kinoshita, 
Cedric Bornanad, “Proposal of a Cheap 
Pulse Wave Velocity (PWV) Meter 
Using Photoplethysmography,” 
International conference on Sensing 
Technology, October, 2018, Limerick, 
Ireland. 
4. Wan-Ting Chien, Goutam Chakraborty, 
Long-Sheng Chen, “Identifying 
important factors affecting O2O 
customers trust from textual reviews,” 
IEEE International conference on 
Awareness Technology and Science, 
September, 2018, Fukuoka, Japan. 
5. Yuching Lu, Erika Sawada, Goutam 
Chakraborty, “Earthquake Aftershock 
Prediction Based Solely on 
Seismograph Data,” IEEE 
International conference on Big Data 









Figure 2: Points of attention and bio-signals 
Figure 3: EEG signal and Muscle contraction signal, in case
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 図 4 に、FN プロットを示す。高電圧領域におい


















































図4  デバイス#1のFNプロット 
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図1  デバイス#1の電流電圧特性 
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学会東北支部連合大会 (2018. 9 岩手大学). 
（４）志賀佳菜子、菅原健太、佐藤昭、吹留博一、
尾辻泰一、内野俊, “横型グラフェントンネルダイオ
ードにおけるゲート電界効果の解析,” 第 66 回応用
物理学会春季学術講演会 (2019.3 東京工業大学).  
（５）T. Uchino, K. Shiga, K. Sugawara, H. Fukidome, A. 
Satou, and T. Otsuji, “Fabrication of Gate Tunable 
Graphene Lateral Tunnel Diodes,” 2018 MRS Fall 
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  研究代表者：小田川 裕之 
（熊本高専地域イノベーションセンター） 




 物件費 97,000円 



















































(1) H. Odagawa, Y. Tanaka and Y. Cho, 
"Measurement of Polarization-Inverted 
Structure in Layered Piezoelectric Material 
Using Scanning Nonlinear Dielectric 
Microscopy [Invited]", International 
Workshop on Piezoelectric Materials and 
Applications in Actuators Abstract 
(IWPMA2018), (September 12-14, 2018, Kobe, 
Japan).  
(2) H. Odagawa, Y. Tanaka and Y. Cho, 
"Nondestructive Measurements of 
Double-Layered Piezoelectric Polarity- 
Inverted Structure Using Scanning 
Nonlinear Dielectric Microscopy", European 
Conference on Applications of Polar 
Dielectrics Abstract (ECAPD2018), (July 
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 物件費 11,000円 



































































































































採択回数 １   ２   ３ 











山末 耕平（東北大学 電気通信研究所） 
研究分担者 
澁田 靖（東京大学 大学院工学研究科） 
大野 宗一（北海道大学 大学院工学研究院） 
小鍋 哲（東京理科大学 総合研究院） 




 物件費 97,000円 
 旅費  140,000円 



















テム・応物系 南講義棟 103講義室 
1. 「半導体微細構造中局所電子状態の観測と制
御」大塚 朋廣 (東北大学 電気通信研究所) 
2. 「金属水素化物薄膜のエピタキシャル成長と
物性制御」清水 亮太 (東京工業大学 物質理
工学院) 
3. 「二次元シートやリボンの熱物性計測」李 秦




5. 「Enhancement of Vitality and Activity of A 
Plant Growth-Promoting Bacteria (PGPB) by 
Atmospheric Pressure Non-Thermal Plasma」
Sang-Hye Ji (Plasma Technology Research 
Center, NFRI, Korea) 
6. 「Optimum control of cellular homeostasis in 
photosynthetic organism, cyanobactria and 
plant cells 」 Nobuyuki Uozumi (Tohoku 
University) 
7. 「ROS-Mediated Regulation of Development, 
Reproduction and Stress Responses in Plants: 
Towards the Control of Growth and Quality of 
Crops by Plasma Technology 」 Kazuyuki 
Kuchitsu (Tokyo University of Science) 
8. 「Investigation on Plant Response Marker to 
Plasma Effluent Gas Exposure 」 Keisuke 
Takashima (Tohoku University) 
9. 「シャックハルトマンセンサを用いた放電プ
ラズマ内部の 2 次元電子密度分布測定」 稲田 
優貴 (埼玉大学 大学院理工学研究科) 
10. 「プラズマ・液体相互作用の観察」佐々木 浩
一 （北海道大学 大学院工学研究院） 
11. 「異相界面と温度に着目した大気圧プラズマ


















































































なった(図 2(a)). さらに, この三つの基本動作を
繰り返し行った結果, “書き込み”, “読み出し”, 
“消去”動作がいずれも繰り返し安定に動作可能で
あることを確認し, 不揮発性メモリとしての動作実
証に成功した(図 2(a)). また, 本手法の最大の利





VG電圧下で行ったところ, VG = －60 Vの時には負の











































(1) Highly stable persistent photoconductivity 
with suspended graphene nanoribbons, H. Suzuki, 
N. Ogura, T. Kaneko, T. Kato, Scientific Reports 
8, 11819-1-9 (2018). 
(2) Improvement in growth yield of single-walled 
carbon nanotubes with narrow chirality 
distribution by pulse plasma CVD, Bin Xu, Toshiro 
Kaneko, and Toshiaki Kato, Frontiers of Chemical 
Science and Engineering, accepted. 
 
図3. (a,b) 異なるVG電圧 ((a) VG = —60 V, (b) VG 
= 0 V)下で測定されたGNRの典型的なΔIDS-tプロ
ファイル. (c) 光照射により誘発されるIDS — VG曲
線変化の模式図. 
図 4. (a-d) 酸素プラズマ照射(a,b)前(c,d)後の Ni
薄膜表面の(a,c)低倍率と(b,d)高倍率のAFM像. (e)
酸素プラズマ照射前後のNi薄膜のXPSスペクトル. 
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 物件費 97,000円 

















































採択回数 １   ２   ３ 

















 物件費 97,000円 


































































































[1] J. Du, Y. Kimura, M. Tahara, K. Matsui, H. 
Teratani, Y. Ohno and M. Nagase: Vertically 
stacked graphene tunnel junction with structured 
water barrier, Jpn. J. Appl. Phys. 58 (2019) to 
be published.  
(2)国際会議発表 
[1] J. Du, Y. Kimura, M. Tahara, K. Matsui, H. 
Teratani, Y. Ohno and M. Nagase: Vertically 
stacked graphene tunnel junction with structured 
water barrier, MNC2018, 16P-11-27, 2018.11.16 
(Sapporo, Japan) 
(3)国内講演会発表 
[1] 永瀬 雅夫, 大野 恭秀 : 単結晶グラフェン積
層接合デバイス, LED 総合フォーラム2019in 徳島, 
P-14, 2019.2.23 (徳島)  
 




























採択回数 １   ２   ３ 
        （先端・萌芽・国際） 
採択番号：H29/A08 










室田 淳一  
（東北大学マイクロシステム融合研究開発センター） 
上原 洋一 （東北大学電気通信研究所） 
末光 眞希 （東北大学電気通信研究所） 
鷲尾 勝由 （東北大学大学院工学研究科） 
川島 知之 （東北大学大学院工学研究科） 
財満 鎭明 （名古屋大学大学院工学研究科） 
中塚  理 （名古屋大学大学院工学研究科） 
宮崎 誠一 （名古屋大学大学院工学研究科） 
高木 信一 （東京大学大学院工学研究科） 
鳥海  明 （東京大学大学院工学研究科） 
奥村 次徳 （首都大学東京理工学系） 
伊藤 利道 （大阪大学大学院工学研究科） 
酒井  朗 （大阪大学大学院基礎工学研究科） 
野崎 眞次 （電気通信大学電子工学科） 
田部 道晴 （静岡大学電子工学研究所） 
堀口 誠二  
（秋田大学大学院工学資源学研究科） 
佐道 泰造  
（九州大学大学院システム情報科学研究院） 
須田 良幸  
（東京農工大学総合メディアセンター） 
中川 清和 （山梨大学医学工学総合研究部） 
塩島 謙次 （福井大学大学院工学研究科） 
阿部 孝夫 （信越半導体（株）） 
国井 泰夫 （日立国際電気（株）） 
水島 一郎  
（（株）東芝セミコンダクター＆ストレージ社） 
Bernd Tillack （ドイツ・IHP） 
Matty Caymax （ベルギー・IMEC） 
James Sturm （米国・プリンストン大学） 
Eugene Fitzgerald  
（米国・マサチューセッツ工科大学） 
Joerg Schulze  
（ドイツ・シュトゥットガルト大学） 
Vinh Le Thanh （フランス・マルセイユ大学） 
Stefano Chiussi （スペイン・ビゴ大学） 









 物件費 97,000 円 
 旅費  301,000 円 
 国際特別支援費 220,000 円 
 
［２］研究経過 
［目的］Si ベース IV 族半導体を用いた大規模
集積回路を高性能化・新機能化するために、高








































Joint Conf. of 9th Int. SiGe Technology and 
Device Meeting (ISTDM) and 11th Int. Conf. on 
Silicon Epitaxy and Heterostructures (ICSI), 
Potsdam, Germany, May 27-31, 2018, 副組織委
員長＆プログラム委員：室田淳一, 
https://www.istdm-icsi-2018.com/ ) 
・ SiGe, Ge 及び関連化合物：材料・プロセス・
デバイス国際会議 (Symp. G03: SiGe, Ge, and 
Related Compounds: Materials, Processing, and 
Devices 8, AiMES 2018, ECS and SMEQ Joint 
International Meeting, Cancun, Mexico, Sep. 




・ IEEE 固体集積回路技術国際会議 (14th IEEE 
Int. Conf. on Solid-State and Integrated Circuit 
Technology (ICSICT), Qingdao, China, Oct. 
31-Nov. 3, 2018, プログラム委員：室田淳一，
http://www.icsict.com/ ) 
・ 新 IV 族半導体ナノエレクトロニクス国際ワ
ークショップ (12th Int. WorkShop on New 
Group IV Semiconductor Nanoelectronics, 






































































・ SiGe テクノロジー＆デバイス国際会議と Si
エピタキシー＆ヘテロ構造国際会議の合同
会議 (2nd Joint Conf. of 10th Int. SiGe 
Technology and Device Meeting (ISTDM) & 
12th Int. Conf. on Si Epitaxy and 
Heterostructures (ICSI), Univ. 




議 (Symp. G03: Semiconductor Process 
Integration 11, 236th Meeting of the 






(8th Int. Symp. on Control of Semiconductor 
Interfaces (ISCSI-VIII) & 13th Int. WorkShop 
on New Group IV Semiconductor 
Nanoelectronics, RIEC, Tohoku Univ., Sendai, 
Japan, Nov. 27-30, 2019, International Advisory 
Committee : 室田淳一, Local Arrangement 
Committee：櫻庭政夫, http://iscsi8.org/ ) 
・ SiGe, Ge と関連化合物の材料・プロセス・
デバイスに関する国際会議 (Symp. : SiGe, 
Ge, and Related Compounds: Materials, 
Processing, and Devices 9, Pacific Rim Meeting 
(PRiME 2020) on Electrochem. and Solid-State 













(1) J. Murota, Y. Yamamoto, I. Costina, B. 
Tillack, V. Le Thanh, R. Loo and M. 
Caymax, “Atomically Controlled 
Processing for Dopant Segregation in CVD 
Silicon and Germanium Epitaxial Growth”, 
ECS J. Solid State Sci. Technol., Vol.7, 
No.6 (2018) pp.P305-P310. 
(2) J. Murota, “Langmuir-Type Mechanism for 
In-Situ Boron Doping in CVD Si1-xGex 
Epitaxial Growth” (Invited Paper), 14th 
IEEE Int. Conference on Solid-State and 
Integrated Circuit Technology (ICSICT), 
Qingdao, China, Oct. 31-Nov. 3, 2018, 
No.S13-2. 
(3) Y. Yamamoto, Y. Itoh, P. Zaumseil, M. A. 
Schubert, G. Capellini, F. Montalenti, K. 
Washio and B. Tillack, “Alignment control 
of self-ordered three dimensional SiGe 
nanodots”, Semicond. Sci. Technol., Vol.33 
(2018) pp.114014 (7pp). 
(4) Y. Yamamoto, P. Zaumseil, M. A. Schubert 
and B. Tillack, “Influence of annealing 
conditions on threading dislocation density 
in Ge deposited on Si by reduced pressure 
chemical vapor deposition”, Semicond. Sci. 
Technol., Vol. 33 (2018) pp.124007 (6pp). 
(5) Y. Yamamoto, Y. Itoh, P. Zaumseil, M. A. 
Schubert, G. Capellini, K. Washio and B. 
Tillack, “Self-Ordered Ge Nanodot 
Fabrication by Using Reduced Pressure 
Chemical Vapor Deposition”, ECS J.  
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  研究代表者：岡本 浩 
（弘前大学大学院理工学研究科） 












 物件費 97,000円 
 旅費  148,000円 
 
［２］研究経過 





























































採択回数 １   ２   ３ 






  研究代表者：岡本 浩 
（弘前大学大学院理工学研究科） 












 物件費 97,000円 
 旅費  148,000円 
 
［２］研究経過 































































































































[1] Y. Fukuda, Y. Yazaki, Y. Otani, T. Sato, H. 
Toyota, and T. Ono, IEEE Trans. Electron 
Devices, Vol. 57, No. 1, pp. 282-287 (2010). 
[2] Y. Fukuda, D. Yamada, Y. Otani, C. Yamamoto, 
J. Yamanaka, T. Sato, and, H. Okamoto, ALD 2016, 
O199 (2016) 
[3] Y. Fukuda, H. Ishizaki, Y. Otani, C. Yamamoto, 
J. Yamanaka, T. Sato, T. Takamatsu, H. Okamoto, 
and H. Narita, Appl. Phys. Lett. 102, 132904 
(2013). 
[4] Y.Fukuda, D. Yamada, T. Yokohira, K. Yanachi, 
C. Yamamoto, B. Yoo, J. Yamanaka, T. Sato, T. 
Takamatsu, and H. Okamoto, J. Vac. Sci. 
Technol. A 34(2), 02D101 (2016). 
[5] D. Yamada, Y. Otani, C. Yamamoto, J. Yamanaka, 
T. Sato, H. Okamoto, Y. Fukuda, The 6th Int. 




Rel. Nanotechnologies (EM-NANO 2017), PA4-1-2, 
(Fukui, Japan, 2017). 
[6]山田大地, 王谷洋平, 山本千綾，山中淳二，佐




[7] M. Houssa, G. Pourtois, M. Caymax, M. Meuris, 
and M. M. Heyns, Appl. Phys. Lett. 92, 242101 
(2008). 
[8] T. I. Lee, Y. Seo, J. Moon, H. J. Ahn, H-Y. 
Yu, W. S. Hwang, B. J. Cho, Solid-State 
Electron. 130, 57 (2017). 
[9] S. K. Wang, H-G. Liu, and A. Toriumi, 
Appl.Phys.Lett.101, 061907(2012). 
[10] D. Schnell, A. Bogen, F. J. Himpsel, D. 
Rieger, Surf. Sci. 172, 455 (1986). 
[11] Nicollian & Brews, "MOS Physics and 





























採択回数 １   ２   ３ 
（国際） 
採択番号：H29/A10 





Prof. MEZIANI Yahya Moubarak（サラマンカ大学
応用物理学専攻） 
通研対応教員 
 Prof. OTSUJI Taiichi（東北大学電気通信研究所） 
研究分担者 
Mr. DELGADO J.A.（サラマンカ大学） 
Mr. CLERICO V.（サラマンカ大学） 
Assist. Prof. WATANABE T.（東北大学電気通信研
究所） 





 物件費 97,000円 
 旅費 273,000円 




The aim of this project is to continue our investigation by the 
fabrication of a new generation graphene based devices with 
dual asymmetric grating gates for detection and /or emission 
of terahertz radiations. To enhance the mobility of the device, 
the graphene (Gr) layer was sandwiched between two layer 
of hexagonal boron Nitride (h-BN). The technique used is 
based on the hot pick-up method. The fabricated 
heterostructures (h-bN/Gr/h-bN) were deposited on a doped 
silicon substrate with SiO2 (Si/SiO2). New graphene based 
FETs were fabricated in Salamanca and characterized in 
RIEC toward new generation of terahertz detectors. Y. M. 
Meziani spent 7 days (17-22/02, 2019) to conduct 
experiments in RIEC and presented their results in RIEC 
Nation-Wide Collaborative Research Project Workshop; 
February 22th in Sendai entitled “Development of Graphene 





①  Graphene FET  
At Salamanca University, we pursue the process of 
fabrication of new field effect transistors with asymmetric 
grating gates graphene based (ADGG-GFET). In general, the 
exfoliated graphene was sandwiched between two h-BN 
layer. Hot pick-up technique for the construction of the 
heterostructure (h-BN/Gr/h-BN) and Raman spectroscopy 
was performed to ensure the presence of the graphene layers 
as well as the h-BN layers. Asymmetric grating gates was 
deposited on the top layer of h-BN as shown in Fig. 1. The 
doped Silicon substrate was used as a back gate. Dirac-point 
measurements were performed and device 2 shows a mobility 
of 250 000 cm2/V.s. 
 
Fig. 1. (a) Microscope photo of the new ADGG-GFETs, (b) 
Schematic description of the structure, and (c) the geometrical 
parameters of the fabricated devices. 
② THz Detection from ADGG-GFETs 
The devices 1 & 2 were subjected to terahertz excitation at 
0.15 and 0.3 THz from 4K up to room temperature. The 
ADGG-GFET FETs were placed inside an optical cryostat 
and excited with an electronic source of 150 GHz and 300 
GHz. The photocurrent was measured using a lock-in 
technique with a chopping frequency around 298Hz. No DC 
bias current was applied to the device.  




THz source was manually switched on & off. An intensity of 
~2.5 nA was observed at 4K with the device 2. Similar 
behavior was observed under excitation of 0.15 THz. An 
enhancement of factor was obtained with the new devices, 
which is related to a better control of the process resulting in a 
higher quality graphene heterostructure.  
 
 
Fig. 2. Measured Photocurrent vs time when the THz source 
was switched on & off for both devices. 
Figure 3 shows the measured photocurrent versus both the top 
and back gate. It shows the strong dependence of the 
photocurrent generated with the gate voltage (top and bottom) 
applied on the ADGG-GFET. Small changes on the gate 
voltage lead to a drop on the photocurrent generated and vice-
versa. By controlling the bias applied to the gates, a clear 
maximum of the response was observed which indicate an 
ideal condition for the detection of the incoming THz 
radiations. Table shows the obtained key parameters in terms 
of responsivity and Noise Equivalent Power. At room 
temperature, the device shows a good value of responsivity of 
around 20 µA/W and a NEP around 90 nW/Hz0.5. 
 
 
Fig. 3. Density map of the photocurrent generated as function of 
the top and back-gate voltages at 4.2K and 0.3 THz. 
 




③ THz emission from ADGG-GFETs 
To investigate the THz emission from the device, a Fourier 
Transform spectrometer and a highly sensitive Si- Bolometer 
detector were used. The device was cooled down to 100 K 
and placed under vacuum inside the FTIR spectrometer. 
Preliminary results are very encouraging as it can been seen 
from figure 4. A clear signal was detected by the bolometer 
with a maximum around 2THz. This is a preliminary results 
and need to be confirmed by more devices and additional 
experiments.  
 





Y.M. Meziani, from Salamanca’s group stayed 7 days (17-
22/02, 2019) at RIEC and performed experiments for 
graphene FET detectors. This financial support greatly helped 
accelerate a new field of the research study using a new 
material of graphene. Thanks to this support a former Ph.D 
student from Salamanca got the JSPS post-doc fellow ship to 
integrate the Prof. Otsuji Laboratory from April 2019. A 
student from RIEC joined our laboratory in Salamanca for a 




The observed results are very encouraging and they showed 
good responsivities and NEPs. Specially, in case of GFET 
very exciting results were observed. However, further 
investigations are needed on other devices first to confirm our 
present results and second to study the effect of the 
asymmetry of the ADGG on the photoresponse signal 
quantitatively. This is the first clear observation of emission of 
terahertz radiation by this type of devices. More experiments 











[1] Ph.D thesis of Juan Delgado Notario from Salamanca 
University, March 05/2019.  
[2] Y.M. Meziani et al. “Asymmetric dual grating gate 
graphene field effect transistors for detection of terahertz 
radiations” Invited at he International Conference on 
Metamaterials and Nanophotonics METANANO2018, 
17-21/09/2018, Sochi, Russia 
[3] J. A. Delgado Notario, V. Clerico, Y.M. Meziani, E. Diez, 
J.E. Velázquez, T. Taniguchi, K. Watanabe, D. Yadav, and 
T. Otsuji, ¨ 0.3 THz detection using an Asymmetric dual 
grating gate graphene FET ¨ Oral at 4th European 
Workshop on Epitaxial Graphene and 2D Materials, 
Salamanca 21-24/05/2018.  
 (http://www.icmm.csic.es/eweg2d-2018/), 
[4] J. A. Delgado Notario, V. Clerico, Y.M. Meziani, E. Diez, 
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T. Otsuji " Grating-gated graphene-based heterostructures 
for detection of Terahertz radiation", Graphene 2018, 26-
29/06/2018, Dresden, Germany 
[5] J. A. Delgado Notario, V. Clerico, Y.M. Meziani, E. Diez, 
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T. Otsuji, Terahertz detection by bilayer graphene 
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Japan-USA-Europe Symposium on Fundamental & 
Applied Problems of Terahertz Devices & Technologies 
(RJUSE 2018), September 17-21, 2018 Warsaw, Poland 
[6] J. A. Delgado Notario, V. Clerico, Y.M. Meziani, E. Diez, 
J.E. Velázquez, T. Taniguchi, K. Watanabe, D. Yadav, and 
T. Otsuji, Terahertz detection with Asymmetric dual 
grating gate bilayer graphene field-effect-transistor, 
PIERS 2018, 1-04/08/2018, Toyama, Japan. 
[7] J.A. Delgado Notario, V. Clerico, Y.M. Meziani, E. Diez, 
J.E. Velázquez, T. Taniguchi, K. atanabe, D. Yadav and T. 
Otsuji, Asymmetric dual grating gate graphene FETs for 
direct detection of Terahertz radiation, ImagineNano2018, 
The largest European Event in Nanotechnology, March 
13-15, Bilbao, Spain 
[8] J. A. Delgado-Notario, J. E. Velazquez-Perez, Y. M. 
Meziani and K. Fobelets, Sub-THz Imaging Using Non-
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Moubarak Meziani, ¨ Room temperature terahertz 
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採択回数 １   ２   ３ 
（若手・国際） 
採択番号：H29/A11 
Theoretical study of nonequilibrium dynamics of electrons and 





Dmitry Svintsov (Laboratory of 2d Materials’ 
Optoelectronics, Moscow Institute of Physics and 
Technology) 
通研対応教員 
Akira Satou (Research Institute of Electrical 
Communication, Tohoku University) 
研究分担者 
Igor Semenikhin (Institute of Physics and 







 物件費 50,000円 
 旅費 261,000円 
 国際特別支援費 220,000円 




The project is devoted to the theoretical studies of 
non-equilibrium phenomena in 2d semiconductors that 
would enable the creation of novel terahertz detectors and 
sources. In the main focus of the project, there stand 
narrow-gap materials enabling interband population 
inversion and terahertz lasing, and materials supporting 
long-lived terahertz plasmons. 
The aim of the project during 2018-2019 years was the 
theoretical study of electron-hole population dynamics in 
prospective narrow-gap materials: graphene, 
mercury-cadmium telluride quantum wells, Weyl and 
Dirac semimetals. From one hand, it is known that 
reduction of band gap leads to aggressive non-radiative 
Auger recombination in semiconductors. From the other 
hand, highly symmetric quasi-relativistic electron-hole 
dispersion in these materials is expected to suppress Auger 
recombination due to energy-momentum conservation 
restrictions. The competition of these two factors was at 
the main focus of the current study. To evaluate realistic 
non-radiative lifetimes, we have used advanced band 
structure calculations and modeling of wave function 
profiles in these materials. We have theoretically revealed 
the material parameters providing the strongest 
suppression of Auger process. 
This fiscal year, we visited RIEC once for the 
cooperative research project. The following are the details 
of our visit: 
 
1. Research Stay (15th, Jan. 2019 – 18th, Jan. 2019) 
 Dmitry Svintsov stayed RIEC for 4 days for 







We have theoretically demonstrated the possibility of 
strong Auger recombination suppression in Weyl and 
Dirac semimetals. The resulting non-equilibrium carrier 
lifetimes at liquid nitrogen temperatures can reach several 
nanoseconds, which is several orders of magnitude above 
the lifetimes in gapped parabolic-band semiconductors. 
The origin for strong Auger suppression is the 
combination of symmetric Dirac-like electron-hole 
dispersion and three-dimensionality of these materials. 
Symmetric gapless spectrum in Diac materials enforces 
recombining electrons and holes to move in strictly 
opposite directions, and the number of such carriers is 
vanishingly small. However, the Coulomb interactions 
between collinear carriers are enhanced by the long 
co-propagation times. The resulting limit of small number 
of carriers and strong interactions appears to be finite in 
two-dimensional graphene (if screening is not taken into 
account) and zero in three-dimensional Dirac and Weyl 
semimetals. 
To evaluate realistic non-equilibrium carrier lifetimes 
in Dirac and Weyl semimetals, we have incorporated the 
deviations from perfectly conical gapless dispersion in our 
calculations. The effects of primary importance are: (i) 
anisotropy of Dirac/Weyl cones (ii) presence of several 
cones at the low-symmetry points of the Brillouin zone 
(iii) tilt of the cones (iv) dissimilar Fermi velocity at the 
different groups of nodes. We have shown that these 
spectral deformations still do not open intra-node Auger 
recombination channels, but do open inter-node channels. 
The formal expression for Auger rate can be factorized 
into ‘geometrical’ and ‘statistical’ parts that depend on the 
shape of the dispersion surfaces and carrier populations 
respectively. 
An important peculiarity of Auger recombination in 
multi-valley Weyl mayerials is recombination 
non-reciprocity. Namely, if there exist two valleys with 
fast and slow Femi velocities, electrons and holes can 
recombine in ‘slow’ valley by heating electrons in a fast 
one, but not vice versa. This fact (which we called 
‘geometric protection of population inversion’) selectively 
prolongs the non-equilibrium carrier lifetimes in fast 
valleys. The band structures favorable for ‘geometric 
protection’ of population inversion were recently 
confirmed in ARPES experiment with Weyl semimetal 
TaAs. 
A visit to RIEC indicated in Section 2 was supported 
both by the International Cooperative Research. During 
the visit, we had discussions with Research Collaborator 
of RIEC, Dr. Akira Satou, about some of the 
above-mentioned results, models, and numerical methods, 





Our results demonstrate the prospective of 
three-dimensional gapless materials for efficient terahertz 
lasers. The latter are highly demanded for biological 
spectroscopy, trace gas sensing and remote identification 
of dangerous substances. 
The idea of Auger recombination suppression has its 
roots in quantum electrodynamics, where a similar process 
was analyzed for electron-positron pairs. This demonstrate 
a deep link between fundamental and applied physics in 
our project. 
The computational codes developed during the project 
for band structure calculations of two-dimensional 
quantum wells can prove useful for other applications. 
Indeed, the band structures and wave function profiles of 
two-dimensional electrons are required not only for 
simulation of optoelectronic devices, but for modeling of 




（１）A. N. Afanasiev, A. A. Greshnov, D. Svintsov 
“Relativistic suppression of Auger recombination 
in Weyl semimetals” Physical Review B 99, 
115202 (2019) 
（２）G. Alymov, V. Vyurkov, V. Ryzhii, A. Satou, D. 
Svinstov "Auger recombination in Dirac materials: 
a tangle of many-body effects", Physical Review 
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QZSS高精度位置・時刻情報を用いた 





  研究代表者： 小熊  博 
（富山高等専門学校） 








 延べ参加人数：16人  
 
研究費：物件費 97,000円 















やり取りされる “Massive Connect IoT” へ進展す

















































































































25dB 30dB 35dB 
仰⾓マスク 
15 度 10 8.1 6.1 
20 度 9.9 6.4 5.6 





25dB 30dB 35dB 
仰⾓マスク 
15 度 0.45 1.12 0.37 
20 度 0.54 0.95 0.18 










25dB 30dB 35dB 
仰⾓マスク 
15 度 0.72 1.22 0.41 
20 度 0.53 4.39 0.79 




（１）K. Mayama, K. Akimoto, S. Kameda, and N. 
Suematsu, “Evaluation of link level performance 
considering EVM of transmit signal for downlink 
NOMA,” Proceeding of 2018 Asia-Pacific 
Microwave Conference (APMC), TH4-K-3, pp. 
774-776, Nov. 2018. 
（２）S. Kameda, K. Ohya, H. Oguma, and N. Suematsu, 
“Experimental evaluation of synchronized 
SS-CDMA transmission timing control method for 
QZSS short message communication,” 
IEICE Transactions on Communications, E102-B(8), 
August 2019. (先行公開) 
doi:10.1587/transcom.2018EBP3166 
（３）S. Kameda, K. Ohya, T. Takahashi, H. Oguma, 
and N. Suematsu, “Random access control 
scheme with reservation channel for capacity 
expansion of QZSS safety confirmation system,” 
IEICE Transactions on Fundamentals of 
Electronics, Communications and Computer 
Sciences, E102-A(1), 186-194, Jan. 2019. 
   
〇 国内大会・研究会発表 
（４）真山 健大, 秋元 浩平, 亀田 卓, 末松 憲治, 
“下り回線非直交多元接続(NOMA) における EVM 
を考慮した受信特性の評価,” 電子情報通信学会 
RCS 研究会, 2018 年7 月. 
（５）山形 文啓，小熊 博，亀田 卓，末松 憲治，
“釧路地域における Kinematic 測位による測位精
度,”信学ソ大，2018 年9 月. 
（６）篠崎 蓮, 辰口 尚, 小熊 博, 山形 文啓, 亀
田 卓, 末松 憲治, “マルチパスの GNSS 位置捕捉
精度に与える影響,” 信学ソ大，2018 年9 月. 
（７）真山健大, 秋元浩平, 亀田卓, 末松憲治, “下
り回線非直交多元接続(NOMA)における送信EVMを考
慮したビット誤り率特性の評価,” 信学ソ大, 2018 
年9 月. 
（８）駒井 孝紀, 篠崎 蓮, 辰口 尚, 小熊 博, 
“GNSS 測位における仰角マスクの設定法の検討,” 
電気関係学会北陸支部連合大会, 2018 年9 月. 
（９）小熊 博，篠崎 蓮，駒井 孝紀，辰口 尚，亀
田 卓，末松 憲治, “GNSS のマスク設定と位置捕捉
精度,” 電子情報通信学会革新的無線通信技術に関
する横断型研究会 MIKA2018, 2018 年9 月. 
（１０）H. Oguma, R. Kawai, T. Asai, M. Motoyoshi, 
S. Kameda, and N. Suematsu, “Transmitting 
timing calculation unit with CPU on FPGA for QZSS 
short message SS-CDMA communication,” The 5th 
International Workshop on Smart Wireless 
Communications, Oct. 2018. 
（１１）K. Mayama, K. Akimoto, S. Kameda, and N. 
Suematsu, “Uplink non-orthogonal multiple 
access with single-carrier frequency domain 
equalization,” The 5th International Workshop 
on Smart Wireless Communications, Oct. 2018. 
（１２）真山健大, 秋元浩平, 亀田卓, 末松憲治, 
“上り回線非直交多元接続(NOMA) における周波数
領域送信等化を用いるシングルキャリア伝送の一検
討,” 電子情報通信学会 RCS 研究会, 2018 年 12 
月. 
（１３）篠崎 蓮, 辰口 尚, 小熊 博, 山形 文啓, 
亀田 卓, 末松 憲治, "GPS/BeiDou におけるマルチ
パスが位置捕捉精度に与える影響," 信学総大 
D-23-2, 2019年3月. 
（１４） 山形 文啓, 小熊 博, 亀田 卓, 末松 憲治, 
"釧路地域における準天頂衛星システムによる測位
精度," 信学総大 A-19-3, 2019年3月. 
（１５）辰口 尚, 篠崎 蓮, 小熊 博, "種々の天空
率環境下における RTK 測位の位置捕捉精度," 信学
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末松  憲治（東北大学電気通信研究所） 
通研対応教員： 
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た，Series/Shunt スイッチにおいては Shunt スイ














































5Mbps, QPSK (quadrature phase shift keying)変調
時の26GHz帯イメージ出力信号のコンステレーショ



















RF 技術が注目されており，IEEE の国際会議(IEEE 
MTT-S RFITシンポジウム2018)での招待講演や，世
界三大マイクロ波国際会議である Asia Pacific 






(1) N. Yoshino, K. Norishima, M. Motoyoshi, S. 
Kameda, N. Suematsu, “28 GHz-band Direct RF 
Undersampling S/H CMOS with 40 dB SNR,” 2018 IEEE 
RFIT, TH2-04, Aug. 2018. 
(2) N. Suematsu, “Direct Digital RF Technology 
- Challenges for Beyond Nyquist Frequency Range 
– (Invited paper),” 2018 IEEE RFIT、FR4-02, Aug. 
2018. 
(3) J. Zhang, M. Kazuno, M. Motoyoshi, S. Kameda, 
N. Suematsu, “A 26GHz-band Image Enhancement 
Type 1-Bit DAC for Direct Digital RF 1-Bit 
Modulator,” Asia-Pacific Microwave Conference 
(APMC) 2018, TH1-103-2, Nov. 2018. 
(研究会，大会・査読無し) 
(1) 吉野長浩, 則島景太, 本良瑞樹, 亀田卓, 末
松憲治、“28 GHz帯ダイレクトRFアンダーサンプリ
ング受信機におけるクロックジッタの受信特性に与
える影響”、信学技報, Vol. 118, No. 104, MW2018-18, 
pp. 1-6, （2018年6月） 
(2) 末松憲治、［特別講演］“次世代高スループッ
ト衛星(HTS)用送受信機へのディジタル RF 技術の
適用”、信学技報, vol. 118, no. 176, SAT2018-38, 
pp. 49-54, （2018年8月） 
(3) 呂行, 吉野長浩, 本良瑞樹, 亀田卓, 末松憲
治、“60GHz 帯ダイレクトRF アンダーサンプリング
受信用45nm SOI CMOS S/H IC”、2018年電子情報通
信学会ソサイエティ大会、C-2-1, （2018年9月） 
(4) 張俊皓, 数野将史, 本良瑞樹, 亀田卓, 末松
憲治、“26GHz 帯ダイレクトディジタルRF 変調器用
イメージエンハンスメント型1ビットDAC”、信学技
報 Vol. 118, No. 218, MW2018-62, pp. 17-21, （2018
年9月） 
(5) N. Suematsu, M. Motoyoshi, S. Kameda, 
[Invited Talk] “Direct digital RF transceiver 
technology for high-SHF fully digital Massive 
MIMO,” 信学技報, Vol. 118, No. 274, SR2018-96, 
pp. 103-107（2018年10月） 
(6) 張俊皓, 数野将史, 本良瑞樹, 亀田卓, 末松
憲治、“26 GHz帯ダイレクトディジタルRF変調器用



















Ikhsanal Habibie （エジンバラ大学） 





 物件費  97,000円 
 旅費  246,000円 








































































































[４] 成果資料   
Ryo Sugawara, Jiawei Huang, Kazuki Takashima, Taku 
Komura, Yoshifumi Kitamura:  “Random-forest-based 
initializer for solving inverse problem in 3D motion tracking 





























































[４] 成果資料   
Ryo Sugawara, Jiawei Huang, Kazuki Takashima, Taku 
Komura, Yoshifumi Kitamura:  “Random-forest-based 
initializer for solving inverse problem in 3D motion tracking 




図1  集団脳波計測の様子（2018年8月実施） 
 








唐山  英明（富山県立大学工学部電子・情報工学科） 
通研対応教員 
北村  喜文（東北大学電気通信研究所） 
研究分担者 
木下 史也（富山県立大学工学部電子・情報工学科） 






 物件費 97,000円 





























































・D-FLIP画像提示 & 感情刺激画像 
・D-FLIP画像提示 & シャッフル画像 
・SVP 画像提示   & 感情刺激画像 
・SVP 画像提示  & シャッフル画像 
 













































[1] Yoshifumi Kitamura, Chi Thanh Vi, Gengdai Liu, 
Kazuki Takashima, Yuichi Itoh, Sriram Subramanian: 
D-FLIP: Dynamic & Flexible Interactive PhotoShow, 
SIGGRAPH ASIA 2013, Emerging Technologies, 
Nov. 2013. 
[2] Kosuke Fujita and Hideaki Touyama, Majority rule 
using collaborative P300 by auditory stimulation, 
Journal of Advanced Computational Intelligence and 
Intelligent Informatics (JACIII), Vol.21, No.7, 
pp.1312-1320, 2017. 
[3] Lang, P.J., Bradley, M.M., & Cuthbert, B.N. (2008). 
International affective picture system (IAPS): 
Affective ratings of pictures and instruction manual. 
Technical Report A-8. University of Florida, 
Gainesville, FL.  
[4] Chi Thanh Vi, Kazuki Takashima, Hitomi Yokoyama, 
Gengdai Liu, Yuichi Itoh, Sriram Subramanian and 
Yoshifumi Kitamura: Dynamic Flexible and 
Interactive Display Method of Digital Photographs, 
Entertainment Computing, Elsevier, Volume 5, Issue 
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 旅費  212,000円 














































































8)    2019年2月24日 
【参加者】Tracy Hsieh (中國文化大學，台湾)，
























































































































2）Ichiro Kuriki: "Study on color category in 
Japanese by using a clustering analysis." Keynote 
lecture at Asia Color Association conference 2018, 
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手老  龍吾 
 （豊橋技術科学大学環境・生命工学系） 
 通研対応教員 
平野  愛弓（東北大学電気通信研究所） 
 研究分担者 
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      CREST, JST 
   日本表面科学会ソフトナノテクノロジー部会 
 
日時：平成31年3月6日(水) － 7日(木) 
場所： 東北大学電気通信研究所  




“Multi-pore resistive pulse sensing of microRNA”,  
Maurits de Planque (University of Southampton, 
Southampton, United Kingdom) 
“Patterned lipid bilayer combined with a nanometric gap 
structure as a versatile model of the biological membrane” 
Kenichi Morigaki (Kobe University, Japan) 
“Impedance mapping of a cultured cell layer for 
spatiotemporal analysis of its barrier function” 
Ko-ichiro Miyamoto (Tohoku University, Japan) 
“Stable lipid bilayers formed in microfabricated silicon 
chips as a platform for novel biosensors” 
Ayumi Hirano-Iwata (Tohoku University, Japan) 
“Less-defect colloidal quantum dots: synthesis, optical 
properties and application in optoelectronic devices 
Qing Shen (The University of Electro-Communications, 
Japan) 
“Back-contact structure for highly efficient perovskite 
solar cells 
Teng Ma (Tohoku University, Japan) 
 
3月7日 (木) 
“Self-organized TiO2 nanotube arrays: 
photoelectrochemical and photocatalytic applications 
Patrik Schmuki (University of Erlangen-Nuremberg, 
Germany) 
“Room temperature atomic layer deposition and its 
application to gas barrier coating” 
Fumihiko Hirose (Yamagata University, Japan)  
“Single-electron devices fabricated using percolative 
connections of gold nanoparticles” 
Yoshinao Mizugaki (The University of 
Electro-Communications, Japan) 
“Cell-free translation system: a tool for producing 
proteinous nanomachines” 
Yuzuru Tozawa (Saitama University, Japan)  
“Domain formation and lateral diffusion in lipid bilayer 
membranes on graphene oxide” 
Ryugo Tero (Toyohashi University of Technology, Japan)  
“Microdomain formation in bilayer membrane consisting 
of completely miscible lipids” 














ャネル計測に用いられる phosphatidylcholine (PC), 






































































ス応/ Reconstruction of biological functions for sensing 
methods and device applications」 
・2018年9月16日 (日) 9:00 - 11:30 
・岡山大学 
・参加人数 約100名 
Okinawa Colloids 2019 
「Creation and Application of two dimensional atomic 
and molecular materials and devices」 
・2019年11月3 - 8日 開催日調整中 
・万国津梁館 
・参加人数 約80名 (見込み) 
 
［４］成果資料 
(1) M.W.S. Goh, A. Hirano-Iwata, M. Niwano and R. 
Tero, "Proteoliposome fusion to artificial lipid bilayer 
promoted by domains of polyunsaturated 
phosphatidylethanolamine", Jpn. J. Appl. Phys., 
accepted.  
(2) J. Sato, Y. Niiyama, N. Misawa and R. Tero, 
"Preparation of tethered-type supported lipid bilayer 
using water-soluble silane coupling agent", Jpn. J. 
Appl. Phys., accepted.  
(3)  Y. Tomioka, S. Takashima, M. Moriya, H. Shimada, 
F. Hirose, A. Hirano-Iwata, and Y. Mizugaki, 
"Equivalent circuit model modified for free-standing 
bilayer lipid membranes beyond 1 TΩ," Jpn. J. Appl. 
Phys., accepted.  
(4) S. Takashima, M. Moriya, Y. Kimura, A. 
Hirano-Iwata, and Y. Mizugaki, "Temporal change of 
AC impedance measured across a free-standing 
bilayer lipid membrane," AIP Conference 
Proceedings, 2067, 020015-1-5 (2019). DOI: 
10.1063/1.5089448. 
(5) K. Kanomata, T. Deguchi, T. Ma, T. Haseyama, M. 
Miura, D. Yamaura, D. Tadaki, M. Niwano, A. 
Hirano-Iwata, F. Hirose,  "Photomodulation of 
electrical conductivity of a PCBM-doped 
free-standing lipid bilayer in buffer solution", J. 
Electroanal. Chem. 832, 55-58 (2019). DOI: 
10.1016/j.jelechem.2018.10.039.  
(6)  Y. Kakimoto, Y. Tachihara, Y. Okamoto, K. 
Miyazawa, T. Fukuma and R. Tero, "Morphology 
and Physical Properties of 
Hydrophilic-Polymer-Modified Lipids in Supported 
Lipid Bilayers", Langmuir, 34, 7201-7209 (2018). 
DOI: 10.1021/acs.langmuir.8b00870.  
(7)  Y. Kakimoto and R. Tero, "Supported Lipid Bilayers 
of Escherichia coli Extracted Lipids and Their 
Calcium Dependence", Front. Mater., 5, 48 (7 pages) 
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［１］組織   
研究代表者 
小林  洋介（室蘭工業大学） 
通研対応教員 
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・H30 年 7 月に東北大学にて開催された災害等非常
時屋外拡声システムのあり方に関する技術調査研究
委員会研究打ち合わせを行った。 
・H30 年 7 月に室蘭工大にて，小林と近藤による研
究打ち合わせを行った。 
・H30 年 9 月に大分大学で開催された日本音響学会
秋季研究発表会の際に，研究の進捗状況と外部資金
の申請に関して打ち合わせた。 



















らなる。クライアントはRaspberry PI 3 model Bを利
用し，オーディオインタフェースに接続したマイクロ
ホンへの入力を100 msにセグメント分割して音響特徴














































































(1) S. Shibata, K. Kondo, "On the Comparative 
Effect of Snowfall, Accumulation, and 
Density on Speech Intelligibility," Proc. 
APSIPA-ASC, Honolulu, Hawaii, Nov. 2018. 
(2) K. Noguch, Y. Kobayashi, J. Kishigami and K. 
Kurisu, “Listening difficulty estimation 
model using short-time objective 
intelligibility measure for outdoor public 
address systems,” Abstract of UAC2018, p.46, 
Oct.22-24, 2018, Sendai 
(3) T. Kitagawa, K. Kondo, "Towards a Wind noise 
reduction method using DNN," Proc. The 15th 
IEEE Transdisciplinary-Oriented Workshop 
for Emerging Researchers, A16, p. 28, Nov. 
2018 
(4) K. Kondo, K. Taira, Y. Kobayashi, "Binaural 
Speech Intelligibility Estimation Using 
Deep Neural Networks," Proc. Interspeech, 
Hyderabad, India, Sept. 2018. 
(5) K. Noguch, Y. Kobayashi, J. Kishigami and K. 
Kurisu, “Listening Difficulty Meter Using 
Machine Learning for Assessment of 
Public-Address Systems,” Proc. GCCE 2018, 
pp. 471 – 472, Nara, Japan, 2018. 
(6) H. Akadomari, K. Ishikawa, Y. Kobayashi, K. 
Ohta and J. Kishigami, “HMM-based Speech 
Synthesizer for EasilyUnderstandable Speech 
Broadcasting,” Proc. GCCE 2018, pp. 714 – 
715, Nara, Japan, 2018. 




会, pp.1183-1184, 2018年9月 
(8) 野口啓太, 小林洋介, 岸上順一, 栗栖清浩, ”
屋外用聴き取りにくさ計プロトタイプの改
善, ” 日本音響学会 2018 年秋季研究大会, 
pp.437-440, 2018年9月 
(9) 小林洋介, 野口啓太, 栗栖清浩, "拡声音声へ
の環境情報フィードバックシステムの基礎検
討, " 聴覚研究会資料, vol. 48, no. 6, 
H-2018-106, pp. 591-597,2018年8月 
(10) 小林洋介, "雑音下音声了解度と客観的音声了
解度指標との関係, " 電子情報通信学会技術研
究報告, vol. 118, No. 149, EA2018-1, pp. 1-6, 
札幌市（2018年7月24-25日） 
(11) 北川冬弥, 近藤和弘, 小林洋介, "自転車用ナ
ビゲーションに向けたDNNを用いた風雑音除去
の改良, " 電子情報通信学会技術研究報告, 
vol. 118, No. 149, EA2018-3, pp. 13-18, 2018
年7月 
(12) 赤泊寛和, 石川耕輔, 太田健吾, 小林洋介, 
岸上順一, "HMM 音声合成と発話構文解析を利
用した「よく聴こえる」拡声システム," 情報
処理学会研究報告, Vol.2018-MUS-119 No.51, 4 
pages, 2018年6月 
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置 ��𝑡𝑡� の関数 ��𝑡𝑡� ��𝑡𝑡�� になる。したがって，受音
点における信号は 
��𝑡𝑡� � �������𝑡𝑡 � �� ������� 
で表されることになる。離散システムで考えると，離
散時刻 𝑘𝑘 における受音点の応答は 







は，離散時刻 𝑚𝑚 における音源位置 ��𝑚𝑚� と受音点の














る。音源が Fig. 1 のようにグリッド点 𝑖𝑖 (座標 𝑥𝑥�) 
とグリッド点 𝑖𝑖 � � (座標 𝑥𝑥���) の間 𝑥𝑥� � �� にあ
るとき，音源重み関数は次式で与えられる。 
𝑤𝑤� � � � ����������2  
ここで，Δはグリッド間隔である。また，𝑤𝑤 はグリッ
ド点に分配された重みで，𝑤𝑤��� � � � 𝑤𝑤�である。し
たがって，音源位置におけるインパルス応答は 






2次元数値モデルである。領域の大きさは 5 x 5 m2
で，これを10 mmの正方形セルで離散化している。し
たがって，全体を5000 x 5000のセルで分割している
ことになる。音源は，𝑥𝑥 � ����2�� mの位置を直線上
に，左から右へ等速度で移動するものとした(図中の
矢印)。計算条件として，CFL数は1.0，周囲空間の境
界条件はHigdon の 2 次吸収境界条件とした。また，
畳み込み法では，相反性に基づき音源と受音点を入れ








 Fig.3 は，音源周波数を500Hz, 移動速度をマッハ


























































（３）T. Tsuchiya, I. Takenuki (M2), and K. 
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array using real-time convolver," AES Conf. 
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会，1-8-10 (2018). 
（５）T. Tsuchiya, M. Kanamori, and T. Takahashi, 
"Numerical analysis of linear wave propagation 
in the atmosphere with temperature gradient for 
Mach cutoff reproduction," Proc. Sympo. on 
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（2） 2018 年 7 月 6 日：多感覚音空間知覚の時
間特性に関する研究打ち合わせを行った。 




（5） 2018 年 11 月 29 日：多感覚音空間知覚の
時間特性に関する研究打ち合わせを行った。 
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2.1. Summary of 2017 experiment 
The goal of the overall research theme is to determine a 
relationship between understanding an immersive 
environment and overhead ambiences. Through this Nation-
wide Coorporative Research Project, the principal 
investigator (PI), Dr. Sungyoung Kim, set a research aim to 
discover a latent relationship between listeners’ auditory 
immersive impression and a reproduction room’s acoustic 
condition. In the previous year (2017), Dr. Kim visited RIEC 
and captured binaural responses of multichannel music 
stimuli at the RIEC anechoic room. These music stimuli were 
specially recorded and mixed for the NHK 22.2-channel 
sound system.  
To date, many recording engineers have relied on their own 
mixing room acoustics as a reference. Their mix output, as a 
stereo sound file, has been believed as being “transparent” in 
another room. However, there are unavoidable opinions 
doubting such “transparency” or sonic compatibility in 
multiple listening environment. What about a multi-channel 
reproduced sound field? Can we experience homogeneous 
sonic experience over multiple listening environments? This 
question has not been systematically answered yet. To answer 
this question through a controlled experiment, Dr. Kim 
recorded binaural signals at the RIEC anechoic room which 
can serve as the perfect experimental reference free from 
potential influence(s) from room acoustics. 
Subsequent listening experiment result revealed that an 
“immersive impression” of multichannel-reproduced music 
is well preserved and listeners could recognize it regardless of 
listening environment characteristics. In other words, 
comparing to a 2-channel format, a multi-channel format is 
much more tolerant to room acoustic related influences.  
 
2.2. A new listening experiment 
The new research question is whether the previous finding 
would apply for various listener groups. In other words, PI 
wants to know generalizability of the previous study result. PI 
replicated the listening test and collected additional data from 
three universities: Tokyo University of the Arts (Tokyo, 
Japan), RIT (Rochester, USA), and Tohoku University 
(Sendai, Japan) in this research period.  
In particular, Dr. Kim visited Tohoku University and 
conducted the listening experiment through the support from 
Nation-wide Coorperative Research Project from November 
16th to 24th 2018. This also gives an education opportunity to 












報告されているが（例えば Iwaya et al., 2003），その
一方で，聴取者の頭部運動によって音空間知覚に歪
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2.1. Summary of 2017 experiment 
The goal of the overall research theme is to determine a 
relationship between understanding an immersive 
environment and overhead ambiences. Through this Nation-
wide Coorporative Research Project, the principal 
investigator (PI), Dr. Sungyoung Kim, set a research aim to 
discover a latent relationship between listeners’ auditory 
immersive impression and a reproduction room’s acoustic 
condition. In the previous year (2017), Dr. Kim visited RIEC 
and captured binaural responses of multichannel music 
stimuli at the RIEC anechoic room. These music stimuli were 
specially recorded and mixed for the NHK 22.2-channel 
sound system.  
To date, many recording engineers have relied on their own 
mixing room acoustics as a reference. Their mix output, as a 
stereo sound file, has been believed as being “transparent” in 
another room. However, there are unavoidable opinions 
doubting such “transparency” or sonic compatibility in 
multiple listening environment. What about a multi-channel 
reproduced sound field? Can we experience homogeneous 
sonic experience over multiple listening environments? This 
question has not been systematically answered yet. To answer 
this question through a controlled experiment, Dr. Kim 
recorded binaural signals at the RIEC anechoic room which 
can serve as the perfect experimental reference free from 
potential influence(s) from room acoustics. 
Subsequent listening experiment result revealed that an 
“immersive impression” of multichannel-reproduced music 
is well preserved and listeners could recognize it regardless of 
listening environment characteristics. In other words, 
comparing to a 2-channel format, a multi-channel format is 
much more tolerant to room acoustic related influences.  
 
2.2. A new listening experiment 
The new research question is whether the previous finding 
would apply for various listener groups. In other words, PI 
wants to know generalizability of the previous study result. PI 
replicated the listening test and collected additional data from 
three universities: Tokyo University of the Arts (Tokyo, 
Japan), RIT (Rochester, USA), and Tohoku University 
(Sendai, Japan) in this research period.  
In particular, Dr. Kim visited Tohoku University and 
conducted the listening experiment through the support from 
Nation-wide Coorperative Research Project from November 
16th to 24th 2018. This also gives an education opportunity to 










Including previous data from McGill University, total four 
listener groups’ data were analyzed to determine existence of 
any group-dependent influence. A three-way Mixed ANOVA 
(Analysis of Variance) was used. A listeners’ preference 
ratings associated with immersive impression was the 
dependent variable (DV) while there were three independent 
variables (IDVs) including “ROOM” as the first Within-
Subject IDV, “FORMAT” as the 2nd Within-Subject IDV, and 
“GROUP” as the Between-Subject IDV. The ROOM IDV 
indicates four rooms where four binaural recordings were 
made (RIT, Tokyo University of the Arts, McGill University, 
and Tohoku University); the FORMAT DIV indicates two 
reproduction audio formats (2-channel and 22-channel 
reproduction); and the GROUP DIV indicates four listener 
groups formed from four universities (RIT, Tokyo University 
of the Arts, McGill University, and Tohoku University).  
Table 1 below shows the 3-way Mixed ANOVA Result. 
There was a statistically significant three-way interaction 
between the ROOM, FORMAT and GROUP on perceived 
preference (immersive impression), F(9,108)=2.769, p = 
0.006, partial η2 = 0.187. The used musical excerpt is “The 
Planets by G. Holst” which was used in the previous 
experiment as well. This significant interaction indicates that 
all three IDVs have inter-dependent relationship regarding to 
variance of the DV. The GROUP IDV cannot be negligible.  
 
Table 1. 3-way Mixed ANOVA Result 
 
Table 2. Summary of eight tests of within-subject effects for each group, testing the simple simple main effect of “ROOM.”. 
22.2-channel system 2-channel system 
GROUP F-statistic & p-value GROUP F-statistic & p-value 
1 F(3,45)=11.718 & p < 0.001** 1 F(3,45)=3.512 & p=0.023* 
2 F(1.575,27)=3.335 & p=0.074 2 F(3,27)=14.87 & p < 0.001** 
3 F(3,18)=0.17 & p=0.997 3 F(3,18)=4.841 & p = 0.012* 
4 F(3,18)=0.505 & p=0.683 4 F(3,16)=4.981 & p=0.011* 
 
Subsequently, each GROUP data (Between-Subject factor) 
were analyzed through four tests checking simple two-way 
interactions, the results of which show that there is a 
statistically significant simple two-way interaction between 
“ROOM” and “FORMAT” for the group 1, F(3,45)=19.195, 
p<0.001 and group 2, F(3,27)=5.587, p=0.004. However, 
there are no such significant simple two-way interaction for 
the group 3, F(3,18)=2.182, p=0.125 and group 4, 
F(3,18)=3.677, p=0.032 (at a Bonferroni-adjusted alpha level 
of 0.0125). This result shows that there is a clear group-
dependent difference in reported DV.  
In order to better understand, we conducted another set of 
analyses, checking a simple-simple main effect of the 
“ROOM” factor. The data then re-analyzed through four 
separated analyses for the groups, and two reproduction 
formats, the results of which are summarized in table 2 above. 
The results indicate that the main effect of “ROOM” is 
significantly different in both formats for the group 1, while 
only significant in the 2-channel format for the group 2, 3, and 
4. In other words, for the group 1, a simple two-way 
interaction (ROOM*FORMAT) is significant while a simple 
simple main effect (ROOM) is significant for both formats 
main effects and interaction is significant. For the group 2, a 
simple two-way interaction (ROOM*FORMAT) is 
significant while a simple simple main effect (ROOM) is only 
significant for 2-channel audio format. For the group 3 and 4, 
a simple simple main effect (ROOM) is only significant for 
2-channel audio format. 
These results together imply that (1) there is a group-
dependent difference in preference ratings (preference as 
spatial immersion), (2) the 22-channel audio format did not 
influence preferences of the group 2, 3, and 4 even at different 
Source Type III S.S. df Mean Square F Sig. Partial η2 
ROOM*GROUP 9577.59 9 1064.17 2.633 p = 0.009 0.180 
FORMAT*GROUP 1110.04 3 370.01 1.056 p = 0.380 0.181 
ROOM*FORMAT* 
GROUP 












The closing remark of previous year’s experiment was that 
“when a music piece was reproduced through a 22.2-channel 
system, listeners perceived the similar spatial benefits of a 
reproduced sound field in any listening room even though 
these listening spaces had different dimensions and reflecting 
surfaces.” However, this year’s experiment result shows an 
additional component that cannot be negligible–listener 
group’s profile. 
The group 1 and 2 are North American (McGill and RIT) 
while the group 3 and 4 are Japanese (Tokyo University of the 
Arts and Tohoku University). As of now, it is too early to 
conclude that there exists a culture-induced or race-induced 
influenced influence on perceived immersion of multi-
channel reproduced music. Yet, there have been some studies 
showing socio-cultural difference in judging spatial 
information.  
In the upcoming year, Dr. Kim wants to conduct a bolder 
controlled experiment that will form two listener groups: 
inter-dependent and in-dependent group and compare their 
perceived immersion. To design such an experiment, Dr. Kim 
initiated discussion with Dr. Otani Makoto at Kyoto 
University. And the discussion will be expanded next year 
with outstanding researchers in the fields including Dr. 
Atsushi Marui at Tokyo University of the Arts, Dr. Tomasz 





Dr. Kim is currently preparing an article for the upcoming 
Audio Engineering Society (AES) conference in New York 
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This study examines the interaction between 
perceptual grouping and perceptual salience. To effectively 
process visual inputs, items that well-grouped with 
neighbors (grouping) or distinct to neighbors (salient) 
would capture attention and enjoy process priority. 
Nevertheless, these salient and well-grouped items not 
necessarily are the target. Thus suppression of these salient 
and well-grouped items is needed. The goal of this project 
is to understand the brain mechanism of the interaction 
between capture and suppression via EEG recording.  
Our previous study established that a local target can 
be masked by a salient distractor which was grouped 
head-to-tail alignment (collinear masking effect, Jingling 
& Tseng, 2013). Therefore we modified the original task 
to fit the EEG recording requirement. Sixteen participants 
were recruited and a trained student, Shin Ono, helped on 
data collection and pre-analysis. The applicant (Li) visited 
RIEC twice with the support of this collaborative grant (i.e. 
June 21-28, 2018, for data pre-processing and analysis; 
and February 21-26, 2019, for further analysis and共同プ
ロジェクト研究発表会). The data collected were 
reported in three conferences: 2018 Vision Science Society, 
2019 Taiwan Society of Cognitive Neuroscience Annual 
Meeting, and 平成30年度 共同プロジェクト研究発




This study aimed to separate the effect of capture and 
effect of suppression in the collinear masking effect. The 
basic phenomenon, the collinear masking effect, refers to 
the phenomenon that a target can be concealed by a salient 
but task-irrelevant collinear structure. Figure 1 illustrates 
the findings on behavioral results. The target, a tilted bar 
on top of one of the white bars, either overlapped with the 
collinear distractor or not. Results showed that overlapping 
target and distractor induced a slower and less accurate 
response than non-overlapping. That is to say, the salient 
collinear distractor captures attention but suppresses the 
target discrimination.  
 
 
Figure 1. The behavior results replicated the collinear 
masking effect in that response was slower and less 
accurately when target overlapped with the distractor than 
non-overlapping.  
 
Several ERP indices are useful to understand the 
interaction between capture and suppression. First, salient 
items or well-grouped items could elicit a P1 component 




1994b; Kerzel & Barras, 2016; Jannati et al., 2013). This 
salient or well-grouped item, if not relevant to current task, 
would be suppressed during target processing and induced 
a Pd component (Gaspar, Christie, Prime, Jolicoeur, & 
McDonald, 2016; Gaspar & McDonald, 2014; Jannati, 
Gaspar, & McDonald, 2013; Sawaki & Luck, 2010). 
Meanwhile, target processing per se, especially processing 
for salient targets, would induce N2pc component (Luck, 
2012; Woodman & Luck, 2003; Eimer, 1996; Luck & 
Hillyard, 1994a, 1994b). Finally, any unexpected but 
interesting inputs may elicit stimulus evaluation or 
categorization processing, which can be revealed by P3 
component (Comerchero & Polich, 1999; Polich, 2003; 
2007).   
 
(A) The four categories according to midline of the search 
display for ERP data analysis  
 
(B) Behavioral data of the above mentioned categories  
Figure 2. The four data categories to illustrate ERP signals 
(A) and their behavioral results (B). 
 
To apply above mentioned ERP indices, we 
categorized our stimuli into four conditions as shown in 
Figure 2A. The key is to avoid conditions where the target 
was at the center because N2pc and Pd requires ERP 
signals differences from contralateral to ipsilateral. 
Behavioral data (Figure 2B) showed that among these four 
conditions, response was worse for TDi than the other 
three conditions (i.e., TLDM, DLTM, and TDc), which 
replicated again the collinear masking effect.  
The ERP results were shown in Figure 4. When the 
distractor was at the side (e.g., DLTM and TDi), the 
signals showed high P1 components. Thus, regardless of 
whether target overlapped with the collinear distractor or 
not, the collinear distractor per se induced salient and 
well-grouped perceptual processing as revealed by P1 
component. Meanwhile, only DLTM showed the Pd 
component, suggesting that the collinear distractor, if not 
overlapped with the target, would be suppressed. 
Meanwhile, target per se induced N2pc component, while 
the largest N2pc showed in TDc condition where the 
target was shown at the opposite side to the distractor. 
Overlapping targets with collinear distractors (TDi) 
showed the same amplitude of N2pc as the target alone 
(TLDM). Finally, only TDi condition generated a P3 
component which imply a further stimuli evaluation 
processing going on.  
 
Figure 3. The ERP results of the search task with collinear 
distractors. The four categories are the same as that in 
Figure 2.  
 
We had a control condition using a non-collinear 
distractor in the search display as shown in Figure 5. This 
control allows us to infer the unique contribution of the 
collinear masking effect compare to usual attentional 
capture phenomenon (e.g., the effect observed from the 
trials with non-collinear distractors). Behaviorally we did 
not found any significant differences (Figure 4) between 
overlap and non-overlap conditions. Thus, the collinear 
masking effect is unique in that with a collinear distractor 
the target overlapped with the distractor would become 
less visible.  
 





(B) Behavioral results of the four EPR categorizes for 
the non-collinear distractor condition  
 
Figure 4. The stimuli (A) and results (B) of the 
non-collinear distractor condition. The four categories of 
(B) are the same as that showed in Figure 2.  
 
The ERP indices of the data from trials with 
non-collinear distractors were shown in Figure 5. Note that 
P1, Pd, and N2pc components were all similar to that 
showed in Figure 4, excepting the P3 component. The 
control therefore confirmed our suggestion that the 
uniqueness of the collinear masking effect can be revealed 
by the P3 component.  
 
 
Figure 5. The ERP results of the search task with 
non-collinear distractors. The four categories are the same 
as that showed in Figure 2.  
 
There are some implications from our data. First, the 
behaviorally observed collinear masking effect was not 
caused by perceptual inhibition because P1 component did 
not showed that TDi was different from DLTM. Secondly, 
the masking effect was not caused by distractor 
suppression since TDi generated N2pc but not Pd. 
Meanwhile, TDi is unique in generating P3 component 
comparing to all the other conditions, suggesting that 
stimuli evaluation on a relatively less frequent situation 
may explain the masking effect. Finally, the distractor 
suppression (Pd) was shown at the same time course as 
target processing (N2pc), suggesting that attentional 
enhancement works at the same time with inhibition. In 
other words, selection of the target would also inhibit 
non-targets at the same time. The collinear masking effect 
thus serves as a good tool to probe the mechanism of 






The results of this project require more detailed 
analysis before it can be submitted to an international 
journal. Recently electrophysiological studies of 
attentional capture debated heatedly on distractor 
suppression which makes our research report a timely 
input to the community. Together with the applicant (Li)’s 
project on the brain imaging study on the collinear 
masking effect, the effect can be understood more 
completely in critical brain areas and in time course. This 
shared research topic project can make further connections 
between RIEC, China Medical University, and other 
related research sites.  
With more data analysis we plan to further publish the 
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The conventional image quality assessment metric 
has focused on the detection of single image element and 
rarely takes the integration of image elements into account. 
Here, our focus is to collect relevant human performance 
data in order to facilitation the construction of an image 
quality assessment metric that can deal with multiple 
image elements. In this study, we investigate how 
environment regularity embedded in a scene (i.e. 
perceptual grouping) affects human attentional selection. 
 
Dr. Chien-Chung Chen visited RIEC November 13-15, 
2018 and Jan 7-18, 2019 during the second year of project. 
In his November trip, he gave a seminar talk on “A 
machine learning analysis on human categorical face 
perception” at the second Tohoku-NTU Symposium on AI 
x Human Studies. During this visit, he also visited research 
labs and had the first research collaboration research 
meeting. In January during the second visit, we set up the 
testing environment. The follow-up pilot testing was 
conducted at RIEC by Tseng. The results so far were 





    Human attention actively selects limited information 
for further processing. How attention interacts with 
environment properties is still little understood. Similarly, 
our vision extracts regularity (e.g. perceptual grouping) in 
the environment quickly to enable us to respond efficiently 
to the needs from environment. 
     However, there are two challenges: 
(1) Attentional effect on grouping (e.g. higher accuracy, 
faster response) is insufficient to probe its mechanism. 
(2) Perceptual grouping principles in descriptive terms are 
difficult for quantitative measurements. 
     We offer two solutions in methodology:  
1. External Noise Paradigm on Detection Thresholds:   
    We measured participants’ detection thresholds, 
instead of accuracy/response time, as the mechanism of a 
contrast sensitivity function is better understood. We added 
external noises in the display to characterize how 
attentional mechanism interacts with perceptual grouping. 
The advantage of this method is to enable us construct a 
signal-noise processing framework (e.g. an example 




   
 
Figure 1. A sample frame work (Lu et al, 2009, PNAS)  
 
2. Grouping Competition Paradigm: 
    Attentional effect is compared against two grouping 
principles (e.g. closure and similarity) so that the relative 
strengths can be quantitatively presented. Figure 2 
summarizes our experiment procedure. Participants are 
presented with two intervals (interval 1 and 2) and have to 
judge which interval contains a target (a 2.5 cpd vertical 
gabor). The target appears at 4 possible locations, each 
with a pedestal (i.e. noise) spatial profile. A cue, can be 
spatially congruent or incongruent to the target location, is 







Figure 2. Cueing Paradigm  
Participants receive a location-valid or invalid cue before 
the target appears. The performance is usually enhanced 
when the target and the cue share the same location. 
特別支援（国際）に係る研究成果 
 
We have achieved the following goals with this support: 
(1). Identify appropriate parameters for experiment test 





   The research could generate new study paradigms to 
provide quantitative description on attentional effect over 
grouping integration, which was previously unavailable.   
The target threshold vs. pedestal contrast (TvC) 
function for valid cues was a vertical downward shifted 
copy of that for the corresponding invalid cue conditions, 
suggesting that that attentional cueing effect originated 
from excitatory sensitivity enhancement, not from 
uncertainty reduction. The TvC functions for grouped and 
ungrouped conditions showed difference only in high 
pedestal contrasts, implying a change of divisive inhibition 
level. Thus, the interaction between attention and 
perceptual grouping is readily observed by the change of 
TvC function changes. 
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     During the second year of this collaborative efforts, Dr. Asaf 
Bachrach (from Centre National de la Recherche Scientifique Paris, 
France) visited RIEC Tohoku University on December 15-27, 
2018. During his visit, he gave public lectures during the Annual 
Presentation of RIEC Collaborative Project. It was well attended by 
over 80 scholars and students. Dr. Yating Wang (from Fo-Guan 
University, Taiwan) visited RIEC Tohoku University on Jan 28-31, 
2019. During this visit, both visitors participated in data collection 
and analysis. 
 
    We studied “MA (間)” in joint improvisation this year as to 
probe the research topic on interpersonal communication. MA (間) 
is a very rich term in Japanese culture which refers to 
space, gap, and void. It is well presented in many artistic 
forms such as dancing, music, theater, martial art 
performance, and architecture. In addition, it is also used to 
refer the most appropriate social etiquette between 
personal interaction. Intriguingly, the communication and 
understanding of this concept seems to be effortless 
although there is hardly scientific evidence behind it. 
 
We investigated “MA” between two performers (e.g. dancers, 
musicians) by recording their movements with a motion capture 
system (Figure 1). Our goals are (1) to capture the real movements 
during the two joint dance improvisers perform around the topic of 
“MA”. (2) to create experimentally appropriate stimuli from this 
real performance to investigate the communication between artists 
and spectators.      
 
Figure 1. Two dancers wore full-body suits and their movements 




   
   We held one open event (即興パフォーマンスから始ま
る気軽な研究会。テーマは「間」) at 霧島アートの
森, Kagoshima on April 30, 2018 to collect real live 
performance data and spectators’ immediate feedback. 45 
attendants joined this event, filled in questionnaires and 




dancers (勝部ちこ、鹿島聖子) and musician (蓑茂尚
美)’s performances were recorded for later analysis. In 
addition, the qualitative questionnaires are to be gathered 
for analysis to evaluate the general public’s interpretation 
on MA.   
 
 














Figure 2. A live performance on the theme of “MA” in Kagoshima, 




   To expand our capacity, we have invited Dr. Kai-Jung 
Chi to give a special lecture on biologically-inspired 
motion systems between January 22-25, 2019. The 
ecological biological systems are good basis for our 
pursuit of appropriate models to further interpret human 
movement improvisation. We also have visitors include: 
Dr. Xiao-wen Ren (National Jiao-Tung University, 
Taiwan), Dr. Shinsuke Shimoko (California Institute of 
Technology), Dr. Shaw Hung (California Institute of 







The kinetics and robotic application are closely related, 
when it comes to intention interpretation. We have worked 
with the robotics groups to undergo a design in hopes to 
use de-centralized system to capture the joint movements.  
 
In addition, we also plan to explore cultural effects on the 
movements communication as biological motion is 
known to be modulated by its social context. We hope to 
be able to use the collaboration team’s efforts to offer 





Shehata, Cheng, Tseng, Nakauchi, Shimojo (2018) Neural 
correlates of interpersonal flow experience, International 
Conference of Organization of Human Brain Mapping, Singapore, 
June 17-20 
Tseng, Wang, Kostsuba, Kashima, and Shioiri (2019) 
Interpersonal Implicit Communication on Japanese MA in 
Joint Improvisation. Joint Action Meeting, Italy. 
Cheng, Shehata, Wu, Tseng, Nakauchi, and Shimojo 
(2019). Unique neural correlates of team flow in a 
dual-player music game, Joint Action Meeting, Italy. 
Tseng and Wang (accepted), Interpersonal 
Communication on the Japanese Concept “MA”, 
Acoustic Science and Technology. 
 
Journal Publications: 
Himberg, T., Laroche, J., Bigé, R., Buchkowski, M., & 
Bachrach, A. (2018). Coordinated interpersonal behaviour 
in collective dance improvisation: the aesthetics of 
kinaesthetic togetherness. Behavioral Sciences, 8(2), 23. 
Ho, I. L. (2018). Poem Without Language: When a 




dancers (勝部ちこ、鹿島聖子) and musician (蓑茂尚
美)’s performances were recorded for later analysis. In 
addition, the qualitative questionnaires are to be gathered 
for analysis to evaluate the general public’s interpretation 
on MA.   
 
 














Figure 2. A live performance on the theme of “MA” in Kagoshima, 




   To expand our capacity, we have invited Dr. Kai-Jung 
Chi to give a special lecture on biologically-inspired 
motion systems between January 22-25, 2019. The 
ecological biological systems are good basis for our 
pursuit of appropriate models to further interpret human 
movement improvisation. We also have visitors include: 
Dr. Xiao-wen Ren (National Jiao-Tung University, 
Taiwan), Dr. Shinsuke Shimoko (California Institute of 
Technology), Dr. Shaw Hung (California Institute of 







The kinetics and robotic application are closely related, 
when it comes to intention interpretation. We have worked 
with the robotics groups to undergo a design in hopes to 
use de-centralized system to capture the joint movements.  
 
In addition, we also plan to explore cultural effects on the 
movements communication as biological motion is 
known to be modulated by its social context. We hope to 
be able to use the collaboration team’s efforts to offer 





Shehata, Cheng, Tseng, Nakauchi, Shimojo (2018) Neural 
correlates of interpersonal flow experience, International 
Conference of Organization of Human Brain Mapping, Singapore, 
June 17-20 
Tseng, Wang, Kostsuba, Kashima, and Shioiri (2019) 
Interpersonal Implicit Communication on Japanese MA in 
Joint Improvisation. Joint Action Meeting, Italy. 
Cheng, Shehata, Wu, Tseng, Nakauchi, and Shimojo 
(2019). Unique neural correlates of team flow in a 
dual-player music game, Joint Action Meeting, Italy. 
Tseng and Wang (accepted), Interpersonal 
Communication on the Japanese Concept “MA”, 
Acoustic Science and Technology. 
 
Journal Publications: 
Himberg, T., Laroche, J., Bigé, R., Buchkowski, M., & 
Bachrach, A. (2018). Coordinated interpersonal behaviour 
in collective dance improvisation: the aesthetics of 
kinaesthetic togetherness. Behavioral Sciences, 8(2), 23. 
Ho, I. L. (2018). Poem Without Language: When a 




採択回数 １   ２   ３ 

































































































































































1. InfoFlow 2018（The 1st IEEE International 
Workshop on Flow Oriented Approaches in 










2. PerFoT 2019 (International Workshop on 
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［２］研究経過 
Traditional approach toward IoT deployment requires 
specialized knowledge where issues are handled by an 
individual or a group of individuals and is not participatory. In 
this research, we propose a new generation IoT platform called 
KIBAN which is based on openness and adopts a participatory 
approach toward deployment of IoT. We also propose a novel 
hierarchical architecture called Dynamic Hierarchical Edge 
Architecture or DHEA to overcome the potential issues with the 
centralized cloud based approach. We describe how KIBAN 
could be realized using the DHEA architecture. Because of the 
layered structure of KIBAN, it is possible to easily implement 
part of the platform even on gateways with low computing 
capabilities. Experiments show that such implementation can 
lead to a two times faster response time compared with that in a 
cloud based system. 
In the second year of the research project, we continued 
developing different elements of the KIBAN platform, prepare 
different components of different levels of DHEA as well focus 
on some application in real life scenario where some levels of 
the DHEA hierarchy implement different layers of KIBAN 
platform to perform the desired work more efficiently that 
conventional schemes.  
Three researchers, including the principal investigator, Prof. T. 
Kinoshita and Dr. H. Takahashi participated in this research. 
Most research discussions were in the form of exchange of 
opinions over e-mail. Also, the researchers had face to face 
meetings on the topic at RIEC on February 22, 2019 and March 
07, 2019 where the principal investigator, RIEC counterpart 




① Realization of components of KIBAN IoT platform 
In the first year of the research, we proposed a new 
generation IoT platform, KIBAN, toward the rapid evolution of 
IoT. It consists of the following six layers. 
 Data acquisition and storage layer (DASL) 
 Knowledge and intelligence layer (KIL) 
 Big data service layer (BDL) 
 Open software layer (OSL) 
 Presentation layer (PL) 
 Security and privacy layer (SPL) 
We defined functionalities of different layers of KIBAN 
platform. In the second year of the project, we emphasized 
implementing different elements of several of the layers, 
particularly the data acquisition and storage layer and the 
knowledge and intelligence layer. 
 
Fig. 1: Different levels of DHEA 
 
② Implementation of different levels of edge servers of the 
Dynamic Hierarchical Edge Architecture 
In the first year, we also proposed Dynamic Hierarchical 
Edge Architecture (DHEA) for decentralized management of 
the Internet of things (Fig. 1). DHEA allows adoption of a 
hierarchy of edge servers for storage and computation based on 




edge servers at different levels and observed that implementing 
edge server at the gateway level for small data processing 
operations is more efficient than implementing the same in high 
power cloud server. In the second year, we emphasize on 
implementing data collection and storage layer as well as 
knowledge and intelligence layers of KIBAN platform at low 
end gateway devices. We implemented a specific application 
that we call “IoT Kakashi” a system for detecting type of animal 
that intrudes into an agricultural field. We implement deep 
learning based animal recognition algorithm on the gateway 
device for the purpose. 
A. Recognition of Animal at the GLES 
Traditionally, cloud computing platforms with high 
computational capability handle most complex computing tasks, 
including image recognition. Nowadays, however, the 
traditional approach is not suitable anymore considering the 
massive amount of IoT devices that are to be connected to the 
cloud. In our proposed system, the recognition engine is 
deployed on the edge device to optimize the execution time. 
Using a combination of the Internet of Things, Deep Learning 
and Edge Computing techniques, we develop an edge-based 
distributed animal recognition system that can detect animals’ 
presence and determine the types of animals. 
 
Fig. 2. IoT Kakashi hierarchical system architecture 
B. Deployment Environment Aware Learning (DEAL) 
We now describe our proposed Deployment Environment 
Aware Learning (DEAL) framework to be implemented on 
GLES. Our recognition engine is based on a MobileNets 
convolutional neural network. On, Cloud Computing Layer we 
train a new optimized CNN based on pre-trained MobileNets 
using Transfer Learning technique. During our system building 
process, this approach minimizes training time and amount of 
training data required, as well as encourages rapid continuous 
improvement of the recognition engine after deployment. Fig. 3 
shows a training process implemented with Tensorflow open 
source machine learning libraries that included a pre-training 
target class analysis process to determine which classes will be 
used, a Transfer Learning process, a Tensorflow-to-Tensorflow 
Lite conversion process, and an edge device deployment 
process. Cloud-based image recognition services, e.g., Google 
Cloud Vision, Amazon Rekognition, and Clarifai usually aim to 
provide a universal general-purpose image recognition engine 
trained to recognize countless many classes spanning across a 
vast number of categories. Such recognition engines are suitable 
for general image recognition on a wide range of categories but 
tend to confuse and become unreliable when dealing with 
complicated images. Our recognition engine takes an entirely 
different approach by minimizing the number of target classes 
based on the requirement of the location. Using our training 
method called Deployment Environment Aware Learning, we 
trained our recognition system with classes of animals 
commonly spotted around the particular deployment 
environment. For example, our recognition system deployed in 
Australia would be trained to recognize Kangaroos or Koalas, 
whereas a recognition system deployed in African Savannah 
would be trained to detect Elephants or Lions. 
 
 
Fig. 3. Deployment Environment Aware Learning process 
for CNN based model 
 
C. Hierarchy management 
Fig. 4 illustrates the flow of our recognition process which 
encompasses every layer in our system architecture. The 
recognition process is triggered by a motion sensing module on 
the Physical Interaction Layer that sends signals to the edge 
device on Edge Computing Layer. The edge device then 
initiates camera handling session in collaboration with a camera 
module on Physical Interaction Layer to capture animal images. 
Before we input the image to our CNN, the edge device 
pre-processes captured bitmap by re-scaling it to 224x224 
resolution and saves it in PNG format. The recognition engine 
embedded in the edge device then performs image recognition 
task locally using saved PNG image. Apparently, reducing the 
size of the input picture beforehand reduces the computing 
resource consumed by CNN as well as recognition process time. 
The results generated from CNN are processed into the more 
insightful format and sent to the cloud server (Cloud Computing 
Layer) for further 
analysis.
 
Fig. 4: Animal recognition process overview 
D. Selection of OS 
The gateway that has been used in the experiment is based 
on Raspberry Pi. Hence Raspbian is the natural choice of OS. 
However, since Raspbian did not support TensorFlow at the 
time of the initial experiments and even though it has started 
doing so only recently, the speed of the recognition process is 
slow for Raspbian, we selected the newly developed OS from 
Google for IoT deployments, namely, Android Things. We 
implement deep CNN based transfer learning on the top of 
Android Things OS to detect animals that intrude in the 
agricultural field.  
 
③ Performance evaluation 
In the second year, we emphasized on implementing 
different layers of KIBAN, particularly, the data collection and 




server at the lowest, GLES level of the DHEA hierarchy. Since 
in recent years, low cost single board computer, Raspberry Pi is 
being widely used as gateway in IoT applications, in our 
experiments, we used Raspberry Pi 3 Model B as the gateway 
cum edge server (TABLE I). 
We developed a proof-of-concept system to evaluate the 
quality of IoT application using our proposed framework. For 
this experiment, we deployed our animal recognition system in 
an agricultural region of Tsuruoka in Yamagata Prefecture, 
Japan. For this research, our primary objectives are to provide 
fast response time and reliable detection result. For motion 
detection, we employed a PIR Sensor. As for camera session 
handling, the Pi Camera is one of the most affordable and 
features rich module. Our choice of operating system was 
Android Things OS developed by Google which has native 
support for Tensorflow Lite model. Fig. 4 shows an overview of 
our developed system. 
TABLE I 
EDGE DEVICE INFORMATION 
Raspberry Pi 3 Model B 
Soc  Broadcom BCM2837 
CPU 1.2 GHZ quad-core ARM Cortext A53
GPU Broadcom VideoCore IV @ 400 MHz
Memory 1 GB LPDDR2-900 SDRAM 
Network 10/100 MBPS Ethernet 
802.11n Wireless LAN 
Bluetooth 4.0
OS Android Things 1.0 
 
We compare the performance of our system with that of 
cloud-based image recognition services including Google Cloud 
Vision, Amazon Rekognition, and Clarifai. To evaluate the 
performance of each of these engines, we run recognition tasks 
on every recognition system using the same test image data. The 
primary process begins with the PIR sensor detecting motion 
and finishes with recognition engine inference results. 
Afterward, we evaluate our model performance using the 
following metrics. 
1) Top-N Accuracy: For image classification, the model 
evaluates the image and return prediction results in the form of 
probability distribution or confidence for each class. The 
accuracy can be computed by dividing correct prediction with 
the total number of testing data. Top-N accuracy, as its name 
implies, require the correct class to appear within Top-N 
prediction results to qualify it as a correct prediction. For 
example, Top-1 accuracy requires the correct class to appear 
with the highest confidence while Top-3 accuracy only requires 
the correct class to appear within the top three results.  
2) Execution Time: Total time spent by the whole system to 
respond. From motion detection to response form cloud server. 
A. Top-N Accuracy 
As observed in Table II, our proposed recognition engine, 
which has been trained using Deployment Environment Aware 
Learning (DEAL), shows up to seven times higher accuracy 
than other mechanisms in Top-1 accuracy category. It should be 
noted that since appropriate detection of animal would lead to a 
choice of suitable repealing technique, Top-1 accuracy is 
important for the use case under consideration. 
B. Execution Time 
Table III shows the execution time taken by each system 
under comparison. It can be observed that our proposed scheme 
leads to more than two times faster minimum execution time. 
TABLE II 
ACCURACY RATE OF OUR PROPOSED SYSTEM 
COMPARED TO CLOUD BASED SOLUTIONS 
Model Top-1 accuracy Top-3 accuracy
Our Proposed System 0.9 0.96
Google Cloud Vision 0.57 0.77
Amazon Rekognition 0 0.7 
Clarifai 0.13 0.2 
 
TABLE III 
EXECUTION TIME OF OUR PROPOSED SYSTEM 
COMPARED TO CLOUD BASED SYSTEM 
Model Min Exec. Time Max Exec.Time
Our Proposed System 0.962 3.039
Google Cloud Vision 2.456 12.571







Implementation of KIBAN platform is likely to benefit 
non-specialists by allowing them to utilize the power of IoT in 
various applications. Implementation of edge server at always 
turned ON low power gateway computers is expected to play an 
important role in the rapid expansion of IoT in the coming years. 
In addition to our first year’s research results, in the second year 
our research outcome indicates that it is possible to implement 
deep learning technology (knowledge and intelligence layer of 
KIBAN platform) over low end gateway computing devices. 
Hence, the outcome of the current research conducted this year 
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RF sputtering (13.56MHz, 
1.0W /cm2)
Ar/O2 = 40/20 sccm
R.T., 4Pa
2.45 GHz microwave-exited 
high-density plasma (1.0W /cm2)
R.T or 350 °C for 10 min 
133 Pa
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② 応答時間：50 msec以下 
③ 回復時間：10sec以下 










































































図３ Pt 担持した１００nm 径の TiO2 ナノチューブ内壁
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集めて国際シンポジウム 7th RIEC International 
Symposium on Brain Functions and Brain Computer
を開催し、研究成果を共有し議論を深めた。 
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[2] 研究経過 
The general purpose of the research is the develop-
ment and improvement of a creative and artistic appli-
cation of the IM3D technology for motion tracking, 
whose development started at the Tohoku University 
by the ICD group of Prof. Yoshifumi Kitamura. Such 
a creative project involves the implementation of pro-
totypes of the CubeHarmonic, a musical application of 
the Rubik’s Cube thought by Dr. Maria Mannone, 
starting from mathematical music theory applied to 
music (combinatorics and music theory). Scrambling 
the cube, we get different chords and chord sequences. 
Dr. Maria Mannone stayed in the Research Institute of 
Electronic Communication at Tohoku University 
twice in June and November, 2017, and implemented 
the CubeHarmonic system together with the members 
of Tohoku University. She also came in February 2019 
to present the project during the FY 2018 RIEC An-
nual Meeting on Cooperative Research Projects. 
The first CubeHarmonic prototype had been com-
pleted in November 2017, and the work has been pre-
sented at NIME (New Interfaces for Musical Expres-
sion) Conference in June 2018 [1]. It was very posi-
tively received by musicians and experts in music 
technology, and it is more and more catching the at-
tention within music and mathematics community. A 
paper more focused on music theory was published in 
Fall 2018 by the Academy of Arts of Novi Sad [2].  
[3] 成果  
(3-1) 研究成果 
The CubeHarmonic is a new musical interface, with 
the magnetic 3D motion tracking system IM3D [6] as 
shown in Figure 1. 3D positions of tiny, wireless, bat-
tery-less, and identifiable markers (LC coils) are 
tracked in real time. Positions of the pieces which con-
tain LC coils are detected through IM3D, and trans-
mitted to the computer to recognize the status of the 
Rubik's cube, that plays sounds. The central position 
of the cube is mapped onto overall loudness and pitch 
changes, as in Theremin playing. This new instrument, 
whose first idea comes from mathematical theory of 
music, can be used as a teaching tool both for math 
(group theory) and music (music theory, mathematical 
music theory), as well as a composition device, a new 
instrument for avant-garde performances, and a recre-
ational tool. In Figure 2, we show cube playing fea-
tured in a composed cube-piano duo (Mannone’s 
Hello Cube!) and in a free improvised trio (with per-
cussion). The video of the performance was presented 
during NIME conference, and it has been included 
within a post in a blog of applied mathematics [7].  
Between April 2018 and March 2019, we presented 
results of our research and we have been planning new 
developments.  
A new development — February-March 2019 — is 
 





about melody playing, with the option to select chords 
or arpeggiation. This improvement, available for the 
virtual cube, allows the user/performer to play melo-
dies out of the notes on CubeHarmonic’s top face — 
the one that is detected in our current prototype. It is 
possible to play the notes of the top face one after the 
other along rows or along columns, creating the effect 
of a melody. This new development greatly increases 
the expressivity potential of CubeHarmonic, and make 
permutations more musically identifiable.  
However, several other developments of the project 
are still potential because it has not been possible to 
complete them yet. We are planning to complete them 
within the third and last year of the project.  
(3-2)波及効果と発展性、研究分野への貢献など 
As highlighted in our former report, the advantages of 
our device are the easiness to use, the possibility to 
customize the harmonic material, and the easiness to 
‘reset.’ In fact, to go back to the initial “unscrambled” 
configuration, we do not need to solve the cube: even 
if the physical cube is still unsolved, the program can 
be restarted to an initial unscrambled configuration. 
Within the existing prototype, we have one chord per 
face. As we scramble the cube, we mix the chords. 
Current research is focused on note selection, thus, the 
performer/user will be able to select a subset of notes 
from each face, to be played simultaneously as smaller 
chords, or one after the other creating melodies. 
In this way, we can play more than one chord on each 
face, and we can be free while choosing the initial tun-
ing of the cube allowing more chords on each face. In 
our project, the musical output can be saved and 
shared with other electronic musical instruments and 
synthesizers via a MIDI output. 
Main improvements involve more musical features on 
the physical cube, the investigation of different 
shapes, and the development and release of a mathe-
matical/music app. 
A very first prototype of the mathematical app was ex-
pected to be ready by the end of March 2019; see in-
terface design in Figure 4. User tests will help improve 
it. The work will lead to paper submissions (Journal of 
Mathematics and Music, Journal of Mathematics and 
the Arts, International Journal of Mathematical Edu-
cation in Science and Technology) and to the public 
release of the app. Also, we can investigate the cube in 
classroom scenarios, to make tangible and enjoyable 
some abstract concepts.  
Refined single-note playing to exploit both melodi-
cally and harmonically playing on the cube can make 
CubeHarmonic a complete musical instrument, that 
can play as a solo instrument as well as with orchestral 
or chamber music performers. 
Next research will include: 
- Melody (sequence of single notes), to make the cube 
more attractive for performers and listeners 
- Sound activation (pointing gesture). The pointing 
gesture can be substituted by an additional degree 
of freedom given by a cube rotation. 
- Melody generation by indication of a path on the 
cube. 
- Evaluation of the orientation of Cube, that can play 
a role as added degrees of freedom that can be 
mapped into music. 
- Development of a variant of the cube, the ‘Static 
CubeHarmonic.’ Note selection can be achieved by 
 
Figure 2: Cube playing featured in a composed 








also using a cube with the overall shape of the Ru-
bik’s cube but where scrambling is not allowed. 
This would simplify tracking of the facets, and the 
pointing action can be evaluated by calculating the 
distance between a marker on performer’s finger(s) 
and the markers on the cube. If the value would be 
below a given threshold, the sound would be ena-
bled and the note played. This would allow us using 
faces for chords and/or melodies. More markers on 
different fingers would allow the performer playing 
with both hands on the Static Cube. The Static 
CubeHarmonic can be an intermediate step between 
our current prototype and a cube with performer’s ges-
tures recognition, but it can also constitute a musical 
instrument in itself, where the performer explores dif-
ferent paths and permutations of notes within each face 
by selecting the order of the notes. 
Long-term developments of the project include exam-
ples of new shapes, and in particular, the five Platonic 
solids (tetrahedron, cube, octahedron, dodecahedron, 
and icosahedron). This would generalize the concept 
of CubeHarmonic by developing the family of Poly-
Harmonic or PlatoHarmonic, with: 
- TetraHarmonic 
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The first paper [1] has been presented as a poster dur-
ing the 2018 Conference on New Interfaces for Musi-
cal Expression (NIME 2018), one of the world most 
relevant ones for music technology and development 
of new musical instruments. NIME 2018 was held at 
Virginia Tech, in the US. Our poster presentation of 
CubeHarmonic has been very well-received, stimulat-
ing curiosity and deep interest by music professionals. 
The second paper [2] is included in a book published 
by the Academy of Arts of the University of Novi Sad 
in Serbia. According to Wikipedia, it is “one of the 
most important educational and research centers in 
South Eastern Europe with around 50,000 students 
and 3,700 staff members.” 
Information about the CubeHarmonic project are in-
cluded in a chapter within a recently published book 
on mathematical theory of music [3] (that displays a 
CubeHarmonic also within its cover image, drawn by 
Maria Mannone). 
A shorter version of this chapter, including references 
on CubeHarmonic project within math-musical peda-
gogy, is presented in an invited paper for the 2019 
Conference in Mathematics and Computation in Mu-
sic (MCM 2019) [4] that will be held in June 2019 in 
Madrid, Spain. 
Our collaboration was presented during the FY 2018 
RIEC Annual Meeting on Cooperative Research Pro-
jects, on February 21, 2019, with a talk titled 
“CubeHarmonic: a Dialogue Between Mathematics, 
Music, and Technology.” 
Finally, the CubeHarmonic is cited in: 
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Physical Chemistry Chemical Physics, 20 (2018) pp. 
19532-19538. 
S. Yamamoto, K. Takeuchi, Y. Hamamoto, R.‐Y. Liu, 
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ム・応物系 南講義棟 103会議室 
1. 「半導体微細構造中局所電子状態の観測と制御」
大塚 朋廣 (東北大学 電気通信研究所) 
2. 「金属水素化物薄膜のエピタキシャル成長と物性
制御」清水 亮太 (東京工業大学 物質理工学院) 
3. 「二次元シートやリボンの熱物性計測」李 秦宜 (九
州大学 大学院工学研究院) 
4. 「原子層2次元シートを利用した透明太陽電池の形
成」山口 慶樹, 何 杏, 金子 俊郎, 加藤 俊顕 
（東北大学 大学院工学研究科） 
5. 「Enhancement of Vitality and Activity of A Plant 
Growth-Promoting Bacteria (PGPB) by Atmospheric 
Pressure Non-Thermal Plasma」Sang-Hye Ji1, 4, 
Ju-Sung Kim1, Choong-Hwan Lee2, Han-Sol Seo2, 
Se-Chul Chun3, Jaesung Oh4, Eun-Ha Choi1,5, 
Gyungsoon Park1,5 (1Plasma Bioscience Research 
Center, Kwangwoon University, 2Department of 
Bioscience and Biotechnology, Konkuk University, 
3Department of Bioresources and Food Science, 
Konkuk University, 4Plasma Technology Research 
Center, National Fusion Research Institute, 
5Department of Electrical and Biological Physics, 
Kwangwoon University) 
6. 「 Optimum Control of Cellular Homeostasis in 
Photosynthetic Organism, Cyanobactria and Plant 
Cells 」 Nobuyuki Uozumi (Graduate School of 
Engineering, Tohoku University) 
7. 「 ROS-Mediated Regulation of Development, 
Reproduction and Stress Responses in Plants: 
Towards the Control of Growth and Quality of Crops 
by Plasma Technology」Kazuyuki Kuchitsu (Graduate 





8. 「Investigation on Plant Response Marker for Plasma 
Effluent Gas Exposure」Keisuke Takashima, Ahmad 
Shahir bin Ahmad Nor, Shota Sasaki, Toshiro Kaneko 
(Graduate School of Engineering, Tohoku University) 
9. 「シャックハルトマンセンサを用いた放電プラズマ
内部の 2 次元電子密度分布測定」稲田 優貴 (埼
玉大学 大学院理工学研究科) 
10. 「プラズマ・液体相互作用の観察」佐々木 浩一 
（北海道大学 大学院工学研究院） 
11. 「異相界面と温度に着目した大気圧プラズマの分
光計測研究」占部 継一郎 (京都大学大学院 工学
研究科) 
12. 「プラズマによる液中活性種の生成」石川 健治 
(名古屋大学 プラズマナノ工学研究センター) 
13. 「プラズマ照射緩衝液を用いた培養細胞に対する
短寿命活性種の持続供給」佐々木 渉太 1，鄭 悦




























パルス電圧 (印加電圧 : Vin = 1.0 - 1.5 kV，パル




























































































(1) S. E. Hanbal, K. Takashima, S. Miyashita, S. Ando, K. 
Ito, M. M. Elsharkawy, T. Kaneko, and H. Takahashi, 
Arch. Virol., 163, 2835 (2018). 
(2) H. Suzuki, N. Ogura, T. Kaneko, and T. Kato, Sci. Rep., 
8, 11819 (2018). 
(3) Y. Kimura, K. Takashima, S. Sasaki, T. Kaneko, J. 
Phys. D: Appl. Phys., 52, 064003 (2019). 
図 3. プラズマ照射溶液直接噴霧装置． 
図 4. PESによる分生子発芽抑制効果． 
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［２］研究経過 
The project is aiming at fabricating of high responsivity 
and tunable detectors operating at terahertz (THz) 
electromagnetic wave region at room temperatures with both 
high quantum efficiency and noise-equivalent power by 
introducing the gated GaAs structures with self-assembled 
array of parallel Sn-nanothreads (Sn-NTs) embedded into 
GaAs matrix, as a sensing element of THz detector. 
During the first year of the collaborative efforts Dr. 
Ponomarev Dmitry visited the group of Research 
Collaborator of RIEC Prof. Otsuji Taiichi once. During his 
stay in Sendai (February 18 – February 24) several lengthy 
discussions were held with Profs. T. Otsuji, A. Satou and T. 
Watanabe. Eventually D. Ponomarev presented a poster 
entitled “Japan-Russia International collaborative research 
on gated GaAs structures with an array of self-assembled 
Sn-nanothreads and their terahertz applications” at the RIEC 
Annual Meeting on Cooperative Research Projects 




Device model and operation principle 
The fabricated detector is comprised of two identical 
field-effect transistors (FETs) connected in parallel, with the 
source (S), gate (G) and drain (D) contacts (see Fig. 1). It 
uses the GaAs-structure with the self-assembled Sn-NTs 
which was grown by molecular beam epitaxy on the vicinal 
GaAs substrate with the surface inclined with respect to the 
(100) direction by the angle of 0.3±0.1 degree. After the 
growth of 0.51.0 μm thick GaAs layer on the vicinal 
substrate, the surface constitutes an array of the terraces with 
one monolayer height of 0.28 nm and the spacing between 
the terraces of 50 nm. The δ-doping of this surface by Sn 
atoms results in the formation of the Sn-NTs at the terrace 
edges. When overgrowing the formed structure, one 
acquires the array of the Sn-NTs inserted into the GaAs 
volume. The free electrons accumulated around the Sn-NTs 
form highly conducting channels along the Sn-NTs. The 
average electron density of the delocalized electrons can be 
controlled by the gate-to-source voltage (UGS). Previously 
we demonstrated that the conductivity along these channels 
and perpendicular to them can be markedly different.  
The microscopy image of the detector topology with the 
gate width W=280 μm and the gap between the source and 
drain L=10 μm is depicted in Fig. 1a,b. The operation 
principle of the proposed detector is associated with the 
heating of electrons in the channels along the Sn-NTs 
resulting in the increase of the current formed by the 






Fig. 1. Microscopy image of the GaAs-Sn-NTs detector with two 
identical FETs connected in parallel (a); the magnified image of the 
FET topology with the gate width and the gap between source and 
drain equal to W=280 μm and L=10 μm respectively (b); the 
operation principle illustrating potential profile (E) determined by 
Sn-dopants for zero and negative gate-to-source voltage (UGS) at 
constant drain-to-source voltage without and with respect to the 
incident sub-THz radiation, respectively (c). The symbol F* denotes 
the decrease of the Fermi level at UGS<0. 
 
In order to demonstrate the operation principle, we have 
developed a classical device model, which involved solving 
of the 2D Poisson equation for the self-consistent electric 
potential, formed by the charges of the electrons in the 
localized states in the channels around each Sn-NT and in 
the delocalized states above the barriers, and accounting for 
the density of states but omitting quantization [1,2]. The 
potential barrier (U-μ) formed by the Sn-NTs, the average 
density of the delocalized electrons (n) and the fraction of the 
delocalized electrons in relation to all electrons F(UGS) for 
different UGS are shown in Fig. 2. The calculations were 
performed for 300 K. 
 
 
Fig. 2. Results of calculation: the potential barrier U-μ formed by the 
Sn-NTs (solid curve, left) and the fraction of the delocalized 
electrons in relation to all electrons F(UGS) for different 
gate-to-source voltage UGS (dotted curve, right). The insert denotes 
the average density of the delocalized electrons n(UGS). The 
calculation is carried out for 300 K. 
 
From the figure, one can notice when UGS becomes 
negative the Fermi level is steadily deepened into the 
potential well and the value of F(UGS) substantially decreases 
with the (-UGS) increase. We can also see that the average 
density of the delocalized electrons shows a quite linear 
dependency that confirms a validity of a simple model of a 
plate capacitance to evaluate the average electron density. 
This is mostly due to a quite large distance from the gate 
electrode to the Sn-NTs, namely 50 nm.  
Experimental characterization of the detector 
Finally, we have experimentally characterized the 
GaAs-Sn-NTs detector. For this purpose, it was mounted in 
a holder which was then inserted into a response module 
located in a waveguide insert in the transport helium Dewar. 
As a monochromatic source of a sub-THz radiation we used 
a backward wave oscillator (BWO) with the radiation 
frequency of f=145.4 GHz corresponding to the output 
power P=4 mW. Prior to measurements a BWO was 
calibrated using a Golay cell. The sub-THz radiation from 
BWO was mechanically chopped at 350 Hz and taken to the 
fabricated detector through an oversized hollow circular 
copper waveguide with a tapered end with the output 
aperture d=6 mm in diameter. The photoresponse iph was 
measured at the constant drain-to-source voltage UDS=0.3 V 
applied to the GaAs FET channel, while a standard current 
amplifier was used followed by a lock-in setup. The results 
of measurements are depicted in Fig. 3.  
The experimental noise-equivalent power (NEP) [1] was 
estimated using the responsivity R: 
R = [½iph/P][(d/2)2][1/(WL)],       (1) 
where the factor 1/2 is due to using of two FETs in the 





Fig. 3. Detector's photoresponse iph to the frequency of the incident 
radiation f=145.4 GHz corresponding to the output power P=4 mW 
(solid curve, left) and static transfer characteristics IDS(UGS) (dotted 
curve, right) measured at the constant drain-to-source voltage 
UDS=0.3 V. The measurements are carried out for 300 K. 
 
Thus, we got the following room-temperature 
experimental values: R = 1.34 A/W and NEP = 1.98 
pW/Hz1/2 which exceed the analogous values for similar 
operation principle detectors, namely the 
semiconductor-based hot electron bolometers and 





In collaboration with Prof. T. Otsuji’s group the device 
model of the Sn-NTs GaAs-detector has been developed and 
its operation principle was theoretically predicted. For this 
we sincerely acknowledge the help of Prof. V. Ryzhii.  
In addition, the proposed and fabricated detector might be 
attractive for practical applications, for instance in the 
recognition of optical isomers of biomolecules, in the 
detecting images of anisotropic materials and for the 
non-contact determination of the electrical properties of 
semiconductors. 
Moreover, the detector may possess the polarization 
selectivity (i.e. sensitivity) in the plane of the incident THz 
radiation which is useful for practical applications. The 
selectivity of polarization dependence (anisotropy) is 
associated with different absorption of radiation at which 
electric field is directed parallel or perpendicular to the 
Sn-NTs. This is due to a distinction in the electron dynamics 
(virtually free motion in the former case and localization in 
the latter). A difference in the absorption leads to a difference 
in the heating strength and, hence, in the conductivity of the 
system. Evidently, the detector might possess higher 
responsivity when the THz radiation is incident parallel to 
the Sn-NTs. Similar selectivity may arise in detectors based 
on nanotube arrays.  
Our future efforts are aimed at optimization of the device 
structure as well as FET topology that will lead to the 
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される Ni(110)-(2×1) O 表面の酸素原子の振動エネル
ギー（100 meV）は、電子エネルギー損失分光（HREELS）
から得られる知見（B. VOIGTLANDER, S. LEHWALD, 
and H. IBACH, “SYMMETRY AND STRUCTURE OF 
THE RECONSTRUCTED NI(110)-(2X1)O SURFACE,” 






した振動と STM 発光との結合理論（T. Inaoka and Y. 
Uehara, “Classical electricity analysis of the coupling 
mechanisms between admolecule vibrations and localized 
surface plasmons in STM for vibration detectability,” J. Appl. 














































光が観測されることがわかっている（Y. Uehara, M. 
Kuwahara, and S. Katano, “Measurement of phonon energy 
of Sb2Te3 by scanning tunneling microscope light-emission 
spectroscopy,” Solid State Commun 177, 29 (2014).）。τを
可変とするポンプ-プローブ法で計測すると、図２の結
果が得られた。図２中、(a)はτ=8.7 ~ 22 psの範囲にお
いて観測される STM 発光スペクトルである。図２中
(b)はその他の時間領域に於けるスペクトルである。τ





のスペクトルが 18 meV の周期の構造を示す。この周
期は試料のフォノンエネルギーに相当することがわ
かっている（前出 Solid State Commun 177, 29 (2014).）。
また、結晶相のSb2Te3のフォノンエネルギーは18 meV
であることが報告されている（G.C. Sosso, S. Caravati, 
and M. Bernasconi, J Phys-Condens Mat 21, 095410 
(2009).）。すなわち、図２(a’)のフーリエピークは、試
料が結晶相にあることを明確に示す。一方、このピー














ため、Ni(110)-Streaky (2×1) H 系を試料として計測・
解析を行った。微量の水素分子を清浄Ni(110)表面に室
温で曝すことにより形成される Ni(110)-Streaky (1×2) 









VOIGTLANDER, S. LEHWALD, and H. IBACH, 
“Hydrogen adsorption and the adsorbate-induced Ni(110) 

























（１）Y. Uehara, T. Inaoka, T. Nishio, and S. Katano, 
“Vibration-induced structures in scanning tunneling 
microscope light emission spectra of Ni(110)-(2 × 1) O,” 
J. Appl. Phys., 123, 224302 (2018). 
（２）Y. Uehara, J. Michimata, S. Watanabe, S. Katano, and 
T. Inaoka, “Determining the phonon energy of highly 
oriented pyrolytic graphite by scanning tunneling 
microscope light emission spectroscopy,” J. Appl. Phys. 
123, (2018). 
（３）Y. Uehara, M. Kuwahara, S. Katano, T. Tanno, and J. 
Sakai, “Pump–probe scanning-tunneling-microscope 
light-emission spectroscopy of Sb2Te3,” J. Appl. Phys. 
124, 075104 (2018). 
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（２）福原武、「冷却原子を用いた量子情報技術と量
子シミュレータへの展開」、第79回応用物理学会秋








（４）Takeshi Fukuhara, " Quantum Simulation with 
Ultracold Atoms in Optical Lattices," RIKEN Berkeley 
Workshop: Quantum Information Science, Lawrence 
Berkeley National Lab, Berkeley, California, USA, 28 
January 2019  
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 = 811 nm
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 本課題は平成 30 年度に新規採択された研究課題
である。初年度において、酸化グラフェン（GO）

































































針を固定して得られた STS スペクトルを図 2 に示




STM 探針を固定して得られた dI/dV スペクトルに
図1 : An STM image of GO/C8S-SAM/Au(111) 
surface at 298 K (Area: 500 nm×500 nm).  The 
image was obtained by the sample bias voltage of 
1.0 V and the tunneling current of 0.2 nA. 
図2 : (a) I-V curves and (b) dI/dV spectra of the GO/C8S-SAM/Au(111).  Set point: Vs = 1.0 V, 
It=0.2 nA.  The measured positions are indicated in the STM image shown in (c).  Scanning 
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Nakajima, Matthieu R. Delbecq, Jun Yoneda, Kenta 
Takeda, Akito Noiri, Sen Li, Takumi Ito, Seigo 
Tarucha, 
International Conference on the Physics of 
Semiconductors, Montpellier, France, Jul. 30, 
2018 (oral). 
（ ２ ）“ Informatics Approaches in Quantum 
Devices”, 
Kazuya Nomura, Motoki Shiga, Tomohiro Otsuka, 
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室田 淳一  
（東北大学マイクロシステム融合研究開発センター） 
嶋脇 秀隆  
（八戸工業大学工学部システム情報工学科） 
小林 信一  
（東京工芸大学工学部電子機械学科） 
中島  寛  
（九州大学グローバルイノベーションセンター） 
山本 圭介  
（九州大学グローバルイノベーションセンター） 
佐道 泰造  
（九州大学大学院システム情報科学研究院） 
近藤 博基  
（名古屋大学大学院工学研究科） 
中塚  理  
（名古屋大学大学院工学研究科） 






 物件費 97,000 円 
 旅費  197,000 円 
 
［２］研究経過 


































グや、Si と Ge に加えて、格子定数のミスマッ










































グ速度などの情報から、In-Situ B ドープ Si 薄
膜中に取り込まれた B 濃度とその電気的活性
化率を調べた。その結果、電気的活性化率は、
1019 cm-3 までの低濃度領域では 10～100%と高


































































(1) W. Li, M. Sakuraba and S. Sato, “Carrier 
Concentration Profile of In-Situ B-Doped Si 
Epitaxially Grown by Low-Energy ECR Ar 
Plasma CVD without Substrate Heating”, 
14th Int. Conf. on Atomically Controlled 
Surfaces, Interfaces and Nanostructures 
(ACSIN-14), Sendai, Japan, Oct. 22-25, 
2018, No.22P015. 
(2) N. Kato, W. Li, M. Sakuraba and S. Sato, 
“Epitaxial Growth of In-Situ P-Doped Si 
Films by ECR Ar Plasma CVD without 
Substrate Heating”, 14th Int. Conf. on 
Atomically Controlled Surfaces, Interfaces 
and Nanostructures (ACSIN-14), Sendai, 
Japan, Oct. 22-25, 2018, No.23E27. 
(3) W. Li, M. Sakuraba and S. Sato, “Ar Plasma 
Irradiation Effect upon Electrical Activation 
of B Atoms Doped in Epitaxial Si Thin Film 
Grown by ECR Ar Plasma CVD”, 12th Int. 
WorkShop on New Group IV Semiconductor 
Nanoelectronics, Sendai, Japan, Dec. 6-7, 
2018, No.O-01. 
(4) N. Kato, M. Sakuraba and S. Sato, “Depth 
Profile of Carrier Concentration in In-Situ 
P-Doped Si Thin Films Epitaxially Grown by 
ECR Ar Plasma CVD without Substrate 
Heating”, 12th Int. WorkShop on New Group 
IV Semiconductor Nanoelectronics, Sendai, 
Japan, Dec. 6-7, 2018, No.P-04. 
(5) M. Sakuraba and S. Sato, "Epitaxy and 
In-Situ Doping in Low-Energy Plasma CVD 
Processing for Group-IV Semiconductor 
Nanoelectronics" (Invited Lecture), 11th Int. 
Symp. on Advanced Plasma Science and its 
Application for Nitrides and Nanomaterials / 
12th Int. Conf. on Plasma-Nano Technology 
& Science (ISPlasma/IC-PLANTS), Nagoya, 
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丸山  珠美（函館工業高等専門学校） 
通研対応教員 















 物件費 97,000円 
 旅費  285,000円 










































































(7) 2019年3月5日～6日 第七回打合せ 
於）長崎大学 






























































































[1] Takuto Ohsawa, Tamami Maruyama, Manabu Omiya, 
and Noriharu Suematsu: “Design of Dual-
Frequency Reflectarray Using Particle Swam 
Optimization,” 2018. the International 
Symposium on Antennas and Propagation, ISAP 
2018, Korea, 10-301. FrP-15, pp.847-848, 
2018/10. 
[2] 尾関剛成，丸山珠美 : “ WPTによるダイオード
装荷パッチアンテナの特性に関する研究,” 信学技
報，Vol.118，No.17，WPT2018-9，pp41-44 2018 4月. 
[3] Tamami Maruyama, K. Ozeki, N. Ito, S. Kameda, 
Q. Chen, N. Suematsu : “Beam Direction Control 
Using Meta-surface Loaded with Diodes for IoT,” 
Progress In Electromagnetics Research Symposium, 




の解析設計と試作測定, “ 信学技報， 2019 3月. 
[5] 大澤拓門、丸山珠美、大宮 学、末松憲治、佐藤
弘康： “PSOを用いた2周波共用メタサーフェスの
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     （千歳科学技術大学理工学部） 
  通研対応教員：尾辻 泰一 
     （東北大学電気通信研究所） 
 研究分担者：岩月 勝美 
   （東北大学電気通信機構） 
     田島 賢    (千歳科学技術大学) 




 物件費 97,000円 




























 図１ 海中ネットワークと提供されるサービスの 











































































































































































[1] D. Lavery, M. Ryffini, L. Valcarenghi, N. 
Yoshimoto et al., “Networks for future services 
in a smart city: Lessons learned from the 
connected OFCity challenge 2017,” IEEE Comm. Mag. 
56, 138-144 (2018). 
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 前澤 宏一（富山大学大学院理工学研究部） 
通研対応教員： 
 尾辻 泰一（東北大学電気通信研究所） 
研究分担者： 
 安藤 浩哉（豊田高専情報工学科） 
 森 雅之（富山大学大学院理工学研究部） 
 中野 友寛（富山大学大学院理工学研究部） 
 水戸 俊宏（富山大学大学院理工学研究部） 
 吉田 素将（富山大学大学院理工学研究部） 





 物件費  97,000円 









































































































































































22, 23 日、宇奈月国際ホテル） 
(2) Koichi Maezawa, Motoyuki Yoshida, Masayuki 
Mori, "Resonant tunneling hard-type oscillators 
having a Schottky diode trigger circuit for stable 
and large voltage swing operation," The 42nd 
Workshop on Compound Semiconductor 
Devices and Integrated Circuits held in Europe,    
Bucharest, Romania, 14-16 May, 2018. 
(3) Koichi Maezawa, Motoyuki Yoshida, Masayuki 
Mori, "Operating Mechanism and Voltage 
Swing Enhancement of the Hard-type 
Oscillators Based on Series-connected RTDs,"    
Progress In Electromagnetics Research 
Symposium (PIERS 2018), Session 3P6b, 
Toyama, August 1-4, 2018. 
(4) K. Maezawa and M. Mori, "Possibilities of 
Large Voltage Swing Hard-Type Oscillators 
Based on Series-Connected Resonant Tunneling 
Diodes," IEICE TRANS. ELECTRON., 
VOL.E101-C, NO.5, pp.305-310 (2018),    
DOI: 10.1587/transele.E101.C.305. 
(5) K. Narahara and K. Maezawa, "Characterization 
of a hardtype oscillator using seriesconnected 
tunnel diodes," IEICE Electronics Express, 
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（１）亀好秀憲, 稲森真美子, 森本雅之, "遠距離での
共振型非接触電力伝送," 電気学会産業応用部門大
会, 2018年8月. 
（２）H. Kameyoshi, Y. Shimazaki, M. Inamori, and M. 
Morimoto, "Efficiency of contactless power transmission 
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示されている（雨宮他，2016; Noel et al., 2015; 
































（Graziano & Cooke, 2006）との関連性が指摘され


















イ中央部分 （12 cm 幅，黒色, 0 cd/m2）を除き， 
6周期分の正弦縞（最小輝度：0 cd/m2, 最大輝度：
19 cd/m2，速度： 0.35 m/s，0.75 m/sまたは静止）
を誘導刺激として呈示した。誘導縞非呈示部分には，



















































自己運動条件の主効果が有意傾向（F 3, 63 = 2.38, p 
= .078），距離条件の主効果が有意であった（F 3, 63 = 
2.87, p = .043）。また，自己運動条件×距離条件




















条件の結果は，Noel et al. (2015)とほぼ一致する。
また，本研究の高速度条件の自己運動速度（0.75 
m/s）は Noel et al. (2015)の自己運動速度と一致
することから，122cm 以上に拡大するという結果も
ほぼ一致するものといえる。一方，本研究の低速度
条件（0.35 m/s）は，Noel et al. [10]よりも十分
に小さい運動速度であった。サルを対象とした研究
で報告された物体運動速度に比例したPPS範囲拡大










































おける身体近傍空間への影響. 第 37 回日本基礎心
理学会，2018年11月30日-12月2日，専修大学 
・Noda, M., Sakamoto, S., Cui, Z., Teramoto, W., 
Suzuki, Y., & Gyoba, J. (2018) Detection 
threshold of auditory apparent motion during 
linear self-motion. RISP International Workshop 
on Nonlinear Circuits, Communications and Signal 
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 物件費 97,000円 
 旅費  272,000円 





両耳に到達する音の時間差 (Interaural time 
difference: ITD) や両耳に到達する音圧レベルの
差 (Interaural level difference: ILD) ，そして，
音源から耳までの音響伝達関数 (Head-related 
transfer function: HRTF) によって生じるスペクト
ル上のピークやノッチ (Spectral cue: SC) と言わ




























International Symposium on Universal Acoustical 
Communication 2018および，Seminar on the spatial 






















いた。出力信号の模式図を図 1 に示す。WN1 と WN2















































た International Symposium on Universal 
Acoustical Communication 2018 の招待講演，





































































（１）Daisuke Morikawa, “Effect of interaural 
time difference on the respective frequencies 
within spatially segregated sounds,” 
International Symposium on Universal Acoustical 
Communication 2018 / Seminar on the spatial 





（３）JIN Craig Tsung Wei, “Perspectives on 
Microphone Array Processing including Sparse 
Recovery, Ray Space Analysis, and Neural 
Networks,” International Symposium on Universal 
Acoustical Communication 2018, Sendai, Japan, 
2018.10. 
（４）JIN Craig Tsung Wei, “Tutorial on 3D Sound 
Technologies,” Seminar on the spatial aspects of 
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1. K.Edamatsu, M.Motoyoshi, N.Suematsu, 
K.Miura, K.Toriumi, “Electromagnetic Shielding 
of Conductive Polymer Combined Fabric,” Global 





2019年電子情報通信学会総合大会 2019年3月  
2. 枝松，本良，末松，三浦，鳥光，” 導電性高
分子含有布のマイクロ波帯における遮蔽特性,” 電





 様式 1 
 
 
採択回数 １   ２   ３ 
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 図３ 2017 年 12 月に実施した 1.5μm 帯光源（光 
 検出器は PD1 と PD2）および 633nm 光源を用い 









を落下開始後 t0 から t0+dt とし、その間の落体の変
位を２次関数で fittingして重力値を求めた。dt=80ms
とし、t0は20～100msで変化させた。PD1、PD2は
t0<～60ms では求められた重力値が 10-6m/s2 のオー
ダーで異なり、光検出器の特性の違いに起因すると
考えられる。一方、t0>～60ms では両者はほぼ一致





























 図４ 右軸は chirp 信号で強度変調がかけられた 
 光を PD1 および PD2 に受光させ求められた重力 
 値と、chirp波の周波数変化率より計算された重力 
 値との差を示す（各 error）。左軸は図３で計測さ 
 れたPD1およびPD2の重力値（各observation）で 
 ある。いずれも、解析区間を落下開始後 t0 から 
 t0+dtとし（dt=80ms）、その間の落体の変位を２次 













 図５ 光検出器の周波数特性による誤差を補正し 
 た重力値（青）および予想重力値（赤）を示す。 


































北大学電気通信研究所研究活動報告, 24, 129-131, 
2018. 
（２）M. Shinohara, T. Kanazawa, H. Fujimoto, T. 
Ishihara, T. Yamada, A. Araya et al., Development of a 
high-resolution underwater gravity measurement system 
installed on an autonomous underwater vehicle, IEEE 
Geosci. Remote Sens. Let., 15, 1937-1941, 2018. 
（３）T. Ishihara, M. Shinohara, H. Fujimoto, T. 
Kanazawa, A. Araya et al., High-resolution gravity 
measurement aboard an autonomous underwater vehicle, 
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  片山 統裕（東北大学大学院情報科学研究科） 
堀尾 喜彦（東北大学電気通信研究所） 
  小山内 実（東北大学大学院医学系研究科） 
早川 美徳（東北大学教育情報基盤センター） 
丹野 航太（東北大学金属材料研究所） 
矢内 浩文（茨城大学 工学部） 
浅井 哲也（北海道大学大学院情報科学研究科） 
原田 知親（山形大学大学院理工学研究科） 












田中 敦 （山形大学大学院理工学研究科） 
佐野 雅己（東京大学大学院理学系研究科） 









川上 進 （（元）東北大学電気通信研究所） 
延べ参加人数：４５人 
研究費 
 物件費  97,000円 
 旅費  301,000円 





















1. Exploiting temporal codes in spiking neural 
networks 
L. Theogarajan (UC Santa Barbara, USA) 
2. Chaotic neural network reservoir and its 
application to brainmorphic computing hardware 
Y. Horio (Tohoku Univ., Japan) 
3. Recent developments on the state of the art in 
spiking neural hardware 
J. Madrenas, M. Zapata, S. Moriya, S. Sato 
(Technical Univ. Catalunya, Spain) 
4. Design of an analog MOS circuit of the 
Izhikevich neuron model 
S. Sato, Y. Tamura, S. Moriya, T. Kato, M. 
Sakuraba, Y. Horio (Tohoku Univ., Japan) 




in the hippocampus 
H. Kamiya (Hokkaido Univ., Japan) 
6. Three-dimensional neuronal cultures: 
challenges and opportunities 
J. Soriano (Univ. Barcelona, Spain) 
7. Stable lipid bilayers as a platform for 
cell-free synthesized ion channel proteins 
A. Hirano-Iwata, D. Yamaura, M. Kato, T. Deguchi, 
F. Xingyao, D. Tadaki, T. Ma, H. Yamamoto, M. 
Niwano (Tohoku Univ., Japan) 
8. Optimized stimuli for neuronal 
desynchronization and their application to 
module networks 
S. Kubota, J. E. Rubin, S. Moriya, H. Yamamoto, 
S. Sato, A. Hirano-Iwata (Yamagata Univ., Japan) 
9. Robust sequence learning in attractor memory 
networks with fast Hebbian plasticity 
P. Herman (Royal Inst. Technology, Sweden) 
10. STDP in SNN implementation on FPGA 
Y. Xia, T. Levi, T. Kohno (Univ. Tokyo, Japan) 
11. Detecting neuron-glia communication through 
optic flow and synaptic stabilization in neuronal 
cultures 
J. G. Orlandi, Y. Hernández, J. Davidsen, M. A. 
Colicos (Univ. Calgary, Canada) 
12. Excitatory synaptic transmission is 
modulated by the density of surrounding 
astrocytes 
K. Oyabu, S. Katsurabayashi, K. Iwasaki (Fukuoka 
Univ., Japan) 
13. Dynamical richness in modular cortical 
networks emerges as trade-off between functional 
integrability and spatial segregation 
H. Yamamoto, S. Moriya, K. Ide, T. Hayakawa, H. 
Akima, S. Sato, S. Kubota, T. Tanii, M. Niwano, 






























1. S. Moriya, H. Yamamoto, H. Akima, A. 
Hirano-Iwata, S. Kubota, and S. Sato, Mean-field 
analysis of directed modular networks, Chaos, vol. 
29, no. 1, 013142, 2019. 
2. H. Yamamoto, S. Moriya, K. Ide, T. Hayakawa, 
H. Akima, S. Sato, S. Kubota, T. Tanii, M. Niwano, 
S. Teller, J. Soriano, A. Hirano-Iwata, Impact of 
modular organization on dynamical richness in 
cortical networks, Science Advances, vol. 4, no. 
11, eaau4914, 2018. 
3. H. Akima, S. Kurihara, S. Moriya, S. Kawakami, 
J. Madrenas, M. Yano, K. Nakajima, M. Sakuraba, 
and S. Sato, Motion Stereo Vision LSI for Spatial 
Perception, Proc. 2018 Int. Symp. on Nonlinear 
Theory and Its Applications (NOLTA2018), 663, 
2018. 
4. H. Uchida and T. Saito, Multi-phase 
synchronization phenomena in a ring-coupled 
system of digital spiking neurons, IEICE Trans. 
Fundamentals, E102-A, 1, pp. 235-241, 2019. 
5. S. Koyama, S. Aoki, and T. Saito, Simple 
feature quantities for analysis of periodic 
orbits in dynamic binary neural networks,  
IEICE Trans. Fundamentals, E101-A, 4, pp. 727-730, 
2018. 
6. S. Aoki, S. Koyama and T. Saito, FPGA based 
hardware implementation of simple dynamic binary 
neural networks, L. Cheng et al. (Eds.): ICONIP 
2018, LNCS 11307, pp. 647-655, 2018. 
7. Fumihiko Ishida, Koki Wakata, Numerical study 
on adjusting parameters to improve gaze 
estimation using planar approximations from 






8. S. Uenohara, T. Morie, H. Tamukoh, K. Aihara, 
A pulse-width-modulation mode CMOS integrated 
circuit implementation of threshold-coupled map, 
Nonlinear Theory and Its Applications, IEICE, Vol. 
9, Issue 2, pp. 268-280, April 2018. 
9. Q. Wang, H. Tamukoh, T. Morie, A Time-domain 
Analog Weighted-sum Calculation Model for 
Extremely Low Power VLSI Implementation of 
Multi-layer Neural Networks, arXiv.org, 
arXiv:1810.06819, Oct. 2018. 
(https://arxiv.org/abs/1810.06819) 
10. M. Yamaguchi, G. Iwamoto, H. Tamukoh, T. Morie, 
An Energy-efficient Time-domain Analog VLSI 
Neural Network Processor Based on a Pulse-width 
Modulation Approach, arXiv.org, 
arXiv:1902.07707, Feb. 16. 2019. 
(https://arxiv.org/abs/1902.07707) 
11. S. HASHIMOTO, Y. UWATE, Y. NISHIO, 
"Synchronization Phenomena of Chaotic Circuit 
Networks with Distributed Hub Including Positive 
and Negative Coupling", Proceedings of IEEE 
International Symposium on Circuits and Systems 
(ISCAS'18), DOI:10.1109/ISCAS.2018.8351723 (5 
pages), May 2018. 
12. Y. UWATE, T. OTT, Y. NISHIO, "Producing 
Complex Networks Using Coupled Oscillatory 
Circuits with Evolutionary Connections", 
Proceedings of IEEE International Symposium on 
Circuits and Systems (ISCAS'18), 
DOI:10.1109/ISCAS.2018.8351665 (5 pages), May 
2018. 
13. Y. UWATE and Y. NISHIO, "Amplitude Death in 
Large-Scale Polygonal Oscillatory Networks", 
Proceedings of International Symposium on 
Nonlinear Theory and its Applications (NOLTA'18), 
pp. 538-541, Sep. 2018. 
14. M. Natsui, T. Chiba, and T. Hanyu, "Design of 
MTJ-Based Nonvolatile Logic Gates for Quantized 
Neural Networks," Microelectronics Journal, 
Vol.82, pp.13-21, Dec. 2018. 
15. W. C. Gross, N. Onizawa, K. Matsumiya, and T. 
Hanyu, "Application of Stochastic Computing in 
Brainware," IEICE, Nonlinear Theory and Its 
Applications, vol.E9-N, no.4, pp. 406-422, 2018. 
16. N. Onizawa, S. Koshita, S. Sakamoto, M. 
Kawamata, and T. Hanyu, "An Area/Power-Aware 
32-Channel Compressive Gammachirp Filterbank 
Chip Based on Hybrid Stochastic/Binary 
Computation," IEICE, Nonlinear Theory and Its 
Applications, vol.E9-N, no.4, pp.423-435, 2018. 
17. 1. R. Inoshi, S. Doi, On the treatment of ionic 
concentration variables in a Hodgkin-Huxley-type 
model of human atrial myocytes, Proc. of 
NOLTA2018, pp.300-303 (2018). 
18. Y. Mizugaki, K. Matsumoto, M. Moriya, H. 
Shimada, A. Hirano-Iwata, and F. Hirose, 
"One-dimensional array of small tunnel junctions 
fabricated using 30-nm-diameter gold 
nanoparticles placed in a 140-nm-wide resist 
groove," Japanese Journal of Applied Physics, vol. 
57, no. 9, pp. 098006-1-3, 2018. 
19. Y. Mizugaki, H. Shimada, A. Hirano-Iwata, and 
F. Hirose, "Numerical simulation of 
single-electron tunneling in random arrays of 
small tunnel junctions formed by percolation of 
conductive nanoparticles," IEICE Transactions on 
Electronics, vol. E101-C, no. 10, pp. 836-839, 
2018. 
20. Manuel Sanchez, Takashi Hikihara, Symmetry 
Recovering of an AC/AC Converter Working in a 
Chaotic Regime, 2018 International Symposium on 
Nonlinear Theory and Its Applications, NOLTA2018, 
pp. 491-494, Tarragona, Spain, 2018. 
21. Nodoka Asayama, Takashi Hikihara, "Reachable 
Set Approach to Safe Operation for Microgrid", 
IEEE 40th International Communication and Energy 
Conference, will be available online, Torino, 
Italy, Oct. 9-11, 2018. 
22. 朝山和香，引原隆士，マイクログリッド運用に
対する可到達集合の利用，システム制御情報学会論
文誌, Vo. 32, No.4, 133-141 (2019). 
23. Y. Tanaka, T. Nomoto, T. Shiki, Y. Sakata, Y. 
Shimada, Y. Hayashida, T. Yagi, "Focal activation 
of neuronal circuits induced by microstimulation 
in the visual cortex" Journal of Neural 
Engineering- Article reference: 102580.R1, 2019. 
24. R. Ota, S. Suga, Y. Hayashida, "Neural 
Excitations by the Current Injected Through the 
Carbon Nanotube Surface of an Intracortical 
Electrode in Vivo" IEEE Life Sciences Conference, 
Montreal, Quebec, Canada, October 28-30, 2018. 
25. L. de Levy Oliveira, N. Suematsu, T. Yagi, 
"Spatiotemporal Analysis of Simultaneous 
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Sensitive Dye" IEEE Biomedical Circuits and 
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Yokota, Kazuya Sugiyasu, Tetsuo Kinoshita, Cooperation 
Scheme of Multi-UAVs for Evacuation Guidance Support 
Proc. of 2018 IEEE 7th Global Conference on Consumer 
Electronics (GCCE 2018), OS-DRR, pp. 189-190, Nara 
Royal Hotel, Nara, Japan, October 9-12, 2018. 
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 様式 1 
 
 
採択回数 １   ２   ３ 







駒谷  和範（大阪大学産業科学研究所） 
通研対応教員： 
北村  喜文（東北大学電気通信研究所） 
研究分担者： 





 物件費 97,000円 







































































































































図 1 提案手法の処理の流れ 
図 2 誤りの2つのタイプと提案手法のアイデア 













































（１） Ryu Takeda, Yoshiki Kudo, Kazuki 
Takashima, Yoshifumi Kitamura, Kazunori 
Komatani: Unsupervised Adaptation of 
Neural Networks for Discriminative Sound 
Source Localization with Eliminative 
Constraint. Proc. IEEE International 
Conference on Acoustics, Speech and 
Signal Processing (ICASSP), 
pp.3514-3518, 2018. 
 
図 4 収録した音源の位置のパターン 
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 （図1. ワイヤ型センサの作製概要と完成図） 
 
 (図2. タッピング圧力印加によるワイヤ型 
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 A Basic Design of AR-supported System 















題目：Suggestion of an E-learning-Content-
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(１)Masaki Omata, Masaya Iuchi, and Megumi 
Sakiyama: “Comparison of Eye-tracking Data 
with Physiological Signals for Estimating 
Level of Understanding,” Proc. of the 30th 
Australian Conference on Computer-Human 
Interaction (OzCHI '18). pp. 563-567, 2018. 
(２)Masaki Omata and Kazuya Nakazawa: 
“Regression Analyses between Physiological 
Indexes and Level of Understanding with VAS 
of a Listening Task,” Proc. of 5th 
International Conference on Physiological 
Computing Systems (PhyCS 2018), pp. 21-29, 
2018. 
(３)今井信太郎, 今野翔太, 北形元, 新井義和, 猪
股俊光: “災害時の間欠的アクセスを可能にする
不揮発性ネットワークの設計と評価,” 電子情報
通信学会論文誌 B, Vol. J101-B, No.05, pp. 
338-346, 2018. 
(４)Hiroshi Matsumura, Ryota Fukutani, Kazuto 
Sasai, Gen Kitagata, Tetsuo Kinoshita: 
“Agent-based Smart Data Provisioning 
Mechanism for Supporting Network and System 
Administration Tasks,” Proc. of 2018 IEEE 
7th Global Conference on Consumer 
Electronics (GCCE 2018), pp. 89-90, 2018. 
(５)Misumi Hata, Mustafa Soylu, Satoru Izumi, 
Toru Abe, and Takuo Suganuma: “SDN Based 
End-to-End Inter-Domain Routing Mechanism 
for Mobility Management and Its Evaluation,” 
Sensors 2018, Vol.18, Issue 12, 4228, 2018. 
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“Outdoor Sensor Localization using UAV in 
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おけるTFRC Hybla の性能評価を行った．TFRC Hybla 
の解析値とシミュレーション値を比較した結果ほと
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TCP enhancement for heterogeneous networks,” Int. 
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“Skype ビデオ輻輳制御とTCP 輻輳制御の共存時の
性能評価,” 2018年電子情報通信学会ソサイエティ
大会, 金沢大学, 2018年9月. 
(2) 薄 優斗, 石井明日香, 内海哲史, 中川和重, 
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サリム ザビル, “TFRC Hybla:衛星ネットワークに
おけるTCP Hyblaと親和性のある方程式に基づくレ
ート制御,” 2018年電子情報通信学会ソサイエティ
大会, 金沢大学, 2018年9月. 
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Kato, Jeyeon Kim, “A new analytical model of TCP 
Hybla for satellite IP networks,” Journal of Network and 
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(1)M. Kimura, Emerging Applications using Metal- Oxide 
Semiconductor Thin-Film Devices, JJAP, TBP 
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(7)M. Kimura, Brain-Type Integrated System using Thin-
Film Devices, FY 2018 RIEC Annual Meeting on 
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[学会発表（査読あり）] 
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究会 第15回研究集会, 179, 2018 
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究会 第15回研究集会, 80, 2018 
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as Synapses in Artificial Neural Networks, IMFEDK 2018, 
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装, 評価を行う必要がある.  
一例として, 図 1 に世界中で安全な共通鍵暗号
として認識されている AES（Advanced Encryption 
Standard）暗号回路のうち, 我々が開発を進めている









































PC (Personal Computer) を用いてCPAを行うにあ
たり, 数万データの入出力が困難である．したがって
PCと回路のデータ通信環境を構築する必要がある．当
FPGAボードのUSB (Universal Serial Bus) を用いて
データ通信を行うためのIP (Intellectual Property) 
コアおよびソフトウェアで使用するための DLL 
(Dynamic Link Library) が提供されている．PCと回
路のデータ通信にこれらを利用することとし, 目標
とする暗号回路評価システムを図4に示す．まず回路
側ではAES 回路と IP コアを接続する．ここでそれぞ
れの入出力データ幅が異なるため, FIFO (First In 
First Out) を仲介させる．次にPC側では, Excel VBA 
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〇 国内大会・研究会発表 
（１）中嶋彩乃, 小熊博, 本間尚文, “Unrolled 型
AES 暗号化回路の設計,” 電気関係学会北陸支部連
合大会講演論文集(CD-ROM), 2018 年9 月. 
（２）中嶋彩乃, 小熊博, 本間尚文, “AES 暗号化回
路の設計および実装,” 第3ブロック専攻科研究フォ
ーラム, 2019 年3 月. 
（３）小熊博, “Internet of Things: データ収集か
らセキュリティまで,” 富山大学次世代スーパーエ
ンジニア養成コース電機システム工学特論（メカトロ
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(大阪大）             
(6)「不確実性下での段階的IoTエッジ最適化」 
北上 眞二(福井工大）・白鳥則郎(中央大） 





























































図1  段階的IoTエッジ最適化モデル 
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図2 n-, p-Ge MOSキャパシタのNbtの温度依存性. 


















































図3 (a) Y2O3ゲート Ge MOSキャパシタのC-V特性. 
(b) Y2O3ゲートを有するGe n-MOSFETの出力特性. 
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We demonstrate vector-network-analyzer 
ferromagnetic resonance (VNA-FMR) measurements 
of damping constant for CoFeB-MgO magnetic tunnel 
junction structure with perpendicular easy axis 
at reduced coplanar waveguide size (center 
conductor width wCPW) and sample volumes. For 
characterizing CPW size and sample size 
dependence of damping constant, stack samples are 
deposited by dc/rf magnetron sputtering on 
Si/SiO2 and Sapphire substrate respectively. 
From the substrate side, the stack structure is 
Ta(5)/CoFeB(1)/MgO/CoFeB(1.8)/Ta(5)/Ru(5). 
Numbers in parentheses are nominal thicknesses in 
nanometers. The target composition of 
Co18.75Fe56.25B25 is used in this study. The samples 
are annealed at 300 °C under a 0.4 T magnetic field 
along the film normal direction. 
For damping constant characterization with 
varying CPW size, 50-Ω impedance-matched CPWs 
are fabricated using photolithography and Ar ion 
milling. Conductor material is Cr/Au sputtered on 
Sapphire substrate. Cr is used as an adhesion 
layer. The CPW length is 4 mm and the center 
conductor width (CPW size) wCPW is varied to 300, 
150, 100, 50, 10, and 5 µm. Except for wCPW of 50 
µm, both ends of center conductor are tapered 
down or up to 50 µm to facilitate easy attachment 
of microprobes. Blanket film sample with 
dimension of 2 mm x 2 mm is placed top-side down 
at the center of CPW as shown in Fig. 1.  
 
Fig. 1. Schematic for VNA-FMR measurement with 
varying CPW size (center conductor width) wCPW.  
  
 
Fig. 2. Schematic for VNA-FMR measurement with 
varying sample size. CPW is deposited on top of 
patterned sample of length Lsample and width 
Wsample.Top CoFeB layer thickness shown is 




For damping constant characterization with 
varying sample size, we fabricate samples with 
length Lsample equal to 2, 1, and 0.5 mm, each with 
varied width Wsample of 20, 10, 8, 6, 4, 2, and 1 
µm. The patterned samples are etched down to 
substrate surface by reactive ion etching. Same 
CPW material and design with wCPW equal to 10 µm 
is deposited directly on top of the patterned 
samples as shown in Fig. 2. For the resonance 
measurement, we connect the ends of the CPW to 
port 1 and port 2 of vector network analyzer 
respectively. The frequency is scanned for 
different applied out-of-plane external magnetic 
field Hout. Multiple passes of frequency scan is 
used to increase the signal-to-noise ratio. We 
fit a superposition of Lorentzian, 
anti-Lorentzian, and linear functions to the 
VNA-FMR spectrum, from which resonance frequency 
fr, and linewidth △f of each spectrum are 
determined. The linear function is added to 
remove the residual background signal after 






Figure 3 shows the S21 amplitude dependence of 
VNA-FMR signal from the CoFeB(1.8) layer of MTJ 
sample at varying wCPW. We note the presence of 
0.45 nm magnetic dead layer on top CoFeB [Nature 
Mater. 9, 721 (2010)], therefore the actual layer 
thickness is 1.35 nm. As expected, FMR amplitude 
increases when wCPW is decreased consistent with 
reported prediction [Physica E 69, 253, (2015)]. 
  
Fig. 3. CPW size dependence of VNA-FMR amplitude 
with constant external field Hout of 0.15T. Solid 
lines are result from fit. 
Additionally, no distortion or shift of 
resonance peaks are observed for this sample 
indicating that increase of hrf by reducing wCPW 
down to 10 um introduced no nonlinear effects. 
To determine damping constant α and 
inhomogeneous broadening △ f0, we use the 
following linear relation [IEEE Magn. Lett. 6, 
5700303 (2015)]  
 
△f = 2αfr + △f0                  (1) 
 
The α and △f0 are determined from the slope and 
intercept of linear fit of the fr dependence of 
△f. For out-of-plane VNA-FMR using ultrathin 
sample with perpendicular easy axis, we show that 
within experimental uncertainties the α and △
f0 are independent of CPW size as shown in Fig. 
4. The result reveal that at reduced CPW size, 
extrinsic contribution to damping parameter is 
minimal, and due to improved signal-to-noise 
ratio the measurement error is reduced. 
   Due to improvement of FMR signal amplitude at 
reduced CPW size, evaluation ofαand △f0 at 
reduced sample volumes could be readily achieved. 
Subsequently we evaluate the sample size 
dependence of α and △f0  using 10 µm CPW size as 
shown in Fig. 5.  
 
 
Fig. 4. CPW size dependence of (a) damping 






Fig. 5. Sample size (varying length Lsample and 
width Wsample) dependence of (a) damping constant 
and (b) inhomogenous broadening. Broken line is 
result using 2 mm x 2 mm blanket film by standard 
VNA-FMR measurement. Coplanar waveguide size is 
fixed at 10 µm. 
 
Using sample length Lsample of 2 mm, we 
characterized damping parameter of top CoFeB 
layer down to sample width Wsample of 1 µm. We show 
that within experimental error, α  is 
independent of sample size and is comparable to 
value measured by standard VNA-FMR [IEEE Magn. 
Lett. 6, 5700303 (2015)] using blanket film.  
The observed increase in △f0 at reduced Wsample 
might be attributed to edge effects to the 
extrinsic damping especially when Wsample is much 
smaller than the CPW width[IEEE TRANS. ON 
MAGNETICS, 47 (2011)]. Also as expected, 
reduction of sample volume reduces the FMR signal 
amplitude as demonstrated by systematic increase 
of measurement error bars. 
 
（３－１b）Achievement from a view point of 
international collaboration 
 
This collaborative work enhances knowledge and 
capability exchange between the Physics 
Department of Mindanao State University-Iligan 
Institute of Technology, Philippines, and the 
Laboratory of Nanoelectronics and Spintronics, 
Tohoku University, Japan. The Mindanao State 
University-Iligan Institute of Technology is 
pursuing to become a research university, and the 
exposure of its faculty to international 
cooperative researches is valuable for the 






The result established a method to characterize 
damping constant of samples with perpendicular 
easy axis at reduced sample volume. When 
signal-to-noise ratio is a concern, future 
VNA-FMR research may consider employing reduced 
CPW sizes. Also from the result obtained, 
intrinsic damping parameter is independent of 
sample size at the range of sizes studied. To 
study intrinsic damping parameter of patterned 
samples with perpendicular easy axis, one might 
consider measuring only the blanket film instead 
of processing into microscale or possibly 
nanoscale sizes to reduce characterization time. 
Possible industrial significance is the 
understanding that intrinsic damping value of 
CoFeB/MgO MTJ structure might possibly be 
preserved when scaling down to small devices. 
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図 1 銅ボール接続とミキサを用いた 3 次元指向性
測定技術の検証のための単素子パッチアンテナ 
 
 図 1 に銅ボール接続とミキサを用いた 3 次元指
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 物件費 97,000円 
 旅費  206,000円 
 若手特別支援費  120,000円 
 
［２］研究経過 
5G と呼ばれる第 5 世代の移動通信システムにつ
いての研究開発が活発化してきている．5G において





























図 1 銅ボール接続とミキサを用いた 3 次元指向性
測定技術の検証のための単素子パッチアンテナ 
 
 図 1 に銅ボール接続とミキサを用いた 3 次元指







































































































学総大， C-2-55， March 2019. 
（２）R. Onimaru, S. Yoshida, K. Nishikawa, “60 
GHz dual-polarized 2x2 phased array antenna using 
copper ball interconnection,” Global Symp. on 
Millimeter Waves, May 2019. (accepted) 
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小山 友明 (自然科学研究機構国立天文台 
水沢VLBI観測所） 






 物件費 97,000円 
























































































































N.Kawaguchi,“Atomspheric Water Vapor Profiling 
with a wideband digital spectrometer,”FY2018 
RIEC Annual Meeting on Cooperative Research 
Projects 
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 物件費 97,000円 




















その上方に，500 nm 厚の Co85Zr3Nb12膜を RF スパッ
タにより製膜した。膜の飽和磁化 4πMsは 1 T，異















Muroga et al., IEEE Trans. Magn.45, 4804 (2009)
等]がなされている。 































































































































































(1) S. Muroga et.al., "Effect of FMR Loss on 
Circuit Parameters of CPW with Co-Zr-Nb Film for 
Noise Suppression," 2019 Joint International 
Symposium on Electromagnetic Compatibility and 
Asia-Pacific International Symposium on 
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 物件費 97,000円 







































































































ト閾値の測定には FAST（Functional Adaptive 
































れた環境で，反射率が 25 % の表面が反射する光の
輝度が100 cd/m2だったとする．通常，25 % 反射率
の表面は中程度のグレイに知覚される．同じシーン










































































































（１） Misaki Hayasaka, Takehiro Nagai, 
Tomoharu Sato, Tomonori Tashiro, Yasuki 
Yamauchi, & Ichiro Kuriki: Contrast 
sensitivity functions measured on 
luminance-variegated background. 2018 
OSA Fall Vision Meeting, Nevada, USA, 
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[1] Neal Cardwell, Yuchung Cheng, C. Stephen Gunn, 
Soheil Hassas Yeganeh, Van Jacobson, “BBR 
Congestion-Based Congestion Control,” ACM Queue, 
September-October 2016, pp. 20-53. 
[2] Sangtae Ha, Injong Rhee, Lisong Xu, “CUBIC: A 
New TCP-Friedly High-Speed TCP Variant,”ACM 







 北形 元 （東北大学電気通信研究所） 








































を検知し， Initiation of Overflow モードでウィ
ンドウサイズを一旦下げた後，Overow モードで最大
RTT の 85% まで戻すことが CUBIC に対して有効で
あったことを示す．さらに，バッファサイズが10BDP
以上のときスループットの差が大きくなっているの


























(1) 鈴木規郎, 山口実靖, 内海哲史, “Deep Buffer 






 様式 1 
 
 
採択回数 １   ２   ３ 








谷村  優介 （東北大学大学院医学系研究科） 
通研対応教員： 
木下  哲男 （東北大学電気通信研究所） 
研究分担者： 
北形  元   （東北大学電気通信研究所） 
笹井  一人 （東北大学電気通信研究所 
平成30年10月より 
茨城大学大学院理工学研究科） 
高橋  秀幸 （東北大学電気通信研究所） 
小林  透   （長崎大学大学院工学研究科） 
菅原  研次 （千葉工業大学情報科学部） 
大山  勝徳 （日本大学工学部） 







 物件費 97,000円 





































































































































































(1) G. Kataoka, Y. Kaeri, Y. Manabe, K. Sugawara, 
T. Suganuma and N. Shiratori, “Proposal for 
Cognitive Architecture for Software Defined 
Wireless Networking,” Proc. of 2018 IEEE 
International Conference on Systems, Man, 
and Cybernetics (SMC), pp.2748-2753, Oct. 
2018. 
(2) K. Katayama, H. Takahashi, N. Yokota, K. 
Sugiyasu, G. Kitagata and T. Kinoshita, “An 
Effective Multi-UAVs-based Evacuation 
Guidance Support for Disaster Risk 
Reduction,” Proc. of the 6th IEEE 
International Conference on Big Data and 
Smart Computing (BigComp 2019), pp.473-478, 
Feb. 2019. 
(3) Y. Tanimura, K. Sasai and T. Kinoshita, 
“Proactive Service Management in Disaster 
Recovery Phase with Non-destructive 
Benchmarking Technique,” Proc. of the 6th 
IEEE International Conference on Big Data 
and Smart Computing (BigComp 2019), 
pp.506-511, Feb. 2019. 
(4) K. Sasai, T. Hoshino, R. Fukutani and T. 
Kinoshita, “Collaboration Mechanism 
Between Human Administrators and 
Agent-oriented Network Management 
Systems,” Proc. of the 6th IEEE 
International Conference on Big Data and 
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求 幸年（東京大学 大学院工学系研究科） 
小野 輝男（京都大学化学研究所） 
塚崎 敦（東北大学金属材料研究所） 
町田 友樹（東京大学 生産技術研究所） 
越野 幹人（大阪大学 大学院理学研究科） 
松野 丈夫（大阪大学 大学院理学研究科） 





 旅費  251,000円 
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古くから知られていたが [U. Fano, Phys. Rev. 124, 
1866 (1961)]，2000年代以降，量子輸送の分野にお
いても様々な系で観測されるようになった [例えば，
J. Göres et al., Phys. Rev. B 62, 2188 (2000); 
K. Kobayashi et al., Phys. Rev. Lett. 88, 256806 
(2002)]。現在では，ファノ効果は，代表的な量子輸
送過程の一つとして確立している [A. E. 
Miroshnichenko, S. Flach, Y. S. Kivshar, Rev. Mod. 
Phys. 82, 2257 (2010)]。今回，我々は二重量子ド
ットにおいて初めてファノ効果を観測した[S. 




























































































（１）Shota Norimoto, Shuji Nakamura, Yuma 
Okazaki, Tomonori Arakawa, Kenichi Asano, Koji 
Onomitsu, Kensuke Kobayashi, and Nobu-hisa 
Kaneko, "Fano effect in the transport of an 
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1. Title (and subtitle) of your proposed book:  
Nanoparticle assembly: from dynamic behaviours in fluid 
to various applications 
2. Editor(s) with Affiliation(s): 
Editors: Osamu Sakai (The Shiga University of Prefecture, 
editor) and Giichiro Uchida (Osaka University, co-editor) 
Our proposal is for a contributed (edited) book, with 
about 10 contributors and edited by the editor and the 
co-editor.  
3. Description: 
This book provides science and technological functions of 
nanoparticle assembly in fluids, which includes 
nanoparticles dispersed or aggregated in liquids, arranged 
in gaseous plasmas, and floating in gas flow. 
4. Audience:  
The book is written for scientists, engineers and 
technologists in academia and industry in materials 
science, nanotechnology and dusty plasmas, and also 
beneficial for researchers of metamaterials, batteries, and 
other optical and electric devices who are interested in 
self-assembly processes.  
5. Benefits to audience 
Assembly of particles in general is understandable in 
points of view of its collective dynamics and its resultant 
topology, which are slightly far from nanotechnology itself. 
Then, this book will help readers who intend to extend 
















（１）N. Kihara and O. Sakai, "Topological network 
properties of fractal-like metallic nanoparticle 
patterns and their effects on optical resonances," 
Applied Sciences, vol. 8, pp. 1310-1-13 (2018). 
（２）T. Naito, T. Tanaka, Y. Fukuma and O. Sakai, 
"Electromagnetic wave cloaking and scattering 
around antiresonance-resonance symmetrical pair in 
frequency domain," Physical Review E, vol. 99, pp. 
013204-1-9 (2019). 
（ ３ ） G. Itami, O. Sakai and Y. Harada, 
"Two-dimensional imaging of permittivity 
distribution by an activated meta-structure with a 
functional scanning defect," Electronics, vol. 8, pp. 
239-1-16 (2019). 
（４）G.. Uchida, T. Ito, J. Ikeda, T. Suzuki, K. Takenaka, 
and Y. Setsuhara, "Effect of plasma-activated 
medium produced by direct irradiation on cancer cell 
killing," Japanese Journal of Applied Physics, vol. 57, 
pp. 096201-1-096201-6 (2018). 
（５）Y. Kim, K. Koga, and M Shiratani, "Particle 
behavior and its contribution to film growth in a 
remote silane plasma," Journal of Vacuum Science & 
Technology A, vol. 36, 050601 (2018).  
（６）T. Fang, K. Yamaki, K. Koga, D. Yamashita, H. Seo, 
N. Itagaki, M. Shiratani, K. Takenaka, Y. Setsuhara, 
"The effect of the H2/(H2+Ar) flow-rate ratio on 
hydrogenated amorphous carbon films grown using 
Ar/H2/C7H8 plasma chemical vapor deposition," Thin 
Solid Films, vol. 660, pp. 891-898 (2018). 
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 研究代表者：岡嶋 克典 
（横浜国立大学） 

















仲泊 聡 （理化学研究所） 
西田 眞也（NTT ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ科学基礎研究所） 
福田 一帆（工学院大学） 
























































会場：東北大学 電気通信研究所 M431 号室 
 
1) 鍵本明里・高橋良香・岡嶋克典（横国大）「デバイス間










日時：平成31年 2月20日(火), 9:45-10:45, 13:30-17:30 


























































































































1) Kuriki I. (2018) “A novel method of color-appearance 
simulation using achromatic point locus with lightness 
dependence,” i-Perception, 9(2), 1-16. (謝辞記載あり) 
2) Nagai T, Hosaka Y, Sato T, Kuriki I. (2018) “Relative 
contributions of low- and high-luminance components 





4) Kamachi, G.M., Sawamura, Y., Yasuda, M., “Age 
perception for human faces covered with global 
concentric pattern,” European Conference on Visual 
Perception 2018. 
5) Sato T, Nagai T, Kuriki I. “Chromatic selectivity of 




7) Kiyokawa H., Tashiro T, Yamauchi Y, Nagai T. “Image 
cues for glossiness perception obtained from low 
luminance specular reflection components,” European 
Conference on Visual Perception 2018. 
8) Hiramatsu C. “Variations in human color vision beyond 
perceptual differences,” Asia Color Association 2018 
meeting. 
9)  Yamakawa M, Tsujimura S, Okajima K, "Individual 
Differences of ipRGC's Contribution in Brightness 
Perception," Asia Color Association 2018 meeting. 
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 旅費  159,000円 




























































































































































































































（１）mame/ruby-type-profiler: An experimental 
type-level Ruby interpreter for testing and 
understanding Ruby code. 
 https://github.com/mame/ruby-type-profiler 
 




郎，松本行弘．Progress report: Ruby 3 における
静的型解析の実現に向けて．第21回プログラミング
およびプログラミング言語ワークショップ
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間瀬 淳 (福岡工業大学総合研究機構) 


































































































































































































































1.  “Development and Calibration of a 
Prototype Radar for Sea-Tide Level 
Measurement”, Ryota Nakazono, Ryusei Noda, 
Daisuke Kaneko, Yasuhiro Takeuchi, and 
Yuichiro Kogi, 2018 International 
Conference on Engineering, Applied 
Sciences, and Technology (ICEAST) 
 
2. “Development and application of radar 
reflectometer using micro to infrared 
waves”, A. Mase, Y. Kogi, D. Kuwahara, Y. 
Nagayama, N. Ito, T. Maruyama, H. Ikezi, X. 
Wang, M. Inutake, T. Tokuzawa, J. Kohagura, 
M. Yoshikawa, S. Shinohara, A. Suzuki, F. 
Sakai, M. Yamashika, B. J. Tobias, C. 
Muscatello, X. Ren, M. Chen, C. W. Domier & 
N. C. Luhmann Jr., Advanes in Physics: X, Vol 
3, 2018 – Issue 1 
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坂本  大介（北海道大学大学院情報科学研究科） 
通研対応教員 
北村  喜文（東北大学電気通信研究所） 
研究分担者 
矢谷 浩司（東京大学大学院工学系研究科） 
加藤 淳 （産業技術総合研究所） 
杉浦 裕太（慶應義塾大学理工学部） 
中村 裕美（産業技術総合研究所） 
蜂須 拓 （筑波大学大学院システム情報工学 
研究科） 
松村 耕平（立命館大学情報理工学部） 
阪口  紗季（東京大学大学院情報学環） 
樋口  啓太（東京大学生産技術研究所） 
尾形 正泰（産業技術総合研究所） 
加藤 邦拓 (明治大学大学院先端数理科学 
研究科) 
池松 香  (お茶の水女子大学大学院 
人間文化創成科学研究科) 
西田 惇  (筑波大学グローバル教育院) 






 旅費  226,000円 









































１. 本プロジェクト研究会を母体として ACM 
SIGCHIの日本初の支部であるJapan ACM SIGCHI 
Chapterを初年度に設立した。 















日間にわたって RIEC International Symposium on 











Wednesday, December 12 
13:00-13:20 Registration 
13:20-14:40 Session 1 chair: Masa Ogata 
(National Institute of Advanced Industrial 
Science and Technology, Japan) 
 Opening 
Yoshifumi Kitamura (Tohoku University, 
Japan) 
 Cinévoqué: Responsive VR Cinema - From 
Concept to Infinite Possibilities 
Jayesh S. Pillai (IIT Bombay, India) 
 Providing Target Haptics Sensation to 
Everyday Objects: From Digital to Physical 
Reality 
Parinya Punpongsanon (Osaka University, 
Japan) 
 Seeing New Reality - Using Visual Analytics 
to Expand Perception and Interaction 
Tomasz Bednarz (University of New South 
Wales Art & Design, Australia) 
14:40-15:00 Coffee Break 
15:00-16:20 Session 2 chair: June Kim 
(University of New South Wales Art & Design, 
Australia) 
 Design Everything by Yourself 
Takeo Igarashi (The University of Tokyo, 
Japan) 
 Designing User Interfaces for the Ageing 
Populations 
Sayan Sarcar (University of Tsukuba, Japan) 
 Promoting HCI and UX Practices for 
Underrepresented People in Indonesia 
Auzi Asfarian (Bogor Agricultural 
University, Indonesia) 
 Designing Interaction for Computers, 
Mobiles, and Robots 
Daisuke Sakamoto (Hokkaido University, 
Japan) 
16:20-16:40 Coffee Break 
16:40-17:40 Session 3 chair: Jun Kato (National 
Institute of Advanced Industrial Science and 
Technology, Japan) 
 Technological Support for Bridging the 
Language Diversity Gap in Global Teams 
Naomi Yamashita (NTT Research Labs, Japan) 
 A New Design of Communication Applications 
Supporting Collaboration: A Case Study of 
Bhutan 
Thippaya Chintakovid (King Mongkut’s 
University of Technology North Bangkok, 
Thailand) 
 A Data-Driven Analysis of Workers' Earnings 
on Amazon Mechanical Turk 
Kotaro Hara (Singapore Management 
University, Singapore) 
17:40-18:40 Technology Visit to the Interactive 
Content Design Laboratory, RIEC, Tohoku 
University 
18:40-21:30 Discussion for Collaboration 
 
Thursday, December 13 
9:40-10:20 Session 4 chair: Kazuki Takashima 
(Tohoku University, Japan) 
 Discreet Computing 
Aaron Quigley (University of St Andrews, UK) 
 Towards Next Generation Mobile Learning 
Xiangmin Fan (Chinese Academy of Sciences, 
China) 
10:20-10:40 Coffee Break 
10:40-11:40 Session 5 chair: Keita Higuchi (The 
University of Tokyo, Japan) 
 Consideration for Technology Reducing Gaps 
between Academic and Practical Aspect as a 
HCI Researcher 
Jinkyu Jang (Seoul National University, 
Korea) 
 Optimizing Mobile/Wearable Interaction 




Chun Yu (Tsinghua University, China) 
 Sensing Technology and Interface for 
Personal Healthcare 

















































研究会プロジェクトおよび Japan ACM SIGCHI 
Chapterの活躍が期待される。 
本プロジェクトでは、本プロジェクトおよび
Japan ACM SIGCHI Chapter を主体として例年 CHI 
Conference において国際シンポジウムを開催して
いる。次回2019年は今年度開催したRIECシンポジ




ASIAN CHI SYMPOSIUM: EMERGING HCI RESEARCH 
COLLECTION 
 日時：2019年5月5日（日） 
 開催場所：Scottish Event Campus in Glasgow, 





（１） Saki Sakaguchi, Eunice Sari, Taku 
Hachisu, Adi Tedjasaputra, Kunihiro Kato, 
Masitah Ghazali, Kaori Ikematsu, Ellen 
Yi-Luen Do, Jun Kato, Hiromi Nakamura, 
Jun Nishida, Daisuke Sakamoto, Yoshifumi 
Kitamura, Jinwoo Kim, Anirudha Joshi, 
and Zhengjie Liu. 2018. Asian CHI 
Symposium: Emerging HCI Research 
Collection. In Extended Abstracts of the 
2018 CHI Conference on Human Factors in 
Computing Systems (CHI EA '18). ACM, New 
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石橋 隆幸 長岡技術科学大学 
安達 信泰 名古屋工業大学 





 旅費  209,000円 
































































































































1. 2018 年4 月4 日～6 日 次世代モバイル通信展
(東京ビッグサイト) 
2. 2018 年4 月23 日～27 日 Intermag2018 国際
会議 (シンガポール) 
3. 2018 年 11 月28 日～30 日 MWE2018 (パシ
フィコ横浜) 





1. K. Ishiyama, “Visualization of RF magnetic 
near-field,” ETOPIM11 (2018.7.16-19, Krakow 
Poland) 
2. D. Tatsuoka, Y. Matsumoto, S. Hashi and K. 
Ishiyama, “RF magnetic near-field 
measurements with magneto-optical effect,” 
ETOPIM11 (2018.7.16-19, Krakow Poland) 
3. K. Ishiyama, “Magnetic Near Field 




学会 PEM研究会 (2018.7.26, 東京) 
5. 石山和志 「ファラデー効果を利用した高周波磁
界計測」日本磁気学会研究会／磁気センサ専門研
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北村 喜文（東北大学 電気通信研究所） 
通研対応教員 
北村 喜文（東北大学 電気通信研究所） 
研究分担者 
Jinwoo Kim (Yonsei University, Korea) 
Eunice Sari (UX Indonesia) 
Anirudha Nanasaheb Joshi 
 (Indian Institute of Technology, Bombay, India) 
Zhengjie Liu (Dalian Maritime University, China) 
Thippaya Chintakovid (King Mongkut’s University 
of Technology North Bangkok) 






 旅費  269,000円 
 国際特別支援費 220,000円 
 
［２］研究経過 








その具体的な手段として，ACM (Association for 
Computing Machinery) の SIGCHI (Special Interest 










CHI の中で，Asian CHI Symposium: Emerging HCI 
Research Collection として開催した．2 回目は 12 月
12 日～13 日に仙台の電気通信研究所で，RIEC 
International Symposium on Human Computer 








中で，Asian CHI Symposium: Emerging HCI Research 
Collection として開催した．これは Japan ACM 
SIGCHI Chapter の若手メンバが中心となって企画
運営し，東南アジアのメンバと協力して開催した．
University of St AndrewsのAaron Quigley教授，はこ





  Aaron Quigley (University of St Andrews) 
Experience Medium Situated in Real-World Contexts 
  Yasuyuki Sumi (Future University Hakodate) 
User Experience Design for Smart Products 
  Youn-kyung Lim (KAIST) 
 
第2回目は，12月12日～13日に仙台の電気通信
研究所で，RIEC International Symposium on Human 

















Yoshifumi Kitamura (Tohoku University, Japan) 
Session 1:  
Cinévoqué: Responsive VR Cinema - From Concept to 
Infinite Possibilities 
Jayesh S. Pillai (IIT Bombay, India) 
Providing Target Haptics Sensation to Everyday 
Objects: From Digital to Physical Reality 
Parinya Punpongsanon (Osaka University, Japan) 
Seeing New Reality - Using Visual Analytics to Expand 
Perception and Interaction 
Tomasz Bednarz (University of New South Wales Art & 
Design, Australia) 
Session 2:  
Design Everything by Yourself 
Takeo Igarashi (The University of Tokyo, Japan) 
Designing User Interfaces for the Ageing Populations 
Sayan Sarcar (University of Tsukuba, Japan) 
Promoting HCI and UX Practices for Underrepresented 
People in Indonesia 
Auzi Asfarian (Bogor Agricultural University, Indonesia) 
Designing Interaction for Computers, Mobiles, and 
Robots 
Daisuke Sakamoto (Hokkaido University, Japan) 
Session 3:  
Technological Support for Bridging the Language 
Diversity Gap in Global Teams 
Naomi Yamashita (NTT Research Labs, Japan) 
A New Design of Communication Applications 
Supporting Collaboration: A Case Study of Bhutan 
Thippaya Chintakovid (King Mongkut’s University of 
Technology North Bangkok, Thailand) 
A Data-Driven Analysis of Workers' Earnings on 
Amazon Mechanical Turk 
Kotaro Hara (Singapore Management University, 
Singapore) 
Session 4:  
Discreet Computing 
Aaron Quigley (University of St Andrews, UK) 
Towards Next Generation Mobile Learning 
Xiangmin Fan (Chinese Academy of Sciences, China) 
Session 5:  
Consideration for Technology Reducing Gaps between 
Academic and Practical Aspect as a HCI Researcher 
Jinkyu Jang (Seoul National University, Korea) 
Optimizing Mobile/Wearable Interaction Based on 
Bayesian Inference 
Chun Yu (Tsinghua University, China) 
Sensing Technology and Interface for Personal 
Healthcare 













































Yoshifumi Kitamura (Tohoku University, Japan) 
Session 1:  
Cinévoqué: Responsive VR Cinema - From Concept to 
Infinite Possibilities 
Jayesh S. Pillai (IIT Bombay, India) 
Providing Target Haptics Sensation to Everyday 
Objects: From Digital to Physical Reality 
Parinya Punpongsanon (Osaka University, Japan) 
Seeing New Reality - Using Visual Analytics to Expand 
Perception and Interaction 
Tomasz Bednarz (University of New South Wales Art & 
Design, Australia) 
Session 2:  
Design Everything by Yourself 
Takeo Igarashi (The University of Tokyo, Japan) 
Designing User Interfaces for the Ageing Populations 
Sayan Sarcar (University of Tsukuba, Japan) 
Promoting HCI and UX Practices for Underrepresented 
People in Indonesia 
Auzi Asfarian (Bogor Agricultural University, Indonesia) 
Designing Interaction for Computers, Mobiles, and 
Robots 
Daisuke Sakamoto (Hokkaido University, Japan) 
Session 3:  
Technological Support for Bridging the Language 
Diversity Gap in Global Teams 
Naomi Yamashita (NTT Research Labs, Japan) 
A New Design of Communication Applications 
Supporting Collaboration: A Case Study of Bhutan 
Thippaya Chintakovid (King Mongkut’s University of 
Technology North Bangkok, Thailand) 
A Data-Driven Analysis of Workers' Earnings on 
Amazon Mechanical Turk 
Kotaro Hara (Singapore Management University, 
Singapore) 
Session 4:  
Discreet Computing 
Aaron Quigley (University of St Andrews, UK) 
Towards Next Generation Mobile Learning 
Xiangmin Fan (Chinese Academy of Sciences, China) 
Session 5:  
Consideration for Technology Reducing Gaps between 
Academic and Practical Aspect as a HCI Researcher 
Jinkyu Jang (Seoul National University, Korea) 
Optimizing Mobile/Wearable Interaction Based on 
Bayesian Inference 
Chun Yu (Tsinghua University, China) 
Sensing Technology and Interface for Personal 
Healthcare 





































[1] Saki Sakaguchi, Eunice Sari, Taku Hachisu, Adi 
Tedjasaputra, Kunihiro Kato, Masitah Ghazali, Kaori 
Ikematsu, Ellen Yi-Luen Do, Jun Kato, Hiromi 
Nakamura, Jun Nishida, Daisuke Sakamoto, 
Yoshifumi Kitamura, Jinwoo Kim, Anirudha Joshi, 
and Zhengjie Liu. 2018. Asian CHI Symposium: 
Emerging HCI Research Collection. In Extended 
Abstracts of the 2018 CHI Conference on Human 
Factors in Computing Systems (CHI EA '18). ACM, 
New York, NY, USA, Paper Sym05, 6 pages.  
DOI: https://doi.org/10.1145/3170427.3173459 
Symposium Web: http://hci.tokyo/chi2018/ 
 
[2] RIEC International Symposium on Human-Computer 
Interaction (The Third ACM SIGCHI Asian 
Symposium), 2018年12月12日～13日，仙台） 
Symposium Web: 
  https://sigchi.jp/symposium/2018/ 
 
  
Asian CHI Symposium: Emerging HCI Research Collection （4月22日, カナダ・モントリオール） 
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  通研対応教員：平野 愛弓 
（東北大学電気通信研究所） 
 研究分担者： 
宇野 重康 (立命館大学 理工学部) 
柳瀬 雄輝 (広島大学 医歯薬保健学研究院) 
奥薗 徹  (仙台厚生病院 消化器内科) 
礒田 博子 (筑波大学 生命環境科学研究科) 
松永行子 (東京大学 生産技術研究所) 
吉信 達夫 (東北大学 医工学研究科) 




































グとマルチパラメータ測定系への展開」    
                        宮本浩一郎  (東北大学)  
  
14:50「インピーダンスセンサを利用した in vitro 
血管透過性評価法の開発と医療応用」      
柳瀬  雄輝  （広島大学）  
  
15:10 「電気化学インピーダンス法による細胞・組
織のin vitro非侵襲計測」  




15:40 「 Multimodal approach via fibers and 
sensors to the brain」  
郭媛元（東北大 学際科学フロンティア） 
  
16:10 「皮膚イオントロニクスデバイスの開発」  
阿部結奈、吉田昭太郎、西澤松彦（東北大学） 
  
16:40  (話題提供) 「バイオマテリアルによって駆
動するソフトロボット」 
清水 正宏 (大阪大学) 
 















































































[1] S. Tanaka, K. Kimura, K. Miyamoto, Y. Yanase 
and S. Uno, “ Microscale Parallel Facing 
Electrodes for Adherent Cell Monitoring by 
Electrochemical Impedance Spectroscopy ” , 
International Microprocesses and Nanotechnology 
Conference (MNC2018), Hokkaido, Japan (November 
16 2018), 16P-11-119L.  
[2] K. Miyamoto, D. Suzuki, Y. Yanase, S. Uno, C. 
F. Werner, T. Yoshinobu, “Impedance mapping of 
the cultured cell layer and its application to a 
novel wound-healing assay” The 3rd 
International Symposium on Biomedical 
Engineering (ISBE2018), Hiroshima, Japan 




ーダンス分布可視化」 宮本浩一郎, 鈴木大輔, C.F. 
Werner, 柳瀬雄輝, 宇野重康, 吉信達夫 第65回応
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（Université Paris Descartes） 
Laurent Itti 


















 旅費  262,000円 

































○通研国際シンポジウム Tohoku U - NTU Symposium: 




○国際シンポジウム  Symposium of Yotta 
Informatics – Research Platform for Yotta-Scale 












共催した通研国際シンポジウム Tohoku U - NTU 






How to Integrate AI Robotics and Human Sciences 
to Promote Human’s Well-Being? 
Li-Chen Fu (NTU) 
AI robots for human well-being from the 
psychological aspects 
Su-Ling Yeh (NTU) 
Projects of Advanced Institute for Yotta 
Informatics 
Satoshi Shioiri (Tohoku U) 
Supporting System for Teaching Improvement 
through Reflection using Image Analysis Data of 
Lecture Recording 
Taira Nakajima,Yasuhiro Hatori,Katsumi 
Sato,Shinichi Watabe (Tohoku U) 
Breast Ultrasound Computer-aided Diagnosis Using 
Deep Learning 
Ruey-Feng Chang (NTU) 
3D Ultrasound Image Reconstruction Using a 
Probe-Camera System 
Koichi Ito (Tohoku U) 
Genomics x AI 
Chien-Yu Chen (NTU) 
An Information Theoretic Framework for 
Unsupervised Representation Learning 
Yan Zhang, Mete Ozay,Takayuki Okatani (Tohoku U) 
A Machine Learning Analysis on Human Categorical 
Face Perception 
Chien-Chung Chen (NTU) 
Assessing and Expression Human(-like) Behavior 
for Meta-Communication 
Akinori Ito (Tohoku U) 
Design and Clinical Tests of an Automatic Trainer 
Inspired by Neuro-Developmental Treatment 
Fu-Cheng Wang, Yu-You Lin,Wei Yuan, and 
Chung-Huang Yu (NTU) 
Human Assistive Devices Developed based on 
Passive Robotics Concept 




国 際 シ ン ポ ジ ウ ム Symposium of Yotta 
Informatics – Research Platform for Yotta-Scale 
Data Science 2019 においては，海外からの招聘者
として，University of Southern California の







Exploring visual system using deep neural network 
Ryusuke Hayashi (National Institute of Advanced 
Industrial Science and Technology) 
The effect of innovation on future impact of 
scientific grants 
Daniel E. Acuña (Syracuse University) 
Escaping from bad decision: How to integrate 
values of information 
Kazuhisa Takemura (Waseda University) 
Attention and saliency in eye tracking with 
application to detecting disease 
Laurent Itti (University of Southern California) 
Spatial analysis of the degrees of satisfaction 
and health in Japan 
Takaki Sato and Yasumasa Matsuda (Tohoku 
University) 
Supporting system for teaching improvement 
through reflection using image analysis data of 
lecture recording: annual report 
Taira Nakajima, Yasuhiro Hatori, Katsumi Sato, 
and Shinichi Watabe (Tohoku University) 
Historical Document Retrieval by Image 
Generation 
Shinichiro Omachi (Tohoku University) 
Spoken term detection from speech database of 
zero-resource language based on DNN-based 
speaker-independent features 
Akinori Ito (Tohoku University) 
Human Cognitive Processing during Pattern 
Selection (Part 2) 
Jiro Gyoba (Tohoku University) 
Granular informatics for modeling cognitive 
styles in ASD and TD populations 
Hideki Kozima (Tohoku University) 
Estimation of human judgments of food images 












































(2) L. Nguyen, T. Ishigaki, “Domain‐to‐Domain 
Translation Model for Recommender System” 
arXiv:1812.06229, 2018 
(3) T. Ishigaki, N. Terui, T. Sato and G.M. 
Allenby, “Personalized Market Response 
Analysis for a Wide Variety of Products from 
Sparse Transaction Data” International 
Journal of Data Science and Analytics, Vol.5, 
No.4, pp.233-248, 2018 
(4) 行場次朗，「可視化を考える際の認知心理学的制
約とその利用」学術の動向 2018 年 4 月号（印
刷中） 
(5) 行場次朗，「臨場感と迫真性の感性心理学的特





(7) Nasukawa, Kuniya, Phillip Backley, Yoshiho 
Yasugi, and Masatoshi Koizumi, “Challenging 
cross-linguistic typology: Right-edge 
consonantal prominence in Kaqchikel.” 
Journal of Linguistics, 1-31. 
doi:10.1017/S0022226718000488. November, 
2018. 
(8) Shioiri, S., Kobayashi, M., Matsumiya, K. & 
Kuriki, I., “Spatial representations of the 
viewer's surroundings.”Scientific reports 
8, 7171, (2018) 
(9) Hao Wang, Kazuya Matsubara, Yuji Wada, 
Chia-huei Tseng, Kazumichi Matsumiya, Ichiro 
Kuriki and Satoshi Shioiri, “The Evaluation 
of Images based on Human Preference with 
Convolutional Neural Networks”APCV 2018 
(10) Ishigaki, T., Terui, N., Sato T. and 
Allenby, G., “Personalized market response 
analysis for a wide variety of products from 
sparse transaction data” International 
Journal of Data Science and Analytics, 
vol.5(4), 233-248. 
(11) Li, Y. and Terui, N., “Social Media and 
the Diffusion of an Information Technology 
Product” J. Chen et al.(Eds.) Knowledge and 
Systems Sciences, vol.949, 171-185, 
Springer.(2018) 
(12) 渡部信一, 『AI に負けない「教育」』 大
修館書店 2018年8月 
(13) 山下 祐一郎, 中島 平, 「小学生を対象と
したフリック入力の学習方法の開発」日本教育
工学会誌, 42-Suppl.,pp.13-16,  2018 
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1.  T. Yanai, J. Honda, R. Hamamura, Y. Omagari, S. 
Furutani, H. Yamada, N. Fujita, T. Morimura, M.Nakano, 
and H. Fukunaga, “Effect of Na and Cl ions on 
coercivity of electroplated Fe-Pt film-magnets,” 
Journal of Electronic Materials, Volume 48, Issue 3, 
(2019.3) pp. 1412-1415. 
2. T. Yanai, T. Yamaguchi, M. Nakano, and H. 
Fukunaga,“High-Speed Electroplating of Fe Films 
Using DES-Based Plating Baths,” Journal of 
Electronic Materials, Volume 48, Issue 3, (2019.3) pp. 
1330-1334. 
3. H. Machida, T. Fujiwara, C. Fujimoto, Y. Kanamori, 
J. Tanaka, and M. Takezawa, “Magnetic Domain 
Structures and Magnetic Properties of Lightly 
Nd-Doped Sm-Co Magnets with High Squareness and High 
Heat Resistance,” IEEE Trans. Magn., vol. 55, no. 2, 
pp. 2100604-1–2100604-4(2019) 




5. 瀧 泰洋, 竹澤 昌晃, 深瀬 美紀子, 佐藤 誉将, “軟
磁性粉末の磁気特性と磁区構造の関係”, 電気学会マグ
ネティックス研究会資料, MAG–18–188(2018) 
6. M. Yamaguchi, T. Yanai, H. Nakayama, R. Sai, H. 
Fujiwara, Y. Kitai, M. Sato, and U. Sangawa, “Skin 
Effect Suppressed Ni–Fe/Cu Electroplated Multilayer 
Wiring for High Data-Rate and Low Delay-Time I/O 
Interface Board”, IEEE Transactions on Magnetics, 
Vol. 54, Issue 11 (2018.11) #4002705.  
7. H. Fukunaga, T. Harada, T. Yanai, and M. Nakano, 
“Increase in Nucleation Field of Nanocrystalline 
Nd(Fe,Co)B Magnets Due to Strengthening of Exchange 
Interaction -Computer Simulation”, IEEE 
Transactions on Magnetics, Vol. 54, Issue 11 (2018.11) 
# 2102905. 
8. T. Yanai, J. Kaji, K. Koda, K. Takashima, M. Nakano, 
and H. Fukunaga, “Magnetic properties of exchange 
coupled Fe-Ni/Fe22Ni78 double-layered thick films”, 
IEEE Transactions on Magnetics, Vol. 54, Issue 11 
(2018.11) # 2002503.  
9. Mitsunori Miyamoto, Toshiya Kubo, Yuta 
Fujishiro,Kenta Shiota, Makoto Sonehara, Toshiro Sato, 
“Fabrication of Ferromagnetic Co-MgF2 Granular Film 
with High Transmittance and Large Faraday Effect for 
Optical Magnetic Field Sensor”, IEEE Transactions on 
Magnetics, 54, 11, #2501205-1-5 (5 pages), 2018(Nov.) 
10. Kanako Sugimura, Naoki Yabu, Makoto Sonehara, 
Toshiro Sato, “Novel Method for Making Surface 
Insulation Layer on Fe-Based Amorphous Alloy Powder 
by Surface-Modification using Two-Step Acid Solution 
Processing”,IEEE Transactions onMagnetics, 54, 11, 
#2801805-1-5 (5 pages), 2018(Nov.) 
11, Naoki Yabu, Kanako Sugimura, Makoto Sonehara, 
Toshiro Sato, “Fabrication and Evaluation of 
Composite Magnetic Core Using Iron-Based Amorphous 
Alloy Powder with Different Particle Size 
Distributions”, IEEE Transactions on Magnetics, 54, 




in Katsushika 講演論文集, pp.250-255 (2018.10) 
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15. 斉藤 紘臣, 堀 裕貴, 竹澤 昌晃, 榛葉 和晃, 三嶋 
千里, 御手洗 浩成, “Nd-Cu-Al 拡散されたNd-Fe-B系
HDDR微細結晶粒磁石粉の磁区観察”, 電気学会マグネテ
ィックス研究会資料, MAG–18–083(2018) 
16. M. Takezawa, K. Fukushima, K. Morimoto, and N. 
Matsumoto, “Changes in the Magnetic Domain Structure  
of Nd-Fe-B Sintered Magnets by Applying Compressive 
Stress and Heat,” Abstracts of the 21st International 
Conference on Magnetism (ICM2018), N8-05(2018) 
17. M. Takezawa, H. Taneda, and K. Morimoto, 
“Magnetic Domain Observation of Permanent Magnet 
with a Kerr Microscope,” Proceedings of the 5th 
International Conference of Asian Union of Magnetics 
Societies (IcAUMS2018), G7-1041(2018) 
18. Satoshi Mori, Takeshi Mitsuoka, Kanako Sugimura, 
Ryosuke Hirayama, Makoto Sonehara, Toshiro Sato, 
Nobuhiro Matsushita, “Core-shell structured 
Mn-Zn-Fe ferrite/Fe-Si-Cr particles for magnetic 
composite cores with low loss”,  Advanced Powder 
Technology, 29, 6, pp.1481-1486, 2018(Jun.) 
19. T. Yanai, T. Akiyoshi, T. Yamaguchi, K. Takashima, 
T. Morimura, M. Nakano, and H. Fukunaga, “Effect of 
primary amines on magnetic properties of Fe-Ni films 
electroplated in a DES-based plating bath”, AIP 
Advances, Vol. 8, Issue 5 (2018.5) #056106. 
20. M. Nakano, H. Kondo, A. Yamashita, T. Yanai, M. 
Itakura, and H. Fukunaga, “Preparation of 
Nd-Fe-B/α-Fenano-composite thick-film magnets on 
various substrates using PLD with high laser energy 
density above  10 J/cm2”, AIP Advances, Vol. 8, Issue 
5 (2018.5) #056223. 
21. M. Nakano, A. Kurosaki, H. Kondo, D. Shimizu, Y. 
Yamaguchi, A. Yamashita, T. Yanai, and H. Fukunaga, 
“Magnetic properties of Pr-Fe-B thick-film magnets 
deposited on Si substrates with glass buffer layer”, 
AIP Advances, Vol. 8, Issue 5 (2018.5) #056231. 
22. T. Yanai, K. Koda, J. Kaji, H. Aramaki, K. Eguchi, 
K. Takashima, M. Nakano, and H. Fukunaga, 
“Electroplated Fe-Co-Ni films prepared in 
ammonium-chloride-based plating baths”, AIP 
Advances, Vol. 8, Issue 5 (2018.5) #056127. 
23. T. Yanai, K. Eguchi, K. Koda, J. Kaji, H. Aramaki, 
K. Takashima, M. Nakano, and H. Fukunaga, 
“Investigation of coercivity for electroplated Fe-Ni 
thick films”, AIP Advances, Vol. 8, Issue 5 (2018.5) 
#056123. 
24. T. Yanai, J. Honda, R. Hamamura, Y. Omagari, H. 
Yamada, N. Fujita, K. Takashima, M. Nakano, and H. 
Fukunaga, “Improvement in surface conditions of 
electroplated Fe-Pt thick-film magnets”, AIP 
Advances, Vol. 8, Issue 5 (2018.5) #056437. 
25. T. Yanai, J. Honda, R. Hamamura, H. Yamada, N. 
Fujita, K. Takashima, M. Nakano, and H. Fukunaga, 
“Effect of Na ions in plating baths on coercivity of 
electroplated Fe-Pt film-magnets”, Journal of Alloys 
and Compounds, Vol.752, 2018.4, pp.133-136. 
26. T. Yanai, K. Koda, K. Eguchi, T. Morimura, K. 
Takashima, M. Nakano, and H. Fukunaga, “Effect of an 
annealing on magnetic properties of Fe-Ni films 
electroplated in citric-acid-based plating 
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（１）Takashi Onaya, Toshihide Nabatame, Tomomi 
Sawada, Kazunori Kurishima, Naomi Sawamoto, 
Akihiko Ohi, Toyohiro Chikyow, Atsushi 
Ogura. “Improved leakage current 
properties of ZrO2 /(Ta/Nb)Ox -Al2O3 /ZrO2 
nanolaminate insulating stacks for dynamic 
random access memory capacitors”, Thin 
Solid Films. 655 (2018) 48-53 
10.1016/j.tsf.2018.02.010 
 
（２）Shinjiro YAGYU, Michiko YOSHITAKE, Toyohiro 
CHKYOW. “Determination of Threshold of 
Photoelectron Yield Spectroscopy (PYS) Using 
Machine Learning”. Vacuum and Surface 
Science. 61 [4] (2018) 196-199 
10.1380/vss.61.196 
 
（ ３ ） Takahiro Nagata, Yoshihisa Suzuki, 
Yoshiyuki Yamashita, Atsushi Ogura, Toyohiro 
Chikyow. “Study of Sn and Mg doping effects 
on TiO2/Ge stack structure by combinatorial 
synthesis”. Japanese Journal of Applied 
Physics. 57 [4S] (2018) 04FJ04 
10.7567/jjap.57.04fj04 
 
（４）Kazuyoshi Kobashi, Ryoma Hayakawa, Toyohiro 
Chikyow, Yutaka Wakayama. “Device Geometry 
Engineering for Controlling Organic 
Antiambipolar Transistor Properties”. The 
Journal of Physical Chemistry C. 122 [12] 
(2018) 6943-6946 10.1021/acs.jpcc.8b00015 
 
（５）Tetsuo Endoh,  
“International industry-academic collabo 
-ration (CIES consortium) enhances 
creation of innovative integrated 
electronic technologies from materials/ 
equipment/devices to LSI/software/system 
for IoT/AI”, 共同プロジェクト報告会, ポ
スターH29/B03, 2019.02.21. 
 
（６）Kazuki Itoh and Tetsuo Endoh, 
“Loss analysis and optimum design of a 
highly efficient and compact CMOS DC–DC 
converter with novel transistor layout 
using 60 nm multipillar-type vertical body 
channel MOSFET”, Japanese Journal of 
Applied Physics(JJAP), Vol. 57, No. 4S, pp. 
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渡部 平司（大阪大学 大学院工学研究科） 
通研対応教員 
























































































































































































（1）Y. Wada, K. Inoue, T. Hosoi, T. Shimura, and 
H. Watanabe, “Demonstration of mm-long 
Nearly Intrinsic GeSn Single-crystalline 
Wires on Quartz Substrate by 
Nucleation-controlled Liquid-phase 
Crystallization”, 2018 International 
Conference on Solid State Devices and 
Materials (SSDM), E-6-13, Tokyo, Japan, 
2018.09.9-13. 
（2）H. Watanabe, T. Tomita, H. Oka, K. Inoue, T. 
Hosoi, and T. Shimura,“Highly n-Type Doped 
Ge and GeSn Wires Fabricated By Lateral 
Liquid-Phase Epitaxy”, Americas 
International Meeting on Electrochemistry 
and Solid State Science (AiMES 2018), 
G03-1057, Cancun, Mexico, 2018.9.30-10.4. 
(3) T. Hosoi, H. Oka, T. Shimura, and H. 
Watanabe,“Optoelectronic Integration 
Based on High-quality GeSn Grown by Liquid 
Phase Crystallization”, International 
Conference on Atomically Controlled 
Surfaces, Interfaces and Nanostructures 
(ACSIN-14), 25D10, Sendai, Japan, 
2018.10.21-25. 
（4）Tetsuo Endoh, Yitao Ma,  
“Ultralow-Power and Compact Nonvolatile 
Brain-Inspired VLSIs Based on CMOS/MTJ 
Hybrid Technology”, 2018 International 
Conference on Solid State Devices and 
Materials (SSDM), A-2-01, Tokyo, Japan, 
2018.09.9-13. 
（5）Tetsuo Endoh, Yitao Ma,  
“International industry-academic collabo 
-ration (CIES consortium) enhances 
creation of innovative integrated 
electronic technologies from materials/ 
equipment/devices to LSI/software/system 
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  研究代表者： 藤井 威生 
（電気通信大学 先端ワイヤレス・ 
コミュニケーション研究センター） 









































































































































































































































































ショップ International Workshop on Smart Radio for IoT 
Era （SR-IoT 2019）を 2019 年 7 月にクロアチア・
ザグレブにて開催される国際会議  The 11th 




（１）T. Fujii, “Smart spectrum management for V2X,” 
Proc. IEEE DySPAN2018, Seoul, Korea, Oct. 2018. 
(Invited Paper) 
（２）S. Kameda, et al., “Experimental evaluation of 
synchronization accuracy considering sky view factor for 
QZSS short message synchronized SS-CDMA,” IEICE 
ComEX, vol.7, no.9, pp.322-327, Sept. 2018. 
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亀田 卓 （東北大学・電気通信研究所） 
河合 邦浩（NTTドコモ・先進技術研究所） 





関 智弘 （日本大学・生産工学部） 
谷口 英司（三菱電機・本社 開発業務部） 
楢橋 祥一（摂南大学・理工学部） 
西川健二郎（鹿児島大学・大学院理工学研究科） 









Dmitry V. Kholodnyak（St. Petersburg  
Electrotechnical Univ.） 
大久保 賢祐（岡山県立大学・情報工学部） 
九鬼 孝夫（国士舘大学 理工学部） 
延べ参加人数：26人 
研究費： 
 旅費  302,000円 
 国際特別支援費 220,000円 
 産学特別支援費 60,000円 
［２］研究経過 



























1. Prof. N. Itoh, “Study of Concurrent Dual-band 
Low-noise Amplifiers” 
2. Prof. А. Grigoriev, “Terahertz Amplifier Klystrons. 
Problems and Solutions” 
3. Prof. K. Nishikawa,”Analysis of Rectifier Operation 
with Modulated Input Signals” 
4. Dr. Bair Buiantuev, “Applications of Non-Foster 





5. Prof. M. Motoyoshi, “60-GHz 260-µW Ultra Low 
Power ASK Transmitter for Millimeter-wave IoT” 
6. Dr. A. V. Lagosh, “Silicon Carbide Micromechanical 
RF Switches for Harsh Environments” 
7. Prof. K. Okubo, “Nonreciprocal CRLH Transmission 
Line Using Antiparallel Magnetized Ferrite Loaded 
Waveguide” 
8. Prof. R. A. Platonov, “Ferroelectric Materials at 
Microwave Frequencies: Technology, Properties, 
Application” 
9. Dr. Al. A. Nikitin “Electromagnonic Crystals Based 
on Thin-film Multiferroic Heterostructures” 
10. Prof. V.A. Ivanov “Microwave Technology for 
E-waste Recycling” 
11. Prof. S. Yoshida, “60-GHz-band Array Antenna with 
Feeding Network Using Excavated Structure for 
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Transmitters as Illuminators of Opportunity” 
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３．注入同期法を用いた 12 bit/s/Hz, 58.2 Tbit/s, 






















































































と角度の間の 2 次元変換、2 次元スペクトルに
よる特性評価を実証した。 
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講演者：Brian Rogers (Department of Experimental 
Psychology, University of Oxford, Oxford, UK) 
題目：Delusions about Illusions: a critique of the illusion 
concept 
要旨：Do illusions exist or are we deluded about the 
concept?  I am going to argue that the concept of illusion 
is a delusion.  Traditionally, we draw a distinction 
between veridical and illusory perception by saying that in 
the former case our perceptions correspond with the 
physical reality whereas in the latter case there is a 
discrepancy.  However, while there might be general 
agreement on what we perceive in particular 
circumstances, it is less clear how should we define what 
is the ‘physical reality’.  It cannot be the ‘proximal’ 
stimulus (i.e. the retinal image) because, if it were, all the 
perceptual constancies would have to be regarded as 
illusions.  Similarly, the 'distal stimulus' cannot be the 
reality because those situations in which the pattern of 
light reaching the eye is ‘projectively equivalent’ to 
another real world scene (such as the Ames Room or 
viewing a stereogram) would have to be regarded as 
illusions.  A possible way out of the problem of what 
constitutes the ‘reality’ would be to define an illusion as a 
discrepancy between the information contained in the 
spatio-temporal patterning of light reaching the eye and 








講演者：Laurie Wilcox (Department of Psychology, York 
University, Toronto, Canada) 
題目：The impact of configuration on depth percepts from 
binocular disparity 
要旨：Stereopsis has a reputation for its ability to 
support extremely precise and accurate depth 
perception, particularly in the absence of other depth 
cues.  However stereoscopic depth percepts are also 
subject to distortions; in this presentation I discuss 
situations in which stimulus configuration and 
perceptual organization degrade depth percepts from 
stereopsis. Our results show that the percept of depth 
obtained from stereopsis in isolation does not predict its 
impact in a natural context when it is integrated with 

























講演者： Michael Barnett-Cowan (Department of 
Kinesiology, University of Waterloo, Canada) 
題目：Multisensory integration: Self-motion perception in 
virtual environments 
要旨：Virtual reality (VR) is an interactive computer 
interface that immerses the user in a synthetic 
three-dimensional environment giving the user the illusion 
of being in that virtual setting. VR has rapidly grown in its 
accessibility to the general public and to researchers due to 
lower cost hardware and improved computer graphics. In 
this talk I will highlight a number of approaches we use in 
the multisensory brain and cognition lab to better 
understand the neural systems and processes that underlie 
self-motion perception in real and virtual environments. I 




available virtual content as well as constructing virtual 
content with gaming engines for experimental purposes. 
Importantly, while much of focus of virtual reality 
development and use has been placed on the role of vision, 
I will discuss the multisensory nature of the virtual reality 
experience, particularly the interaction between bodily 
cues that affect the user experience. Finally, I will discuss 
our recent work on understanding and predicting 
individual differences in cybersickness, a negative side 
effect of VR exposure whose nauseating symptoms limit 












（１）Seno,T., Murata, K., Fujii, Y., Kanaya, H., Ogawa, 
M., Tokunaga, K., & Palmisano, S. (2018). Vection Is 
Enhanced by Increased Exposure to Optic Flow. 
i-Perception, 9(3), 1-16. doi: 10.1177/2041669518774069 
（２）Seno,T., Fujii, Y., & Yoshinaga, T. (2018). Active 
Control of the Direction of Self-Motion by Head 
Movements and Vection Strength --The Comparison 
between the Virtual Driver and Virtual Passenger--. 
VISION, Vol. 30, No. 2, 65–71. doi: 10.24636 
/vision.30.2_65 
（３）Mori, M., & Seno,T. (2018). Inhibition of vection 
by grasping an object. Experimental Brain Research,  
doi: 10.1007/s00221-018-5375-3 
（４）妹尾 武治・徳永 康祐・浦底 利千花 視覚イ
メージのプロに対するベクションについてのインタ
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Su-ling Yeh (National Taiwan University) 
    Hsin-I Liao (NTT CS Laboratories) 
    Jun Saiki (Kyoto University) 
    Doris Chow (University of Massachusetts, Boston) 
    Masahiko Terao (Yamaguchi University) 
    Hsin-Ni Ho (NTT CS Laboratories) 
Yaffa Yeshurun (University of Hairfa, Israel) 
Zhaoping Li (University of College London) 
    Satoshi Shioiri (東北大学電気通信研究所） 
 
延べ参加人数 (Total Number of Participants) 46人 
 
研究費 
 旅費  283,000円 
 国際特別支援費 220,000円 
 産学特別支援費 60,000円 
 
［２］研究経過 
Our interest group is interested in search behavior 
which is now a dynamic research field at the intersection 
of perception, attention, memory and decision making. We 
have organized several seminar talks this year to bring 
together group members to exchange research progress 
and brainstorm the solutions for future applications on 
search challenges in human behavior, computational 
optimization, and industrial applications.  
 
We will report several seminar talks taken place at 
RIEC this year. The team members gathered as mini 
groups in this year and fully utilized the opportunities to 
further develop each other’s study plan. 
 
At the second year of this project, we have achieved: 
(1) Bring in possible factors that may modulate our 
search behaviors (e.g. sleep) and learn from 
experts on the possible reach-out research points  
(2) Create a supportive environment to exchange 
research progress and ideas 
(3) Assist members to formulate and conceptualize 






August 21, 2018 @ RIEC Seminar Room 
Dr. Esther Yuet Ying Lau, The Education University 
of Hong Kong  
Title: Neurocognitive, affective and social consequences of 
sleep deprivation: from sleep apnea, depression, to 
sleeplessness in college 
She introduced a series of studies conducted at the sleep lab 
under her supervision to examine young people’s cognitive 
function change under habitual sleep deprive.  
 
Dr. Heiner Deubel(Ludwig-Maximilians-Universität) 
Title: On the coupling and uncoupling of saccades 
and attention 
He gave a review on how saccades movements can 







October 23, 2018 @ RIEC Seminar Room 
Dr. Yung-Hao Yang (Human Information Science 





Title: Out of Sight, Out of Mind? The Scope and Limit of 
Unconsciously Semantic Processing 
In this talk, a series studies from behavioral, EEG, and 
fMRI methods are introduced and the results suggest that 
we are able to process semantic information without 
consciousness. 
 
November 24, 2018 @ RIEC Seminar Room 
Dr. Su-Ling Yeh (National Taiwan University) 
Title: AI robots for human well-being from the psychological 
aspects 
It is an introductory talk to demonstrate how human studies (e.g. 
psychological social studies) can be used to facilitate our 
understanding of robot-human interaction. 
 
Dr. Satoshi Shioiri (Tohoku U) 
Title: Projects of Advanced Institute for Yotta Informatics  
When consumers face overloading from information flow, a 
system that helps users to decide which info to keep and to remove 
is very desirable. An attempt to combine eye-tracking and neural 




We were able to host Dr. Doris Chow between March 
11-15, 2019 with this special grant support. Dr. Chow 
obtained her PhD in Cognitive Neuro Development and 
started her post-doc position pursuing eye-movement 
techniques to provide diagnosis detection for ageing 
population. She has lent her expertise to guide us in 
establishing a research project in search for the 
developmental trajectory of sensory integration and 





The diversity of this research interest group has enabled us 
to develop new collaboration opportunities between RIEC 
and its partners.  
 
RIEC scientists and scholars hosted the second Tohoku- 
NTU Symposium on AI x Human Studies (Nov 23-25, 
2015) at Tohoku University. It is a continuation of 
inter-institutional collaboration toward a new area to be 
fostered. 
The group members are also in the process to look for 
funding opportunities to crystalize the meeting discussions 




Yang, Y. H. & Yeh , S. L .(2018). Can emotional content be 
extracted under interocular suppression?. PLoS ONE, 13(11): 
e0206799 
 
Yang, Y. H., & Yeh, S. L. (2018). Unconscious processing of facial 
expression as revealed by affective priming under continuous flash 
suppression. Psychonomic Bulletin & Review, 1-9. 
 
Yang, P. L., Tsujimura, S. I., Matsumoto, A., Yamashita, W., & 
Yeh, S. L. (2018). Subjective time expansion with increased 
stimulation of intrinsically photosensitive retinal ganglion cells. 
Scientific reports, 8(1), 11693. 
 
Lo, S. Y., & Yeh, S. L. (2018). Does "a picture is worth 1000 
words" apply to iconic Chinese words? Relationship of Chinese 
words and pictures. Scientific Reports, 8:8289. 
 
Liu, T., Yeh, S.L., & Hsiao, J. H. (2018). Transfer of the left-side 
bias effect in perceptual expertise: The case of simplified and 
traditional Chinese character recognition. PLoS ONE, 13 (4): 
e0194405. 
 
Chen, H. W.,& Yeh, S. L.(2019). Effects of Blue Light on 
Dynamic Vision. Frontiers in Psychology. 
 
Tseng, C.H., Chow, H.M., Ma, Y.K., & Jie, D. (2018). Preverbal 




grammar acquisition. Scientific Reports, 8, 12707. 
 
Chow, H.M., & Ciaramitaro, V.M. (2018). Endogenous attention 
enhances neuronal signature of audio-visual sound-shape 
correspondence. International Multisensory Research Forum, 
Toronto, Canada 
 
Chow, H.M., Leonardo, B.*, Sabov, A.*, & Ciaramitaro, V.M. 
(2018). Is a round shape integrated with a /bouba/ sound? Enhanced 
neuronal signals at the intermodulation frequencies of congruent 
audio-visual stimuli. 25th Annual meeting of Cognitive 
Neuroscience Society, Boston 
 
Ho, H.-N., Chow, H., Tsunokake, S., Roseboom, W. (2019), 
"Thermal-tactile Integration in Object Temperature Perception," 
IEEE Transactions on Haptics. 
 
Ho, H.-N. (2018) "Material recognition based on thermal cues: 
Mechanisms and applications" Temperature, 5(1), pp.36-55. 
 
Fujihira, H., Liao, H.-I., & Furukawa, S. (2018). Effects of 
modulation power of alert sounds on pupillary dilation response. 
Acoustical Society of Japan, 2018 Autumn Meeting. Oita, Japan. 
Fujihira, H., Yamagishi, S., Liao, H.-I., & Furukawa, S. (2018). 
Pupillary dilation responses to alert sounds. Acoustical Society of 
Japan, 2018 Spring Meeting. Saitama, Japan. 
 
Tseng, Chen, and Shioiri (July 2018): The effect of 
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上野 雄大氏、大羽 史将氏、緒方 和博氏、加藤 和

















































































の成果の一部を「Extending ML with Massive 
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（１）N. Ichikawa, T. Dohi, A. Okada, H. Sato, S. 
Fukami, and H. Ohno, "Non-linear variation of 
domain period under electric field in 
demagnetized CoFeB/MgO stacks with perpendicular 
easy axis," Applied Physics Letters 112, 202402 
(2018). 
（２）W. A. Borders, S. Fukami, and H. Ohno, 
"Characterization of spin–orbit 
torque-controlled synapse device for artificial 
neural network applications," Japanese Journal 
of Applied Physics 57, 1002B2 (2018). 
（３）S. Fukami, and H. Ohno, "Perspective: 
Spintronic synapse for artificial neural 
network," Journal of Applied Physics 124, 151904 
(2018). 
（４）S. DuttaGupta, R. Itoh, S. Fukami, and H. 
Ohno, "Angle dependent magnetoresistance in 
heterostructures with antiferromagnetic and 
non-magnetic metals," Applied Physics Letters 
113, 202404 (2018). 
（５）T. Dohi, S. DuttaGupta, S. Fukami, and H. 
Ohno, "Reversal of domain wall chirality with 
ferromagnet thickness in W/(Co)FeB/MgO systems," 
Applied Physics Letters 114, 042405 (2019). 
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日の2日間に渡って開催したThe 6th International 
























Renyuan Zhang氏（Nara Institute of Science and 
Technology, Japan）は，アナログ回路技術を利用し
た approximate computing 技術とその効用を，
































・Workshop on Next Generation Computing System 
・平成30年11月30日～12月1日 
・ Hong Kong University of Science and 
Technology (HKUST), Hong Kong（受入教員：Prof. 
Jiang Xu, HKUST） 
・約20名 
















































































(1) Daisuke Suzuki and Takahiro Hanyu, "Design of a 
highly reliable, high-speed MTJ-based lookup table 
circuit using fractured logic-in-memory structure," 
Japanese Journal of Applied Physics (JJAP), vol. 58, 
no. SB, pp. SBBB10~1-SBBB10~7, April 2019. 
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Japanese Journal of Applied Physics (JJAP), vol. 58, 
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(3) Sean Smithson, Naoya Onizawa, Takahiro Hanyu, 
Brett Meyer, and Warren Gross, "Efficient CMOS 
Invertible Logic using Stochastic Computing" IEEE 
Transactions on Circuits and Systems I: Regular 
Papers. (in press) 
(4) Daisuke Suzuki and Takahiro Hanyu, "Circuit 
Optimization Technique of Nonvolatile 
Logic-In-Memory Based Lookup Table Circuits Using 
Magnetic Tunnel Junction Devices," Microelectronics 
Journal, Vol.83, pp.39-49, January 2018. 
(5) Naoya Onizawa, Masashi Imai, Tomohiro Yoneda, and 
Takahiro Hanyu, "MTJ-Based Asynchronous Circuits 
for Re-initialization Free Computing against Power 
Failures," Microelectronics Journal, Vol.82, pp.46-61, 
2018. 
(6) Masanori Natsui, Tomoki Chiba, and Takahiro Hanyu, 
"Design of MTJ-Based Nonvolatile Logic Gates for 
Quantized Neural Networks," Microelectronics Journal, 
Vol.82, pp.13-21, 2018. 
(7) Jean-Philippe Diguet, Johanna Sepulveda, Naoya 
Onizawa, Mostafa Rizk, Amer Baghdadi, and Takahiro 
Hanyu, "Networked Power-gated MRAMs for 
Memory-Based Computing 
TVLSI-00640-2017.R2,"IEEE Transactions on Very 
Large Scale Integration (VLSI) Systems. (in press) 
(8) W. Gross, N. Onizawa, K. Matsumiya, and T. Hanyu, 
"Application of Stochastic Computing in Brainware," 
Nonlinear Theory and Its Applications (NOLTA), vol. 
E9-N, no. 4, pp. 406-422, Oct. 2018. 
(9) N. Onizawa, S. Koshita, S. Sakamoto, M. Kawamata, 
and T. Hanyu, "An Area/Power-Aware 32-Channel 
Compressive Gammachirp Filterbank Chip Based on 
Hybrid Stochastic/Binary Computation, "Nonlinear 
Theory and Its Applications (NOLTA), vol. E9-N, no. 4, 
pp. 423-435, Oct. 2018.  
(10) N. Onizawa, D. Katagiri, K. Matsumiya, W. J. Gross, T. 
Hanyu, "An Accuracy/Energy-Flexible Configurable 
Gabor-Filter Chip Based on Stochastic Computation 
with Dynamic Voltage-Frequency-Length Scaling," 
IEEE Journal on Emerging and Selected Topics in 
Circuits and Systems (JETCAS), Vol.8, Issue 3, pp. 
444-453, Sep. 2018. 
（査読付国際会議論文） 
(1) M. Natsui, D. Suzuki, A. Tamakoshi, T. Watanabe, H. 
Honjo, H. Koike, T. Nasuno, Y. Ma, T. Tanigawa, Y. 
Noguchi, M. Yasuhira, H. Sato, S. Ikeda, H. Ohno, T. 
Endoh, and T. Hanyu, "An FPGA-Accelerated Fully 
Nonvolatile Microcontroller Unit for Sensor-Node 




Achieving 47.14μW Operation at 200MHz," 2019 IEEE 
International Solid-State Circuits Conference 
(ISSCC2019), pp. 202-203, Feb. 2019. 
(2) Kaito Nishino, Sean C. Smithson, Naoya Onizawa, 
Brett H. Meyer, Warren J. Gross, Hitoshi Yamagata, 
Hiroyuki Fujita, Takahiro Hanyu, "Study of Stochastic 
Invertible Multiplier Designs," 25th IEEE International 
Conference on Electronics Circuits and Systems, pp. 
649-650, Bordeaux, France, Dec. 2018. 
(3) M. Natsui, T. Chiba, and T. Hanyu, "MTJ-Based 
Nonvolatile Ternary Logic Gate for Quantized 
Convolutional Neural Networks," IEEE 
SOI-3D-SUBTHRESHOLD MICROELECTRONICS 
TECHNOLOGY UNIFIED CONFERENCE (S3S), 
2pages, Oct. 2018. 
(4) D. Suzuki and T. Hanyu, "A High-Read-Margin 
MTJ-Based Fracturable Lookup Table Circuit Using a 
Series-NMOS-Resistance-Reduced 
Logic-in-Memory Structure," Extended Abstracts of 
2018 International Conference on Solid State Devices 
and Materials (SSDM2018), B-4-02, pp. 117-118, 
Tokyo, Sep. 2018. 
(5) M. Natsui, T. Chiba, and T. Hanyu, "MTJ-Based 
Nonvolatile Logic Gate for Binarized Convolutional 
Neural Networks and Its Impact," Extended Abstracts 
of 2018 International Conference on Solid State 
Devices and Materials (SSDM2018), B-3-03, pp. 
109-110, Tokyo, Sep. 2018. 
(6) S. Mukaida, N. Onizawa, and T. Hanyu, "Design of a 
Low-Power MTJ-Based True Random Number 
Generator Using a Multi-Voltage/Current Converter," 
Proceedings of the 48th International Symposium on 
Multiple-Valued Logic, pp. 156-161, May 2018. 
(7) H. Suda, M. Natsui, and T. Hanyu, "Systematic 
Intrusion Detection Technique for an In-Vehicle 
Network Based on Time-Series Feature Extraction," 
Proceedings of the 48th International Symposium on 
Multiple-Valued Logic (ISMVL), pp. 56-61, May 2018. 
(8) S. Koshita, N. Onizawa, T. Hanyu, and M. Kawamata, 
"High-Precision Stochastic State-Space Digital 
Filters Based on Minimum Roundoff Noise Structure," 
Proceedings of the 2018 IEEE International 
Symposium on Circuits and Systems (ISCAS), pp. 1-5, 
May 2018. 
(9) M. Imai, N. Onizawa, T. Hanyu, T. Yoneda, "Minimum 
Power Supply Asynchronous Circuits for 
Re-initialization Free Computing," Proc. The 21st 
Workshop on Synthesis And System Integration of 
Mixed Information technologies (SASIMI2018), pp. 
283-288, Mar. 2018. 
(10) D. Suzuki, T. Hanyu, "Design of an MTJ-Based 
Nonvolatile LUT Circuit with a Data-Update Minimized 
Shift Operation for an Ultra-Low-Power FPGA," 26th 
ACM/SIGDA International Symposium on 
Field-Programmable Gate Arrays (FPGA 2018), pp. 
291, Feb. 2018. 
（招待講演等） 
(1) 羽生貴弘, "ポスト CMOS 回路技術が拓く AI ハード
ウェアの挑戦," デザインガイア 2018, 基調講演, 
Dec. 2018. 
(2) 羽生貴弘，「ポスト CMOS 回路技術が拓く AI ハード
ウェアパラダイム」，情報処理学会 連続セミナー２０
１８, 第 5 回『人工知能時代のコンピューティング基
盤』，2018 年11 月27 日. 
(3) T. Hanyu, "Design of an MTJ-Based Nonvolatile Logic 
LSI and Its Application," 2018 18th Non-Volatile 
Memory Technology Symposium (NVMTS2018), pp. 40, 
Sendai, Japan, Oct. 2018. 
(4) T. Hanyu, "Prospects of Nonvolatile Logic LSI Using 
MTJ/MOS-Hybrid Circuitry and Its Application," 
Extended Abstracts of 2018 International Conference 
on Solid State Devices and Materials (SSDM2018), 
B-4-01, pp. 115-116, Tokyo, Sep. 2018. 
(5) T. Hanyu, T. Endoh, D. Suzuki, M. Natsui, and H. Ohno, 
"Impact of an MTJ-based logic LSI and its possibility," 
Proc. of the 7th IEEE Non-Volatile Memory Systems 
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本間  尚文（東北大学電気通信研究所） 
研究分担者 
Ulrich Kuhne（Telecom ParisTech） 








  延べ参加人数：15人 
 
研究費 
 旅費  140,000円 


































































Ville Yli-Mäyry, 上野嶺, 本間尚文, 青木孝文, 三浦
典之, 松田航平, 永田真, Shivam Bhasin, Yves Mathieu, 
Tarik Graba, Jean-Luc Danger, “低遅延暗号における
中間ラウンドからのサイドチャネル漏えいとその
RSMに基づく効率的な対策,” 2019年暗号と情報セ
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林  優一（奈良先端科学技術大学院大学） 
通研対応教員 


























































































































































1. Yu-Ichi Hayashi and Naofumi Homma, 
“Introduction to Electromagnetic Information 
Security,” IEICE Transactions on 
Communications, Vol.E102-B, No.1, pp 40-50, 
January 2019. (Invited) 
2. Ville Yli-Mäyry, Daisuke Miyata, Naofumi 
Homma, Hayashi Yuichi, Takafumi Aoki, “On the 
Evaluation of Electromagnetic Information 
Leakage from Mobile Device Screens,” Joint 
IEEE EMC & APEMC, pp. 1050-1502, 2018. 
3. 宮田大輔, ヴィッレ・ウリマウル, 林優一, 本
間尚文, “スマートデバイスの電磁的な安全
性評価に関する検討,” 第41回多値論理フォ
ーラム, Vol.41, No.07, 広島県, September 2018. 
4. 宮田大輔, ヴィッレウリマウル, 林優一, 本
間尚文, “スマートデバイスの電磁的画面情
報漏えいに対する統計的安全性評価手法,” 
LSI とシステムのワークショップ 2018, ポス
ターNo.50, 東京都, May 2018. 
5. Statistical Test Methodology for Evaluating 
Electromagnetic Information Leakage from 
Mobile Touchscreen Devices Ville Yli-Maeyry, 
Daisuke Miyata, Naofumi Homma, Yuichi 
Hayashi, Takafumi Aoki, IEEE Transactions on 
Electromagnetic Compatibility, 2018. 
426
共同プロジェクト研究
 様式 1 
 
 
採択回数 １   ２   ３ 



























 旅費  88,000円 
































































































(1) Y. Uehara, T. Inaoka, T. Nishio, and S. Katano, 
“Vibration-induced structures in scanning 
tunneling microscope light emission spectra of 
Ni(110)-(2 × 1) O,” J. Appl. Phys., vol. 123, 
224302 (2018).  
(2) Y. Uehara, J. Michimata, S. Watanabe, S. 
Katano, and T. Inaoka, “Determining the phonon 
energy of highly oriented pyrolytic graphite by 
scanning tunneling microscope light emission 
spectroscopy,” J. Appl. Phys. vol. 123, (2018).  
(3) Y. Uehara, M. Kuwahara, S. Katano, T. Tanno, 
and J. Sakai, “Pump–probe 
scanning-tunneling-microscope light-emission 
spectroscopy of Sb2Te3,” J. Appl. Phys. vol. 124, 
075104 (2018).  
(4) H. Akima, S. Kurihara, S. Moriya, S. Kawakami, 
J. Madrenas, M. Yano, K. Nakajima, M. Sakuraba, 
and S. Sato, “Motion Stereo Vision LSI for 
Spatial Perception,” Proc. 2018 Int. Symp. on 
Nonlinear Theory and Its Applications 
(NOLTA2018), 663, 2018. 
(5) S. Moriya,   H. Yamamoto, H. Akima,   A. 
Hirano-Iwata, S. Kubota, S. Sato, “Mean-field 
analysis of directed modular networks,” Chaos, 
vol. 29, 013142, 2019. 
(6) H. Yamamoto, S. Moriya, K. Ide, T. Hayakawa, 
H. Akima, S. Sato, S. Kubota, T. Tanii, M. Niwano, 
S. Teller, J. Soriano, A. Hirano-Iwata, “Impact 
of modular organization on dynamical richness in 
cortical networks,” Science Advances, vol. 14, 










































(1) Y. Uehara, T. Inaoka, T. Nishio, and S. Katano, 
“Vibration-induced structures in scanning 
tunneling microscope light emission spectra of 
Ni(110)-(2 × 1) O,” J. Appl. Phys., vol. 123, 
224302 (2018).  
(2) Y. Uehara, J. Michimata, S. Watanabe, S. 
Katano, and T. Inaoka, “Determining the phonon 
energy of highly oriented pyrolytic graphite by 
scanning tunneling microscope light emission 
spectroscopy,” J. Appl. Phys. vol. 123, (2018).  
(3) Y. Uehara, M. Kuwahara, S. Katano, T. Tanno, 
and J. Sakai, “Pump–probe 
scanning-tunneling-microscope light-emission 
spectroscopy of Sb2Te3,” J. Appl. Phys. vol. 124, 
075104 (2018).  
(4) H. Akima, S. Kurihara, S. Moriya, S. Kawakami, 
J. Madrenas, M. Yano, K. Nakajima, M. Sakuraba, 
and S. Sato, “Motion Stereo Vision LSI for 
Spatial Perception,” Proc. 2018 Int. Symp. on 
Nonlinear Theory and Its Applications 
(NOLTA2018), 663, 2018. 
(5) S. Moriya,   H. Yamamoto, H. Akima,   A. 
Hirano-Iwata, S. Kubota, S. Sato, “Mean-field 
analysis of directed modular networks,” Chaos, 
vol. 29, 013142, 2019. 
(6) H. Yamamoto, S. Moriya, K. Ide, T. Hayakawa, 
H. Akima, S. Sato, S. Kubota, T. Tanii, M. Niwano, 
S. Teller, J. Soriano, A. Hirano-Iwata, “Impact 
of modular organization on dynamical richness in 
cortical networks,” Science Advances, vol. 14, 
no. 11, eaau4914, 2018. 
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 旅費  236,000円 
 国際特別支援費 220,000円 

















































































































(1) 第 23 回日本バーチャルリアリティ学会大会
「カラスと対話するプロジェクト: カラスにと
ってのカラスらしさの工学的再現」、末田航、塚
原直樹、松田美勇史、 栗本育三郎、2018 年 9
月、東北大学（宮城県） 
(2) 第 23 回日本バーチャルリアリティ学会大会












その解決策」、2019 年 3 月、麻布大学（神奈川
県） 
(2) カラス対策講習会「カラスの生理・生態を知り














(1) 2019年3月14日 WIRED Vol.32 
(2) 2019年3月2日 やさい畑４月号 
(3) 2019年3月1日 中小企業NEWS 
(4) 2019年2月28日 読売新聞 
(5) 2019年2月15日 とちよみ 
(6) 2019年2月11日 日本テレビ「月曜から夜ふか
し」 




(8) 2019年1月30日 朝日新聞 
(9) 2019年1月9日 ミヤラジ「宇~太が語る！？宇
大のヒミツ」 
(10) 2019年1月7日 佐賀新聞 
(11) 2019年1月3日 フジテレビ「ビストロアース」 
(12) 2018年12月24日 ワールドビジネスサテライ
ト「2018年間トレたま大賞」 
(13) 2018年12月17日 NHK「シブ5時」 
(14) 2018年12月12日 朝日小学生新聞 





(18) 2018年11月5日 RADIO BERRY「SHINE」 
(19) 2018年11月2日 日刊工業新聞 
(20) 2018年10月24日 Yahoo!ニュース 
(21) 2018年10月24日 とちぎテレビ 
(22) 2018年10月24日 日経新聞 
(23) 2018年10月24日 下野新聞 
(24) 2018年10月17日 日経新聞 
(25) 2018年10月12日 CRT栃木放送「栃木の企業
ホップ・ステップ・ジャンプ」  
(26) 2018年10月12日 下野新聞 
(27) 2018年10月11日 日刊工業新聞  
(28) 2018年10月6日 ニュースイッチ 
(29) 2018年10月5日 日刊工業新聞 
(30) 2018年10月5日 FM栃木「宇都宮プライド 愉
快なラジオ」  
(31) 2018年10月3日 ミヤラジ「地域経済番組」  
(32) 2018年9月29日 NHKBS「イグ・ノーベル賞 マ
ジで狙ってみた」 
(33) 2018年9月25日 産経新聞 
(34) 2018年9月21日 下野新聞 
(35) 2018年9月20日 日本テレビ「ヒルナンデス!」 
(36) 2018年9月20日 NHK「おはよう日本」  
(37) 2018年9月20日 山形新聞  
(38) 2018年9月4日 朝日新聞 
(39) 2018年8月29日 毎日新聞 
(40) 2018年8月28日 読売新聞  
(41) 2018年8月28日 NHK「ほっとぐんま」  
(42) 2018年8月27日 NHK「首都圏ニュース」  
(43) 2018年8月25日 産経新聞 
(44) 2018年8月22日 NHK「とちぎ６４０」  
(45) 2018年8月16日 日経新聞 
(46) 2018年8月5日 CRT栃木放送「NOSAIの広場」 
(47) 2018年8月3日 ARD（ドイツ公共ラジオ放送） 




(49) 2018年7月29日 CRT栃木放送「NOSAIの広場」  
(50) 2018年7月20日 ARD（ドイツ公共ラジオ放送） 
German Radio Deutschlandfund「Information am 
Morgen」 





(54) 2018年4月30日 中日新聞 
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（１）N. Onizawa, M. Imai, T. Yoneda, and T. Hanyu, 
“MTJ-based Asynchronous Circuits for 
Re-initialization Free Computing against Power 
Failures,” Microelectronics Journal, vol. 82, 
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金井  浩 （東北大学大学院工学研究科） 
通研対応教員： 













































 旅費  301,000円 






ことを目的に行われている．本年度は平成 31 年 1








































































































































(1) S. Kakio, “High performance SAW devices using 
bonding dissimilar materials,” Proc. Piezoelectric & 
Materials Devices Symp., 2019, pp. 51-58. 
(2) Y. Yamashita and T. Karaki, “Piezoelectric, dielectric, 
and microstructure of alternative current poling 
process of lead magnesium niobate- lead titanate 
single crystal,” Proc. Piezoelectric & Materials 
Devices Symp., 2019, pp. 1-2. 
(3) Y. Lu, T. Karaki, and M. Adachi, “Fabrication of 
Grain-oriented Lead-free Piezoceramics,” Proc. 
Piezoelectric & Materials Devices Symp., 2019, pp. 
3-6. 
(4) K. Wasa, T. Shimizu, H. Adachi, S. Yoshida, T. 
Yanagitani, and S. Tanaka, “Thin film piezoelectric 
devices & better substrate materials,” Proc. 
Piezoelectric & Materials Devices Symp., 2019, pp. 
9-12. 
(5) S. Takayanagi and T. Yanagitani, “Improvement of 
piezoelectric property of ScAlN film by suppressing 
negative ion bombardment during sputtering 
deposition,” Proc. Piezoelectric & Materials Devices 
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シン カンホ （Kyungsung Univ.） 
キム ヨンハク （Pukeong Univ.） 
リム サンホ （Korea Univ.） 
キム ソンフン （Wonkwang Univ.） 
枦 修一郎 （東北大学電気通信研究所） 
林 禎彰 （東北大学電気通信研究所） 
竹澤 昌晃 （九州工業大学大学院工学研究院） 
中野 正基 （長崎大学大学院工学研究科） 
本田 崇 （九州工業大学大学院工学研究院） 
菊池 弘明 （岩手大学大学院工学研究科） 





 旅費  300,000円 
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斉藤   伸（大学院工学研究科）* 
中村  健二（大学院工学研究科）* 
薮上   信（大学院医工学研究科）* 
角田  匡清（大学院工学研究科）* 
遠藤   恭（大学院工学研究科専攻）* 
小川  智之（大学院工学研究科）* 
枦  修一郎（電気通信研究所）* 
Greaves Simon（電気通信研究所）* 
林   禎彰（電気通信研究所）* 
北上   修（多元物質科学研究所）* 
岡本   聡（多元物質科学研究所）* 
菊池  伸明（多元物質科学研究所）* 
斉藤   準（秋田大学大学院理工学研究科） 
田島  克文（秋田大学大学院理工学研究科） 
室賀   翔（秋田大学大学院理工学研究科） 
坂本  禎智（八戸工業大学感性デザイン学科） 
長田   洋（岩手大学理工学部） 
小林宏一郎（岩手大学理工学部） 
菊池  弘昭（岩手大学理工学部） 
三浦 健司（岩手大学理工学部） 
土井 正晶（東北学院大学工学部） 
嶋  敏之（東北学院大学工学部） 
小澤  哲也（東北学院大学工学部） 
佐藤 文博（東北学院大学工学部） 
田河 育也（東北工業大学） 






近藤  幸一（(株)トーキン材料研究開発本部） 
山田  啓壽（(株)東芝研究開発センター 
目黒  栄（ネオアーク(株）) 
 
研究費：旅費       233,000円 










































































































































IEEE Magnetics Society Sendai/Sapporo Joint 




Award  1 件を選定し、相澤拓毅氏（東北大学、18
－4－13 小発表者）を表彰した。 
・関連シンポジウム等 













18－4－2 Rashba effect at LaAlO3/SrTiO3 
永沼 博1,2, E. Lesne1, Yu Fu3, S. Oyarzun3,4,  
J. C. Rojas-Sánchez1, D. C. Vaz1, G. Sicoli5,  
J.-P. Attané3, M. Jamet3, E. Jacquet1, J. -M. 
George1, A. Barthélémy1, H. Jarès1, A. Fert1,  
M. Bibes1 and L. Vila3（1CNRS/Thales, 2 東北大, 
3Spintec CEA, 4USACH, 5Univ. Grenoble） 
18－4－3 Fe100-xGax 膜における磁気特性の Ga 組
成(x)依存性  
川辺 泰之，遠藤 恭，宮崎 孝道（東北大学） 
18－4－4 粒径の異なる Fe-B 微粒子の合成と静
的・動的磁気特性 
方 冰川1，遠藤 恭1，宮崎 孝道1，島田 寛2，青







工藤 春陽 1, 植竹 弘明 2, 小野寺 英彦 3, 薮上 
信1, 早坂 淳一2, 荒井 賢一2 （1 東北大学, 2 電磁
材料研究所, 3 東北学院大学） 
18－4－7 逆磁歪効果を用いた薄膜歪センサの振
動センサへの応用 
曽良 大輔, 久保 結人, 荒井 薫, 枦 修一郎, 石
山 和志（東北大学 電気通信研究所） 
18－4－8 市販電子機器から放射される不要電波
とその低減法の提案 
宮澤 安範 1，田中 聡 1，山口 正洋 1,2(1 東北大学 
NICHe, 2 東北大学 大学院工学研究科) 
18－4－9【特別講演】不要電波から移動通信の受
信感度を守る新しい磁性体技術 




田河 育也（東北工業大学 電気電子工学科） 
18－4－11【招待講演】ライフサイエンス大規模
データ解析に向けたストレージプラットフォーム 




18－4－13 小型 EV 用アキシャルギャップ型 SRM 
の解析精度向上に関する検討 
相澤 拓毅，中村 健二（東北大学） 
18－4－14 1 層毎交互巻高周波トランスを用いた
洋上風力直流連系用DC-DCコンバータに関する検討 
大津 諭史，中村 健二（東北大学） 
18－4－15 アウターロータ型インセットPM モー
タの損失低減に関する検討 
櫻井 将，中村 健二（東北大学） 
18－4－16 bcc Mo[001], [011]下地上へのc 軸配
向Nd2Fe14B 膜の作製 




タム キム コング 1, 櫛引 了輔 1, 鎌田 知成 1, 
斉藤 伸2（1 田中貴金属工業株式会社, 2 東北大学） 
18－4－18 強磁性窒化鉄系複合材料の作製とそ
の磁気特性 
小川 智之1,2,3，小林 斉也1,3,4，ルワンガラゲ5 
（1 東北大院工，2 東北大RaMGI，3 株式会社Future 
Materials，4 京都大学iCeMS，5Univ. Ruhuna） 
18－4－19【招待講演】高感度磁気センサを利用
した鋼材中の微小欠陥検出 
菊池 弘昭1, Ralf Tschuncky2, Klaus Szielasko2 




小池 邦博 1，大橋 一輝 1，鈴木 拓哉 1，稲葉 信
幸1，齋籐 佑2，大久保 晋2，太田 仁2，板倉 賢3，
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安藤 晃（東北大学 大学院工学研究科） 
通研対応教員： 
石山  和志（東北大学 電気通信研究所） 
研究分担者： 
佐藤岳彦 (東北大学 流体科学研究所) 
高橋和貴 (東北大学 大学院工学研究科) 
船木一幸 (宇宙航空研究開発機構) 
篠原俊二郎 (東京農工大学) 
佐藤浩之助 (九州大学 総合理工学研究院) 
小紫公也 (東京大学大学 院新領域創成科学研
究科) 






鷹尾祥典 (横浜国立大学 大学院工学研究院) 
佐々木浩一 (北海道大学院工学研究科) 


















































日 時：平成31年2月12日(火) 13:00 -17:55 









(1) 挨拶・趣旨説明  











 高橋 宏幸 (東北大学) 
(5)『ストリーマ放電における振動励起分子の挙動と
その応用について』 
 小室淳史 (東北大学) 
(6)『PANTAにおけるレイノルズ応力の観測』 
 稲垣 滋(九州大学) 
(7)『光渦レーザー誘起蛍光法開発の現状と課題』 
 吉村 信次(核融合科学研究所) 
(8)『小型高周波プラズマ源を用いた実用化装置開
発』 
 高橋 和貴(東北大学) 
(9)『パルス高電圧・大気圧放電を用いた農水利用』 
 高橋 克幸(岩手大学) 
(10)『大気下において放電臨界強度以下のミリ波ビ
ーム中を進展する電離波面の物理モデル』 
 中村 友祐(東京大学) 
(11)『プラズマアクチュエータの高集積化・低電圧
化に向けた研究』 
 佐藤 慎太郎 (東北大学) 
(12)『大型負イオン源と荷電粒子の流れ』 
 津守 克嘉 (核融合科学研究所) 
(13)『液体金属流を用いた高繰り返し高密度プラズ
マ生成』 
 佐々木 徹 (長岡科学技術大学) 
(14)『磁化プラズマ実験装置NUMBERにおける高密度
プラズマ生成』 
 岡本 敦 (名古屋大学) 
(15)『水を推進剤とした小型マイクロ波放電式イオ
ンスラスタにおける放電不安定性の数値解析』 
 鷹尾 祥典(横浜国立大学) 
(16) まとめ，総合議論  

















































































東北大学 佐藤 慎太郎 氏からは，能動的気流制
御デバイスであるプラズマアクチュエータに関する
報告があった．現在のプラズマアクチュエータの性






























































1-K. Takahashi, Y. Takao, and A. Ando, Applied Physics 
Letters, 113, 034101 (2018). 
2-K.Takahashi, T. Sugawara, H. Akahoshi, Y. Takao, and 
Akira Ando, AIP Advances, 8, 105117 (2018). 
3-K. Takahashi, C. Charles, R.W. Boswell, and A. Ando, 
Scientific Reports, 8, 14417 (2018). 
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  代表者：松倉  文礼 
（東北大学  
国際集積エレクトロニクス研究開発センター） 




















































1. 飯浜賢志 (東北大学) 
  「強磁性/非磁性/強磁性構造における超高速ス
ピン輸送を用いた全光学的磁化反転」 
2. 森田 健 (千葉大学) 
  「半導体量子井戸における拡散電子スピン時空
間ダイナミクス」 
3. 宗片比呂夫 (東京工業大学) 
  「室温純粋円偏光発光ダイオードのメカニズム
仮説を中心に」 
4. 多々良源 (理化学研究所) 
  「Spintronics without spin current」 
5. 小山知弘 (東京大学) 
  「磁壁ダイナミクスの電界制御」 




















































（１）H. Sato, P. Chureemart, F. Matsukura, R. 
W. Chantrell, H. Ohno, and R. F. L. Evans, 
"Temperature-dependent properties of 
CoFeB/MgO thin films: Experiments versus 
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  Sampad Gosh（九州大学大学院総合理工学府） 
  Mahmoud Nasef（九州大学大学院総合理工学府） 
  藤本 勘太郎（九州大学大学院総合理工学府） 
  森 智隆（九州大学大学院総合理工学府） 
  小川 慧（九州大学大学院総合理工学府） 















































帯域幅の超高速空間モード選択光源 洪 秉宙 
・注入同期法を用いた大容量デジタルコヒーレン





モード合分波器 姜 海松 
・モード学としての発展に向けて －新たなモー
ド基底、新たな展開－ 浜本 貴一 
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Patrik Schmuki (University of Erlangen 
 -Nuremberg) 
Richard Rosenberg(アルゴンヌ国立研) 
庭野 道夫 （東北福祉大学感性科学研） 
水柿 義直 （電気通信大学情報理工学研究科） 
守屋 雅隆 （電気通信大学情報理工学研究科） 
手老 龍吾 （豊橋技科大学環境・生命工学系） 
戸澤 譲  （埼玉大学理工学研究科） 
木村 康男（東京工科大学コンピュータサイエン
ス学部） 












 旅費  295,000円 


























10th International Workshop on Nanostructures & 
Nanoelectronics (IWNN-10) 
主催：東北大学 電気通信研究所 
共催： Nano-Spin Engineering Seminar,Cooperative 














1)13:05 ~ 13:50 Multi-pore resistive pulse sensing of 
microRNA 
Maurits de Planque 
(School of Electronics and Computer Science & Institute 




Southampton, United Kingdom) 
 
2)13:50 ~ 14:20 Patterned lipid bilayer combined 
with a nanometric gap structure as a versatile model of the 
biological membrane 
Kenichi Morigaki1,2 
(1Biosignal Research Center, Kobe University, Kobe, 
Japan, 2Graduate School of Agricultural Science, Kobe 
University, Kobe, Japan) 
 
3)14:20 ~ 14:50 Impedance mapping of a cultured 
cell layer for spatiotemporal analysis of its barrier function 
Ko-ichiro Miyamoto1, Daisuke Suzuki2, Carl Frederik 
Werner1, and Tatsuo Yoshinobu1,2 
(1Department of Electronic Engineering, Tohoku 
University, Sendai, Japan, 2Department of Biomedical 
Engineering, Tohoku University, Sendai, Japan) 
 
4)14:50 ~ 15:20 Stable lipid bilayers formed in 
microfabricated silicon chips as a platform for novel 
biosensors 
Ayumi Hirano-Iwata1,2, Daichi Yamaura2, Takafumi 
Deguchi2, Miki Kato2, Xingyao Feng2, Daisuke Tadaki2, 
Teng Ma1, Hideaki Yamamoto1, and Michio Niwano3 
(1Advanced Institute for Materials Research, Tohoku 
University, Sendai, Japan, 2Research Institute of Electrical 
Communication, Tohoku University, Sendai, Japan, 
3Kansei Fukushi Research Institute, Tohoku Fukushi 
University, Sendai, Japan) 
 
(Chair: Patrik Schmuki) 
5)15:40 ~ 16:10 Less-defect colloidal quantum dots: 
synthesis, optical properties and application in 
optoelectronic devices 
F. Liu1, Y. Zhang1, C. Ding1, S. Hayase2, T. Toyoda1, 
and Qing Shen1 
(1Faculty of Informatics and Engineering, The University 
of Electro-Communications, Chofu, Tokyo, Japan, 
2Faculty of Life Science and Systems Engineering, 
Kyushu Institute of Technology, Kitakyushu, Japan) 
 
6)16:10 ~ 16:40 Dewetting of metal thin films on 
semiconductor surfaces: steering dewetting phenomena to 
design nanoscaled platforms for photocatalysis 
Marco Altomare 
(Department of Materials Science and Engineering, 
University of Erlangen-Nuremberg, Martensstraße 7, 
D-91058 Erlangen, Germany) 
 
7)16:40 ~ 17:00 Back-contact structure for highly 
efficient perovskite solar cells 
Teng Ma1, Daisuke Tadaki2, Michio Niwano3, and 
Ayumi Hirano-Iwata1,2 
(1Advanced Institute for Materials Research, Tohoku 
University, Sendai, Japan, 2Research Institute of Electrical 
Communication, Tohoku University, Sendai, Japan, 
3Kansei Fukushi Research Institute, Tohoku Fukushi 
University, Sendai, Japan) 
 
3/7開催  
 (Chair: Ryugo Tero) 
8)9:00 ~ 9:45 Self-organized TiO2 nanotube 
arrays : photoelectrochemical and photocatalytic 
applications 
Patrik Schmuki 
(Department of Materials Science WW-4, LKO, 
University of Erlangen-Nuremberg, Martensstraße 7, 
91058 Erlangen, Germany) 
 
9)9:45 ~ 10:05 Room temperature atomic layer 
deposition and its application to gas barrier coating 
Fumihiko Hirose, K. Yoshida, M. Miura, K. Kanomata, B. 
Arima, S. Kubota 
(Yamagata University, Yonezawa, Japan) 
 
10)10:05 ~ 10:35 Single-electron devices fabricated 
using percolative connections of gold nanoparticles 
Yoshinao Mizugaki1, Masataka Moriya1, Hiroshi 
Shimada1, Kazuhiko Matsumoto1, Makoto Moribayashi1, 
Tomoki Yagai1, Ayumi Hirano-Iwata2, and Fumihiko 
Hirose3 
(1The University of Electro-Communications, Chofu, 
Japan, 2Tohoku University, Sendai, Japan, 3Yamagata 
University, Yonezawa, Japan) 
 
 (Chair: Maurits de Planque) 
11）10:50 ~ 11:20  Cell-free translation system: a tool 
for producing proteinous nanomachines 
Yuzuru Tozawa and Haruka Inoue 
(Graduate School of Science and Engineering, Saitama 
University, Saitama, Japan) 
 
12)11:20 ~ 11:50 Domain formation and lateral 
diffusion in lipid bilayer membranes on graphene oxide 
Ryugo Tero, Yoshi Hagiwara, Kiyoshi Tsuzumi 
(Toyohashi University of Technology, Toyohashi, Japan) 
 
13)11:50 ~ 12:10 Microdomain formation in bilayer 
membrane consisting of completely miscible lipids 




Niwano3, Ryugo Tero1 
(1Toyohashi University of Technology, Toyohashi, Japan, 
2Tohoku University, Sendai, Japan, 3Tohoku Fukushi 
University, Sendai, Japan) 
 
14)12:10 ~ 12:30 Self-assembly of lipid membranes 
doped with organic molecules 
Xingyao Feng1, Teng Ma2, Takafumi Deguchi1, Ayumi 
Hirano Iwata1,2 
(1Research Institute of Electrical Communication, Tohoku 
University, Sendai, Japan, 2Advanced Institute for 





















































  Symposium abstracts; 10th International Workshop on 
Nanostructures & Nanoelectronics 
 
ジャーナル論文 
1)Kensaku Kanomata, Takafumi Deguchi, Teng Ma, 
Takumi Haseyama, Masanori Miura, Daichi Yamaura, 
Daisuke Tadaki, Michio Niwano, Ayumi Hirano-Iwata, 
Fumihiko Hirose,  "Photomodulation of electrical 
conductivity of a PCBM-doped free-standing lipid bilayer 
in buffer solution", Journal of Electroanalytical chemistry  
Volume 832, 1 January 2019, Pages 55-58. 
 
2)Kazuki Yoshida, Kentaro Saito, Masanori Miura, 
Kensaku Kanomata, Fumihiko Hirose, "Surface reaction 
kinetics of room temperature atomic layer deposition of 
ZnO observed by in-situ IR absorption 
spectroscopy",Journal of Vaccum Science Technol., A 37, 
020922 (2019) 
 
3)Daichi Yamaura, Daisuke Tadaki, Shun Araki, Miyu 
Yoshida, Kohei Arata, Takeshi Ohori, Ken-ichi Ishibashi, 
Miki Kato, Teng Ma, Ryusuke Miyata, Hideaki 
Yamamoto, Ryugo Tero, Toshio Ogino, Michio Niwano 
and Ayumi Hirano-Iwata,“Amphiphobic septa enhance 
the mechanical stability of free-standing bilayer lipid 
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藤原 健 （大阪経済大学人間科学部） 
坂本 大介（北海道大学大学院情報科学研究科） 
杉浦 裕太（慶應義塾大学理工学部） 




























藤原 健 （大阪経済大学人間科学部） 
坂本 大介（北海道大学大学院情報科学研究科） 
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大谷  真（京都大学 大学院工学研究科） 
通研対応教員： 
鈴木 陽一（東北大学 電気通信研究所） 
研究分担者： 
Brian Katz（ソルボンヌ大学，フランス） 
平原 達也（富山県立大学 工学部） 
寺本 渉 （熊本大学 文学部） 
小林 まおり（北陸先端科学技術大学院大学  





 旅費  240,000円 























電気通信研究所にて開催される Tohoku Universal 












 参加者： 15名 












































[1] T. Lokki, “Objective analysis of the dynamic 
responsiveness of concert halls,” presented in 
Seminar on the spatial aspects of hearing and their 
applications, Tohoku UAC Month 2018, Sendai, 
Japan, 2018.10. 
[2] S. Kim, “Do we hear differently? Comparison 
spatial hearing between East-Asian and 
North-American listeners,” presented in Seminar on 
the spatial aspects of hearing and their applications, 
Tohoku UAC Month 2018, Sendai, Japan, 2018.10. 
[3] T. Kamekawa, “Evaluation of recording technique 
for 3D audio recordings,” presented in Seminar on 
the spatial aspects of hearing and their applications, 
Tohoku UAC Month 2018, Sendai, Japan, 2018.10. 
[4] J. Trevino, “Revisiting the theory of auditory 
displays based on the virtual sphere model,” 
presented in Seminar on the spatial aspects of 
hearing and their applications, Tohoku UAC Month 
2018, Sendai, Japan, 2018.10. 
[5] J. Li, “Binaural rendering technology over 
loudspeakers and headphones,” presented in 
Seminar on the spatial aspects of hearing and their 
applications, Tohoku UAC Month 2018, Sendai, 
Japan, 2018.10. 
[6] M. Otani, “Higher-order-Ambisonics-based binaural 
synthesis for reproduction and auralization of sound 
field,” presented in Seminar on the spatial aspects of 
hearing and their applications, Tohoku UAC Month 
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Thippaya CHINTAKOVID  
(King Mongkut's University of Technology North 
Bangkok) 
通研対応教員： 
Yoshifumi Kitamura (RIEC, Tohoku University) 
研究分担者： 
Kanchana Viriyapant  
(King Mongkut's University of Technology North 
Bangkok) 
Siranee Nuchitprasitchai (King Mongkut's University of 





 旅費  154,000円 
 国際特別支援費 220,000円 
 
［2］研究経過 
  Similar to Japan, Thailand has become an aged society. In 
the year of 2031, it is estimated that a number of Thai 
population who are 60 years old and more will be accounted 
for 28 percent of the whole population in Thailand. With a 
large number of old people, research into a technology that 
can help facilitate the elderly’s life will be beneficial to the 
country. One of our research interests was how the elderly can 
be technologically facilitated in performing their daily 
activities. In terms of the technology, a number of Thai elderly 
people own a smartphone. One of the popular functions on a 
smartphone is taking a photo. Therefore, this study selected 
the activity of taking a picture as the scope of the study.  
  The D-FLIP system is a photo management system 
developed at the Interactive Content Design laboratory of 
Professor Yoshifumi Kitamura. This system seems promising 
in assisting the elderly to manage their photos. The purpose of 
this research, thus, was to investigate whether the design of D-
FLIP system suitable for the elderly.  
  To plan and discuss about the project details, two meetings 
were arranged for this project. The first one took place on 6th-
8th October, 2018 during the RIEC Open House. The second 
one was on 12th-13th December, 2018 during the RIEC 
International Symposium on Human-Computer Interaction 
(The Third ACM SIGCHI Asian Symposium). The support 
for ITL was used for the international travel expenses to attend 
these symposium. 
  A usability study of the D-FLIP system was conducted with 
sixteen old users (eight females and eight males) who had an 
experience in using a computer or a smartphone. Results of 
the study found that some icons and menus were not clearly 
understandable for the elderly users. For some functions, the 
users did not see benefits of them, for example, the function 




  As the Thai elderly users are familiar with managing their 
photos on a smartphone, when they first encountering the D-
FLIP system, their mental model towards the interaction with 
the system was based on their interaction with the 
smartphones. The difference in the conceptual model made 
participants confused about how to use some functions. When 
the participants were asked to open photo files into the system, 
they expected that they could access the photos in the same 
way as they would access photo albums on the phones. 
Moreover, a few participants were used to drag and drop 
selected photos into a software on a computer. These group of 
participants, therefore, thought that they could select, drag, 
and drop the photos onto the D-FLIP system.  
  Usability issues were also found related to the interface 
design. For the location of the textual or iconic menus, most 
users were familiar with the menus being on the top left of the 
screen. They did not notice the icons on the top right at the 
start of the test session.  




of each menu. The iconic menu picturing a camera of the D-
FLIP system was used to present all selected photos on three 
dimensional axes. This choice of icon design contradicts with 
users’ expectation. All users understood that the ‘camera’ icon 
would allow them to take a photo, which is an action that they 
usually do on the smartphones.  
  Another icon that the users had trouble with was the ‘pencil’ 
icon. A number of users initially thought that after they clicked 
the ‘pencil’ icon, they could write letters or search keywords 
within the system. The idea of using the pencil to make a 
circle was not obvious to them. During an activity of finding 
photos based on a search keyword, most users mistakenly 
thought that the textbox with a dash (-) besides the ‘pencil’ 
icon was a search box. They moved the mouse to this box and 
tried to type a search keyword. The users said that this task of 
finding photos by entering a search keyword was not easy. 
This finding showed that the search box appearing after 
drawing the circle was not easily discoverable by users. 
  The textual menus ‘select x,’ ‘select y,’ and ‘select z’ were 
also difficult to learn for first-time old users. From developers’ 
perspective, it was easy to tell that ‘x,’ ‘y,’ and ‘z’ represented 
axis x, y, and z, respectively. For general users, particularly 
when they first learned to use the system, the characters ‘x,’ 
‘y,’ and ‘z’ were unclear to them. Some participants even 
stated that these menus might be easier for users who had their 
background or training in the field of science than those 
whose training was in the area of arts or social science. This 
statement reflects that the conceptual model of the system 
design is not appropriate for all types of users. After the users 
had learned what ‘x,’ ‘y,’ and ‘z’ mean, a few users suggested 
that there should be just one menu for choosing three 
attributes rather than having separate menus for each attribute. 
Moreover, most users were curious about the usefulness of 
having all selected photos displayed in three different axes.  
  The slider bars appearing after the participants selected an 
attribute for each axis were not easily noticeable. After 
clicking and selecting each feature in the menus, almost all of 
the participants did not see the slider bars. Even after they 
noticed the slider bars, they questioned how to adjust the bars 
with two sliders. They asked what each slider meant.   
   
The names of the menu ‘select x,’ ‘select y,’ ‘select z,’ and 
‘select size’ were also confusing to the participants. These 
names were not able to convey the purpose of each menu. The 
participants could not learn or guess a function of each menu 
by just reading the names. However, after trying out these 
menus, it was still difficult for the participants to understand 
the benefits of these menus.  










  Based on the usability results of the D-FLIP system, the 
system can be redesigned according to the feedback from the 
users. Ideas to modify the system include automatically 
uploading photos from other photo-related applications such 
as Google photo, automatically creating metadata of the 
photos, providing tooltips for menus or icons that appear 
when users hover or click them, displaying a current status of 
the menus and showing all menus, either textual or iconic 
menus, on the top left of the screen.  
  After a modification of the system, another usability test 
can be conducted. Results of this new study can be compared 
with the usability test results of this project. An innovative 
photo management system for the elderly can be later 
developed.  
  Results of the usability study and the development of this 
new system can provide a basis for other studies related to a 
development or a use of advanced technology by the elderly 
or inexperienced technology users.  
 
［4］成果資料 
We plan to write a research paper and submit it to an 
international conference, e.g., the ACM CHI Conference on 
Human Factors in Computing Systems. However, during this 
project, the principal investigator had a chance to talk about 
other related research in the RIEC International Symposium 
on Human-Computer Interaction (The Third ACM SIGCHI 
Asian Symposium) on December 12th-13th, 2018 in Sendai, 
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された（関屋が General Chair を務める）
















































































催された（関屋が General Chair を務める）









(1) R. Sugano, Y. Sun, and H. Sekiya, "High-
frequency resonant gate driver with isolated 
class-E amplifier," Nonlinear Theory and Its 






(2) A. Lotfi, A. Medi, A. Katsuki, F. Kurokawa, 
H. Sekiya, M. K. Kazimierczuk, and T. Suetsugu, 
"Subnominal operation of class-E nonlinear shunt 
capacitance power amplifier at any duty ratio and 
grading coefficient," IEEE Transactions on 
Industrial Electronics, vol.65, no.10, Oct. 2018. 
 
(3) T. Ohsato, Y. Yamada, X. Wei, and Hiroo Sekiya, 
"Analysis and design of phase-controlled class-D 
ZVS inverter," 2018 International SoC Design 
Conference (ISOCC2018), Nov. 2018. 
 
(4) M. Hayati, H. Abbasi, M. K. Kazimierczuk, and 
H. Sekiya, "Analysis and study of the duty ratio 
effects on the class-E_M power amplifier 
including MOSFET nonlinear gate-to-drain and 
drain-to-source capacitances," IEEE Transactions 
on Power Electronics, vol.33, no.12, pp.10500-
10562, Dec. 2018. 
 
(5) H. Matsushita, H. Kurokawa, T. Kousaka, 
"Saddle-node bifurcation parameter detection 
strategy with nested-layer particle swarm 
optimization," Chaos, Solitons and Fractals, vol. 
119, no 2, pp. 126-134, Feb. 2019. 
 
(6) H. Asahara, T. Kousaka "Stability Analysis 
of State-Time-Dependent Nonlinear Hybrid 
Dynamical Systems," IEEJ Transactions on 
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古橋 武 （名古屋大学大学院工学研究科） 




































































































1) 廣瀬 明、中根 了昌、田中 剛平（東大） 
「ガーネットフィルムに誘起されるスピン波による
リザバーコンピューティング」 
2) 下村 颯志、廣瀬 明（東大） 
「複素自己組織化マップを用いたタイムドメイン位
相適応的処理による地中レーダ」 
3) (招待講演) 伊丹 哲郎（RIDC）、松井 伸之（兵
庫県立大） 
「分子としてのロボットによるブラウン運動」 
4) 山田功、山岸 昌夫（東工大） 
「サポートベクターマシンにおける Cortes-Vapnik
問題の階層型凸緩和とその解法について」 
5) 黒田 大貴, 山岸 昌夫、山田 功（東工大） 
“Exploiting Sparsity in Tight Representations 




7) T. Nitta (AIST), M. Kobayashi (Yamanashi 
Univ.) and D. P. Mandic (Imperial College London)  
“On the Equivalence between Hypercomplex Widely 
Linear Estimation and its Real Vector 
Counterpart” 
8) Eckhard Hitzer（ICU） 




















































(1) H. Kim A. Hirose, Unsupervised Hierarchical 
Land Classification Using Self-organizing 
Feature Codebook for Decimeter resolution PolSAR, 
IEEE Trans. on Geoscience and Remote Sensing, to 
appear 
(2) K. Kinugawa F. Shang N. Usami A. Hirose, 
Isotropization of 
quaternion-neural-network-based PolSAR adaptive 
land classification in Poincare-sphere parameter 
space, IEEE Geoscience and Remote Sensing Letters, 
15, 8 (2018) 1234-1238. 
(3) T. Shimada R. Natsuaki A. Hirose, 
Pixel-by-pixel scattering mechanism vector 
optimization in high resolution PolInSAR, IEEE 
Trans. on Geoscience and Remote Sensing, 56, 5 
(2018) 2587-2596. 
(4) T. Isokawa, H. Yamamoto, H. Nishimura, T. 
Yumoto, N. Kamiura, and N. Matsui, 
"Complex-Valued Associative Memories with 
Projection and Iterative Learning Rules," 
Journal of Artificial Intelligence and Soft 
Computing Research, vol.8, no.3, pp.237-249, 
2018. 
(5)  M. Tanaka, T. Isokawa, N. Matsui, T. Yumoto, 
and N. Kamiura, "A Convolutional Autoencoder for 
Detecting Tumors in Double Contrast X-ray 
Images," Proceedings of Joint 7th International 
Conference on Informatics, Electronics & Vision 
(ICIEV) and 2nd International Conference on 
Imaging, Vision, & Pattern Recognition (icIVPR), 
pp.384-387, 2018. 
(6) M. Tsuji, T. Isokawa, N. Yumoto, N. Matsui, 
and N. Kamiura, "Heterogeneous recurrent neural 
networks for natural language model," Artificial 
Life and Robotics, available online, 
https://doi.org/10.1007/s10015-018-0507-1, 
2018. 
(7) T. M. Pham, D. C. Doan, E. Hitzer,  
Application of Conformal Geometric Algebra to 
In-plane Rotated Face Detection by 
AdaBoost-based Algorithm, in Early Proceedings 
of the AGACSE  2018  Conference, Edt. by S. 
XAMBÓ-DESCAMPS, C. LAVOR, L. A. FERNANDES, M. 
JARDIM, 2018, pp. 117-126. 
(8) E. Hitzer, Three-dimensional quadrics in 
hybrid conformal geometric algebra of higher 
dimensions, in Early Proceedings of the AGACSE  
2018  Conference, Edt. by S. XAMBÓ-DESCAMPS, C. 
LAVOR, L. A. FERNANDES, M. JARDIM, 2018, pp. 
17-26. 
(9) S. Breuils, V. Nozick, A. Sugimoto, E.Hitzer, 
Quadric Conformal Geometric Algebra of R9,6, Adv. 
of App. Cliff. Algs., (2018) 28(2): 35. 
(10) Ryusuke Hata, M. A. H. Akhand, Md. Monirul 
Islam and Kazuyuki Murase, Simplified Real-, 
Complex-, and Quaternion-Valued Neuro-Fuzzy 
Learning Algorithms, International Journal of 
Intelligent Systems and Applications, Vol. 10, 
No.5, pp.1-13, 2018. 
(11) Pintu Chandra Shill, Animesh Kumar Paul, and 
Kazuyuki Murase, Adaptive Fuzzy Logic 
Controllers Using Hybrid Genetic Algorithms,  
International Journal of Uncertainty, Fuzziness 
and Knowledge-Based Systems, Vol.27, No.1, 
pp.41-71, 2019. 
(12) Sudipta Singha Roy, SK. Imran Hossain, M. A. 
H. Akhand, and Kazuyuki Murase, A Robust System 
for Noisy Image Classification Combining 
Denoising Autoencoder and Convolutional Neural 
Network, International Journal of Advanced 
Computer Science and Applications, Vol. 9, No.1 
pp.224-235, 2018. 
(13) Tohru Nitta, Resolution of singularities via 
deep complex ‐ valued neural networks,  
Mathematical Methods in the Applied Sciences, 
Vol.41, No.11, pp.4170-4178, 2018. 
(14) Nang Hung Van Nguyen, Minh Tuan Pham, Nho Dai 
Ung, Kanta Tachibana, Human Activity Recognition 
Based on Weighted Sum Method and Combination  
of Feature Extraction Methods, International 
Journal of Intelligent Information Systems, vol. 
7, no. 1, pp. 9-14, 2018. 
(15) Kanta Tachibana and Kentaro Otsuka, Wind 
Prediction Performance of Complex Neural Network 
with ReLU Activation Function, Proc. the SICE 
Annual Conference 2018, vol. 1, no. 1, pp. 
1029-1034, 2018. 
(16) Kanta TACHIBANA and Yuta TAKAGI, Difference 
between Human and Machine in Feeling about 
Similarity of Melodies, Proc. Int'l Symposium on 
Affective Science & Engineering 2019, 2019. 
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未来型オフィス空間とインタラクション 





北村 喜文（東北大学 電気通信研究所） 
通研対応教員 
北村 喜文（東北大学 電気通信研究所） 
研究分担者 
小森 雅晴（京都大学 大学院工学研究科） 
古崎 晃司（大阪大学 産業科学研究科） 
本江 正茂（東北大学 大学院工学研究科） 
伊藤 雄一（大阪大学 クリエイティブユニット） 
高嶋 和毅（東北大学 電気通信研究所） 
藤田 和之（東北大学 電気通信研究所） 
市野 順子（東京都市大学） 
福島 浩介（㈱イトーキ） 
松島 咲季子（Learning Design Lab.） 
 
研究費 
 旅費  196,000円 


























北村 喜文（東北大学 電気通信研究所） 
平田 泰久（東北大学 大学院 工学研究科） 
伊藤 雄一（大阪大学 クリエイティブユニット） 
高嶋 和毅（東北大学 電気通信研究所） 






田崎 咲絵（Bloom Sketch） 
松島 咲季子（Learning Design Lab.） 
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ACM SIGGRAPH Asia 2019 (2019/12) 
 “Research and development of augmented FPV 
drone racing system Bird of a Feather”をポス
ター発表 










































1. Koh Sueda, Takashi Kitada, Yushin Suzuki, and 
Taiki Wada. 2018. Research and development of 
augmented FPV drone racing system. In SIGGRAPH 
Asia 2018 Posters (SA '18). ACM, New York, NY, 
USA, Article 9, 2 pages, 2018.  
DOI: https://doi.org/10.1145/3283289.3283322 
2. Koh SUEDA et al, “Introduction Of Augmented 
FPV Drone Racing”, In SIGGRAPH Asia 2018 
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  研究代表者：青木 直史 
（北海道大学大学院情報科学研究科） 
  通研対応教員：鈴木 陽一 
（東北大学電気通信研究所） 
 研究分担者： 
今泉 祥子 （千葉大学大学院工学研究院） 
岩村 惠市 （東京理科大学工学部） 
鵜木 祐史 （北陸先端科学技術大学院大学） 
越前 功   （国立情報学研究所コンテンツ科学
研究系） 
荻原 昭夫 （近畿大学工学部） 
梶山 朋子 （青山学院大学理工学部経営システ
ム工学科） 
河口 英二 （九州工業大学名誉教授） 
川村 正樹 （山口大学大学院創成科学研究科） 
姜 錫     （北海道大学大学院情報科学研究 
科） 
姜 玄浩   （東京工業高等専門学校電子工学科） 
貴家 仁志 （首都大学東京システムデザイン学
部） 
栗林 稔   （岡山大学大学院自然研究科） 
合志 清一 （工学院大学情報学部） 
小嶋 徹也 （東京工業高等専門学校情報工学 
科） 
近藤 和弘 （山形大学大学院理工学研究科） 








村田 晴美 （中京大学工学部情報工学科） 
藤吉 正明 （首都大学東京学術情報基盤センタ
ー） 





Jeng-Shyang Pan （ National Kaohsiung 







 旅費  302,000円 



















































































































































(1) 島名 祐樹, 川村 正樹（山口大）, 相互想起型
連想記憶モデルを用いた多重Zero-Watermarking法
の提案, 信学技報EMM2018-88, 2018. 
 




(3) Minoru Kuribayashi, Nobuo Funabiki（岡山大）, 
Optimal Error Correcting Decoder with 
Self-Synchronization Capability, 信 学 技 報
EMM2018-90, 2018. 
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神野  健哉（東京都市大学知識工学部） 
通研対応教員： 





















































































































（International Symposium on Nonlinear Theory and 
Its Applications; NOLTA 2018）において、Special 
Session, “Optimization Algorithm with Nonlinear”
を企画し、プロジェクトメンバーを中心として研究発














ら注目を集めた。この特集号は2019 年 7 月に発行を
予定している。 
 
1 . 解探索に有効なアト ラ ク タ の性質の解明 
探索個体●と  
　 探索個体▲の 
　 　 解探索軌道 
　 　 　 アト ラ ク タ  
2 .  パラ メ ータ 結合、 結合関係による 
　  アト ラ ク タ 分岐の解析 
評価関数の相空間 
探索個体間の結合ト ポロジー 
完全結合 無向リ ング 有向リ ング 
分岐 
探索軌道アト ラ ク タ の分岐 
分岐理論 





グラ フ 理論・ 複雑ネッ ト ワーク 理論で解析 
3 .  群知能創発機構の構築 
・ 所望のアト ラ ク タ が生成でき る 
　 システムの構築 


































（１）Kenya Jin’no, “Nonlinear Map 
      Optimization”, in Proc. of 2018 IEEE World  
      Congress on Computational Intelligence 
 (IEEE WCCI 2018), pp. 2082-2088, Rio de  
Janeiro, Brazil, 2018. 7. 8-13. 
 
（２）Kenya Jin’no, “Analysis of Dynamics of  
Nonlinear Map Optimization”, in Proc. of  
5th International Conference on  
Applications in Nonlinear Dynamics  
(ICAND 2018), p. 32, Maui, Hawaii, USA, 
      2018. 8. 5-9 
 
（３）Takuya Shindo, Takefumi Hiraguri, Kenya 
Jin’no, “Analysis of Particle Swarm 
Optimization with Individual Dropout”, in 
Proc. of 2018 International Conference on 
Nonlinear Theory and its Applications 
(NOLTA 2018), pp. 288-291, Tarragona, Spain, 
2018.9.2-6. 
 
（４）Kenya Jin’no, “On a Nonlinear Map 
Optimization”, in Proc. of 2018 
International Conference on Nonlinear 
Theory and its Applications (NOLTA 2018), 
pp. 292-295, Tarragona, Spain, 2018.9.2-6. 
 
（５）Masato Omika, Hidehiro Nakano, Arata  
Miyauchi, “An Artificial Bee Colony 
Algorithm for Dynamic Optimization 
Problems”, in Proc. of 2018 International 
Conference on Nonlinear Theory and its 
Applications (NOLTA 2018), pp. 343-346, 
Tarragona, Spain, 2018.9.2-6. 
 
（６）Santana Sato, Hidehiro Nakano, Arata  
Miyauchi,“Particle Swarm Optimizer 
Networks with Switching Local and Global 
Network Topology”, in Proc. of 2018 
International Conference on Nonlinear 
Theory and its Applications (NOLTA 2018), 
pp. 347-350, Tarragona, Spain, 2018.9.2-6. 
 
（７）Wataru Kinoshita, Motoaki Sakai, Hideyuki  
Kato, Hiroaki Kurokawa, Haruna Matsushita, 
Takuji Kousaka, “Application of Particle 
Swarm Optimization to the Calculation of 
Border Collision Bifurcation Point in a 
One-Dimensional Map”, in Proc. of 2018 
International Conference on Nonlinear 
Theory and its Applications (NOLTA 2018), 
pp. 355-358, Tarragona, Spain, 2018.9.2-6. 
 
（８）Kenya Jin’no, “Search Property of  
Nonlinear Map Optimization, in Proc. of 
2018 IEEE Congress on Evolutionary 
Computation (IEEE CEC 2019), Wellington, 
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村尾  和哉（立命館大学情報理工学部） 
通研対応教員： 

















梶 克彦 （愛知工業大学情報科学部） 
荒瀬 由紀（大阪大学大学院情報科学研究科） 

























































































































・ 会議，シンポジウム名 IEEE PerCom2019 
・ 日時 2019年3月11日～15日 
・ 開催場所 京都国際会館（京都，日本） 






・ 資金制度，研究費名 JST ACT-I 
・ 配分機関名 科学技術振興機構 








・ 資金制度，研究費名 科研費基盤研究(B) 
・ 配分機関名 日本学術振興会 









・ 配分機関名 (公財)セコム科学技術振興財団 























(1) K. Yamamoto, F. Kan, K. Murao, M. Mochizuki, 
N. Nishio, “Manual Grading Task Support 
System with Interactive Correction 
Mechanism,” Trans. of Human Interface 
Society, Vol.21, No.1, pp.73-84 (Jan. 2019).  
(2) A. Ohnishi, K. Murao, T. Terada, M. Tsukamoto, 
“A Method for Structuring Meeting Logs 
using Wearable Sensors,” Elsevier Journal 
(Internet of Things: Engineering Cyber 
Physical Human Systems), Vol.5, pp.140-152 
(Mar. 2019).  
(3) Z. Zhang, Y. Arakawa, H. Oinas-kukkonen, 
“Design of Behavior Change Environment with 
Interactive Signage Having Active Talk 
Function,” PerPersuasion'19 (Mar. 2019). 
(4) 荒川 豊, “センサによるコンテキスト認識と
行動変容〜情報技術によるスマートオフィス
の実現に向けて〜,” 第 26 回日本産業ストレ
ス学会 (Dec. 2018). 
(5) T. Boshita, H. Suzuki, Y. Matsumoto, 
“Compression Method of Position 
Information for IoT-based Bus Location 
System Using LoRaWAN,” ICMU2018 (Oct. 
2018). 
(6) T. Boshita, H.Suzuki, Y. Matsumoto, 
“IoT-based Bus Location System Using 
LoRaWAN,” ITSC2018, pp.933-938 (Nov. 
2018). 
(7) S. Ishida, J. Kajimura, M. Uchino, S. 
Tagashira, A. Fukuda, “SAVeD: Acoustic 
Vehicle Detector with Speed Estimation 
capable of Sequential Vehicle Detection,” 
ITSC2018, pp.906-912 (Nov. 2018). 
(8) M. Uchino, S. Ishida, K. Kubo, S. Tagashira, 
A. Fukuda, “Initial Design of Acoustic 
Vehicle Detector with Wind Noise 
Suppressor,” PerVehicle2019 (Mar. 2019).  
(9) K. Yotsuya, N. Ito, K. Naito, N. Chujo, T. 
Mizuno, K. Kaji, “Method to Improve 
Accuracy of Indoor PDR Trajectories Using a 
Large Amount of Trajectories,” ICMU2018 
(Oct. 2018). 
(10) S. Sugimoto, N. Ito, K. Naito, N. Chujo, T. 
Mizuno, K. Kaji,“Partial Matching 
Estimation Method of Walking Trajectories 
for Generating Indoor Pedestrian 
Networks,” ICMU2018 (Oct. 2018). 
(11) Y. Hara, A. Uchiyama, T. Umedu, T.  
Higashino, “Sidewalk-level People Flow 
Estimation Using Dashboard Cameras Based on 
Deep Learning,” ICMU2018 (Oct. 2018). (Best 
Paper Award) 
(12) T. Maeda, A. Uchiyama, T. Higashino, “A 
Feasibility Study on Battery-less Travel 
Context Estimation Using Ambient 
Backscatter,” MUSICAL2019 (Mar. 2019). 
(13) K. Matsui, “Proposal of Web API 
Architecture for Smart Community: A Case 
Study of Japan,” AINA2019 (Mar. 2019). 
(14) K. Matsui, K. Sakai, “A Proposal for a 
Dynamic Digital Map to Prevent Heatstroke 
Using IoT Data,” AINA2019 (Mar. 2019). 
(15) 高橋秀幸, 片山健太, 横田信英, 杉安和也, 
北形 元, 木下哲男, “UAV を活用した避難誘
導支援システムの設計と試作,” FIT2018講演
論文集, 第4分冊, pp.363-364 (Sep. 2018). 
(16) K. Katayama, H. Takahashi, N. Yokota, K. 
Sugiyasu, T. Kinoshita, “Design and 
Implementation of Multiagent-based 
Evacuation Guidance Support System using 
UAVs,” iCAST2018, pp.196-201 (Sep. 2018). 
(17) A. Kanzaki, H. Akagi, “A UAV-Collaborative 
Sensing Method for Efficient Monitoring of 
Disaster Sites,” AINA2019 (Mar. 2019). 
(18) A. Kanzaki, K. Kuwabara, “A P2P-based Data 
Storing Method for Participatory Sensing,” 
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鈴木 基之（大阪工業大学 情報科学部） 
Kyogu Lee (ソウル大学 Music and Audio 
Research Group) 
伊藤 仁 (東北工業大学 電気電子工学部) 
坂本 修一 (東北大学 電気通信研究所) 





 旅費  229,000円 















































































Institute of Technology より Juang Biing Hwang
































成果は現在編集中の Acoustical Science and 
Technology 誌 UAC 2018 特集号にまとめられる予定
である． 
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研究会 Understanding the brain mechanisms of 
"mind"（2019年2月15～16日 於 通研本館）参加
人数 50名 使用言語：英語 
Prof Yutaka Oouchida (Osaka Kyoiku Univ.) 
Body representation of the paretic limb in the 














Prof Masaki Tanaka (Hokkaido Univ.) 
















Prof. Shinsuke Shimojo (Caltech) 
Vision when input is impoverished: postdiction, 












Dr Hung Shao-Min (Caltech) 
Out of sight, not out of mind: Unconscious 












Prof Jun Izawa (Tsukuba Univ.) 
Proposing a computational approach for studying 









































Hosokawa T, Honda Y, Yamada M, Romero MC, Iijima 
T, Tsutsui KI* (2018) Behavioral evidence for the 
use of functional categories during group 
reversal task performance in monkeys. Scientific 
Reports 8: 15878 
Shioiri S, Hashimoto K, Matsumiya K, Kuriki I, He 
S (2018) Extracting the orientation of rotating 
objects without object identification: Object 
orientation induction. Journal of Vision 18: 17 
Stiles NRB, Li M, Levitan CA, Kamitani Y, Shimojo 
S. (2018) What you saw is what you will hear: Two 
new illusions with audiovisual postdictive 
effects. Plos One 13: e0204217 




Different contributions of preparatory activity 
in the basal ganglia and cerebellum for 
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佐藤  逸人（神戸大学大学院工学研究科） 
通研対応教員： 
鈴木  陽一（東北大学電気通信研究所） 
研究分担者： 


















































気通信研究所にて開催された Tohoku Universal 
Acoustical Communication Month 2018 のサテライ
トシンポジウム：Seminar on the spatial aspects of 

















































(1) A. Honda, Y. Masumi, Y. Suzuki, S. Sakamoto, 
Effect of passive whole-body rotation on 
sound localization accuracy of listener 
subjective straight ahead, Seminar on the 
spatial aspects of hearing and their 
application, Sendai, Japan, Oct. 29-30, 2018 
(Keynote lecture). 
(2) H. Sato, Optimization of auditory guide 
signals in public spaces based on sound 
localization abilities in humans, Seminar on 
the spatial aspects of hearing and their 
application, Sendai, Japan, Oct. 29-30, 2018 
(Keynote lecture). 
(3) W. L. Martens and M. Cohen, Spatial sound 
scape superposition, Part I: Subject motion 
and scene sensibility, Seminar on the 
spatial aspects of hearing and their 
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八坂  洋（東北大学電気通信研究所） 
研究分担者 
青木  徹（静岡大学電子工学研究所） 
      根尾陽一郎（静岡大学電子工学研究所） 
伊藤  哲（静岡大学電子工学研究所） 
川人 祥二（静岡大学電子工学研究所） 
     香川景一郎（静岡大学電子工学研究所） 
     安富 啓太（静岡大学電子工学研究所） 
     原  和彦（静岡大学電子工学研究所） 
小南 裕子（静岡大学電子工学研究所） 
     猪川  洋（静岡大学電子工学研究所） 
          佐藤 弘明（静岡大学電子工学研究所） 
 庭山 雅司（静岡大学電子工学研究所） 
 小野 篤史（静岡大学電子工学研究所） 
 佐々木哲朗（静岡大学電子工学研究所） 
 鈴木 陽一（東北大学電気通信研究所） 
     横田 信英（東北大学電気通信研究所） 
上原 洋一（東北大学電気通信研究所） 
      片野  諭（東北大学電気通信研究所） 
藤掛 英夫（東北大学大学院工学研究科） 
     石鍋 隆宏（東北大学大学院工学研究科） 
    柴田 陽生（東北大学大学院工学研究科） 
延べ参加人数 69人 
研究費 














































































































































































































(1) S. Worasawato, K. Tasaki, ; Y. Neo, W. Pecharapa, Y. 
Hatanaka, H. MIMURA, “Persistent Photocurrent 
characteristics of ZnO polycrystalline films prepared 
by RF magnetron sputtering method", Japanese 
Journal of Applied Physics, (2019) accepted 
(2) T. Aoki, J. Nishizawa, T. Takagi, K. Takagi, T. Terao, 
G. Volodymyr, A. Koike, "CdTe pn junction type 
detector formation by interfacial direct laser irradiation 
doping",  IEEE NSS-MIC-RTSD 2018, R04-04, 
2019.11.13 (Sydney) 
(3) Y. Okura, K. Yasutomi, T. Takasawa, K. Kagawa, S. 
Kawahito, "3D scanning measurement using a 
time-of-flight range imager with improved range 
resolution", Electronic Imaging 2019, Burlingame, 
California USA, 2019.1.16 
(4) K. Hara, N. Umehara, “Low-pressure CVD and 
characterization of hexagonal boron nitride thin films”, 
5th Int’l Conf. Nanoscience and Nanotechnology, 
( 2 0 1 9 )  ( i n v i t e d  p r e s e n t a t i o n ) 
(5) Hiroshi Inokawa, Tomoki Nishimura, Alka Singh, 
Hiroaki Satoh and Yasuo Takahashi (Invited), 
"Ultrahigh-Frequency Characteristics of 
Single-Electron Transistor," 2018 IEEE International 
Conference on Electron Devices and Solid-State 
Circuits (EDSSC'18) T1A01 (Marriott Hotel Golden 
Bay, Shenzhen, P.R.China, Jun. 6-8, 2018). 
(6) M. Niwayama, “Voxel-based measurement sensitivity 
of spatially resolved near-infrared spectroscopy in 
layered tissues,” Journal of Biomedical Optics, Vol. 23, 
pp.030503 1-4 (2018). 
(7) Ayana Mizuno, Ryota Yamazaki, and Atsushi Ono, 
"Active tuning of surface plasmon resonance by 
controlling inter particle distance of gold nanoparticles," 
11th International Conference on Photo-Excited 
Processes and Applications (Vilnius, Lithuania, Sep. 13, 
2018). This presentation received The ICPEPA 
Outstanding Student Poster Award 1-st PLACE. 
(8) K. Aoyama, N. Yokota, and H. Yasaka, “Strategy of 
optical negative feedback for narrow linewidth 
semiconductor lasers,”Optics Express 26, 21159-21169 
(2018). 
(9) T. Shimizu, J. Trevino, S. Sakamoto, Y. Suzuki and T. 
Ise, “Evaluation of a sound field sharing 
system,”Acoustical Science and Technology (accepted 
for publication) (2019). 
(10) S. Katano, T. Wei, T. Sasajima, R. Kasama, and Y. 
Uehara, "Localized electronic structures of graphene 
oxide studied using scanning tunneling microscopy and 
spectroscopy", Phys. Chem. Chem. Phys., 20, 
17977-17982 (2018). 
(11) D. Minami, Y. Shibata, T. Ishinabe, and H. 
Fujikake,“Transfer Fabrication of Liquid Crystal Devices 
with Microgroove and Wall Structure on Plastic 
Substrate for Flexible In-plane Switching Liquid Crystal 
Displays,”ITE Transactions on Media Technology and 
Applications, vol.6, no.4, pp.274-279 (2018). 
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ステム    （東北大 佐藤茂雄） 
・マイクロ流体デバイスの新しい化学反応への展開 
 （早稲田大 関口 哲志） 
・デバイス・回路技術を駆使するハードウェアセキ
ュリティ技術      （東北大 本間 尚文） 
・半導体量子構造を用いた高速光信号処理デバイス 
 （早稲田大 宇髙 勝之） 
・半導体量子ドットによる局所電子状態の観測と制  
 御           （東北大 大塚 朋廣） 
・シリコン熱電発電デバイスの開発 
   （早稲田大 渡邉 孝信） 
・不揮発性スピントロニクス素子とその応用 
（東北大 深見 俊輔） 
・相補型パワー高周波回路に向けたダイヤモンド




 析            （東北大 森 隼人） 
・デバイスのゆらぎを利用したハードウェア認証 
（東北大 数森 康平） 
・強磁性共鳴を用いたナノスケール磁気トンネル接 
合の特性評価     （東北大 篠崎 基矢） 
・W/CoFeB/MgOヘテロ構造におけるスピン軌道トル 
 ク          （東北大 古屋 海渡） 
・低エネルギーArプラズマ照射によるB活性化の促 
進についての研究      （東北大 李 武） 
・プラズマCVDによる不純物ドープSi薄膜形成と電 
子物性制御に関する研究 （東北大 加藤 永史） 
・IzhikevichニューロンモデルアナログMOS回路の 
研究          （東北大 田村 祐樹） 
・Formation of lipid membranes doped with organic  
nanoparticles for bio-hybrid devices 
（東北大 Xingyao Feng） 
・微細加工シリコンチップ中に形成した脂質二分子
膜における無細胞合成イオンチャネルの薬物副作
用の定量       （東北大 常田 悠介） 
・マイクロパターン培養神経回路における自発活動 
パターンの高速イメージング 
（東北大 脇村 桂） 
・ノンドープ組成傾斜SiGeワイヤの微小ゼーベック 
係数測定        （早稲田大 熊田剛大） 
・重心移動機構を搭載した羽ばたき型UAV 
（早稲田大 西野 巧） 
・シリカ/エポキシ界面の破壊経路観察を目的とした 
マイクロ電極デバイスの開発とその評価 
（早稲田大 高橋 滉平） 
・Graphene effective index modulation dependent  
on height and  width parameters of silicon 
wire, slot and sub-wavelength grating 
waveguides   （早稲田大 HEINSULU Siim ） 
・MQW-SOAを用いた非線形偏光回転に基づいた2R 
全光再生特性      （早稲田大 何 毅） 
・SOA キャリア回復時間の活性層構造依存性に関す 
る解析        （早稲田大 杉中 亮太） 
・Diamond Josephson Junctions and SQUID for  
Superconducting Q-bit（早稲田大 蔭浦 泰資） 
・ALD-Al2O3ダイヤモンドMOSFETsの高電圧印加時 
における高周波特性評価 
（早稲田大 今西 祥一朗） 
・縦型2DHGダイヤモンドMOSFET : オーバーラップ 
ゲート構造による大電流密度・低オン抵抗化 
（早稲田大 西村 隼） 
・浅い単一NVセンターの規則配列を用いたナノNMR 
のスピンノイズ解析  （早稲田大 石井 邑） 
・低エネルギーイオン注入によりSi基板中に注入し 
たErとOの複合体形成観察およびフォトルミネッ
センス計測       （早稲田大 魏 啓楠） 
・単一オータプス神経細胞の自発発火に関する理論 
的解析        （早稲田大 石田実穂子） 
・可視光応答性酸化チタン薄膜による表面改質 
（早稲田大 市川 貴之） 
・マイクロパターン上で培養した単一オータプス神 
経細胞の自発発火パターンの計測と評価 




































（１）  S. Kono, K. Furusawa, A. Kurotobi,         
K. Hattori, H.Yamamoto, A.Hirano-Iwata,      
T. Tanii: In situ modification of cell-culture 
scaffolds by photocatalysis of 
visible-light-responsive TiO2 film, Jpn. J. 
Appl. Phys. 57 (2018) 027001, 1-5. 
 
（ ２ ） H. Yamamoto, S. Moriya, K. Ide,      
T. Hayakawa, H. Akima, S. Sato, S. Kubota, 
T. Tanii, M. Niwano, S. Teller, J. Soriano,             
A. Hirano-Iwata: Impact of modular 
organization on dynamical richness in 
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Jorge Alberto Treviño López（同上） 
崔 正烈（同上） 






































































































＜SESSION 2: 移動空間・操作空間のデザイン＞ 
(6) 車輪式移動装置用の全方向移動機構と統合型モ
ータ機構の研究 
















































＜SESSION 3: 多主体系のデザイン＞ 
(10)Interpersonal Communication on the Japanese 
Concept “MA” 





 "MA" is a concept in Japanese culture to guide 
artistic expressions, architecture design, and 
social etiquette. We try to explore along 
scientific and engineering dimensions to answer 
how a group of individuals come to a mutual 
understanding and agreement of such concept. 
(10) インターネットを用いたアナログゲームに関す
る大規模調査結果 















































版株式会社, April, 2018.  
(2) 椹木哲夫: 人と機械の共創による活力ある社会技術シス




(4) Tatsuro Terakawa, Masaharu Komori, Kippei Matsuda, 
and Shinji Mikami. A Novel Omnidirectional Mobile 
Robot with Wheels Connected by Passive Sliding Joints. 
IEEE/ASME Transactions on Mechatronics, Vol. 23, No. 
4, pp. 1716–1727, 2018. 
(5) Takayuki Hirose, Tetsuo Sawaragi, Yukio Horiguchi: 
Numerical Simulation of Complex Supply-Chain Systems 
with an Extended Model of Functional Resonance 
Analysis Method; Third International Workshop on 
Functional Modelling for Design and Operation of 
Engineering Systems, pp. 39-42 Kurashiki Japan, 2018. 
(6) Satoshi Shioiri, Bingyi Zhu, Kazumichi Matsumiya, 
Ichiro Kuriki: Implicit learning of layout sequences, 
The 14th Asia Pacific Conference on Vision,
 Hangzhou, China, 2018. 
(7) Satoshi Shioiri, Takumi Miura, Kazumichi Matsumiya, 
Ichiro Kuriki, Kaoru Amano: Spatial spread of visual 
attention measured using Steady-State Visually 
Evoked Fields (SSVEF),41st European Conference on 
Visual Perception, Trieste, Italy, 2018. 
(8) 笹田拓臣, 西川遼太, Chia-huei Tseng, 松宮一道, 栗木
一郎, 塩入 諭,手周辺注意への利き手の影響, 日本視覚
学会2019年冬季大会,神奈川県横浜市, 2019. 
(9) 天間 遼太郎, 高嶋 和毅, 末田 航, 藤田 和之, 北村 喜
文: 空間連動する 2 つのカメラ視点を用いたドローン操
縦インタフェースの拡張, 情報処理学会シンポジウムイ
ンタラクション論文集, 2019, 102-111, 2019. 
(10) Yoshifumi Kitamura, Kazuki Takashima and Kazuyuki 
Fujita, Designing dynamic aware interiors, 
Proceedings of the 24th ACM Symposium on Virtual 
Reality Software and Technology, 77:1-77:2, 2018. 
(11) 菅原 諒, 黄 佳維, 高嶋 和毅, 北村 喜文: 磁気式モー
ションセンサと CNN を用いたオクルージョンに強い非グ
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Su-Ling Yeh (National Taiwan University) 
通研対応教員 
  Satoshi Shioiri （東北大学電気通信研究所） 
研究分担者 
Li-Chen Fu (National Taiwan University) 
Hsiu-Ping Yueh (National Taiwan University) 
Tsung-Ren Huang (National Taiwan University) 
Shu-Kai Hsieh (National Taiwan University) 
Yung-Jen Hsu (National Taiwan University) 
Jong-Tsun Huang (National Taiwan University) 
Keng-Chen Liang (National Taiwan University) 
Tai-Li Chou (National Taiwan University) 
Joshua Goh (National Taiwan University) 
    Yôiti Suzuki（東北大学電気通信研究所） 














    AI application in industry, business, medical 
treatment and human science is the most remarkable and 
forward-looking research area. The proposed study area, 
AI in Human Studies will create synergy based on the 
strength of the two research institutes. The AI and 
advanced robotic center (AI center) of NTU consists of a 
strong team from human studies: education, psychology, 
medicine, humanities, and so on. Research Institute of 
Electrical Communication (RIEC) of Tohoku includes 
experts in Advanced Acoustic Information Systems, 
Visual Cognition and Systems, Interactive Content Design, 
Soft Computing Integrated System, New Paradigm VLSI 
System, and so on.  
    The two research institutes co-organized a 
symposium, the second Tohoku-NTU symposium on 
Interdisciplinary AI and Human Studies was held on 
November 24 in 2018 at RIEC in Sendai after the First 
NTU-Tohoku Symposium on December 23, 2017 in 
Taipei, Taiwan. The number of attendees was about 100, 
including 10 researchers from Taiwan. Following the 
symposium, the two teams have established several 
possible collaboration research lines as well as joint 
research plan. 
In the symposium, twelve talks were scheduled, 
and 60 posters were presented from Tohoku U and NTU:  
Speakers and Title 
1. Li-Chen Fu (NTU) 
How to integrate AI robotics and human sciences to promote 
human’s well-being? 
2. Su-Ling Yeh (NTU) 
AI robots for human well-being from the psychological aspects 
3. Satoshi Shioiri (Tohoku U) 
Projects of Advanced Institute for Yotta Informatics  
4. Taira Nakajima (Tohoku U) 
Supporting system for teaching improvement through reflection 
using image analysis data of lecture recording 
5. Ruey-Feng Chang (NTU) 
Breast Ultrasound Computer-aided Diagnosis Using Deep 
Learning 
6. Koichi Ito (Tohoku U) 
3D Ultrasound Image Reconstruction Using a Probe-Camera 
System 
7. Chien-Yu Chen (NTU) 
Genomics x AI 
8. Yan Zhang (Tohoku U) 
An Information Theoretic Framework for Unsupervised 
Representation Learning 
9. Chien-Chung Chen (NTU) 
A machine learning analysis on human categorical face perception 
10. Akinori Ito (Tohoku U) 
Assessing and expressing human(-like) behavior for 
meta-communication 




Design and Clinical Tests of an Automatic Trainer Inspired by 
Neuro-Developmental Treatment 
12. Yasuhisa Hirata (Tohoku U) 




The two teams have identified the following topics for 
joint research: 
(1) Social Robotics: We are entering a robot-human 
co-existing society. The major challenge for 
robot design nowadays is to develop its social 
nature so that it could provide a customized 
experience at institutes (e.g. senior home, 
hospitals) and households. The design of 
socially-functional robotics is the next generation 
manufacture goal.   
(2) AI & Education:  
Many educational theory and application 
developments with AI technology are made 
possible with the progression of hardware and 
software. The next step is to build on available 
infrastructure and explore creative and 
innovative educational approaches for future 
students and learners.    
(3) AI & Robots for the Aging Society:  
Both Taiwan and Japan are entering a 
super-aging society. Together with the change of 
demographic profiles, the support and care 
system developments for ageing society is never 
more urgent than ever. Our two teams include 
experts from all fields to further investigate this 
endeavor. 
(4) Natural Language and Basic Cognitive 
Functions:  
The AI together with big data and cloud provide 
an opportunity for us to advance our 
understanding of these high-functions such as 
attention, language, memory, and reasoning. 
New insights are made available by utilising the 
strength of human study power and engineering 
talents from the two sides. 
(5) Ethics and Law in AI:  
The heavy leverage of robotics and AI will 
accompany new responsibility and challenges 
from the users, designers, and law-makers. We 
will form an interest group to discuss the setup of 
policy and regulations to harness a safe and 
ethical society with AI and advanced robotics. 
(6) Yotta Informatics and AI:  
Information overloading is a general challenge 
faced by many communities. We propose new 
solutions to recruit AI to most effectively and 
efficiently help systems and individuals to 
re-structure and re-interpret the information for 
smart use. 
The core members inside each research group 






The project aims to progress the research in the fields of 
AI and human sciences through the collaboration of the 
two organizations. We expect a variety of novel 
applications of information and robotics technologies with 
the development and use of AI technologies. It is crucial to 
understand human in the use of these applications and 
development of AI without human sciences may cause 
troubles in the society. After the discussion at the 
symposium, several groups started to collaboration for 
projects focusing on specific fields for hearty 




1. Shih-Huan Tseng, Feng-Chih Liu, and Li-Chen Fu, 
“Active Learning on Service Providing Model: 
Adjustment of Robot Behaviors through Human 
Feedback,” IEEE Transactions on Cognitive and 
Developmental Systems, Vol. 10, No. 3, pp. 
701-711, (SCI) 2018. 
2. Ciou, Pei Hwai, Zong-Ze Wu, Shih-Huan Tseng, 
Li-Chen Fu, “Composite Reinforcement Learning 
for Social Robot Navigation,” Proc. of IEEE/RSJ 
International Conference on Intelligent Robots and 
Systems, Madrid, Spain, Oct. 1-5, 2018. 
3.  Hsu, Shih-His, Ping-Tsang Wu, Li-Chen Fu, 
“Distributed Deep Reinforcement Learning based 
Indoor Visual Navigation,” Proc. of IEEE/RSJ 
International Conference on Intelligent Robots and 
Systems, Madrid, Spain, Oct. 1-5, 2018. 
4. Chu, L., Chen, H. W., Cheng, P. Y., Ho, P., Weng, I. 
T., Yang, P. L., Chien, S. E., Tu, Y. C., Yang, C. C., 
Wang, T. M., Fung , H. H., & Yeh, S. L. (in press). 
Identifying features that enhance older adults’ 
acceptance of robots: A mixed methods study. 
Gerontology. 
5.  Chien, S, E., Chu, L., Lee, S. H., Wang, T. M., Yeh, 




toward robots. Transactions on Human-Robot 
Interaction 
6. Shioiri, S., Kobayashi, M., Matsumiya, K. & Kuriki, 
I. Spatial representations of the viewer's 
surroundings. Scientific reports 8, 7171, 
doi:10.1038/s41598-018-25433-5 (2018). 
7. Kang, D., Sung, Y. W. & Shioiri, S. Estimation of 
physiological sources of nonlinearity in blood 
oxygenation level-dependent contrast signals. Magn 
Reson Imaging 46, 121-129, 
doi:10.1016/j.mri.2017.10.017 (2018). 
8. Xin Huang, Kazuki Takashima, Kazuyuki Fujita 
and Yoshifumi Kitamura: Dynamic, Flexible and 
Multi-dimensional Visualization of Digital Photos 
and their Metadata, Proceedings of ACM 
International Conference on Interactive Surfaces 
and Spaces , 405-408, November 2018. 




10. Y. Horio, N. Ichinose, and M. Ogawa, 
"Experimental verification of quasi-periodic-orbit 
stabilization using a switched-capacitor chaotic 
neural network circuit," Nonlinear Theory and Its 
Applications, IEICE, vol. 9, no. 2, pp. 218-230, 
DOI: 10.1587/nolta.9.218, April 1, 2018. 
11. N. Ichinose, Y. Horio, and M. Ogawa, "Statistical 
test of quasiperiodicity in the presence of dynamical 
noise," Nonlinear Theory and Its Applications, 
IEICE, vol. 9, no. 2, pp. 231-242, DOI: 
10.1587/nolta.9.231, April 1, 2018. 
12. Y. Horio, "A brainmorphic computing hardware 
paradigm through complex nonlinear dynamics," in 
Understanding Complex Systems, V. In,P. Longhini. 
A. Palacios, eds., Springer, ISBN 
978-3-030-10891-5, March 16, 2019. 
13. S. Hu, C. Salvador, J. Trevino, S. Sakamoto and Y. 
Suzuki, Modeling head-related transfer functions 






15. R. Teraoka, S. Sakamoto, Z. Cui, Y. Suzuki and 
Satoshi Shioiri、Influence of auditory selective 
attention on word intelligibility, Proc. 65th Open 
Seminar on Acoustics, 307-310 (2018). 
16. N. Onizawa, S. Koshita, S. Sakamoto, M. 
Kawamata, and T. Hanyu, "An Area/Power-Aware 
32-Channel Compressive Gammachirp Filterbank 
Chip Based on Hybrid Stochastic/Binary 
Computation, "Nonlinear Theory and Its 
Applications (NOLTA), vol. E9-N, no. 4, pp. 
423-435, Oct. 2018.  
17. M. Natsui, T. Chiba, and T. Hanyu, "MTJ-Based 
Nonvolatile Ternary Logic Gate for Quantized 
Convolutional Neural Networks," IEEE 
SOI-3D-SUBTHRESHOLD 
MICROELECTRONICS TECHNOLOGY 
UNIFIED CONFERENCE (S3S), 2pages, Oct. 
2018. 
18. N. Onizawa, D. Katagiri, K. Matsumiya, W. J. 
Gross, T. Hanyu, "An Accuracy/Energy-Flexible 
Configurable Gabor-Filter Chip Based on 
Stochastic Computation with Dynamic 
Voltage-Frequency-Length Scaling," IEEE Journal 
on Emerging and Selected Topics in Circuits and 













































５. １ 通研国際シンポジウム 
 
磁性材料ならびに磁気デバイスに関する日韓シンポジウム 
Japan-Korea International Symposium on Magnetic Devices and Materials 
 



































International Symposium on Universal Acoustical Communication 2018 
 
 
開 催 日：平成 30 年 10 月 22 日（月曜日）～24 日（水曜日）（3日間） 
開催場所：東北大学電気通信研究所 





















した。国際シンポジウムの参加者数は 137 人（国内 100 人，海外 37 人），発表件数は 74












Asian Wireless Power Transfer Workshop(AWPT2018) 
 
 




ワイヤレス電力伝送（Wireless Power Transfer, WPT）は，電気自動車の無線充電に代
表される巨大な産業アプリケーションの可能性を有しており，近年最も注目されている研
究テーマの 1 つに位置づけられている．2015 年にスタートした WPT に関するアジア国際




















第 3回 日本－ヨーロッパ グラフェンおよび関連する 
2 次原材料に関するフラッグシップワークショップ 
3rd Japan-EU Flagship Workshop on Graphene and Related 2D Materials 
 
開 催 日：平成 30 年 11 月 19 日（月曜日）～11 月 21 日（水曜日）（3日間） 
開催場所：東北大学 電気通信研究所 ナノ・スピン実験施設 
参加人数：64 名（うち外国人参加者人数 22 人） 
 




















― 人工知能と人間科学の学際的研究 ― 
The 2nd Tohoku-NTU U Symposium on Interdisciplinary 

















り、12 件の講演と 30 件のポスター発表によって、さらなる情報交換、連携企画
の進展を得ることができた。なお、本シンポジウムは、2018 年度に採択された
通研共同プロジェクト研究 S 国際の活動の一環でもあり、その推進のために電





第 14 回知的情報ハイディングと 
マルチメディア信号処理に関する国際会議 
The 14th International Conference on Intelligent Information 
Hiding and Multimedia Signal Processing 
 
開 催 日：平成 30 年 11 月 26 日（月）～28 日（水） 
開催場所：青葉記念会館 






Security: Research Field Expanding in IoT Era” およびサウスオーストラリア大学
の Ivan Lee 博士による “Recent Advances in Visual Sensor Systems” の 2件の講
演があった。一般講演として、16 のセッションにおいて 87 件の講演があっ
た。講演のテーマは、中心テーマである電子透かし、ステガノグラフィ、電子
指紋をはじめとして、画像認識、音声認識、音声合成、無線通信、機械学習、
自動計測など多岐にわたった。一般講演のうち、以下の 3件の講演に Best 
Paper Award が授与された。 
W. Sun, W. Lu, C. Zhao, B. Guo and D. Li, “Calculating the truck's box volume with a 
single image under the circle projection and vanishing points constraint” 
C. Lee, J. Shen and Y. Kao, “High-Capacity Reversible Data Hiding Based on Star-
Shaped PVO Method” 
K. Gakajit, J. Karnjana, P. Aimmanee and M. Unoki, “Digital Audio Watermarking 
Method Based on Singular Spectrum Analysis with Automatic Parameter Estimation 








RIEC International Symposium on Human-Computer Interaction 
(The Third ACM SIGCHI Asian Symposium) 
 




東北大学電気通信研究所で，RIEC International Symposium on Human-Computer Interaction と題し








最大かつ最も権威がある国際会議として，ACM SIGCHI が主催する国際会議 CHI がある．この会









第 16 回 RIEC スピントロニクス国際ワークショップ 
16th RIEC International Workshop on Spintronics 
 
 




本ワークショップは 2005 年に第 1 回が開催されて以来、ほぼ年 1 回のペースで回を重
ね、今回で 16 回目の開催となった。今回は、我が国をはじめとして、チェコ、中国、ド
イツ、スイス、スウェーデン、スペイン、アメリカ、フランス、韓国からの招待講演者に
よる 16 件の招待講演に加え、25 件のポスター発表がなされた。また今回も前年に引き続
き日本学術振興会「研究拠点形成事業（Core-to-Core Program）」のワークショップと連
















The 7th RIEC International Symposium on Brain Functions and Brain Computer 
 
 
開 催 日：平成 31 年 2 月 22 日（金曜日）～23 日（土曜日）（2日間） 
開催場所：東北大学電気通信研究所 ナノ・スピン実験施設 






















The 6th RIEC International Symposium on Brainware LSI 
 
開  催  日：平成31年 3月 1日（金曜日）～2日（土曜日）（2日間） 













平成31年 3月 1日～ 2日の二日間に渡って開催された。新材料・デバイスと
その応用で著名な中国Shenzhen Universityの Karim Khan氏をはじめ、ア
ナログコンピューティング分野で著名な奈良先端科学技術大学院大学・
Renyuan Zhang氏、物体認識＆理解分野で著名な韓国Seoul National大学・
Choongkil Lee氏 、 ナ ノ ス ケ ー ル デ バ イ ス と そ の 応 用 で 著 名 な 産 総 研 ・
Hiroko Arai氏、実世界物体認識アルゴリズムの研究で著名なカザフスタ
ンNazarbayev大学・Martin Lukac氏、音響空間の再現に関する研究で著名
な台湾National Tsing Hua大学・Yi-Wen Liu氏、ロボット・ロコモーショ







   
 
第１０回ナノ構造とナノエレクトロニクス               
に関する国際ワークショップ 
The 10th International Workshop on Nanostructures and Nanoelectronics 
 
 
























第１０回ナノ構造とナノエレクトロニクス               
に関する国際ワークショップ 
The 10th International Workshop on Nanostructures and Nanoelectronics 
 
 



























第 12 回 新 IV 族半導体ナノエレクトロニクス 
国際ワークショップ 
12th International WorkShop on New Group IV Semiconductor Nanoelectronics 
 
 




































 研 究 会 名 主  査 幹  事 
1 伝送工学研究会 山田 博仁 教授 松田 信幸 准教授 
2 音響工学研究会 伊藤 彰則 教授 坂本 修一 准教授 
能勢 隆 准教授 
3 仙台“プラズマフォーラム” 安藤 晃 教授 金子 俊郎 教授 
4 ＥＭＣ仙台ゼミナール 曽根 秀昭 教授 山口 正洋 教授 
5 コンピュータサイエンス研究会 住井英二郎教授 松田 一孝 准教授 
6 システム制御研究会 吉澤 誠 教授 杉田 典大 准教授 
7 情報バイオトロニクス研究会 平野 愛弓 教授 宮本浩一郎 准教授 
8 スピニクス研究会 山口 正洋 教授 枦修一郎 准教授 
小川 智之 助教 
9 ニューパラダイムコンピューティング研究会 張山 昌論 教授 夏井 雅典 准教授 
10 超音波エレクトロニクス研究会 金井 浩 教授 荒川 元孝 准教授 
11 ブレインウェア工学研究会 石黒 章夫 教授 加納 剛史 准教授 
12 情報・数物研究会 田中 和之 教授 大関 真之 准教授 
13 生体・生命工学研究会 塩入 諭 教授 大林 武 准教授 
羽鳥 康裕 助教 
14 ナノ・スピン工学研究会 佐藤 茂雄 教授 深見 俊輔 准教授 
















日時： 2018年5月22日(火) 16:00～ 




○小川貴大1, 木野彩子2, 松浦祐司2 
(1 東北大学大学院工学研究科, 2 東北大学大学院医工学研究科) 
598-2. Scattering matrix model analysis of side-coupled type plasmonic 
Fabry-Perot waveguide filters 
○Jiyao Yu1, Ohtera Yasuo2, Hirohito Yamada1 
(1 Graduate School of Engineering, Tohoku University, 
2 Graduate School of Engineering, Toyama Prefectural University) 




日時： 2018年6月19日(火) 16:00～ 
場所： 東北大学 青葉山 電気・情報系別館４８０会議室 
 
一般講演  
599-1. 損失性インピーダンス整合回路を用いた無線電力伝送効率の研究  
○鄭 立飛 ,  佐藤  弘康 ,  陳 強  
(東北大学大学院工学研究科 ) 
599-2. 耳たぶを対象とした中赤外ATR法による非侵襲血糖測定の試み  
○曽山  俊輔 1，木野  彩子 2，松浦  祐司 2 
(1 東北大学大学院工学研究科 ,   2 東北大学大学院医工学研究科 ) 
599-3. 高速・低消費電力動作可能なSi熱光学位相シフタ  
○千葉  湧人 1, 北 智洋 2, 山田  博仁 1 
(1 東北大学大学院工学研究科 , 2 早稲田大学理工学術院先進理工学部 ) 





日時： 2018年7月17日(火) 16:00～ 





○岡本  大典 1、中村  隆宏 1、蔵田  和彦 2 
(1 光電子融合基盤技術研究所：PETRA、2 アイオーコア株式会社 ) 
600-2. 移動無線通信技術の発展と第 5世代システム  
○安達  文幸  
(東北大学 名誉教授、東北大学電気通信研究機構  特任教授 ) 
600-3. 東北大学における線状アンテナの研究の歴史  
○澤谷  邦男  
(東北大学 名誉教授、東北大学産学連携機構  特任教授 ) 




日時： 2018年9月25日(火) 15:00～ 
場所： 東北大学 青葉山 電気・情報系別館４８０会議室 
 
特別講演  
601-1. FDTD法を用いた広帯域パルス電磁界の数値ドシメトリ  
○チャカロタイ  ジェドヴィスノプ  
(情報通信研究機構  電磁波研究所  電磁環境研究室 ) 
601-2. 時間的な屈折率境界面における光の反射と屈折について  
○松田  信幸  
(東北大学  大学院工学研究科  通信工学専攻 准教授 ) 
 
一般講演  
601-3. A Broadband Reflectarray Antenna using Sub-Wavelength Dual-Resonance 
Phase-Delay-Line Unit Cell 
○Sen Liu, Qiang Chen 
(Department: Graduate School of Engineering, Tohoku University) 
601-4. 液体充填同軸線路を用いた液晶の複素誘電率測定  
○阿部  新司，佐藤  弘康，陳 強，柴田  陽生，石鍋  隆宏，藤掛  英
夫  
(東北大学  大学院工学研究科 ) 








日時： 2018年10月23日(火) 15:00～ 
場所： 東北大学 青葉山 電気・情報系別館４８０会議室 
 
一般講演  
602-1. 統一電源プラグ・システムにおける電力線通信の改善  
○木村  栄智 1、山田  博仁 1 ,  2  
(1 東北大学  大学院工学研究科  通信工学専攻、 2 電気通信研究機構 ) 
602-2. 移動体通信用集積化スイッチの耐電力・線形化技術  
○田中 聡、本良  瑞樹、亀田 卓、末松  憲治  
(東北大学  電気通信研究所  先端ワイアレス通信技術研究室 ) 
602-3. 近傍界を用いた波源分布推定の数値シミュレーション  
○梅内  哲也、今野  佳祐、陳 強  
(東北大学  大学院工学研究科  通信工学専攻 ) 
602-4. 波長掃引型量子カスケードレーザを用いた血糖値測定システム  
○柴田  尚登 1, 木野  彩子 1, 杉山  厚志 2, 秋草  直大 2, 松浦  祐司 1 
1 東北大学  大学院医工学研究科、 2 浜松ホトニクス (株 ) 




日時： 2018年11月20日(火) 15:00～ 
場所： 東北大学 青葉山 電気・情報系別館４８０会議室 
 
一般講演  
603-1. 非接触分光画像計測による果物の分光情報推定に関する検討  
○浅野  孝介、山田  博仁  
(東北大学  大学院工学研究科  通信工学専攻 ) 
603-2. 八木・宇田アンテナを用いた後方散乱の小さいフェーズドアレーアン
テナの実験的検討  
○森田  耕平、今野  佳祐、陳 強  
(東北大学  大学院工学研究科 ) 
603-3. スマートガスメータ用ダイバーシティアンテナの設計  
○前田  卓人 1，佐藤  弘康 1，陳 強 1，鈴木  暁士 1，土屋  創太 2，  
横山  睦人 2 
(1 東北大学  大学院工学研究科， 2 東京ガス株式会社 ) 
603-4. 無線電力伝送システムにおける素子損失を考慮したインピーダンス整
合回路の効率  
○鈴木  暁士 1, 陳 強 1, 佐藤  弘康 1, 袁  巧微 2 
1 東北大学  大学院工学研究科、 2 仙台高等専門学校  







日時： 2018年12月18日(火) 15:00～ 
場所： 東北大学 青葉山 電気・情報系別館４８０会議室 
 
一般講演  
604-1. シリコン外部共振器を用いた長波長帯用波長可変レーザ  
○武井  翔太郎、山田  博仁  
(東北大学  大学院工学研究科  通信工学専攻 ) 
604-2. 多偏波干渉計測による地上設置型合成開口レーダ（GB-SAR）の高精度
大気補正手法の提案  
○泉 佑太 1、Lilong Zou2、菊田  和孝 3、佐藤  源之 1 ,  3  
(1 東北大学 環境科学研究科、2 国立研究開発法人  産業技術総合研
究所、3 東北大学 東北アジア研究センター ) 
 
特別講演  
604-3. 自律制御型メタマテリアルの構成原理とその応用領域について  
小塚  洋司  
(東海大学名誉教授，電気通信大学客員教授 ) 
 




日時： 2019年1月22日(火) 15:00～ 
場所： 東北大学 青葉山 電気・情報系別館４８０会議室 
 
一般講演  
605-1. 波長依存スペックル照明を用いた非走査型単一ファイバイメージング  
〇久保田  達也 1, 片桐  崇史 1, 松浦  祐司 2 
(1 東北大学大学院工学研究科 ,  2 東北大学大学院医工学研究科 ) 
605-2. 28GHz帯におけるレクテナの高効率化  
○中村  拓真 1, 今野  佳祐 1, 佐藤  弘康 1, 陳  強 1, 袁  巧微 2 
(1 東北大学大学院工学研究科 ,  2 仙台高等専門学校 ) 
605-3. ガラス板を用いたアレーアンテナ設計法の研究  
○長江  眞平 1, 佐藤  弘康 1, 陳  強 1, 加賀谷  修 2, 佐山  稔貴 2 
(1 東北大学大学院工学研究科 ,  2 AGC株式会社 ) 
 










日時： 2019年2月19日(火) 15:00～ 
場所： 東北大学 青葉山 電気・情報系1号館2階大会議室 
 
一般講演  
606-1. High-peak-power nanosecond optical pulses generated from semiconductor 
lasers 
〇Yuan Gao1, Jui-Hung Hung2, He-Jie Yan1, Hirohito Yamada1,2, Hiroyuki 
Yokoyama1,2 
(1 Graduate School of Engineering, Tohoku Univ., 2 NICHe, Tohoku 
Univ.) 
606-2. 不均一導波管を用いた漏れ波集光アンテナの試作  
○橋本卓也 ,  佐藤弘康 ,  陳強  
(東北大学大学院工学研究科 ) 
606-3. Applying Artificial Neural Network to diagnose Array Antennas 
○Wang Xin, Keisuke Konno, Chen Qiang 
(Graduate School of Engineering, Tohoku Univ.) 












で，研究会 2 回（第 375 回，第 376 回）と通研講演会 1 回が開催された。会場
は，第 375 回が電気通信研究所本館 1 階オープンセミナー室，第 376 回が電子
情報システム・応物系南講義棟 103 号室，通研講演会は電気通信研究所本館 1
階オープンセミナー室であった。なお，第 375 回は電子情報通信学会 HIP 研究
会，日本認知心理学会感性学研究部会，日本心理学会注意と認知研究会との共
催で，第 376 回は超音波エレクトロニクス研究会と共催で開催された。第 375
回は 2018 年 12 月 26 日（水），27 日（木）に開催され，研究発表 9 件，参加者
は延べ 66 名であった。第 376 回は 2019 年 1 月 24 日（木）に開催され，研究
発表 4 件，参加者は 52 名であった。通研講演会は，2019 年 3 月 19 日（火）に
木俵豊氏（情報通信研究機構ユニバーサルコミュニケーション研究所長）によ
る「ユニバーサルコミュニケーションを実現する人工知能技術－NICT けいはん





    




































IEEE EMC Society 仙台Chapterが設立され，連携して活動している。  
 平成３０年度は，本研究会の開催は２回あり，第 206回（ 10月31日）の通研
講演会で井渕貴章助教（大阪大学）と礒田陽次教授（秋田県立大学）による講































Jiří Borovec 氏  




東北大学大学院医学系研究科  准教授  
（チェコ工科大学プラハ校  准教授）  
Ivo Bukovsky 氏  




















 ｢化学センサを応用したマルチパラメータ測定デバイス｣研究会  
平成31年2月14日開催 宮本浩一郎(東北大)、柳瀬雄輝(広島大)、宇野重康(立
命館大)、郭 媛元(東北大)、阿部結奈(東北大 院工)  
 
The 7th RIEC International Symposium on Brain Functions and Brain Computer. 
平成 31年 2月 22-23日開催  L. Theogarajan (UC Santa Barbara, USA), Y. Horio 
(Tohoku Univ., Japan), J. Madrenas (Tech. Univ. Catalunya, Spain), S. Sato 
(Tohoku Univ., Japan), H. Kamiya (Hokkaido Univ., Japan), J. Soriano (Univ. 
Barcelona, Spain) 他  
  
 10th International Workshop on Nanostructures & Nanoelectronics. 
平成31年 3月 6-7日開催  Patrik Schmuki (Univ. of Erlangen-Nuremberg, Germany), 
Maurits de Planque (Univ. Southampton, United Kingdom), Kenichi Morigaki 






      ス ピ ニ ク ス 研 究 会  
 
   







募による特別研究会を行っている。本年度は IEEE Magnetics Society Sendai/Sapporo 
Joint Chapter 、 IEEE Sendai Section 、および東北大学電気通信研究所共同プロジェ
クト研究との共催・協賛による計 5 回の研究会を開催した。 
 第 1 回は、 2018 年の IEEE Magnetics Society Distinguished Lecturer (DL) である
豊橋技術科学大学井上光輝教授と東北大学薮上信教授とによる講演会を開催した。第 2
回は、 IEEE Magnetics Society DLの東京大学大谷義近教授による講演会を開催した。
第 3 回は、 IEEE Magnetics Society DLのUniversity of Maryland, Alison B. Flatau教
授による講演会を開催した。第 4 回は、一般公募と招待講演による特別研究会を開催し、
東北大学電気通信研究で 2 日間にわたり一般講演 15 件、仙台高専山田洋准教授、東北
工業大学田河育也教授、山形大学田中陽一郎教授、秋田大学齊藤準教授、岩手大学菊池
弘昭准教授、岩手大学三浦健司准教授らによる 6 件の招待講演、また東北大学山口正洋
教授による 1 件の特別講演の計 22 件の講演が行われ、東北地区の磁気に関わる研究者
を中心とした 46 人の参加を得て盛大に開催され活発な研究討論が行われた。第 5 回は、
信越化学工業（株）土井祐仁氏による通研講演会を開催した。 
本年度の運営は、主査：山口正洋教授（電気 ）、 幹事：枦修一郎准教授（通研 ）、 小





ニューパラダイムコンピューティング (NPC)研究会  
 
 







第107回 平成30年11月 3日（土）東京・八重洲カンファレンスセンター  
研究発表 2件  
 
第108回 平成30年11月 9日（金）電気通信研究所  
研究発表 17件  
 
第109回 平成31年3月 4日（金）東北大学工学部電気系 通研講演会  
演題：「FPGAを用いた高性能計算の可能性とデータフロープログラミング」 
講演者：佐野 健太郎（理化学研究所  計算科学研究センター  























    







日時  :  平成30年5月31日  (木 ) 15:00 ～  17:00 
会場  :  東北大学工学部  電子情報システム・応物系  1号館 2F 大会議室  
演題  :  
1. 「超音波エコー信号を用いた肝臓内線維化の定量評価手法   
－マルチレイリーモデルに基づく臨床画像評価法－」  
◎森  翔平 1，平田  慎之介 2，山口  匡 3, 蜂屋  弘之 2 
(1 東北大学大学院工学研究科 ,  2 東京工業大学工学院システム制御系 ,   
3 千葉大学フロンティア医工学センター ) 
2. 「セクタプローブを用いた二方向拡散波による  
心臓内二次元血流ベクトル推定」  
◎前田  萌 ,  長岡  亮 ,  池田  隼人 ,  八重樫  創生 ,  西條  芳文  
(東北大学大学院医工学研究科 ) 
3. 「血管壁弾性率の超音波測定における  
パルスインバージョン法による精度向上」 
◎宮地  幸哉 1 ,2，荒川  元孝 1 ,3，金井  浩 3 ,1  
(1 東北大学大学院医工学研究科，  
2 富士フイルム株式会社R&D統括本部メディカルシステム開発センター ,   
3 東北大学大学院工学研究科 ) 
 
第89回  
日時 2018年10月  4日 (木 ) 10：00 ～  17： 20 
会場  東北大学工学部  電子情報システム・応物系  南講義棟 103 
電子情報通信学会・日本音響学会  超音波研究会，  
日本超音波医学会  光超音波画像研究会，  
レーザー学会  光音響イメージング技術専門委員会と共催  
 
1. 「集束超音波による超音波霧化におけるキャピラリー波の高速度撮影解析」 
◎塚原健生，益子大作，吉澤 晋（東北大）  
2. 「超音波による脂肪性肝疾患の診断と断層像の高分解能化を目指した  
生体内音速分布推定」 
◎阿部啓一郎，森 翔平，荒川元孝，金井 浩（東北大）  
3. 「分極反転PZT/PTO薄膜を用いた周波数スイッチナブルなGHz帯共振子」  




4. 「基板付き薄膜共振子からの新規 kt2評価法と従来法の比較   
～  共振周波数比法、変換損失法、共振スペクトル法、共振反共振法  ～」 
◎戸塚 誠，柳谷隆彦（早大）  
5. 「 c軸傾斜配向ScAlN薄膜 /音響多層膜構造の共振子を用いた  
UHF帯における液体粘性評価」  
◎山川愉生，五月女 巧，唐澤 嶺，柳谷隆彦（早大）  
6. 「 c軸傾斜配向厚みすべりモードScAlN薄膜共振子を用いた  
液体中生体分子相互作用の検出」 
◎矢崎 花，五月女 巧，唐澤 嶺（早大），高柳真司（名工大），  
吉田憲司（千葉大），柳谷隆彦（早大）  
7. 「製法の異なるScAl合金スパッタターゲットから発生する負イオンが  
ScAlN薄膜の特性に及ぼす影響   
～  電子ビーム溶融、アーク溶融、焼結ScAl合金ターゲットの比較  ～」  
◎唐澤 嶺（早大），高柳真司（名工大），遠藤結佳（早大），今川 誠，
森坂啓介，鈴木 雄（フルヤ金属），柳谷隆彦（早大）  
8. 「多波長光音響イメージングによる脂肪肝定量評価のための基礎的検討」  
◎浅田恭輔，浪田 健，近藤健悟，山川 誠，椎名 毅（京大）  
9. 「多波長光音響イメージングによる皮下血腫評価に向けた基礎的検討」  
◎内本 陽，浪田 健，近藤健悟，山川 誠，椎名 毅（京大）  
10. 「深深度・波長低依存音響分解能光音響顕微鏡の光学シミュレーション」  
◎丸山真幸，加瀬 究，斎藤徳人，和田智之（理研）  
11. 「多方向信号取得による高解像度光音響イメージング」  
◎佐藤幹太，新楯 諒（東北大），藤原光浩（オークソニック），  
西條芳文（東北大）  
12. 「高周波数トランスデューサを使用した透過型光音響顕微鏡の設計」  
◎新楯 諒（東北大），長岡 亮（富山大），小林和人（本多電子），  
西條芳文（東北大）  
13. 「実時間光超音波を用いたヒト組織 in vivoイメージングの初期実験  
 ～  スペクトル推定と力学計測  ～」  
◎炭 親良（上智大），佐藤直人（CYBERDYNE）  
14. 「臨床研究のデータ理解のためのウサギを対象にした光音響測定」  
◎石原美弥，平沢 壮，大川晋平，藤田真敬（防衛医科大）  
 
第90回  
日時 2018年10月  4日 (木 ) 10：00 ～  17： 20 
会場 東北大学工学部・工学研究科サイエンスキャンパス  
第2回先端生体超音波シンポジウムと共催  
 
A1 「切除不能膵がんに対する音響力学的治療におけるシステム開発」  
◎吉澤  晋 1，高木  亮 2，玉野  聡 3 ,1，梅村晋一郎 4  
(1東北大学大学院工学研究科 ,  2産業技術総合研究所 ,   






A2 「心臓壁振動速度波形の超音波同時多点計測における精度の  
拡散波・平面波・集束波の送信幅依存性の評価」  
◎古澤直也 1，森  翔平 2，荒川元孝 1 ,2，金井  浩 2 ,1  
(1東北大学大学院医工学研究科 ,  2東北大学大学院工学研究科 ) 
A3 「PVA-Hを用いたARFI計測用ファントムの開発とヤング率計測」  
◎高橋  廉 1，清水康智 2，山口  匡 3，太田  信 2 
(1東北大学大学院医工学研究科 ,  2東北大学流体科学研究所 ,   
3千葉大学フロンティア医工学センター ) 
P1 「超音波加振により生体模擬試料表面に発生する変位分布の計測」  
◎川村  響 1 , 森  翔平 1, 荒川元孝 2 ,1,  金井  浩 1 ,2  
 (1東北大学大学院工学研究科 ,  2東北大学大学院医工学研究科 ) 
P2 「濃度共起行列を用いた好中球画像の分葉数別判別」  
◎村山綾菜 1, 熊原  茜 1, 松岡穂奈実 1, 藪田麻結 1, 七戸加奈² , 山本麻衣 3, 
 河野圭伍 2,  岡田一範 4, 加賀早苗 4, 政氏伸夫 4 
  (1北海道大学医学部保健学科 ,  2北海道大学大学院保健科学院 ,   
3国家公務員共済組合連合会斗南病院 ,   
4北海道大学大学院保健科学研究院 ) 
P3 「セクタプローブによる二方向拡散波を用いた心臓内  
二次元血流ベクトルイメージング」 
◎前田  萌 1 , 長岡  亮 2, 池田隼人 1, 西條芳文 1 
  (1東北大学大学院医工学研究科 ,  2富山大学大学院理工学研究部 ) 
P4 「血管壁粘弾性推定のための単一超音波プローブを用いた  
血管径－血圧同時計測」  
◎斎藤拓海 1，森  翔平 2，荒川元孝 1 ,2，大庭茂男 3，小林和人 4，金井  浩 2 ,1  
 (1東北大学大学院医工学研究科 ,  2東北大学大学院工学研究科 ,   
3東北大学工学部 ,  4本多電子株式会社 )  
P5 「Deep Learningを用いた好中球画像の分葉数別判別」  
◎藪田麻結 1，熊原  茜 1，松岡穂奈実 1，村山綾菜 1，七戸加奈 2，  
河野圭伍 2，山本麻衣 3，岡田一範 4，加賀早苗 4，政氏伸夫 4 
(1北海道大学医学部保健学科 ,  2北海道大学大学院保健科学院 ,   
3国家公務員共済組合連合会斗南病院 ,   
4北海道大学大学院保健科学研究院 ) 
P6 「三次元超音波顕微鏡による皮膚のイメージングと画質改善」  
◎横式紗彩，熊谷和敏，前田  萌，西條芳文  
(東北大学大学院医工学研究科 ) 
P7 「頸動脈表面粗さの超音波計測における頸動脈壁と  
超音波プローブのなす傾斜が及ぼす影響とその除去法に関する検討」  
◎阿部貴久 1，森  翔平 2，荒川元孝 1 ,2，金井  浩 2 ,1  








P8 「フローサイトメトリー法を用いた好中球顆粒内物質の計量」  
◎七戸加奈 1，熊原  茜 2，松岡穂奈実 2，村山綾菜 2，藪田麻結 2，  
山本麻衣 3，河野圭伍 1，岡田一範 4，加賀早苗 4，政氏伸夫 4 
(1北海道大学大学院保健科学院 ,  2北海道大学医学部保健学科 ,   
3国家公務員共済組合連合会斗南病院 ,   
4北海道大学大学院保健科学研究院 ) 
P9 「球面アレイトランスデューサーを用いた3次元光音響イメージングの  
検討」  
◎森野太介 1，長岡  亮 2, 吉澤  晋 3，梅村晋一郎 1，佐藤幹太 1，新楯  諒 1， 
西條芳文 1 
(1東北大学大学院医工学研究科 ,  2富山大学大学院理工学研究部 ,   
3東北大学大学院工学研究科 ) 
P10 「脂肪性肝疾患の診断と超音波断層像の高分解能化を目指した  
生体内音速分布推定に関する検討」  
 ◎阿部啓一郎 1，森  翔平 1，荒川元孝 2 ,1，金井  浩 1 ,2  
 (1東北大学大学院工学研究科 ,  2東北大学大学院医工学研究科 ) 
P11 「肥大型心筋症と高血圧症のリザーバ期左房心筋壁動態の差異：  
三次元スペックルトラッキング法による検討」  
◎柳  裕介 1, 岡田一範 2, 相庭美穂 3, 加賀早苗 2, 政氏伸夫 2, 三神大世 2 
(1北海道大学大学院保健科学院 ,  2北海道大学大学院保健科学研究院 ,  
3北海道大学医学部保健学科 ) 
P12 「リニアプローブを用いた多方向からの信号取得による  
光音響画像再構成のシミュレーション」  
◎佐藤幹太 1，新楯  諒 1，藤原光浩 2，西條芳文 1 
(1東北大学大学院医工学研究科 ,  2株式会社オークソニック ) 
P13 「医用超音波による胸椎表面描出のための骨からの反射特性と  
筋組織からの散乱特性の違いに関する検討」  
◎横山智大 1，森  翔平 2，荒川元孝 1 ,2，大西詠子 3，山内正憲 3，金井  浩 2 ,1  
(1 東北大学大学院医工学研究科 ,  2東北大学大学院工学研究科 ,   
3東北大学医学部 ) 
P14 「ドップラー画像位相差による断面流速の三次元的可視化の試み」  
◎軽部雅人 1，白石泰之 2，岩元直樹 1，山田昭博 2，井上雄介 2，源田達也 1，  
舘崎佑馬 2，盛田良介 2，山家智之 1 ,2  
(1東北大学大学院医工学研究科 ,  2東北大学加齢医学研究所 ) 
P15 「ナビエ・ストークス方程式を用いた 2次元速度ベクトルの誤差低減」  
◎菅野尚哉 ,  Sri Oktamuliani, 西條芳文  
(東北大学大学院医工学研究科 ) 
P16 「超音波後方散乱特性解析による赤血球集合度評価における  
超音波伝播減衰の除去に関する検討」  
◎永澤幹太 1, 深瀬晶予 2, 森  翔平 3, 荒川元孝 1 ,3,  八代  諭 4, 石垣  泰 4,  
金井  浩 3 ,1  





P17 「高周波数超音波トランスデューサを用いた透過型光音響顕微鏡  
に関する基礎的検討」  
◎新楯  諒 1, 長岡  亮 2, 小林和人 3, 西條芳文 1 
(1東北大学大学院医工学研究科， 2富山大学大学院理工学研究部，  
3本多電子株式会社研究開発本部 ) 
P18 「心筋収縮応答における心室中隔壁の長軸像ビーム方向  
及びラテラル方向の速度波形の観察」 
◎小原  優 1, 森  翔平 2, 荒川元孝 3 ,2, 金井  浩 2 ,3  
(1東北大学工学部，2東北大学大学院工学研究科，  
3東北大学大学院医工学研究科 ) 
P19 「光干渉断層法における画質改善のための屈折率の算出」  
◎藤井佳祐 1，柏倉直史 1，長岡  亮 2，西條芳文 1 
(1東北大学大学院医工学研究科 ,  2富山大学大学院理工学研究部 ) 
B1 「テクスチャ解析による細胞質内顆粒の数、分布の定量的評価」  
◎政氏伸夫 1，山本麻衣 2，河野圭伍 3，七戸加奈 3，熊原  茜 4，  
松岡穂奈実 4，村山綾菜 4，藪田麻結 4，岡田一範 1，加賀早苗 1 
(1北海道大学大学院保健科学研究院，  
2国家公務員共済組合連合会斗南病院，  
3北海道大学大学院保健科学院， 4北海道大学医学部保健学科 ) 
B2 「細胞骨格の発達状態が培養心筋細胞の機械刺激受容感度に与える影響」  
根岸聖太 ,  工藤信樹 (北海道大学大学院情報科学研究科 ) 
B3 「細胞のバイオメカニクス計測を目的とした高周波超音波顕微鏡  
システムの開発」 
◎平野  亮 1, 荒川元孝 1, 小林和人 2, 長岡  亮 3, 西條芳文 1 
(1東北大学大学院医工学研究科， 2本多電子株式会社研究開発本部，  
3富山大学大学院理工学研究部 ) 
C1 「左房収縮時逆行 /順行血流量比による非侵襲的左室硬さ評価の有用性」  
岡田一範 1, 藤澤亮介 2, 柳  裕介 3, 政氏伸夫 1, 加賀早苗 1, 三神大世 1 
(1北海道大学大学院保健科学研究院， 2北海道大学医学部保健学科，  
3北海道大学大学院保健科学院 ) 
C2 「混合性肺高血圧をきたす左心不全患者の左房心筋機能障害  
 − 左室駆出率が低下した心不全例における検討− 」  
加賀早苗 1, 齋藤  遥 2, 岡田一範 1, 柳  裕介 3, 政氏伸夫 1, 三神大世 1 
(1北海道大学大学院保健科学研究院， 2北海道大学医学部保健学科，  
3北海道大学大学院保健科学院 ) 
C3 「心筋収縮伝播路の超音波による可視化のための収縮伝播速度の  
局所 2次元分布」  
◎林  あかね 1，森  翔平 2，荒川元孝 1 ,2，金井  浩 2 ,1  









日時  :  平成30年11月6日  (火 ) 14:40 ～  16:10 
会場  :  東北大学工学部  電子情報システム・応物系  別館 480号室  
演題  :  
1. 「An ultrasonic method for measuring shear wave velocity and absorption of 
biological tissues for viscoelasticity characterization  
     せん断波伝搬による生体組織の粘弾性特性の超音波計測に関する考察」  
◎Yuu Ono 
(Department of Systems and Computer Engineering,  
Carleton University, Canada) 
 
第92回  
日時  :  平成30年11月15日  (木 ) 14:40 ～  17:30 
会場  :  東北大学工学部  電子情報システム・応物系  1号館 2F 大会議室  
演題  :  
1.「超音波 in vivo計測による心筋収縮の伝播速度ベクトルの空間分布推定」  
◎林  あかね 1，森  翔平 2，荒川元孝 1 ,2，金井  浩 2 ,1  
(1東北大学大学院医工学研究科， 2東北大学大学院工学研究科 )  
2.「医用超音波による骨と筋組織の反射・散乱特性の違いを用いた  
胸椎表面描出に関する検討」 
◎横山智大 1，森  翔平 2，荒川元孝 1 ,2，大西詠子 3，山内正憲 3，金井  浩 2 ,1  




◎前田  萌 1，長岡  亮 2，池田隼人 1，西條芳文 1 
(1東北大学大学院医工学研究科， 2富山大学大学院理工学研究部 ) 
4.「細胞のバイオメカニクス計測を目的とした  
高周波超音波顕微鏡システムの開発」  
◎平野  亮 1, 荒川元孝 1, 小林和人 2, 長岡  亮 3, 西條芳文 1 




日時  :  平成30年12月20日  (木 ) 14:40 ～  16:40 
会場  :  東北大学工学部  電子情報システム・応物系  1号館 2F 大会議室  
演題  :  
1. 「心臓壁振動速度波形の超音波計測精度の送信ビーム幅依存性」  
◎古澤  直也 1，森  翔平 2，荒川  元孝 1 ,2，金井  浩 2 ,1  
(1東北大学大学院医工学研究科， 2東北大学大学院工学研究科 )  
2. 「音響力学治療の治療効率向上を目的とした超音波シーケンスの開発」  
◎益子  大作 1，梅村  晋一郎 1，吉澤  晋 2 




3. 「高周波数超音波による皮膚評価方法の開発に関する研究」  




日時  :  2018年1月 24日  (木 ) 10:00-12:40 




◎徐  載甲 1 ,2，曺  浣豪 2，金  學胤 3，  崔  正烈 1，鈴木  陽一 1 
(1東北大学  電気通信研究所 /大学院情報科学研究科，  
2Division of Physical Metrology, Korea Research Institute of Standards and 
Science, Korea 
3 Department of Electronic Engineering, Cheongju University, Korea) 
2. 「高周波への信号埋め込みに基づく合成音声の抑圧」  
◎佐賀  俊介，伊藤  彰則  
(東北大学大学院工学研究科 ) 
3．「機械学習による音声比較器を用いたゼロ資源言語のための音声検索」  
◎伊藤  彰則  
東北大学  大学院工学研究科  
4．「超音波エコー信号の振幅分布情報を用いた肝線維化定量画像化手法に  
関する検討 －  線維確率画像化手法と振幅閾値処理法の比較  －」 
◎森  翔平 1，平田  慎之介 2，山口  匡 3，蜂屋  弘之 2 
1東北大学  大学院工学研究科， 2 東京工業大学  工学院システム制御系，  
3千葉大学  フロンティア医工学センター  
 
第95回  
日時 : 2019年 1月30日 (水 ) 16:20-17:40 
会場 : 東北大学工学部・工学研究科サイエンスキャンパスホール  
圧電材料・デバイスシンポジウム2019，  
第5回日本超音波医学会基礎技術研究会と共催  
演題 :  
1. 「超音波による生体情報の定量計測」  
◎蜂屋弘之（東京工業大）  
2. 「超音波プローブを用いた血圧と血管径の同時計測法に関する検討」  
◎斎藤拓海 1，森  翔平 1，荒川元孝 1，大庭茂男 1，小林和人 2，金井  浩 1 
（1東北大，2本多電子）  
3. 「超音波併用薬液送達デバイスの開発」  
◎井上憲司 1 ,2，佐藤綾耶 2，齋藤竜太 2， Jia Wenting2，奥野さおり 2，  
大橋雄二 2 ,1，鎌田  圭 2 ,1，吉川  彰 2 ,1，冨永悌二 2 




    
            













ックLSIの挑戦」玉越 晃（東北大）、「Edge AI ハードウェアに向けて」堀
尾  喜彦 （東北大）、「フナムシの機敏なロコモーションに学ぶ多脚ロボッ
トの自律分散制御」加納  剛史（東北大）、第二回：ポスター発表（ショート
プレゼンテーションも含む）計17件，第三回：「ベンチャー企業が挑むスーパ



















         











大規模問題の最適化に向けた埋め込みアルゴリズム”、Koh Yang Wei, Patrick氏
（東北大学大学院情報科学研究科）“Asymptotic series expansion of path 






    
















    













第104回 平成30年6月6日 15:00 - 17:50、 “Strong terahertz plasmonic 
resonances in Cd3As2: a 3D topological dirac semimetal” and “HgCdTe-based 
heterostructures for THz emitters,” SENSALE RODORIGUEZ, Berardi （The 
University of Utah, Assist. Prof.）  
 
第105回 平成30年12月3日 13:30 – 15:00、 “Real Space Transfer in 
Graphene-Phosphorene Heterostructures,” ミティン ウラジミール（ニューヨー
ク州立大学バッファロー校、Distinguished Professor） 
 
第106回 平成30年12月17日 12:55 – 17:50, 「高速テラヘルツカラーイメ
ージング装置の開発」 他8件、坪内雅明・永島圭介（量研）ほか 




第107回 平成31年2月13日 15:30 –  17:00, “New Graphene like HgTe 
Quantum Wells for Quantum Hall Metrology,” クナップ ヴォイチェック （ポ
ーランド・テラヘルツ研究応用センター，ポーランド科学アカデミー / フラ
ンス・国立科学中央研究所，モンペリエ第２大学、教授） 
第108回 平成31年3月27日 11:00 - 12:00, 「スマートセンシングとエッジ








    
主査 木下 哲男、 幹事 北形 元 
 
 












場所：電気通信研究所 本館 Ｍ５０１セミナー室 
共催：通研共同プロジェクト研究 






場所：電気通信研究所 本館 Ｍ５３１セミナー室 
共催：通研共同プロジェクト研究 






「新世代 IoT プラットフォームの開発に関する研究」 


















木俵 豊 氏 
 
開 催 日：2019 年 3 月 19 日（火） 



















秋田県立大学  教授  礒田  陽次  
 





















信越化学工業株式会社  土井  祐仁  
 
開  催  日：平成３０年１１月２２日（木）16:00～ 17:00 














理化学研究所 計算科学研究センター 佐野 健太郎 
 
開 催 日：平成３１年３月４日（金）１３：３０～１４：３０ 
開催場所：東北大学工学部電気系 3 号館 206 ゼミ室 















京都大学 大学院理学研究科 特定准教授 藤井 啓祐 
 
開 催 日：平成３０年６月４日（月) 午後４：２０－５：５０ 

















東京工業大学  名誉教授  佐藤  誠  
 

























ミティン  ウラジミール  
 



















人間活動をサポートする IoTシステム：  
スマートコミュニティを事例として  
 
東京電機大学  システムデザイン工学部  情報システム工学科  
助教  松井  加奈絵  
 
開  催  日：平成３０年１２月２５日（火）１３：３０～１５：００ 
開催場所：東北大学電気通信研究所 本館 Ｍ５３１セミナー室 
参加人数：２０名 
 





























































組  織： センター長 ：遠藤哲郎（国際集積エレクトロニクス研究開発センター長・教授） 
          職員数：25 名（うち兼務 19 名） 






責任者：大野英男 平成 26 年 10 月 2 日～平成 29 年 11 月 30 日、遠藤哲郎 平成 29








①エナジーハーベスティングでの駆動を可能とする 150 万 MTJ 素子規模の MTJ ベース不揮発性 MCU
の開発を行い、最大動作周波数 200MHz で平均消費電力 47.14μW 以下の動作実証に成功した。この




















組 織：・機構長 ：加藤 寧（教授） 
         ・職員数：53 名（東北大通研・工学研究科・情報科学研究科、医工学研究科・サイバー
サイエンスセンターから兼務） 



















[1] Tohn Furutani, et al., "A Novel Information Diffusing Method With Virtual Cells Based Wi-Fi 
Direct In Disaster Area Networks," IEEE Wireless Communications and Networking Conference (WCNC 
2018), Barcelona Spain, Apr. 2018.  
[2] K. Kasai, et al., “Backward-Rayleigh-Scattering Suppressed 160 Gbit/s 256 QAM 
Injection-Locked Bidirectional Coherent Transmission for Next Generation Mobile 
Fronthaul,” ECOC 2018, Th2.71, September 2018.  
[3] M. Suzuki, et al., “Introduction of 2D Diffraction Grating into Grating-Gate Plasmonic 
THz Detector for Controling Its Polarization Characteristics,” 2018 Asia-Pacific Workshop 
on Fundamentals and Applications of Advanced Semiconductor Devices (AWAD 2018), Kitakyushu, 






 設 置：平成 24 年 10 月、東北大学は民間企業との産学連携研究を拡充し、エレクトロニクス
産業の発展に向けた組織として「国際集積エレクトロニクス研究開発センター」を設
置した。平成 25 年 4 月、本研究開発センターの研究棟が、初の 100%民間拠出による東
北大学サイエンスパーク第 1号の施設として、青葉山新キャンパス内に竣工された。 
























進展があった。H30 年度は、内閣府 SIP 第 2 期に採択され、新たな国家プロジェクトが始動した。
超低消費電力が要求される IoT/AI システムへの展開が期待される。加えて、レアメタル・グリー













 設 置：平成 24 年 10 月、東北大学は民間企業との産学連携研究を拡充し、エレクトロニクス
産業の発展に向けた組織として「国際集積エレクトロニクス研究開発センター」を設
置した。平成 25 年 4 月、本研究開発センターの研究棟が、初の 100%民間拠出による東
北大学サイエンスパーク第 1号の施設として、青葉山新キャンパス内に竣工された。 
























進展があった。H30 年度は、内閣府 SIP 第 2 期に採択され、新たな国家プロジェクトが始動した。
超低消費電力が要求される IoT/AI システムへの展開が期待される。加えて、レアメタル・グリー













設  置：平成 28 年 4 月 1日設置 
 
組  織：センター長：高梨弘毅（金属材料研究所長・教授） 



















募集し、採択された課題 54 件に予算配分した。共同研究先は国内 39 機関、国外 23 機関(11 ヶ国)
に上る。各プロジェクトの研究内容と成果については、下記ホームページを参照のこと。 
※東北大学スピントロニクス学術連携研究教育センター URL: http://www.csrn.tohoku.ac.jp/ 
・実験施設・設備の供用 




学術交流協定に基づく活動の一環として、平成 31 年 2 月 22 日にシンガポールで第 2回ワークショ
ップを開催した。また、スピントロニクス研究者間の交流促進と次世代人材の育成に資するため、









 設  置：平成 30 年 4 月置 
平成 26 年東北大学学際研究重点プログラムに採択され、その後の活動により、平成 
30 年に文科省・国立大学法人機能強化促進補助金の予算措置を受けて設置された。 
 





目   標: 超巨大情報量の量と質を扱うための新情報サイエンスとそれに基づく ICT 情報処理
技術と新たな自分社会科学を文理連携体制によって構築する 
  












学を先導するための 9 つの文理連携プロジェクトを、公募を通して発足させた。論文発表 50
編、発表・講演 55 件（うち招待講演 25 件）、平成 30 年度新規獲得外部資金 5 件。 
2. 国際シンポジウム Symposium of Yotta Informatics – Research Platform for Yotta-Scale Data 
















 設  置：平成 30 年 4 月置 
平成 26 年東北大学学際研究重点プログラムに採択され、その後の活動により、平成 
30 年に文科省・国立大学法人機能強化促進補助金の予算措置を受けて設置された。 
 





目   標: 超巨大情報量の量と質を扱うための新情報サイエンスとそれに基づく ICT 情報処理
技術と新たな自分社会科学を文理連携体制によって構築する 
  












学を先導するための 9 つの文理連携プロジェクトを、公募を通して発足させた。論文発表 50
編、発表・講演 55 件（うち招待講演 25 件）、平成 30 年度新規獲得外部資金 5 件。 
2. 国際シンポジウム Symposium of Yotta Informatics – Research Platform for Yotta-Scale Data 

















設  置：平成 25 年 10 月採択 
博士課程教育リーディングプログラム複合領域型（物質）として採択された。 
 
組  織：プログラム責任者：滝澤博胤（理事（教育・学生支援担当）） 
プログラムコーディネーター：長坂徹也（工学研究科・教授） 









平成 30 年度から 4名が新たに加わり、本プログラム学生 62 名が、基盤科目・専門基礎科目・展
開科目・応用科目を受講し、プログラム内インターンシップ及び海外や企業での長期インターンシ
ップに取り組んだ。 
平成 30 年 5 月 18 日～20 日に札幌市において、北海道大学「物質科学フロンティアを開拓する































組  織：機構長・プロジェクトリーダー ：和賀 巌（NEC ソリューションイノベータ(株)・プ
ロフェッショナルフェロー兼イノベーションラボラトリ所長） 
    ・副機構長・研究リーダー ：末永 智一（東北大・教授） 
       ・プロジェクト参加学内教員数：135 名 

















管理システム用の cm サイズのパッシブタイプの RFID タグおよび RFID タグシステムの研究開発に










設  置：平成 27 年 4 月設置 
 
組  織：プログラム責任者：滝澤博胤（理事（教育・学生支援担当）） 
プログラムリーダー：平山祥郎（理学研究科・教授） 



















2018 年度は 12 名の招へい研究者が東北大学を訪問した際、講演会・セミナーで講演を行った。 


















設  置：平成 30 年 1 月 30 日設置 
     （スピントロニクス世界トップレベル研究拠点が高等研究機構に設置された日付） 
 





















海外有力大学との学術交流を目指して、清華大学（2018 年 7 月、仙台）およびユニバーシティ・
カレッジ・ロンドン（2018 年 10 月、ロンドン）とワークショップを開催した。材料科学とスピン
トロニクスの第2回世界トップレベル研究拠点合同シンポジウムを2019年 2月 16日～18日に仙台
















 設  置：平成 30 年 10 月採択  
 平成30年度からの新規事業である「卓越大学院プログラム」（WISE Program (Doctoral 
Program for World-leading Innovative & Smart Education)）に採択された． 
 
組  織：全体責任者：大野英男（東北大学総長） 
       プログラム責任者 ：山口 昌弘（副学長（教育改革・国際戦略担当）） 
       プログラムコーディネーター ：金子 俊郎（工学研究科・教授） 
          プログラム担当者：約 60 名（責任者・コーディネーターを含む） 
 















第 1期生の募集と選抜を行い，初年度(2019 年度)のプログラム生 36 名 





















































日   時：平成３０年１２月７日（金）午後１時３０分～ 
場   所：東北大学電気通信研究所本館６階大会議室 
出 席 者： 
赤嶺 政巳（株式会社東芝 研究開発センター メディアＡＩラボラトリー  
      シニアフェロー） 
大谷 義近（東京大学物性研究所 教授） 
喜連川 優（大学共同利用機関法人情報・システム研究機構 国立情報学研究所 
      所長／東京大学生産技術研究所 教授） 
富田二三彦（国立研究開発法人情報通信研究機構 理事） 
中川路哲男（三菱電機株式会社 情報技術総合研究所 所長） 
中村 祐一（日本電気株式会社 中央研究所 理事） 
三木 幸信（国立研究開発法人産業技術総合研究所 副理事長） 
三谷 公二（日本放送協会 放送技術研究所 所長） 
美濃 導彦（国立研究開発法人理化学研究所 理事） 
日笠 健一（東北大学大学院理学研究科 副研究科長（寺田眞浩研究科長代理）） 
安藤  晃（東北大学大学院工学研究科 副研究科長（長坂哲也研究科長代理）） 
佐々木孝彦（東北大学金属材料研究所 副所長（高梨弘毅研究所長代理）） 
寺内 正己（東北大学多元物質科学研究所 副所長（村松淳司研究所長代理）） 
吉澤  誠（東北大学サイバーサイエンスセンター 副センター長  
(曽根秀昭センター長代理）） 





 大堀 淳、上原洋一、八坂 洋、木下哲男、石黒章夫、佐藤茂雄、堀尾喜彦、 
本間尚文、平野愛弓、中野圭介の各教授 
 荘司弘樹、小川裕之の各特任教授 
 北形 元、三森康義、吹留博一、片野 諭、マーク サッドグローブ、深見俊輔、 
上野雄大、曽 加蕙、加納剛史、阿部和多加の各准教授 
 辻川雅人、トレビーニョ ホルヘ、鬼沢直哉の各助教 
  
































































































































































































































































★  わかりました。量子コンピュータの接続に使うためにこういう技術が必要だと。 
 














































★  どうもありがとうございました。 











































★  どうもありがとうございました。 






































★  わかりました。どうもありがとうございます。 
 





















★  いや、そうでもないと思います。 
 










































★  いや、そうでもないと思います。 
 



















































☆  学習のですか。それとも推論ということですか。 
 































★  それはでも別にものをつくるとかいう話じゃなくて、全部計算で。 
 
☆  そうです、アルゴリズムのほうです。 
 
★  そうですよね。そこ自身も今から考えていかれるということなのですね。 
 








































☆  はい、ほぼ大体つかめていますので、はい。 
 































































☆  はい、わかりました。 
 










































☆  はい、わかりました。 
 

























































































































































































☆  はい、そのとおりです。 
 
★  ということは、逆に言うと、今のご質問は何で 5,000 万が急にもう 5,000 万増に
なったかというご質問かもしれなくて、この分布はたぶん変わらないと思うのです


























★  大変どうもわかりやすいご説明をありがとうございました。 


































   それから、ご指摘いただいた点について修正が必要であれば修正して申請書を書
き直して最終的に記録されているということは、審査員の方には再度見てもらって
はいないと思うのですけれども、制度としてはそうなっております。 






















   ほかに何かご質問。じゃあ三木委員。 
 
★  ほかの項目でもよろしいですか。 
 




















































































































































































































































































































































































































































★  今のちょっと補足させていただいていいですか。 
 











そういう意味で何かアライアンスを組んでほしいなと思う次第です。     
 



























































































   それから、社会課題、将来の技術に信念を持ってというのは、一応、大学の先生、
通研の先生方は信念を持って研究をしているかなとは思っておりますが、それはた
ぶん見える形でということなのかなというふうに理解しました。 




































































★  逆もありますけど。 
 
★  逆の場合、給与体制が…… 
 
★  給料はもらわないです、逆の場合は。 
 
★  それはちょっと、そうですね、単なる出向になるわけですね。 
 












































   ほかに何かございますでしょうか。 
































































































閉  会 
－事務局－ 
   議事につきましては以上になります。 
   喜連川先生、どうもありがとうございました。ここで先生に自席に戻っていただ
くことになっているのですが、そのままでも結構でございますので、よろしくお願
いします。 























































26年度 27年度 28年度 29年度 30年度
24(0)【0】 22(0)【0】 25(0)【1】 24(0)【1】 21(0)【1】
19(2)【0】 19(3)【0】 22(3)【1】 22(3)【1】 22(3)【1】
0(0)【0】 0(0)【0】 0(0)【0】 0(0)【0】 0(0)【0】
24(2)【1】 23(3)【1】 20(4)【0】 18(2)【0】 24(3)【2】
 2(0)【0】  1(0)【0】  1(0)【0】  1(0)【0】  1(0)【0】
0(0)【0】 0(0)【0】  1(0)【0】  2(1)【0】  1(1)【0】
　※（　）は外国人、【　】は女性で内数
２．客員外国人教員 （人）
26年度 27年度 28年度 29年度 30年度
6【0】 3【0】 7【0】 7【1】 6【2】
2【0】 4【0】 1【0】 5【0】 3【0】




26年度 27年度 28年度 29年度 30年度
17(7)【0】 12(4)【0】 15(8)【0】 17(7)【1】 13(6)【2】
4(7)【0】 6(4)【0】 2(1)【0】 6(5)【0】 4(3)【0】






















26年度 27年度 28年度 29年度 30年度
0 (0)【0】 0 (0)【0】 0 (0)【0】 0 (0)【0】 0 (0)【0】
　5 (1)【0】 　10 (0)【0】 　8 (0)【0】 　3 (0)【0】 　6 (1)【0】
　1 (0)【0】 　1 (0)【0】 　1 (0)【0】 　1 (0)【0】 　1 (0)【0】
　5 (0)【0】 　2 (0)【0】 　2 (0)【0】 7 (0)【0】 11 (0)【0】
　5 (1)【0】 　8 (2)【1】 　10 (1)【1】 　9 (3)【2】 　10 (4)【1】
内訳 PD 　1 (0)【0】 　2 (1)【1】 　2 (0)【1】 3 (1)【1】 2 (2)【1】
DC 　4 (1)【0】 　6 (1)【0】 　8 (1)【0】 　6 (2)【1】 　8 (2)【0】
2 (2)【0】 1 (1)【0】 1 (1)【0】 2 (2)【1】 0 (0)【0】
1 (1)【0】 0 (0)【0】 1 (1)【0】 1 (1)【0】 0 (0)【0】

















26年度 27年度 28年度 29年度
9(4)【0】 10(5)【3】 6(0)【1】 5(1)【0】
10(2)【0】 9(1)【1】 6(0)【0】 1(0)【0】
　4(3)【0】 　2(1)【0】 　4(2)【0】 3(1)【0】



























































































































26年度 27年度 28年度 29年度 30年度
2 1 0 1 1
1 0 2 1 2
0 0 0 1 0
1 2 1 0 1
1 0 1 1 0
0 2 0 0 0
0 2 1 1 0
1 4 0 0 0
0 0 0 0 3
6 11 5 5 7









































































26年度 27年度 28年度 29年度 30年度
技術職員 13【2】 11【2】 13【2】 13【3】 16【6】
事務職員 17【4】 15【4】 14【3】 14【3】 26【16】
再雇用職員 3【0】 3【0】 2【0】 1【0】 1【0】
計 33【6】 29【6】 29【5】 28【6】 43【22】
技術職員 19【12】 14【11】 12【8】 13【10】 14【10】
事務職員 36【33】 31【28】 33【30】 33【31】 20【18】


















平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
人件費 795,601 730,537 808,066 835,904 790,118
物件費 668,941 667,582 606,599 626,824 556,937
1,464,542 1,398,119 1,414,665 1,462,728 1,347,055
科学研究費補助金 399,311 422,846 526,718 549,034 231,643
受託研究費 1,007,060 1,076,220 1,140,386 963,585 753,391
寄附金 16,890 14,490 36,190 40,541 54,344
（再掲）間接経費 212,669 219,886 244,413 220,733 134,311
1,423,261 1,513,556 1,703,294 1,553,160 1,039,378
0 0 0 0 0
359,770 20,011 0 0 0
0 0 0 0 0
359,770 20,011 0 0 0































平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
399,311 422,846 526,718 549,034 231,643
1,007,060 1,076,220 1,140,386 963,585 753,391
16,890 14,490 36,190 40,541 54,344





























平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
399,311 422,846 526,718 549,034 231,643
1,007,060 1,076,220 1,140,386 963,585 753,391
16,890 14,490 36,190 40,541 54,344



























区分 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度
学部（4年） 56 ( 0)【 4】 52 ( 0)【 4】 51 ( 0)【 2】 57 ( 0)【 3】 57 ( 3)【 7】
大学院前期課程 125 (12)【 6】 117 (13)【11】 137 (15)【14】 141 (19)【 9】 132 (17)【 8】
　　工学研究科 78 ( 6)【 3】 77 ( 6)【 4】 90 ( 9)【 4】 85 ( 8)【 1】 73 ( 6)【 0】
　　医工学研究科 4 ( 0)【 0】 4 ( 0)【 1】 5 ( 0)【 0】 2 ( 0)【 0】 8 ( 0)【 1】
　　情報科学研究科 43 ( 6)【 3】 36 ( 7)【 6】 42 ( 6)【10】 54 (11)【 8】 51 (11)【 7】
大学院後期課程 38 ( 9)【 1】 36 ( 9)【 1】 39 (12)【 2】 39 (15)【 3】 32 (11)【 1】
　　工学研究科 30 ( 6)【 0】 28 ( 7)【 0】 28 ( 8)【 0】 25 ( 8)【 2】 21 ( 6)【 1】
　　医工学研究科 0 ( 0)【 0】 0 ( 0)【 0】 1 ( 0)【 1】 0 ( 0)【 0】 1 ( 0)【 0】
　　情報科学研究科 8 ( 3)【 1】 8 ( 2)【 1】 10 ( 4)【 1】 14 ( 7)【 1】 10 ( 5)【 0】
計 219 (21)【11】 205 (22)【16】 227 (27)【18】 237 (34)【15】 221 (31)【16】
２．留学生
（人）
区分 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度
学部４年 0 0 0 0 3
大学院前期 12 13 15 19 17
大学院後期 9 9 12 15 11
計 21 22 27 34 31
地域別内訳
　　①アジア 19 17 20 28 27
　　②北米 0 0 1 1 1
　　③中南米 1 1 2 2 1
　　④ヨーロッパ 0 3 3 3 2
　　⑤オセアニア 0 0 0 0 0
　　⑥中東 0 0 1 0 0
　　⑦アフリカ 1 1 0 0 0
区分 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度
研究所等研究生 12(10) 11(9) 6(5) 6(6) 6(5)
特別訪問研修生 2(2) 1(1) 2(2) 2(2) 6(6)
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機用S/H ICの研究 吉野　長浩 末松　憲治
電子工学専攻 High Speed Reading in Ferroelectric Probe











































































The Effect of Distance on Auditory Spatial












































（The Estimation of Higher-Order Image




























専攻 論文題目 学生氏名 指導教員名
電気エネルギー
システム専攻
Study on Noise Suppression Mechanism of



















進手法に関する研究 福谷 遼太 木下　哲男
システム情報科
学専攻










専攻 論文題目 学生氏名 指導教員名
電気エネルギー
システム専攻
Study on Noise Suppression Mechanism of



















進手法に関する研究 福谷 遼太 木下　哲男
システム情報科
学専攻










26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

































































































26年度 27年度 28年度 29年度 30年度






































































































































32 2018/10/29 日経新聞 故 八木　秀次













































































































































































































































基盤研究(B) 亀田　卓 3,400 12,800



















































































平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
件数 33 33 34 39 43
金額 66 48 32 74 88
件数 22 24 24 16 19
金額 496 586 429 180 187
件数 16 22 36 30 36


















































羽鳥　康裕 900 3,000 移動に随伴する注意の神経メカニズム 29 30
ＳＡＬＶＡＤＯＲ
ＣＥＳＡＲ


































平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
件数 33 33 34 39 43
金額 66 48 32 74 88
件数 22 24 24 16 19
金額 496 586 429 180 187
件数 16 22 36 30 36






区　　分 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度








































































深見　俊輔 スピントロニクス Spin-orbit Torque Switching and its
Applications -From High-Speed Memory
to Artificial Neural Network-
平成30年6月4日
Asian Union of Magnetics
Society (AUMS),
AUMS Award 2018






























新概念VLSIシステム Design of a Multi-Functional MTJ-


















Diffraction Grating into Grating-Gate

















Reverse Phase Modulation Technique
for GAWBS Noise Error Floor







木村　光佑 超高速光通信 Single-Channel 7.68 Tbit/s, 64 QAM
Coherent Nyquist Pulse Transmission
over 150 km with a Spectral
Efficiency of 9.7 bit/s/Hz
平成30年7月4日
応用物理学会解説論文賞 長　康雄 誘電ナノデバイス High resolution characterization of
fine structure of semiconductor

































































木村　光佑 超高速光通信 9.7 bit/s/Hzの周波数利用効率を有する





























先端ワイヤレス通信技術 SmartCom 2018で行った「Direct RF
undersampling receiver for wireless
IoT real-time spectrum monitor using







張　俊晧 先端ワイヤレス通信技術 APMC2018で行った「A 26GHz-band Image
Enhancement Type 1-Bit DAC for Direct




















































































Observation of memristive domain

















































































管　貴志 超高速光通信 注入同期法を用いた12 bit/s/Hz, 58.2











































26年度 27年度 28年度 29年度 30年度
英文 126 129 151 147 112
和文 15 10 8 7 12
計 141 139 159 154 124
255 239 277 255 255
11 9 12 17 12





































平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
単位：件
区分Ａ 区分Ｂ 区分Ｓ 合　　計
                                    （単位：件） 
区 分 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 
区分Ａ 52 63 69 77 93 
区分Ｂ 32 33 37 46 49 
区分Ｓ 4 4 4 4 4 




【平成 30 年度タイプ別採択件数】（複数選択可）  
・大型プロジェクト提案型：7 件         ・若手研究者対象型：14 件 
・萌芽的研究支援型：56 件            ・先端的研究推進型：63 件 




































 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 
区分Ａ 475 592 591 615 676 
  ：うち民間 26 26 26 27 29 
区分Ｂ 581 520 513 646 690 
  ：うち民間 48 38 46 60 43 
区分Ｓ 165 138 162 109 86 
  ：うち民間 0 0 0 0 0 






























平成25年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
単位：千円





区  分 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 
所内予算 10,687 10,549 12,739 10,214 17,252 
拠点経費 37,563 35,313 43,977 43,977 38,027 





















































































































































































































































































































































































































































HCIへの応用」 (H29/A14)、「Creative Application of












































































































































































































88 磁性材料と磁気デバイスに関する日韓シンポジウム 平成 30 年 8 月 24 日
89 ユニバーサル音コミュニケーション国際シンポジウム 2018 平成 30 年 10 月 22-24 日
90 2018 アジアワイヤレス電力伝送ワークショップ (AWPT2018) 平成 30 年 11 月 2-4 日
91 第 3 回グラフェンと関連する二次元材料に関する日欧フラッグシップワークショップ 平成 30 年 11 月 19-21 日
92 第 2 回東北大学 /国立台湾大学連携シンポジウム - 人工知能と人間科学の学際的研究 - 平成 30 年 11 月 24 日
93 第 14 回知的情報ハイディングとマルチメディア信号処理に関する国際会議 平成 30 年 11 月 26-28 日
94 ヒューマンコンピュータインタラクションに関する国際シンポジウム 平成 30 年 12 月 12-13 日
95 第 16 回スピントロニクスに関する通研国際ワークショップ 平成 31 年 1 月 9-10 日
96 第 7 回脳機能と脳型計算機に関する通研国際シンポジウム 平成 31 年 2 月 22-23 日
97 ブレインウェア LSI に関する国際シンポジウム 平成 31 年 3 月 1-2 日




1. IACR Transactions on Cryptographic Hardware and Embedded Systems
2. IEICE Electronics Letter (ELEX)
3. IEICE Transactions on Communications
4. IEICE Transactions on Communications (EB)
5. International Journal of Energy, Information and Communications
6. Japanese Journal of Applied Physics 特別号
7. Journal of Cryptographic Engineering
8. Neural Networks
9. Nonlinear Theory and Its Applications, IEICE
10. Nonlinear Theory and Its Applications, IEICE (NOLTA)
11. Optical Review
12. Scientific Reports (Nature Publishing Group)
13. Soft Robotics
３．本研究所教員が組織委員をつとめた最近の国際会議
1. 12th Global Symposium on Millimeter Waves (GSMM 2019)
2. 15th RIEC International Workshop on Spintronics
3. 2018 International Symposium on Nonlinear Theory and Its Applications
4. 25th IEEE International Symposium on Asynchronous Circuits and Systems
5. ACM Conference on Interactive Surfaces and Spaces 2018
6. ACM SIGGRAPH Conference and Exhibition on Computer Graphics and Interactive Techniques in Asia 2018
7. ACM Symposium on Spatial User Interface 2018
8. ACM Symposium on Virtual Reality Software and Technology (VRST) 2018
9. ACSIN14
10. Asian CHI Symposium 2019: Emerging HCI Research Collection
11. Asia-Pacific Microwave Conference 2018
12. Asia-Pacific Workshop on Fundamentals and Applications of Advanced Semiconductor Devices (AWAD)
13. CIES Technology Forum
14. Compound Semiconductor Week / International Symposium on Compound Semiconductors (CSW/ISCS2019)
15. European Conference on Optical Communication (ECOC)
16. European Material Research Society Fall Meeting (MRS-E Fall Meeting 2018)
17. European Microwave Week 2018
18. IEEE 5G World Forum (WF-5G 2018)
19. IEEE EDS Distinguished Lecturer
20. IEEE International Conference on Communications (IEEE ICC 2018)
21. IEEE Symposium on Computers and Communications (ISCC 2018)
22. IEEE Virtual Reality 2019
23. IFIP TC.13 International Conference on Human-Computer Interaction (INTERACT 2019)
24. ImPACT International Symposium on Spintronics Memory, Circuit and Storage
25. Int. Conf. on Micro- and Nano-Electronics, in Zvenigorod (ICMNE2018)
26. International Conference on Recent Progress in Graphene Research (RPGR2019)
27. International Conference on Artificial Reality and Telexistence and Eurographics Symposium on Virtual Environments (ICAT-EG
28. International Conference on Cryptographic Hardware and Embedded Systems 2018
29. International Conference on InfraRed, MilliMeter Wave and TeraHerz (IRMMW-THz 2018)
30. International Conference on Solid State Devices and Materials
31. International Conferences on Modern Materials & Technologies in  Montecatini Terme (CIMTEC 2020)
32. International Electorical Device Meeting
33. Optical Fiber Communication Conference (OFC)
34. Optical Nanofibre Applications: From Quantum to Bio Technologies
35. Opto-Electronics and Communications Conference (OECC)
36. RIEC International Symposium on Photonics and Optical Communications
37. Russia-Japan-USA-Europe Symposium on Fundamental & Applied Problems of Terahertz Devices & Technologies (RJUSE2018)
38. Spintronics Workshop on LSI
39. Stanford & Tohoku University Joint Open Workshop on 3D Transistor and its Applications
40. Symposia on VLSI Technology and Circuits




1. 12th Global Symposium on Millimeter Waves (GSMM 2019)
2. 15th RIEC International Workshop on Spintronics
3. 2018 International Symposium on Nonlinear Theory and Its Applications
4. 25th IEEE International Symposium on Asynchronous Circuits and Systems
5. ACM Conference on Interactive Surfaces and Spaces 2018
6. ACM SIGGRAPH Conference and Exhibition on Computer Graphics and Interactive Techniques in Asia 2018
7. ACM Symposium on Spatial User Interface 2018
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15. European Conference on Optical Communication (ECOC)
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17. European Microwave Week 2018
18. IEEE 5G World Forum (WF-5G 2018)
19. IEEE EDS Distinguished Lecturer
20. IEEE International Conference on Communications (IEEE ICC 2018)
21. IEEE Symposium on Computers and Communications (ISCC 2018)
22. IEEE Virtual Reality 2019
23. IFIP TC.13 International Conference on Human-Computer Interaction (INTERACT 2019)
24. ImPACT International Symposium on Spintronics Memory, Circuit and Storage
25. Int. Conf. on Micro- and Nano-Electronics, in Zvenigorod (ICMNE2018)
26. International Conference on Recent Progress in Graphene Research (RPGR2019)
27. International Conference on Artificial Reality and Telexistence and Eurographics Symposium on Virtual Environments (ICAT-EG
28. International Conference on Cryptographic Hardware and Embedded Systems 2018
29. International Conference on InfraRed, MilliMeter Wave and TeraHerz (IRMMW-THz 2018)
30. International Conference on Solid State Devices and Materials
31. International Conferences on Modern Materials & Technologies in  Montecatini Terme (CIMTEC 2020)
32. International Electorical Device Meeting
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34. Optical Nanofibre Applications: From Quantum to Bio Technologies
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37. Russia-Japan-USA-Europe Symposium on Fundamental & Applied Problems of Terahertz Devices & Technologies (RJUSE2018)
38. Spintronics Workshop on LSI
39. Stanford & Tohoku University Joint Open Workshop on 3D Transistor and its Applications
40. Symposia on VLSI Technology and Circuits
41. The 10th International Conference on Ubiquitous and Future Networks (ICUFN 2018)
国際活動
622
42. The 2018 IEEE Global Communications Conference (IEEE GLOBECOM 2018)
43. The 2018 IEEE International Conference on Communication, Networks and Satellite (COMNETSAT 2018)
44. The 2018 International Communications Quality and Reliability Workshop (IEEE CQR 2018)
45. The 2018 International Conference on Advanced Technologies for Communications (ATC 2018)
46. The 2018 International Workshop on Pervasive Flow of Things that is collocated(PerFoT)
47. The 20th ACM International Conference on Modeling, Analysis and Simulation of Wireless and Mobile Systems (MSWiM 2018)
48. The 22nd IEEE International Workshop on Computer Aided Modeling and Design of Communication Links and Networks (IEEE CAMAD 2018)
49. The 2nd IEEE International Workshop on Information Flow Oriented Approaches in Internet of Things and Cyber-Physical Systems (InfoFlow 2019)
50. the 5th ACM International Conference on Nanoscale Computing and Communication (ACS-NanoComm)
51. The 5th International Conference of Information and Communication Technology (ICoICT 2018)
52. The 6th International Conference on Emerging Internet, Data & Web Technologies (EIDWT-2018)
53. The 6th International Symposium on Brainware LSI
54. The 7th RIEC International Symposium on Brain Functions and Brain Computer
55. The 9th International Symposium on Adaptive Motion of Animals and Machines(AMAM2019)
56. The International Conference on Information Networking 2019 (ICOIN 2019)
57. The SICE Annual Conference 2019 (SICE 2019)
58. Tohoku-Purdue Workshop on Novel Spintronics Physics and Materials for Future Information Processing
59. Tohoku-York-Kaiserslautern 6th Core-to-core Workshop on "New-Concept Spintronics Devices"
60. Topical Workshop on Heterostructure Microelectronics (TWHM)
61. When AI Meets Human Science: The 2nd Tohoku-NTU International Symposium on Interdisciplinary AI and Human Studies
４．国際学会における招待講演数                          
区分 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 
招待講演数 106 69 73 97 80
  
                           
５．国際共同研究の実施状況         
実施状況(件数) 
26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 




４．国際学会における招待講演数                          
区分 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 
招待講演数 106 69 73 97 80
  
                           
５．国際共同研究の実施状況         
実施状況(件数) 
26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 
52 59 84 106 101
  
6．国際共同研究一覧










































































































Effect of sample geometry on
the damping mechanism of CoFeB
magnetic thin films with

























































































































































































































































































































































































































































































































































The effect of attention on the
integration of image












































































The effect of attention on the
integration of image



















































































Creative Application of 3D
Magnetic Motion Tracking




















Creating smart and informative





















































































Creating smart and informative






















































































カナダ McGill大学 脳型LSIとその応用 国際共同研究 H29.4～ 羽生研
 
７．外国人研究者の招へい状況                 
区分 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 
文部科学省事業 4 8 0 4 67
日本学術振興会事業 6 15 17 9 10
当該法人による事業 51 75 60 82 84
その他 37 65 72 71 69
   計 98 163 149 166 230
地域別内訳     
①アジア 23 32 47 56 74
②北米 19 50 28 42 34
③中南米 1 0 2 2 2
④ヨーロッパ 52 76 67 62 110
⑤オセアニア 1 0 4 3 7
⑥中東 1 5 0 1 2
⑦アフリカ 1 0 1 0 1
計 98 163 149 166 230
滞在期間別内訳  
１月以上滞在 21 15 27 33 36
１週間以上１月未満 15 14 34 42 48
１週間未満 62 134 88 91 146















７．外国人研究者の招へい状況                 
区分 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 
文部科学省事業 4 8 0 4 67
日本学術振興会事業 6 15 17 9 10
当該法人による事業 51 75 60 82 84
その他 37 65 72 71 69
   計 98 163 149 166 230
地域別内訳     
①アジア 23 32 47 56 74
②北米 19 50 28 42 34
③中南米 1 0 2 2 2
④ヨーロッパ 52 76 67 62 110
⑤オセアニア 1 0 4 3 7
⑥中東 1 5 0 1 2
⑦アフリカ 1 0 1 0 1
計 98 163 149 166 230
滞在期間別内訳  
１月以上滞在 21 15 27 33 36
１週間以上１月未満 15 14 34 42 48
１週間未満 62 134 88 91 146
















８．研究者の海外派遣状況         
区分 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 
文部科学省事業 22 30 33 25 9
日本学術振興会事業 120 93 105 112 126
当該法人による事業 38 52 38 27 23
その他 89 59 62 102 126
計 269 234 238 266 284
地域別内訳    
①アジア 30 45 39 56 65
②北米 115 92 80 75 76
③中南米 3 5 3 3 1
④ヨーロッパ 114 89 110 120 136
⑤オセアニア 4 3 4 11 3
⑥中東 1 0 2 0 1
⑦アフリカ 2 0 0 1 2




















協 定 校 
協定締結 




















































































 ○ ○ ○ 失
効
教授 
白鳥則郎 中国 深圳大学科研処 1987.6.15 
計算機ネットワーク構
築に関する研究 









 ○ ○ ○ 失
効
教授 






○ ○ ○ ○ 失
効
教授 






○ ○ ○ ○ 失
効
教授 

























































○  ○ ○ 継
続
教授 


























































































































協 定 校 
 
協定締結 
















































村岡裕明 イギリス ヨーク大学 2004.6.7 
文化、教育及び科学技
術上の交流の促進 
○ ○ ○ 継
続
教授 

















































































































































26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 
803 2,687 2,616 2,137 2,883




 ３．学会名誉会員及びフェローの状況                          
区  分 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 
国際学会 
フェロー 
8 9 8 9 4 
国内学会 
フェロー 
11 9 9 9 6 













技術セミナー ― 237 ― 266 ―
講演会 171 247 187 266 161
<外部> 120 128 117 150 105
<内部> 51 119 70 116 56
来場者数 171 251 187 266 161
社会貢献
640
 ４．学会名誉会員及びフェロー一覧  
  国際学会 
学  会  名 氏  名 
IEEE 尾 辻 泰 一 
OSA 尾 辻 泰 一 
米国音響学会 鈴 木 陽 一 
韓国音響学会 鈴 木 陽 一 
※ IEEE = The Institute of Electrical and Electronics Engineers  
      OSA = Optical Society of America 
 
国内学会 
学  会  名 氏  名 
電子情報通信学会 鈴 木 陽 一 
電子情報通信学会 堀 尾 喜 彦 
応用物理学会 尾 辻 泰 一 
日本ソフトウェア学会 大 堀   淳 
日本バーチャルリアリティ学会 鈴 木 陽 一 







５．学会役員の状況                           
区  分 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 
国際学会役員 4 3 3 1 0 
国内学会役員 13 10 13 13 13 





学 会 名 役 職 名 任 期 氏 名 
該当なし    
 国内学会（2018） 
学 会 名 役 職 名 任 期 氏 名 
日本神経回路学会 理事 2017～現在 堀尾 喜彦 
日本音響学会 理事 2015～現在 坂本 修一 
日本バーチャルリアリティ学会 理事 2016～現在 北村 喜文 
日本磁気学会 理事 2017～現在 石山 和志 
日本磁気学会 理事 2017～現在 サイモン グリーブス
エレクトロニクス実装学会 理事 2017～2019 亀田 卓 
日本視覚学会 幹事 2010～現在 塩入 論 
日本視覚学会 幹事 2011～現在 栗木 一郎 
ヒューマンインタフェース学会 評議員 2007～現在 北村 喜文 
日本ソフトウェア科学会 評議員 2015～現在 大堀 淳 
日本バーチャルリアリティ学会 評議員 2018～現在 鈴木 陽一 
日本物理学会 代議員 2015～2019 枝松 圭一 
日本音響学会 監査 2015～現在 鈴木 陽一 
 
７．各省庁、地方自治体、公益法人、学協会等への貢献 
区 分 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 
文部科学省関連 21 26 5 13  0  
他省庁 15 17 22 24  15  
地方公共団体 3 1 3 6  2  
財団、学会 16 18 34 34  30  
その他 64 38 94 66 86  




区　分  26年度 27年度 28年度 29年度 30年度
技術的相談、
指導





区  分 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 
発明届出件数 26 30 41 16 8 
 教員個人有 1 2 2 1 1 
 企業等の共有 10 16 16 2 3 
 大学有 15 12 23 13 4 
国内出願数 30 28 51 20 9 
国内登録数 22 23 18 30 20 
外国出願数 
(含む PCT 出願数） 
13 13 34 19 10 






















   25  26  27  28  29  
 32 26 30 41 15 
  2 1 2 2 1 
  12 10 16 16 2 
  18 15 12 23 12 
 42 30 28 46 13 
 19 22 23 18 29 
 
( PCT  
19 13 13 25 12 
















区　分  26年度 27年度 28年度 29年度 30年度
技術的相談、
指導





Japan-Korea International Symposium on Magnetic Devices and Materials 
2018 年 8 月 24 日(金)
2. ユニバーサル音コミュニケーション国際シンポジウム 2018 
International Symposium on Universal Acoustical Communication 2018 
2018年 10月 22日(月)～10月 24日(水)
3. 2018 アジアワイヤレス電力伝送ワークショップ(AWPT2018) 
Asian Wireless Power Transfer Workshop (AWPT2018) 
2018 年 11 月 2 日(金)～11 月 4 日(日)
4. 第 3 回 日本－ヨーロッパ グラフェンおよび 
関連する 2次原材料に関するフラッグシップワークショップ 
3rd Japan-EU Flagship Workshop on Graphene and Related 2D Materials 
2018年 11月 19日(月)～11月 21日(水)
5. 第 2 回 東北大学/国立台湾大学連携シンポジウム -人工知能と人間科学の学際的研究- 
The 2nd Tohoku-NTU U Symposium on Interdisciplinary - AI and Human Studies - 
2018 年 11 月 24 日(土)
6. 第 14 回 知的情報ハイディングとマルチメディア信号処理に関する国際会議 
The 14th International Conference on Intelligent Information Hiding and Multimedia Signal Processing 
2018 年 11 月 26 日(月)～11 月 28 日(水)
7. ヒューマンコンピュータインタラクションに関する国際シンポジウム 
RIEC International Symposium on Human-Computer Interaction 
（The Third ACM SIGCHI Asian Symposium） 
2018 年 12 月 12 日(水)～12 月 13 日(木)
8. 第 16 回 RIEC スピントロニクス国際ワークショップ 
16th RIEC International Workshop on Spintronics 
2019 年 1 月 9 日(水)～1月 10 日(木)
9. 第 7 回 脳機能と脳型計算機に関する通研国際シンポジウム 
The 7th RIEC International Symposium on Brain Functions and Brain Computer 
2019 年 2 月 22 日(金)～2 月 23 日(土)
10. ブレインウェア LSI に関する国際シンポジウム 
The 6th RIEC International Symposium on Brainware LSI 
2019 年 3 月 1 日(金)～3月 2日(土)
11. 第 10 回 ナノ構造とナノエレクトロニクスに関する国際ワークショップ 
The 10th International Workshop on Nanostructures and Nanoelectronics 
2019 年 3 月 6 日(水)～3月 7日(木)
12．電気通信研究所 工学研究会             随時 
13． 電気通信研究所 一般公開              2018年 10月 6日(土)～10月 7日(日)
14．電気通信研究所 産学官フォーラム          2018 年 11 月 29 日(木) 










1．電気通信研究所要覧（和文・英文）            年 1 回発行 
2．電気通信研究所研究活動報告（和文･英文）         年 1 回発行 
3．東北大学電通談話会記録                 年 2 回発行 
4．ナノ・スピン実験施設研究報告書             年 1 回発行 
5．電気通信研究所ニュースレター（RIEC NEWS）        年 3 回発行 
6. RIEC Newsletter                     年 1 回発行 
 
その他 
1．電気通信研究所ホームページ               公開中 




（平成 30 年 5 月 1 日）
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